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一允 云 0 年で ゎつ ホ かとぶ ム〇 一巧 族 同伴で 巧 这化栋 に 巧 おして 居つ たがは， 或る 巧 
巧な、 を 時 四ネで 日本語ょりも 巧を 語の 方を 先に* へたな の 次 巧から、 ハイル ヒ ，トラ I 
とお 巧され て 面 ホつ たので あつた。 當時 ゲッベルスを プ a イセ ン 巧を 度が 昆 として、 伯 
林巿を 中む とする プ a イセ ン 州】 旧を 化 巧を 巧 ひで ナチ ス 化せん として 居つ セ じ ， トラ I 
の 少年 巧兒敎 化工 作が、 をに 巧云两 人の子が である おのかい ホ 巧に 迄 化かを 通じて 巧 ひか 
I つて 來 ホの だつ た。 

それな 來 おはを 時の 大 が々 の 化 林 人に 巧 笑され て おつ ホ ナチ ス巧 動が、 を 巧 逸を 征服す 
- る まは 巧が 忆 時日の 問 巧で しかを いこと を 巧くな ホる やぅに なつた 0 而 して ナチ ス運 B 
2 にが かに 巧 ホを 持ち、 ダ， ぺ少 スヤヒ ，トラ I の巧晚 をに も 巧め て 巧つ で 見る まとして 屠 
I •つたの だが、 正 巧な ところ 當 時の 化 等の お 巧は なりには 巧で、 a 巧で ゎる ヤ ぅた 氣 持が し 
で 居つた のであつた 0 
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.一九二 一二 年の. をに 爵朝 する ことと をつ て T あポ ー トセ I ドを 來た 時、 第】 黨 とたつ セナ 
チスが 巧ぎ をて、 シュラィヒ ャ I 巧 おもを に 倒れ セ ことを 美 字 巧 M でかつ ていょ いょ 今 巧 
こそ ヒ ，トラ I が 出る であらう、 若し 化され ぱ內 化に たる かも 知れね。 巧れ にしても 化 
林は わを りなを ぎで あらう と 4" した ことを 記话 して ゐる〇 

宙來セ 年、 ナチ ス巧 逸が、 ま 毎に# ホ 中を 巧 巧 させて 强巧か 巧に ホ 巧を 收 めて 巧つ てね 
る 裏に、 六 干 巧 お ホが、 か 何に 苦しい 巧 力を 巧け 益して 因 力の 充資 に當 つて 居る わを、 巧 
い 巧が の 一巧から 巧々 にな 像 1 て 居つ たので ホつた。 

九 一二 九 年初ち# れの 命令に おつて 背び 巧を へ 巧かねば ならね ことと なつた がは • 
七 年 ぉこ’ 一巧した であらう 巧を を 見る ことを 唯】 の樂 みとして を 巧した ので あつた 0 
巧を に 着いた がは、 この セ 年間に 巧 巧 U 上に 見 速へ る やうに なつた 閔 巧の 諸 巧と をおス 
を 巧く がの ゎる 巧 逸 お ホの お持ちの あ變を 感慨 巧く 眺めて ゐる閱 に 日が 経つて、 第二々 
化 ホ 大巧の ホ おともを ふべき 巧を の おが 軍事 巧の の 前 巧 や、 お英佛 找の构 巧い ザ 備を巧 地 
で經 おする を 得て， 怡もお 巧は ヴ * ル サィ ユが 約の 巧 酷な を おに 機み 拔く共 巧は 巧 ハ獨迭 
と， をの 巧ない が 態を ち 力で 打 巧 せんと もがく ナナスの 苦 巧を 目の あた々 な 財し* 今 巧は 义 
ナナス 化 治と 年の 巧を 索ち. 戌を 反る か 組 巧を しての 鬟の 巧を の おを 巧に 刻み 込ま 
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れ たなた 繁と なつた たれ、 がち 身と しては 羣 をる 印 ff 附 けられ ホの— つち 

かお 爵 朝す る や 早 A 寞賢引 f 出 夏 了 憲報吿 を 素ら 化を がは、 累困 民と し 

ての 義務 ご 端と なじて 巧く 巧が を わ 巧して 沮 つた。 現せ S * に 巧 多く 《示唆を 提供 
して ゐるナ 5 治 政 下 S 用 逸、 2 ミ お 餐镇は 问等か 《囊忆 わると 信じ セからで 
わる。 

巧る に！！ 巧と 云ん お 式は、 時間に も 制限が あり、 义 がち 身と しても 生理が 巧 件からの お 
巧 も あつて 巧 2 房閒 半で わり、 をを は 聞く 方 もなる 方 も 辛い ので’ 何時も 獲り な 
いみ 持ちが 巧つ て 居つ た围 へ、 巧いて 下さつ た 方々 S 記錄を 讀んで 下さつ セ 方* ろら 
愛ち 化の がと S に 巧 問を 受ける やぅに なつち がで、； 詳細に S まする こ 
とも 仕事を 持つ て ゐる身 S 棠 たい 事で わる 走、 更 S 物を 鬟嚴て 來た十 チス震 
史上 5 なな 眞 S 」 い 中ち < 鳥」 巧い もの も 巧 f わる 二と を 香」 て、 何え 方法 
のをい も Q かとち へ始 A ホ s ' 柄忆 もたい？ はを を、 是某忆 愛 5 ょぅと 思 ひ 
ク いた S なで ある。 

巧みめ 讀累书 了 保を 得て 置き 巧い ことは、 おさ 藻 この種の ホぷ 等には 凡を ホ S い 

一 お巧虔 で 身 ss 墨奮忆 於ても、 器 も 二 SS 更- 易と して 巧 


0 ホを でも &.SQ で •文乏 拙い ことは か 6 で ホる をち 巧を がー ホに おして ゐ るが も 
ホる であらう し义廣 巧の 巧い か K も あるで あらう とを ム おで ある。 おは、 上述の 述ゥ 
遇 巧では あるか ナチ ス が - y な 後の 巧を を 巧 巧」 て 見 jg し 巧る やうを 時 巧に 巧 巧に 居つ 
ホセ： C に ナチ K が、 詔を る 方？ を 《貧 西 Q ドン 底 S んでゐ た 雨 逸ち なかち 年 
，とま ふ 短い 窺 忆資忆 値する 現在 s ?? 上げて 巧た か • i ホ S をが み 巧め に 
どれ 捏 S 地 忆達」 て？ たと Isis をな 巧と 团表 と擊 Q 助けを 借 ゥ了鬟 得る おり 
やぶ 讀を巧 おに 巧巧吿 して、 讀 をの 巧 ホ ホら る、 專巧 にがて、 巧 分で も 巧を ちに 供し t 
いとい ム のが、 おの 典ち である。 

時 恰も 备 種物を Q 入手 困 推な 時 S つて 數多く SW を出來 る》 け お 巧忆 再現し 巧いた 
《に、 一一 一巧 奪 Q 莫 sso て大囊 理畜頤 ひを おを なて 巧いた。 

この 受菊 fe ル かがせに 曲で てが 巧の 上で 巧 かで も氣 持ょ く 見て 頂ける も 卞れげ 、をく 巧 
巧の 巧が 意に 據る もので わる ことを 特にが 記して •也からの 庙 # を 巧し をい 0 

おめ て 巧！ SB の 巧を 巧んだ 當 時から 嚴格 なお 巧と を喊ク ホ、 がと しては •巧と 仰いで 
* たか 巧阳 お】 化 ホ 生の 靈に 化の】！！ を 扉げ たいと あム〇 

昭巧十 お 年 セ 巧 著 ぞ 酿 


第-章 巧 ニ ホ 歐洲乂 巧の が 幕 

第三す sas 大戰の 前を —— をな 巧 人の ■{お —— リ ，ベント ロ， プ外 巧の 暗 11 と 巧 ッ不巧 
6 條 約の 巧な —— ブ坑 の 臭な，. 

» ポ— ランド 巧 车行曲 —— ヒ ，トラ— の巧营 —— 巧を 巧を 巧 動の 巧 巧 おり 1 1 ， トラ 
1 の 巧ち か大 はを： 一 巧*!巧のを設的攻格が||^ — ポ I ラ y ド 短な 巧# old ® —— 巧 逸 
巧 isa のポ— ランド 再 建設の 进ぷ がり 

¥を巧巧巧巧きけ度の夕化夕情—巧營 胜巧の巧^"5 — ヒ ，トラ— のな tt と 巧 神 巧 中 
.誰 三 章 t ッ トラ ー の 生かち ょら ナチ スの證 生を 二 

卢 * 

ヒヴ ，トラ— の 巧 少時 代 —— ヒ ，トラ— の 生家 —— ヒット ラ— 巧な となる — ヒット ラ 
.1 の！® S & とを 時の 巧 嶺 おを I 世 巧 共產主 おのな 頭 I ヒ ，トラ— 境 太 巧を が おて ミユ. 
y へ ン’に‘{|^をす——巧巧なるヒヴトラ |巧るの受巧と大»の巧黄 

r セ， トラ— 曲 巧を ホ 頭4 第ー ホ g 界大 載の 巧 お —— 巧 AMS 隹 のを 15 —— saws 


» と大 iwis I ヒ ，ドラ— の* ns と ♦に微 する 巧！！ む I ヒ ，トラ—、 ミュンヘンに 
a る —— isHe* 巧せ るが 巧に ヒ ，トラ— 巧な A — 田 巧 巧に 一巧 •ヒプ トラ— 再び 兵 

ミ 巧 へらる 一 巧 奪 A 重 人 S 費と なる I K 馨 8111 く 巧 氣附く 一 共產 

黨 とのが ま 化と S 又の 讓生 — - ^ ナナスの 巧 生 — ナナスの 二卡五 巧 巧 


讓 UI 韋巧後 巧 逸の 一. お 事情 ぁ〇 

g 巧 不可 おな ゲ 7 ル サィ ユ 平和 の 巧 お — iWE たる ィンフレ ひ g 巧 —— ナナスの 巧 
藥と 某の 巧 巧 —— ヒ ，トラ— の 十一 巧 ホみ 巧を； ー ヒット ラ— な 鼠 中 生活 

» 四 章 ナチ ス 巧が 满 六 五 


t ， トラ— の 出獄 — 靑年 暦の 狂ち — ヒヴ トラ— 巧 口 令 — お 言ヒヴ トラ— の 巧 力 — 
s ,8 の K 生 —— ヒ ，トラ— 巧 口を の 解 お —— ナナス 黨具 のが 增 とがみぐ 黨大 ♦ —— ヒ 
，トラ— のを 团的 S 5 S 巧 まる —— ナナス 州 巧 巧 巧 巧の 創設と ゲ ，ベルスが 巧 I ゲ ，ペル 
ス怕 林の 巧目 — ホルスト 、ベ， 七 ルの-化 —— ヒ ，トラ ふ 巧 少年 敎巧ボ 策 

第 置 章 ナチ ス のを 因 的 巧 火ょ 6 巧 権 巧捏迄 九 四 

インフレ なの a 含 内事 倩一^ 中間 サ氣 巧る — 巧 巧 巧 巧 巧と お菜 者* 增 —— を 國 的ナ 
♦ K 化还 勘の 躍進 —— ナチ K の »i 肚 —— 巧】 回 總|!|擎0 の 失が 


ナナス g 會 お出 顯く外 酉のを をを 巧 < —— 巧を 巧 巧みが となる —— 巧 二间 のな 巧 ♦ — 

« 1 黨 となる I 短 巧を 巧來 巧一黨 ナチ ス のけ 巧 I ヒ ，トラ— の 伯が お 班府時 
巧 —— ヒ* トヲ— の大寫 巧擧 立ち 巧 —— 中間 巧 曲の 發 —— パ— ぺソ巧 曲な た IT ひ 
中 冊 巧 はる — 遂に ヒ， トラ— 巧 曲 生る 

露れ 章 ヒヴ トラ ー 巧 栽ょ 6 おが 制の 化 現を 一吉 セ 

黨震*1411まへのヒ ， トラーの«貪 —— ヒ ，トラ I 內阳の 巧が と 共 產黨は 巧 —— 化を 合 
巧 的な 巧を w 巧 ホ —— 共 i のがを 的溪滅 と！ 6^載な 狙 織 —— 共產黨 W 外の 政黨 の# 解 
巧 用 1 ヒ ，トラ ー 內 財の 巧を —— 国家的 建設 事 まの 一齊閱 おと 失業を 巧 —— 巧を ほ 制 

. の « 化と ヒ ，トラ ー の 巧み —— ナチ ス巧巧 巧 巧に 巧 力す るヒ ，トラ^ 困 家 的 建設 事 

柔 におす るヒ ，トラ I 化が の 教‘を ！— ホ 治 大巧の 創設 —— 费巧〇 解 おと 中み 集 宙のま 巧 
ナナス 黨 度の 田 度 化 —— ヒ ，トラ— な 巧畫苗 巧に 其の 信 巧を 巧 ふ —— な义入 « 理 
ホ 菜 —— 時 班 おお ザ 巧 —— 黨內 外の W 清エが 

- ヒ y デン ブル グ 大統領の 巧 ホと ヒ ，トラ— 巧 巧 制の 出現 —— ナナスの 困 家 g 巧 

g セ ♦ ナチ ス踢？ ^5 經满か 巧 一八 ミ 

• k チ ス篇濟 巧« の 比 麟 I *《 宙+ 一を 巧 ！！ M ッ *<卜 の考砖 —— ン* ハト »± ホ 

8{4;?用なを«ちしな巧お巧をザを51子 ハ トの指導巧巧度稱 —— ナナス お 巧 wit 


セケ 年の 數字的 赛爆 と 其の 内# の 巧 巧 —— を 因と！ Ks の 軍備 巧を 巧の 比較 一 出 
入の* a と美の 内 巧 II 田內エ<||^^の 巧お巧巧 

:.!! 八韋 在外 商工を 巧 巧の 活巧 二 0 置 

6 想擧 例の 一 
•ミ 例の 二 
お 巧 累の三 I 

養 怒な 塞 . ' . 


第 化 ♦巧 能が 合 及びみ 門 家 W の 田 內的活 巧 …… 二 一二 

含稱巧 

g 濟巧巧 ♦巧^ a 用と 目 房 

.誰 十 ♦ナチ タ揭 をの 物 巧を 策 一ニ セ 

ッ*< 卜の考 へ 方と W 構 

理田 家賃の •巧と； §9 が 轄の方 巧 


II 入历な iBW * に as する 方 巧.' 長 ミ'' 

第 十-章 シブ パト 巧 ± と フンク 博 ± の 巧を 事情 ニニ ー 


た 巧 A 巧の！ WB 化と 巧の 巧を 巧 ホ — ナナスの 苗み と ♦ハ トの巧 任 ま 巧 — 田 巧 軍 主 
S の 巧を — 若 冠 フンク 巧 ± g 巧 8 巧 命 さる — 巧 巧理勞 のきな I ナチ ス巧る 面 
家な みの 數字的 S —— 巧 二次 大 苗 直前の 巧 i か 

m ■ ■ 

讓 十二 章 ナチ スの 田家 事業 ニニ カ 

廣巧函 のぞ Hi * ホと 田 力 巧 まの 併行 I 軍ち 巧拥 におす るヒ ，トラ IJSiB の 用 素 
畜ま 用喬 網 巧 蠻 —— を 霎用 養に 巧す るヒ 8 の 巧 意 — 卜 ，ド w ま 巧 • 

と！# が 篇稱 —— 困 118 るの 巧 —— 巧 用 道路の！ と 巧 巧 巧 助 

專用 道路の 巧を と 巧 用 資材の 一例 1!::8|8^用道路の現在と巧の1|1化なる規巧 I 自 

動 i 用 M の 目的 

« 河 巧を 事 — ュ ー ダ ー フキ I ノ の»» 裝伍 I g 巧！！ の完 mi 依る 巧を 

巧循ホ 及び 下巧§ まの 生话ホ 萬！# 動 —— 勞 # ホの 生 巧 とヒ g 巧の a 想 —— 巧殖巧 
S 0 —— 巧 おを おを おの 效巧 

ナチ ス 巧を の 再軍備 實冒 とを 巧 巧 Si * 充 —— 巧 曲 お S と 同時に 始めた w 重な 軍 猜 —— 再 
軍備 さ ilictK の 用意 —— を 巧の 大 18 巧 —— 巧の 中の 地下 工場 —— 巧を を 巧の 人的 梢 巧 1 
をを 軍の 巧容 —— 巧 巧を 巧の 比 校 —— 閒 t の •巧 

ジ ，クフ！ 卜巧塞 R の稱巧 —— 貪 iH の 年度 —— 巧 おのを B 的 施が —— 溝 巧 Kw と 


失 柔巧巧 

»±二 章. ナナ クの農 牡な 巧 二/た 

第 十 田 章 文化^ 業 二八と 

* 十五 章 络働巧 殺の 成功と 勞 働を 巧ぶ 策 二 化 0 

《8 なと 巧 8 合 《巧を I 巧 《 弦が のを 西 的 巧 巧 — 巧 苗 技が の更化 —‘ 巧®® 

» の 事 菜と C ま 力が & 助： 

KDK 艦の 一例と 其の 巧 則 

を 寒 観と' 柔 S S び 一 浸に がける 巧を 
第 十 ホ 車を 務勞彻 .制を 二を ハ 

巧 JStjR 猶 制に がする ナチ スの目 巧 — 其の 巧 巧 H への 巧 S 義装 巧® おい 規を 

1 舅で i の爾 笠— 義壽 Se 寞ご 例— 義務— の 單備誤 備お育 

» 十 セ 章 ナチ ス 少年 轴 •： ミ 0 わ 

ナチ ス 少年！！ の 養 — 少年！！ のを 巧 化と 叛の籍 巧を — Si . 巧な ちとの 調和と 巧の 限 
ホ— 巧窘聲 巧嘉雲 S 程度 — 少年 S S 夏苹巧 — S お 備敎ち 


» 十八 章な 治 巧 校 ご 二 社 

、 

t トヲ— 巧 巧の 考へ方 —— お 巧 巧と ヒ ，トラ— 巧 巧 

第 十 化 車 精神 入替所 制度 一二】 た 

ヒ ，トレ リズム 反逆ぶ の 巧. 化 —— 今 か 把れ ぶの ある 理由 —— 横 神 入を 所と をな との 巧を 

» 二 十章黨 の ザ 一ニ ニ】 

請 二十-章 视げ隨 制に がける ナチ ス獨 逸の 物が 統制 ご ニー 兰 

ブリ ，ク內 巧の 巧 お •統制品の 一巧 的* 比め —— 切 巧の 詳巧 —— 巧拘 ，お ホ 巧の 切 待 
宙 おの 巧が ——切 巧が 制 R がの 一二 1 へ —— ナ ホス！！ 化® の 巧 SI と 其の 席 お —— 切 巧 
化 巧の 巧が ― C 由 消 巧 時化との 比 校と 巧 来の 態を —— め 巧の 耳の 巧 31 とその な 速な 
- ろな 宙—— 巧巧勞 一ー ホの 不平と 巧 巧の 巧话 —— 闲 おの 分 巧と 巧 給な お 班の ゆ 巧 —— 巧 巧 
巧— の ホ 活巧巧 —— K がを の 的 巧な —— お 肉け 脚み 肉 ii ® の 度 巧 —— 切 巧が 制さ 
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ニス 歐洲 大戰の 前が 


\ w ん iji をを 月-巧 持の い、 北な の 夏の 日は 晴天 a # で眞 まは みしげ ぱわ 巧を 事 も ぁ 
か^:^ か^;^ 日： の 初秋を あはす 巧な ホ やかを が 巧を « ぇ •生きと し 生ける ものに 生 
巧 蓮を ぶ^^^?^^^ .煮 おで ぁつた。 

-去み U ち おか， お が 市民は お々 として 巧し むまの ぉ 巧を いが 態に おかれて ゐ を。 巧 併 
の 軍 まを なが » 巧 モス n 1 巿に 巧を 据ぇて 露を を 巧を な 田 お 巧を ちか ソ軍巧 同盟 捕 おに 巧 
0 て完ホ せんとして 居り、 恰も 化の 同 巧が 今にもが 巧 上る 巧を 宜 がを 任け て 居つ たから だ。 
それ迄 ソ斯を 下品に 巧き 下す 事に 巧つて 獨这 民衆の 巧 ホを 巧ん サゐ ホを 麻 大臣 ダ， ペル 



K も 何う - J セ も Q 4 1 向 9 デ ォ に 出了來 た、 玫 おも 黨本巧 も 無ち ホを ホ f 守つ てた る • 
I 才 I スタ リ—や チェ， n を あれ 程 手な ょく】 おに も 巧さず して 巧 服した ヒ ，トラ ー ピ、 必 
- ホ 又が 手を 打つ にを； i たいと 信じて はわる もの I 、 今 巧は ソ がが】 わかは つで ちつて 來る 
ぇ すれば 下を I .九 一の 年の 第一み 世 ホ 大巧 其の 巧の 狀 態に をる のぢや たいか、 と 云 ふの が 
其の 頃の 巧 逸人 巧 就階紋 のむ の 中の む おで あつ ホな だ 0 

巧留 邦人の 巧を 

在 巧 邦人の 多くは ナ ー ニ 弦爭 をん かにを る もの か、 巧 かも 巧を も R 爭に は餐 ゥ^^して 
ゐる吿 だし •巧 逸 だつ て 我 爭卞る 用意は ホ だ^ 曲來て やしを い •わ 互に ラ デオを AR で 
もやつ て お 了 ひだらう と考 へて ゐる 間に 巧々 日が おつて •二十 二日 午後に なると 夕巧か 巧 
り， ベント！！， プが巧 お モス n I へ 飛ぶ まや ま大 なるお 呆 が巧來 される であらう まが 巧 送 
.され 》 お ホが 巧當冗 奮して わる 巧に 二十 一二 日朝 •をく お 衆の か 巧に 反して 巧ソ 不可な がめ 
の 巧 立が 巧 K の 巧の かくに 化 管た お 衆は 何ボ 何だか がらを いま t に亢 巧の# 巧に かり 
を まれた 〇利邑 ままめ を考へ モが當 りが である 巧を 巧 衆は、 つい 昨日を ソ巧 とか ボル シ 1 
ピ キキと かを へば まるで 人 巧の 化敝 のかく 云つて 居た のを ヶ ロリと 忘れて •もうこれ で 氏 


1) Bibbentrop 


ザに 巧み 巧 ホは をい •巧を とソ 巧が 手を おつた w - 上は 英彿 をん かは 問 逆に をらない •おを 
巧&へ 巧つ て 巧る 巧 もを い •矢 巧ゥヒ ，トラ I ながは 巧い •ハィル ヒ ，トラ ー とを ふわけ で 
お 巧に 惠ん でね る 巧に 巧 ホ巧揭 の巧爭 不可避の 情勢が を ホに 展開して 巧 ホのは 試に 皮 巧を 
ホ貨で ホつ た。 . 、 

リッベントロップ か 巧の 活 » 

*ブ 31 へ ホんだ ル巧リ ，ペン ト 》， プも 神なら ね々 の巧ゾ 不可侵 巧め 巧 巧に 巧つ て かや 
解かの が 巧を 捆 みが 面に 巧乂 なま 巧を 立てた とで もぶ つたので ホら う •恰も 斯旋將 巧の な 
を氣 持ちで！* つて 來る •伯林を お テム ペル ホ I フへち 旌 ずる お 巧を ニ ゥス 映 畫の寫 巧 巧が 
ヵメラに 巧め てち ぐを B から デ々 {とお 卞 と云ム » ダで ぁつた 0 この 巧ソ 不可侵 巧め 
巧 おは サ ホみ 闻 々を おど 信ずべ からざる ネ がせつた 巧に •を 巧つ たまは 巧 論で ぁつたが， 
雨 金 人 自身に も かく も 巧 » 巧な には ホ 巧し 巧れ A 謎を 巧へ ホ 事は 事 黄で •ナチ ス のま 張と 
一 は 全面的に 巧 をれ わ 吿のツ W とか 何に 巧 おのが 策とは ちへ 推 手す ると 云 ふまが， す 近の 巧 
- 巧を# ホ卞 るには なるお « が 且つが I のま 段では ホら うが 巧れ は ナナスの な 唱卞る 巧 逸 巧 
一ニ ホ 面 惠鼓わ 大目 的に 非 巧を 巧者に をる のでは をからう かとを ム •一巧の 巧が を 巧げ かけ 


1) Tanpelhuf 


ホ 寒は るみ 巧い w 資の氣 持であつた 0 . 

其のを 時 任へ 聞いた 巧では ヒ ，トラ. I も 其の 俩近 をに 日 巧 伊 軍事同盟が 化 巧れ ぱな 巧ち 
パ I 七 ントで •英佛 ソ軍ホ 同盟が 仮令 巧 立しても 巧 題で ない が， 斤、 むの 日本に 西論卽 み、 
巧 巧が 守が 望めを い現狀 では ソが をち 佛に巧 巧 さる、 事は 巧を としては 巧 底进び 巧ざる お 
で •ソ がと 今更 おぶ とち ふまが 自 みの 從來の 主義 ま おを 如何にみ 盾が 多い とは 云へ、 又 お 
んだ結 まが 五 0 のが 値しわない とは 云へ •括 對絕 命の 問 唐と 考 へた 云*， と 巧した と をん 
まで あつ そ 0 

おず るに ナチ K をが としては 何 まに おしてで も 巧 巧で ある 巧に、 此の おを にもを 惡の巧 
合の 二 正面 作 我の おおを おけ. る爲 、お 義ま强 の 上での 非常な 璧と •貪 あた ソ蹄 におして 
のを 大の 物的 譲步を 巧て して 斯 く】 方の 活 おを お出しを ものである 事と •巧 表は 巧 巧で を 
ク たが ザは 可な りの W 前から 執 おに 工作して ゐた事 だけは 閒速 ひのを い跑 であらぅ。 

ッ聯の 具 意 

なら ぱ巧 かの 軍事 專巧柔 員を モス n I に 巧び 付け •ちか ソ巧ま 同盟に がき 日 巧 巧 ホを 重 
ねて 居つ ホソ がは、 一巧 何を 目な として 居つ たか •文 英佛 軍事を なは 長い 巧 モス n — に > 


5 


在して 居つて ソ 蹄の 巧 意 も 巧を の 工作 も 何れも 少しも おがけ かな かつた をと 云 ふまは】 寸 
夕 へられね まで、 毎日 何を 考へ 何を して 居 0 たかと まふ まに をる が •其 苗が ち猜 をる スタ 
»リンであり》 一切がが巧の幕になまれて居つて、 物まを判巧さ卞ことか化來をいソ巧で 
わつて， 巧 ひて 巧 巧を 附 ける をら ぱ 矢張り ソ がのを も 巧る しいの が ナチ スの 巧进 であり • 
一巧な しいの が 巧を の 巧 巧を な找 であり •假 令】 時 的に でも 巧 巧と 捏 まし 巧い の だが •正 
面から 積 巧 的に 巧を に 接近した のでは 巧ず も巧當 をを •煤み おされる まは 判り 切つて ゐる 
ので 18 ^ を 出 來るガ け 有利に 導く 爲 •及び 巧】 巧 X が 狂つた 時の 第二 候補と してち かを 利 
用し 又を へに ホつ て 及く とを つた 打 巧から 手玉にれ つて 居た とを ふの が 度 巧では をからぅ 
かとぶ はれる 0 

何れにしても 巧に 物の 巧れ を 止めた のはち 巧の 巧 まみ 門 ま おで •自 田では 夫* 巧 當な巧 
化の 人* サホ らぅが まるで 自函 巧から 馬を と 無能の 巧 本のな にみ はれつ、 悄 々引上げて 巧 
つたと iK ふまで ある 0 

此の 巧ソ 不可侵 おめ ホ 立を 境と して、 巧 石の ナナスが 巧 もな 巧規 おがを < 狂 ひ W し •巧 
巧天になりおめそれを* ブデオに* 新拍に、 凡ゆる#执を通してポ1ランドにがして巧ホ 
して 居つ だ ダンナ， ヒ 自由 巿の巧 化と •ポ— ブンド « ぶを « 切 つて 獨进 巧で わる 策プ P シ 


—夕 ご 


1) Henderson 

2) Dr. Frick 


ャ へのが あが おと. 自巧苹 巧 用 道 巧を がけ させろ i 云ん 巧 ホを】 巧に ダンチヒの 回收 はか 
萬の ま 巧 道 株 かを 地ょり お 側の 方は 全部 巧を へあ活 しろと 巧 求を 巧大し •巧 まも ぁらう に 
ポ ー ランドに おしてが 助を わして ゐる英 民に 其の 仲介を 巧んだ ので ぁる。 な 巧 英巧大 化 
り ヘン ダぃ. スンは 於 式 的に 本 田へ な 巧した が巧ソ 不可侵が 約の 巧 立 U 來を 早】 巧 不可 遇を 巧 
おして ゐる英 B の ホかず るを もな く、 仲介の 巧を ある まを 拒 あ —-た。 巧 曲がを々 巧が 曲 
るで ぁらう と 巧 巧して 居た 巧を は、 今度け ポ I ランド 大巧を 巧んで 巧 おでが 解かの 交 ホを 
したいから 全責任を を 化 林に ま 巧せ と 申入れ ると •ポ ー ランド 大 化は 直ぐ 爵 巧した 巧な つ 
て來 をい。 み々 《 巧閱 巧は 巧 迫の 巧を 化へ て來 々が、 巧を お ホは 未だ 希望的 巧 巧を して 
居つ て、 此の ホには ヒ ，トラ ー 巧が が 何ん を 妙手を 巧つ でぁらう かと 巧して 樂 しい ぞ をぶ 
績 けて ゐた 八月 二十 八日の 午後、 is : 巧 f フリ ，クの 放送に がり 巧が 生活 必蒂 品の 切なが 制が 
實 施せられ •巧 涅巧ホ も 巧く 事態 巧 犬 化を 感じて む K して ゐる 晒に 一二 十、 一二 十一の 两 けが 
無な 巧を ホ おの 巧に 通 ダを ので ぁつ ホ。 - 

對ポ ー ランド 軍が 行動 . 

明けて 九月 一日と をる と 午が 五 時 巧で ぁつたか •化が ホ おの 巧は 夕數の 巧 巧 機の！# 昔に 


巧つ て 破られた。 スワと 許り 巧 巧へ •又は バルコニ I へ 出て 見る と 商の 巧 巧を 巧いて ホ 
巧な な 巧で 無 おと 云つて をい 程のを くの 飛 巧 巧が 丙から ぶへ おへと がんで 巧く ので わつた 
がの 見た 時は おど バルコニ I わら 仰ぎ お得る 天を の 面 棟は をが とを つて 立い 程 •お 巧 機で 
巧 わられ 盡 して 居つ た。 いよ/ \ヤ つたた とあム と共にが ともち ひがの ない 桐ち ひを 巧 
じたので あつた。 午前 十 時に をる とヒ ，トラ— は 吾が 巧 逸 巧 ホに 吿 ぐと ちム巧 巧け で 四 
十分に をる 大 放送を し •いよ/、 ポ ー ランド 軍事 巧 巧を 閒 がする 宜 言を おし、 おに 第ニ ホ 
大 我の 巧を 切つ て 巧した ので あつた。 越へ て著晉 に. なるとち 阐さ房 間な 內の S り 
をが 件と する ちを 通张を 巧を に 送り •是 におして ヒ ，トラ— は 一時 闹に 互る 大ぶ 送を 巧つ 
た 〇 . . 

t ッ トラ ー の 遺言 

• • . 

■ 

巧 萬 ま 田の 巧 求を おね 附 ける と共に 自分 も 昔の 兵 女で わるから がが へ W 巧す 7* おし自 
々が 巧 死した 果 合は ダ ー リングを 巧を* ゲ I リング も 巧 巧した 時は へ， スを 後お總 がと して 
田お是 れに從 ふやぅ •へ， スも 死ねと 1 K ふ 巧た 裝 をが 萬】 にも 來た らば 其のを のがが は闻 
巧. I 同よ く 巧 誘して まぶ やぅとの お 化た 遺言を 巧して 前が に W て 巧つた いであつた。 


1) Hermann Goring 


2) Rudolf I less 


至 田 日には 佛 國は英 g との 軍事 同 巧に 巧つて お獨を « を發し •を 妾 大度のを をを る 苗 
系に 入つ ホので ホつ た。 

巧を 軍事行動の ホが お 6 

# 

獨进の 對化軍 巧 巧 巧は 今では ホ 知の かく 巧 ゎて ffi 單に巧 時日に ♦が おいて 了つ たがを 時 
在 巧 邦人は か 論 •巧ら くは 在歐 邦人を 巧左樣 であつ たと あはれ るが、 ボ ー ランド も か洲で 
は 軍 族の 巧い H の】 つであつて、 文化の 程 巧が 巧いだ け 巧 巧を 民族と ま はれて 居り， 义ち 
の專 備に がても 巧を を ものを 掉クて 居つ セし •巧 t：* も 大して 優 巧では ない が自 田を の 巧 
當 をる ものを 持ち •巧 用 巧 巧 おも 可を り 持つて 盾ク たので •ホ づ少 くも ニケ 月 位は 持ち 巧 
へ 巧る であらう •其の 巧には K a I モ ー シ-ン のち 佛 もか授 にかき •化つ てポ I ランドと 
パ ルナ， ク巧 にがて 陸 巧 空の 大な 巧が 展巧 される でぁらう、 此の 爱をソ がが 巧う 巧る ゎ 》 

巧 逢と 不可霍 ：£ を おん》 がゥ Q ッ琴蔓 系、 Rs を 5 従つ 了？ 出を かれた 

ものでは をい とち ム のが】 投的 のちへ 方で ぁつ セ 0 

當の 巧手 因 ホる ポ ー ランド 政 巧を 局も自 巧れ も 手な つて、 右の 巧な 巧は それな 上の ちへ 
ホを-: > て 届つ たに 巧を をい 0 


巧 逸人 自身 も ナチ ス ホな セ ザに 依つ て 非 巧に 巧 力の 充實 して ゐる莽 を かつて わるが 故に 
ホは 巧な か へられて 居る が 故に まさか ポ ー ランドに わける 吿 はを いが 》 英佛 がかは り义ッ 
W の 出方 次第に 依 0 ては 巧當ま 巧になる のでは わからぅ か •巧に ヒ ，トラ ー 化が のを 治 的 
れ おのな々 •か 巧 上の お 引の 上手は いや 程ぶ せ附 けられて 居る ので* 化の が不 お 世の 巧 お 
であり、 彼の 第二 帝 因を】 代で 建設した ビス マ ー ク U 上で あるとは 常* 口にして は ゐるも 
の、 •巧 おの 巧爭 にかけ ては 未だを が 未知 巧で あると 云 ふので 口には 的さぬ もの、 むの 中 
サ はを 非常に、 む 配して 居つた 事 も 事 巧であつた。 

がるに 大本 管ょり 日々 ブデオ に 巧 0 て 西 巧に 吿 げら るん 巧 逸 軍の お 巧 振りの 迅速と •其 
の 出度 進退は ま おに 常な 的が なの 意表に 执で •ポ ー ブンド 軍は 見る 閒に寸 巧され、. な 苗 さ 
れ>« がされ： ホ ー づンド 政 巧は 冉* 巧 度 •わ 二 巧 巧に して ル ー マ ニヤ 因 巧を 柱え て 速げ W 
卞 、なお りだつた 巧 併は I 巧 おて 來 ない •九月 十九 日になる と 問題の ダン チ， ヒ自ホ 港は お 
をに 巧 巧に 巧 巧し •ヒ ，トラ ー ながが 荣ゥ 込んで ブデオ 大巧を を 試み ホ。 

t ブト ラ ー の お 英佛乂 がを 

曰く、- これで 巧 泣の 巧ポ ー ブンド 巧 ま 巧 S の 目的を まし わから 巧を としては 是れな 上 巧 


1) Bismurk 


力行 巧の 童宏 はを いが、 巧 巧が 巧 这巧巧 のがせを 明つて 尙巧爭 を 巧け 巧い をを ふなら 巧が 
^ すを しよう 〇 1 二 年が 冗 年 セ 年で も 巧 巧手を しよう •何時 迄で つても 巧 逸は かして 巧 服し を 
いのみ もら ホ おがまの ならを い 巧 巧 巧 巧が あるから それを 使つ た 時に 人道 問 巧を 口にする 
& •巧す 巧 g の資 巧は わが 達に ちる の だから •と 的のを く 巧を 怕 巧を 放送す る まに よつて • 
夕 がを 巧 « L て* に】 つの かやの な會を 巧まん と卞 ると 同時に •巧 二み おが 大巧が おなさ 
れた柴 をの 資 任を 巧に 巧 かに tt 巧 せんとし •又 一 そ 由內巧 ホに おして ナチ ス政椎 はがく を 
して R ホを 回避して かやを 巧 案し つ、 巧を のを ホ だけは 巧さん と 巧 力して おる にも 狗 はら 
ず英 かは 巧を 巧 度の が 在を もがつて 居る 爲巧爭 を おなしよ うとして ゐ るので 巧 逸は ち 巧 上 
已 むを 巧ず 技は わぱ をら を < を つたの だと 云 ふ •民衆な 巧を まねた をみ を 多み に 持つた】 
石 一二 鳥の 大巧 かを やつた ので あつ セ。 

ホの おく 苗 無 巧ち としても ホ 樣で巧 座い ます か， と 引下が る まも 出 巧ず •又を 時 巧を の 
B 巧 ザ 巧を 研な する まの す 充分で あつた 英巧 巧は 巧 I 々大巧と 同じく お 巧 おが. にがつて 巧 
» を邊 かれ 早 かれを ちす まが 曲來 ると 云ム巧 由のを いがを おなけで おつて •よも やち 供 巧 
g が 矢* だ 早 やに なられる 巧とは 夢にもち へて 居を かつた 爲に •この ヒ ，トラ— の大 がか 
にが 巧して 直ちにを 時の ちを 巧 チ， A パ I レン 氏は 沿 於 的に ナナス か 椎化憲 を 叫んで 是に 


をへ* 恰もち 巧 共 ラ デォに 巧る 言 おの 上の 巧酬 のみを 煤り おし •第ー ニ おにがし ては 巧 ホが 
本を に® ふ 息を がを いのでは たいかと 云ム 巧な 淡い 失望を あじ させた がらが 巧は ナチ ス政 
權 はかを 獨 をち ホの 芙 因に おするな におる おを 巧い 巧 意を 巧 養し つ、 ぁつたの でぁる。 

巧 逸 ザの 建設的な 略 作 お 

こ の 九月十丸日 の ヒ ， ト ラ J の ダ ン チ" ヒ 市 に がけ る 大巧說む來， 巧进 の お化軍ず打货は 
が 巧 的け かょり 南み 建設的 巧 巧に をり •渡を が ヮルソ I 市に 立 箱つた 波軍围 におして はな 
巧手を をへ 品を あへ て 降服を 巧 ホし •ぶは 在な ホ 围巧臣 及び 其のみ 族の お 批に巧 力して 巧 
巧し、.- 其の 巧に 尙巧抗 甘ん とした 同ち 巧を 化烈に 砲« 並に 巧 ザして をに 降服せ しむる 等の 
巧 も ぁつて •九ち ホに 至つ てを にを 波 化 - H をを をに 巧 服 •軍事 巧 巧 開始を 半ち にして あ-を 
がが 全部を、 ーヶ月に して 完全に ポ ー ランドを 軍を 征服して 了つ て 其の 迅速 果 かなる お 巧 
にを 世が を な 倒せし める と 云 ふ 巧狀 でぁつ た 0 . 

ポ ー ランドが 期 巧 解の 巧が 

• < •一--- . • 

.巧で 一寸ぎ き 巧へ 巧い のは 何故に 化が ±は 巧く もが 単に おおした か •それ 程 勝 化の 數巧 


—か— 


ら かで ホる にも 巧 はらす 何せに 巧 进に义 巧つ たかと まふが である。 

これには 種々 のま 情が あつた 樣で •巧】 にち へられる をは 一 兀來を 化 迄の が 蘭 ± 政椎 がを 
をに 同 田の 軍 巧に ょつ て 占められて 居つて， 备乂臣 おどを 部 単 部 出を を 力 至は 現が 軍人で 
あつ ホ •が 化 灯 おぶ る 如り. お. 洲 み 巧の 軍 巧 政治と を ふ ものが 世 ホの 大勢を お誤り、 自惚 
の 巧つ ホ 自力 あ 信が 田を 巧る とを ムま貨 はせ も 今 も 巧り がない。 第 j ホ 大巧に がける 巧を 
が 其の I 例で あり 今回の が 蘭 主が 他の】 例であつた 0 お； iijg 逸に 勝てる とを は考 へな か 
つ そらう が •少 くと も 四 ヶ月 力 至 半年 位は 持ち 巧へ 得る •其の 閒に 英佛も か援の 手を 仲べ 
て 巧れ るで あらう •それから ホは 時の 巧 化に ちへ て 居つ たのでは たからう かとち へらる I 
卸が をみ にあつ たまで ある。 • 

巧 二に ち へらる、 まは ホ 知の 逊ゥ波 蘭 主と 云 ふ 酉が ち 巧 來四回 も 因が 巧り 又 t びた 田 
巧で わり •巧 因の 巧 亡に 他 苗ょりは 巧れ てゐ ると を ふか、 巧が 削いて ゐる とち ふか、 かお 
も 巧 ホ も 無意 強に むの 用ち を 持つて 居つ たおで をる 0 
それが 巧を に 巧 巧つて 巧】 が 敗し 亡 曲の 悲運に を 着しても •それに 巧つて 再び 世が 大巧 
に 巧く まがは 來る であらう •その お呆 巧を が 巧び 巧 巧 的に 敗 t する であらう •がら ぱホか 
會琪 にがて 巧び 化 蘭 主は がが り •まは ' W 前な 上の 大きを 領主に 巧つ て 苗を 巧 巧し 导る にを 
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ひを いと をん 巧を 佑を 他力本願 的な 巧 利め たちへ がを にを つたを はを わを いと あはれ る 0 

巧 一二に ち へられる まは、 な 蘭 止 もち 佛と 同じく がが 既 巧が 不足して 5 て、 巧を の 軍 巧 

の 巧 巧さポ ょくが つて 居 わか クた 巧な 是れは 後 おで 述べる が 判らない 方が をり 前で 

わる 程 •ナチ K 反 植のや 時の 用を 巧 到 さがな 巧を 擧げて 居つ たのでは ぁるが、 をが 判つて 
わを かつ セ 巧で ホり、】 方自 一一の 軍 化が 巧 反に 近い 政 ホを なけて 來た爲 にが 蘭 ± としては 
■を 舉げて 軍 化に 巧 力して 巧て 居つて •巧 S をから 見れ ぱ 大した ものでは をかつた がが ち 
國裝 の 巧 巧 機 も 持ち 軍ち も 持つて 居る。 なか 具に 巧 0 て 云ち 五十* の お 兵備を あへ 巧ち 
巧な！！ 境には マデノ .な 程では たいが 巧 塞が も* 巧して ゐる〇 又 波 蘭 ± 陸軍は ながで け佛 
艳 軍に ホぐ 巧い 巧 巧 わ 巧 巧で ぁる 事は を 巧と を 〇てゐ る。 な 蘭 止を 巧が 自 なに 陷 つたの 
も 巧々 巧ち からぬ 巧 も ぁる。 しかも 政 巧を 局が おどを が 巧 巧が ホを で 世が 狀 巧に 暗い と 
巧て 居つ たので 自力を あ 信し ホと まふが も 巧 かにぶ 速せ をい ま 巧で ぁると ち へられる。 

おの 巧な 巧 由からで 巧 解かを すべ かりし、 又 それが 巧め て 巧ぶ でぁつ ホに も 巧 はら ホを 
に自 から 巧 局に 巧いた ので ホつ ホ。 

軍 ま 巧 巧を 開始した を 巧， 巧を の 執つ た 作 R がまた 持 巧を 巧に がて 巧に 驚 g 卞ぺ きもの 
が ホつ そ〇巧 & が 化 蘭 主！！ 巧に 集中して 居つ セ 兵力は め 百 あ 十 巧と 云 はれて ねる。 其の 


巧 おが 直ぐにな 蘭 ± に 雪崩れ込 むかと 化ム とお ホに も 南を 巧め てゐ て、 其の 代りに 九 3 J 

I 1 呈り言 間は 巧を S 費た 蒙が め 一手 菌它て i た囊 にが ツて化 f あつたが 

y 蘭± を 軍を 巧を 完 をに W を 巧した。 飛行な もを 部 用を 爲 さたくな つて 了つ たのを ぶ おけ 

て ホく 含尝寒 世を Q でを つち 又 多 a シャ S する 波 W 畜是 違で. しかも 

セ 八の 兩 巧は 雨 巧で ある。 每年 化の 巧 一巧 まら 秋に わけて 細 巧 地 巧を して 軍 尊 巧 お 等 
はを にもち へられを い应 であつ たので 巧 蘭 主は 何等の 軍が 施設 もして おたい ので あつた 0 
おる に 昨一查 辈に 限つ てち 胃に 互つ て 一滴の 雨 も 降らたい’ 湘雞 巧になる 巧 
の I 愛地が 于上 つて* ブ^.^ 忆 なつて 居る 事を 充曾 調べて 居つ た獨 逸は 海上 换 送に 化 
てな 械 .化が 换 ！ と 云 つても 現在の 巧 謹 軍は 壽な找 化されて 居つ て テクく ホいて ゐ. 

る 巧を 巧 おは 一人 も 居ない から 陸軍の」 がと 云 ふべき で わらぅ とは 思 ふが —— 其の 機 ホ 化 
部 除を おがで 束プ a シャ Q 唯； 6 遮 V ニ ヒス ベルグ 忆陸揚 でて 待 おさせて おた のを 軍 
ま 行動 開始と 同時にず つと 惡主 巧に 進めた ので あつち おし 瓷 をして 少しで もこれ 巧 
に備 へて 居つ たら 化の 束 ごシャ ら 進入 お 巧を 軍は 恐らくを がの おにを つたので わら 如 
ぅが 毎年 湖 巧 地 巧と をる のでを お干 おに も 巧け 巧し であつ たので 丈ぞ述 りお 人の 境を 巧つ が 
て 物を く 進軍す ろ餐主 軍が が累附 いた 時分に な 巧に 化の 進入 護が ヮルソ 1 のがを 口 



になつ て 居つ た 樣な實 巧で •從て 巧 波 巧 埃から 九 巧 四日 巧く 進入して 來た巧 逸 軍に がれず 
ベく 布陣して 居つ ホ 波 蘭 軍は 數日 にして 完全に 腹が になを 受ければ をら ね 巧な 化 態に おり 
開 巧 四 五日に して 巧に 大 みは ホを •波 蘭 止 軍は 絕望 的な あおを 热ゥ おさねば ならぬ 株た ホ 
目を ち從 つて 巧を にがては 一一 音 五十 巧の 大 軍が 百 五十 巧の 巧 あ 軍に お々 にむ 巧 さか •お 
に】 ヶ巧 にして 八十 巧の R 傷 死と 二百 セ 十 巧の 捕 巧を 出した 上 • t 田の 悲 巧を 巧いて 了つ 
ホので ある ，0 これに おして 巧を の f は 約 一二 まち 千と 巧 表されて’ ゐも〇 
をみ たのは ソ がで •巧を の 黄 力行 使に 巧つて 大 K が 蘭 十 •が お 力と をつた 時 •ソ がの 単 除 
は庶 々とんて 國 巧を 巧へ て 波 蘭 主へ 進入して •一’ おを も g ら ホして 第一み 大极 前の 闲巧 》 
卽 ち波廣 ±巧± のめ 半分を 其の 手に 納めた ので ぁ 0 た。 

獨逸 技術 蹲の 化 蘭 i 巧 建設の 迅速 お 6 

がくして ーヶ月の お 時日で 完全に 波 蘭 ± を 征服した 獨 をは、 まを にがめ 用意して 窗 いた 
ル I ル 地方の 巧 31 お 巧 工業 中む 地から 選 巧し をち 師晓 H 巧な 巧の ホ换を 直ちに 波 蘭 止領內 
の 工業 地、 がち 巧 塞の 上シュ レ. 1 ジャ 州に 换る舊 波 巧 工業 中也 地へ 急がして 十月】 日 
わらが の 地方の エ裝 をの かし 远 巧から 厘を 上げる。 义百お 十 巧の 軍 换は捕 巧と 其に 课を 


り じ I ル r Gebiet の Ober Schle.sieii 


本國 へ？ g 還して 巧る。 が 《に 出動して 一 兵卒と 巧 難 巧 巧を 巧に した ヒ ，トラ— 化が 
^ は ダ I リング 元師 其の 化を 從 へて 伯林へ 谢 巧して 巧る •化 林 市民は が 狂しで これを 迎 へる 
^ と 1 K ふ 巧を をる 巧に ナチ ス黨 がの 巧 おで あるが •<; (ホ 風 巧 お 叉は 巧！！ おもちつ て 元來ナ 
チ 《お黨 巧 反お黨 ボナ チス にかへ る テ n 巧爲 にお 抗 して 他な に テロ 巧爲 をな て酬ひ •ナチ 
ス 黨を守るがおで 1© ミが’ 十 チ K 胃？ をは島軍 Q 補靈 £お力 Q 補お力至養 
の 巧 目に 巧 化し おおのち 年を 養つて ねる) 及びが -s (親 街橡 又は 保護な とまつて ヒ ，卜 
1 近 街 兵に 巧を し S . A が 巧 巧め であるに おして 巧 巧 的な 巧 かを 持たされて 居つ たので ホ 
るが 》 氣 の 早い 靑 年を をく ちして ゐ るが 爲に 現在では 巧つ てょり なしい 巧爲を やる ので お 
衆から 巧れ られて 居る) が 入れを つてな々 な 蘭 主へ お 入し、 夕數の 捕虜を 巧つて お々 巧樹 
にかつ てな 巧され セ 都市 や 道 おや 樓 架の修 巧に を 手し •其の か 畫 的を 且つな 速な あがたる 
建お實 巧には 巧 一二 田 人を！！ 嗅 さ ホた もので あつた 0 

お畜 15 ま 行 S は 堂 S く 暑 一巧を 寧 5 薄いた Q でを つた？^ •其 S をは 世 

ホの 巧 持を 裏切り •占这 軍は 動かざる 巧を 山の か、 無論 田內 的には 軍用を 《试 のが 巧 • 

軍 戾の巧 巧： 一^ 巧の 敏ま をる 西が！！ 境への 移 か 等は ホつ ホが お 巧 か 軍事 巧& は】 巧 開始 さ 
れ ない* 


1) Sturm Abtcilun； 
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巧 逸 おお 佛带 がむ 動 冬眠 单悄 

例年 十月 巧 かから 漸次 北 映 一® 巧い 室に S はれ •暴 天 ホゥ 巧いて 四月 初 巧から 漸 やく 太 
S が 巧く 差し 巧め るので わるが、 昨】 九 一一 一九 年に おつて 埼天 がきで 十一月 中 お 迄 巧を が お 
日の 巧に 仰げ セので ぁつた。 此の 閒 巧を 巧 水 巧が 英本主 北端の 島の 巧に ぁる 巧 お スヵパ 
フロ ー に 巧 入して ち 化 空を ちが ー ャ ルオ-- ク おを 見 まに 巧 巧し •辛苦が 巧して め】 巧 間を 
資や しお 事 巧を へ爵 おし、 がの あ 巧め 巧 お巧爲 をを 讚され •ヒ ，トラ ー な 巧の 命夕に 化つ 
て 大型 飛 巧な を U て迎 へられた 十四 人の 荣化 貝が 伯林に 着き •ヒ ，トブ ー 巧が が 水兵に 至 ^ 
るを】 人 巧 巧手して 手づ から 鐵 十ず か をを】 人 巧 的に をけ て やる，、 巧 長は おい 少巧 でぁつ 抑 
セが 其の 巧で 中佐に が 進ずる、 水兵 其の 他の 乘化貞 の 父母が 巧を 田 巧に おちなる 奉公を お 1 
した 巧 巧の 父 巧と して 其の 住む 巿 巧が をょり 巧 讚と ぶ 巧の 醉を がられる 等の 巧が ぁつたに 
止まりが 待され て 居つ セ 獨这を 巧の 巧 本 主 大空な 等は】 向 巧 はれず， せ ホは 巧を が 何を か 
一巧 やの 提案を 巧す のでは をからぅ かとさへ# し •巧を 巧 ホ も 此のな や 巧が 巧る と 信ずる を 
J が夕 かつた 化で、 中には ナチ スが がは 何を 考へ 何を 爲 して 居る の だ、 日が ちる に從 つて 英 
の經濟 お鑛ポ おみ 又ち かの 巧し く 巧を に 劣る を 軍が 米國 のな 巧に 巧つ て 着* 充 巧され てな 



くでは じい か •を殘 み爲 りお ホに 巧な する 巧这 人の ぁつた 事 も 事 帝でぁつた 〇义巧 逸閔陆 
一 軍 上がが はを* ま敢 たろ 英佈み を ヒット ブ ー 總巧に 上申した とか— •.大 會說を 開いた が ホ 
*1* 萬を巧たかつたとかの其の場におをはしてぶス來た巧たデマ が口から巧へみへられセザも 
ず* でぁつ たが 責 際は 用意 用 到た ヒット ブ—化 巧は ホ 巧を 巧り. に 巧つ て I .場來 巧を】 H で 
がの 思 ひで 巧つて 段つた ので ちつて •勿滿 化の 閒 巧に 巧を 戰時 態勢に を かれて おつた 巧进 
工業が 全力を 擧げて 更に 純が 巧 お 巧に 入つて 軍 蒲 おがを に往 をした 事は をが でぁるが •封 
ホ 的 特に お 芙巧攻 巧 態勢と しては 何等 巧 巧 巧 爲が爲 され ホに 物 しい、 がし 平 巧を 日が 流 
れて おつた ので ぁ 0 た。 

英 佛首臘 部の あ 怠 ’ 

をし 英佛 にして 今少し 巧を 軍 化の 巨 太 さ •其の 訂畫の 巧 巧 さ •其の 两 荣巧戍 のを 固さを 
« 密に調 巧して 居つ て、 獨 あお 巧 お 銷が前 犬 « と 全が 巧 違して 居る 田 巧が 巧の 爲に巧 等の 
かまを 睾げ 巧ない まが 判つて 居つ をなら 化の 秋から をへ かけての 北 砍お天 おを 逆用して 巧 
巧 的に 巧 ホを を 撃を 巧を にかへ るべ ホで ぁつたので •又 それを 巧 巧して 居つ セら がくを 化 
く 蘭 白を 巧 W され、 ス ヵン デナ ビヤに が あし 佛が 降伏す る樣を まもを かつた でち らぅに 飽 


を樂 概して 獨 逸を サく 巧て 闲： 'たち 佛 け， 巧 逸ん らの 巧秘巧 おのたい のを 獨 逸が 戰 をが た 
いのでは たいか ぶは 其の 軍縮が 獨 逸の 宜 がする 段は たいので あらぅ と 商を 括つ て 居らの 
ではなを え •何た しても 此 S 1 お 二 g がな を 半年の 長を 51 つて 氣附 わを つた 
とち ふ 事は 英ほ 府當 局の なりおし の おかを い大失 巧で •此の 1 事で もを 问の 英獨爭 巧が 勝 
をに をら たいな たを おを U て英 巧の 敗け とたる であらぅ とは 少しく 獨を 巧內事 巧のを 近の 
ち 様を 知つ て ゐる第 S 巧 人には 等しく おへ 得る 度で あると ぶふ。 T ミ 北 お 迄 筆を 進めた 
時に ラ デ オは佛 の 降 化が 件 受諾 •巧戰 協を 署名を 媒 へて ゐ る。 W 巧す わ ば 二十 一年 前 現在 
と下あ正だ對の地位にがて巧を人におする惜惡に燃ぇを佛军化司を7^ ォ シ J 元帥に巧つて 
不可能に 巧い 屈 等め が 件を 押し付けられて 巧 巧 協を にを を させられを 思 ひ 出の 巧い コンビ 
エ ー ニユ のをの， しかも 佛軍戰 お 記を として 巧が されて 居つ た 巧 困 巧 裏 含な ヮゴン リ ー の 
內 にがて R 明た るヒ ，トラ— 化が はな 時の フ オシ J 元帥とは をが 正 巧 おに 巧め てな 大な抱 
を佈巧 巧の 屈 おを あぜざる 程度の おかを U て 巧 巧 協を に佛 代表のを をを ホめ、 フ オシ ュ元 I 
i 帥の 紀念 魚に おし 巧し 巧 おに 巧つ たと 麻 へられて わるのは、 其 の 問に-ー ト年 のな 巧は ホ、 

J て •巧 巧閒 ハを 大 不幸 またる 抵爭の 根 ぉ 巧 巧た る 巧 巧め 怨恨の か 巧に お 巧い もので あるか 
にかいて 身 自ら 巧 おした ヒ ，トブ ー 總 巧の 巧い あ 慮の 結果で あるとは 云へ、 巧た る 巧 巧た 


1) Foach 


玄〇一 


對照 であらう か 0 

巧に 英巧 巧が の 大円 的 じ 向は れぱ たらぬ とはを ひが、 を 早ち の 大半の 目的を 達した ヒ， 
トラ ー 化が は 二十 一年 前凑お 巧に 依つ て 巧 眼 失明に 至らん とする みを 巧院の 一室に 巧へ • 
巧師 ょり 巧 かされた 屈辱 降 化に 身 問へ して 悲 巧の 淚に をれ， を It をむ 中 深く かむ して U 巧 
眞に 文字 地り】 みを 两 におげ おゆるが かきな をに おつて 惡巧苦 飼の 幾 星 巧を 重む’ がく 宿 
志の 一半を ました あまの 過 まを おりあつ て ホが おお 是 であ ク をら うと 想 巧され る 0 

. ヒット ラ ー の 巧-力 

ヒ ，トラ— ながの かく 信念に おえ、 锅续 のか そ 意を の 力を 巧に ピンと 張り切つ て 居つ て 
しかも 一片の がむ をく、 岡爭の 連なで あつを 化が L いを 巧の おに も 常に 訝夕 と 田 心 索に 巧つ 
て 世 ホ お 的 巧學を 築き h げ つ、、 又 科 學 の 進展に おにち を 用 ひて】 巧 巧 ふや •巧自 の科學 
兵器を お 巧に W 使し 巧 作 我に 自 から 乘 巧し 常に サ ホを 巧 巧せ しめる おにが て 巧 今 東西を 地 
C て 巧 巧が 丈 雲の かしと 雖も 比肩し 巧る を 巧 おで あると 云 つても おち 妄 W ではをから うと 
思ム〇 


— 夕 i 


第二 巧 ヒットラー の生ひホちょりナチスの誕生を 


ヒット ラ ー の 幼少 時代 

fc ， トラ ー ホは 旣に 巧當 詳細を ものが 內 かの 識者に 巧つて 皇 かれて ゐ るので、 巧には ナ 
ナスな 椎の發 達に 就いて かつて 置かねば ならぬ 槪が のみに 止める 事に したいと 思 ふ。 

ヒ义 トラ 1 の 生を 

古來ち おが ± のをく が左樣 であるかく ヒ ，トラ ー もを 西と 不ぷの 連 おにみ の 幼少 串 時代 
を骑 しを 〇 1 八 八 九 年 四月 二十日、 み 太 利領の ブラゥナゥ とち ム 小さを 巧の 下な 悅關 をの 
夕に哄 々の爱 を# げたので あつを。 第 一圓の 二 牌の 住居が を 時の ヒ ，トラー ー乂 のまぶ で 


1) Braunau 


わった。 父なる 人は 视 巧の 巧を 人で あつて 巧 農の 子に 生れ ま 學力巧 巧く ルを まを 巧ぎ 付け 
た 巧で jeuil- ヒ ，トラ ー が鋪续 のかき 意を の 持 まと 云 はれる 執 巧 性を 持って 居る のは 此の 父 
の 遺な であると 云 はれて 居る 程 意を の强い 同時に 巧 固 其の物で 巧の 人に も おり 南し まれを 


い 人で あつたと ちム〇 
巧を る 人は 代 ま 的を 巧 
をの 普迪の 女で ホつ 
が】 人モ である •アド 
ルフ におして は 盲目れ 
& 巧を 注いだ とみへ 
れてゐ る 0 

兩規 共が 悴を 巧进 人皇 



* で ホり 乍ら 川 一つ 帝て 
を 巧 太 利 おに 生れ セな 
め 巧 太 利の 巧 巧を 持つ 
てゐ たので あつたが 少 
年の 頃から ヒ ，トラ I 
は 大巧を 民族の お 巧を 
巧讀 した さう である 0 
是 だけを らば ヒ， 卜 


ク ー も 大した 不幸で もな く 巧ろ 幸 腐を 幼 ホ S 代を 持つ で 居た とまは ねぱ わらね が、 化の 
幸 巧は 巧 もたく あ 巧と して 失 はれて 巧つ ホ。 K ， トラ ー が 段* 生長し' 同じく を 巧に し 
度い 父の 意を で 其の 巧の 巧 方 中 ♦に 巧つて 居た 十四 才の 時に 父が 巧 巧し ち 



が一 


t ッ トラ ー 化兒 となる 

而 して 二年經 つて 义巧も 巧 巧した。 十六 才で 天涯 巧 巧と たつた ヒ ，トラ I は 其のを 時 
繪 が 非常には きで •兩 親の 希 度に 反し 世み 一の 畫 おにを るみ 也でぁつた ので •兩 親を 失ク 
ホ 化は 早 逢み み夕 がを 資り 飛ばして 巧た なかの 金を な 中に 巧 太 利を 都が + 1 ンに 化で、 美 
巧 ホ 巧の 入學 おおを をけ， 勿 おな 巧な で パスす ると 託り 考 へて 居た のがを 第して 了つ た。 
自信の 强 かつた 化ヒ ，トラ ー 少年は •そんを 吿 がを いとぶ つて 美巧學 校へ 巧し かけを をの 
巧 ホを 訊し をな •面 巧した 先生が 巧の 赛 だが 君は 畫 みたるべき 巧 巧を 持つて ゐ ない、 是化 
の 冶なら 誰れ でも 巧く •巧し それ 程 おがが ホたら 繪に 夕み拥 巧の ぁる 建築の 方に あしたら 
巧ぅ かとち つて 吳れ たので、 ちい ヒ ，トラ I も 仕方なく 畫夕 たる 巧 望を 捨てて 挂榮 をを 卞巧 
にを つた。 巧し 其 南で なわの 金 も 巧 ひまし 自ら 口を 糊せ ねぱ たら なくなつ たので、 止む 
をく を 巧に を 巧を まわて 建 案 巧 » を の兒巧 ひに をつたり •設 許を の 手 かひを しをりして 轉 
* と 巧 巧を 爱 つて 巧つ ホので ぁつた 0 化の 當 時が ヒ ，トラ ー の】 をの 閒 のを も 貧函 時代 
で •化の ち お 度 「吾が 历爭」 の 中に も 化の 時代の 巧えざる 貧困を 語つ てゐる 程で ぁる® 


1 ) Wien 


t ブト ラ ー の 巧 巧と 當け のみ 働 おを 

この 巧 南の 内に も 後年の ヒ ，トラ-巧 巧の 下牟 備け自 がに 巧 はれて 巧つ ちと 云 ふの 
は 此のを 困た 生活を し 乍ら も 彼は を 巧を 切りつ めて 迄阐 ぶが に 姐つ てを 巧の がを、 むを 滿お 
させて 巧つ たので あつた。 又 巧 おを の閱に 伍して 生 巧の 視を巧 乍ら 彼の 生れ 附 ホの 巧智 
は •若い？」 52 何 €' 光明 もた、 パを さて 行く だけ S を 墓を S 生活に § 染 
ませ 切らを つた。 從 つて 至る 處の照 媒で年 苗の 勞 S から おる とを 時の ヒット ラ-は • 
巧と たく 生意氣 なか だとを ふので 到る 處 仲間 如ら ホ はれ 通しで 極めて 孤 巧た 生 巧に お込ま 
れ浸 j の 結果と して 彼を ぶ々 周々 館へ 邁は せる 結果 ともなつ た樣 でぁる。 其の 田 こお 
いヒ ，トラ— の 巧は •其のを 時の おが 者の 何の 向上む もを く 女と 巧と がが にみ、 レを 巧耗し 

てれく 篱墓」 む 舅を S て襄 《た。 桑冀 4 を S を？ 了 驚 4 け 

れば巧 苗來 たい 暮で ちつた 彼は •阐ぷ 館に がける 墓い M 向が 冀社含 題に 向 4 ら 
わる 楼じ たりを わ.^ ら 政治 問 趙 •氏 拔問巧 じ お ホを 巧え る樣 になり、 巧 おみ 棄 、銜太 人 
巧 題に を巧展 して 巧き、 巧く して 正規た おすと しては 巧に 地方 中 巧い 中を 迄し かを けて ゐ 
み 4 つた 巧い ヒ ，トラ-巧 二十 完 後で 旣に轰 わが 育を をけ ホ ィン テ。 靑 年に も懂る 


か 親を 備 <5 つたと 云 ふ。 望’ なのを れつき の 奪は f して 寫に讀 まれる 事を 
巧ぎ、 常に 銳い 批判を かへ ザら 渐ホ 彼の サ— のを 確を 5 て 5 たの ミつ セ。、 

世が 共 ホ ま 義の巧 頭 • 

例へ ぱ巧 時の 地 串を 案 > 官 を S 暴と 匯 巧の 下に 世な 的る 阻の ドンを に逼 かれて 居 
つ— 全 —衔者の狀態は’ i ご クス にがつて 唱道 せら—— 末期 r 刪 
まふべ！ コ ラィ ニ世のを— ホに 巧 ミ 巧 i にがてな おめ に 急激に 發 達して 來 セレ，^ 

: 《こ， 午ィ 等を 導 者と 卞る藝 講襄聖 動が 養— と 5 雙で 解。 も た a ' 
い 癖に 勞雲 の閒 にお 的に 覆して 來て 居つ て’ 殆— か— ぁつて 囊 的た 基 組 貪 U 
t ら ざるた しと 云つた 時代で おつた 忆も拘 はら や、 若い ヒ ，トラ 1 S 智は冀 S 同が I 

に— しむ畫 < 、—慧 i か 4」 ん f II 養—— n 

を 持つ 巧冀 族の 受け入れ 得る もので ない まを がらち 更 i ん でが らば 何— 彻ま ヵー 
_ 、るせ 西 S どん 巧に 邮吟 せわ ばなら ぬかと 銳い冀 《眼を 向けし A ’ sn 政治 _ 

^ 組織が 萬 真ねば たら S と •蒙な からが 掌を 惡 せねば たを 專 • S 奠 巧を ^ 
ネ 抑の 巧 酷た る冀 から 誤 望を 救は ねぱ たらむ 萎義襄 らち 襄侣含 燃ぇる- 




11 墨 —iff —あっち 

- 寞利 をち 捨て，、 ユン こに が 住す 

當時巧 太 利に 君な」 てゐ を^ レ 

I ’ ほ— 巧の かく 宵が し かって 居た^ はな^^^ を— し 其の f 巧を 
ホ。 こを 巧巿が 今や 巧 庚 的 意迎が も 何等の 第を 巧つ て ゐをミ 
れ 得を ミた まは—— る。 か。 くり;; \ つ 、あるを 酉 靑年ヒ ，トラ— を 長く 引き-止 

巧い 美た— 化— 康 ir へ 移!^ 惟— 想— し •ぉも 手 
ふ、、 ミへ、 i 住は 追の 當 時の 若い ヒ‘ 移り 住す 事と たつを。 g ヒ ，トラ 
義を 比較的に 巧 かつた のと 小ノ年 争た > らち— ては 推巧遂 想を つかした 揚ち 
巧く も考 へずに 巧 はれを 事では ちつを^ を^^^^ん だ r トラ— の 淡い 憧 たがっ て 
をおう— i を おた と g へ •審营 ^巧 ^ 力 か 急 含を 抱い ミチ ス 通が 
ンに 居を 移した 事ボ ザに 彼の. f -; 巧^して 巧く？ 見る も gs 時、、、 ユンへ 

て •な ホ SS 雲ち でも ある。 るな 因を 焉し 5 る 事 巧を ぶ逐サ をい ので あつ 

ミ ユン ヘンに 移— らも— i の— i てが— ぐろ 共に、 な 参 I 


仙 

"。 

の 

V 

山 

5 . 

S 

J 

? 


が 


1) Ka 从 r \VW ザ h 、、 U 


なの s をに 陆られ て讀寡 巧に— してな 气 彼の 銳い頭 瞒はソ 。く 其の— の 巧き 
を 見せ 貧て 段* S み 《把握を 巧 2 して？ •彼 《サ 界觀 め巧學 とで も 5 ベ を巧 巧 
は、 签 々巧 確を がをおりつ、 日* ホ畏 して 巧つ たのて わつ た 

グ 異常なる ヒットぅ 一 理念の おを と 大戰の 勃 あ 

巧 < して 彼の S •批判、 把 招、 理巧信 f まつた ものが 日に 巧に 異 がのを 達と ホ 長 
を ぶげ つ、 ぁる 忆も拘 はらで 棄蓉党 位は 矢 狼り ii エで しかた かつた ので ぁ 
クて 、みの 巧 おを すれば お局ヒ ，トラ 1 は •.まるで ぞぁ 5 のかき お、 巧 想を 抱、， イン 

• K 。 阐エ をには 霞の 仕— なかつ たので ぁつたが、 天は 5 兒彼ヒ ，トラ， を 矢 f 
無れ には 巧て をつ セ。 具植 的に 一で へば 化の i 政治ぶ の 卵を 皆 f 爲 Ki でぁ ゾ 
ホれ 會 的 秩 巧の 大變巧 かち へられた ので ぁつち それは ホで もを い 5 々世曼 我の 巧 
ボ切 つて？ れ たこと でを つた。 時に ヒ ，トラ 1、 年 二十 冗才〇 

ぉ ル ピャ S 一 靑年畫 S おが •寞利 S 及びが 投下を a 奪 中 為 お」 セ ザ 件は W 
らホ もま 時 バルヵン 半を にがけ るか 洲香 S 寒る が# と 勢力、 の不 や？ ー ホに 武力に 
巧つ て 解 葦る 窒に f •巧 f 自 たの 固り でぁつ セ W 法— ヵイ ザ， ゥィルヘルム ニ 


時、 は! ルヤ をが 巧から 掏つ て 居た 巧 西 巧の み 力 •巧 逸の 巧— が 

^ 力^い 1:. 登？！ il — も霖 •接 — f ! 帝 

^ と is4p 募— 一 K •ふ膚 f 直と」 了 • SIf 開かせる に 


まつた のでぁつた 0 

t 下を 其^ 時佛 乂 統領が アンカ r はな 和べ テル ごグ にな 帝を 訪れ •望を 假讓 因と 
る巧佛 基が S 力して f を ミ ぁ. つス 俊敏を ポアンカレ ふご グラ •ド 市 こを 

ili《£f f f •海路 i 两 
を 急、 だ ホは 霉 s 名た 偶游的 事？ わつ た， • 

籌 f f — ifg 裳— ぶ i 爭に 

ヒット ラ I 出 化を を 箱す 

巧^は 直ち ssf ' を 巧 リタ 生 や靑年 巧霎で SS をを は？ 震し と。 
义乐逸 軍 f 貴が i 冀 S , if 期」 乍ら も 5 を ミ ， f ; 官が 
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々化で 目 ぼしい 都 巿の巧 巧 や 巧 おでを が 
お 巧 集の 演說 にを を调 らして 居を 0 建 
西 信を にがえ 初めを ヒ ，トラ ー が 何が 引 
込んで 居られょ ぅか， 彼は 當時維 巧に ホ 
巧を つかし 自分が 团綺 をち する 巧 太 利 其 
のをに も 巧 巧を つかして 居つ たと 云 はれ 
て 居る が、 大巧を 巧 族の 巧； 5 として 直ち 
に ミュンヘン にがて あ 願に 應蒂し •パィ 
エ ルンが 巧に ホ お 巧 おとして 收 巧され た 
ので あつた。 巧 巧ら ホを 西たち 活に巧 
せ衰 へた 此の 時の ヒット ラ ー が、 群 あに 
混つ てを 巧 兵ち 集の な 說を閒 いて わるが 
貴が 巧 二 固の 寫巧 である。 
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- 第ー ホ 化 界大戰 の おが 

W ’ 

一 巧を はヒ ，トラ I のな 巧し 巧 巧した 通り 巧 巧た る巧阅 みのもの の 巧 巧で わつ た。 ゥィ 
ル ヘルム f 世の？ をけ 狼いだ ヵイ ザ， ゥィルヘルム ニせ は、 かにして せ、 の 货級惭 おを お 
はれた が、 呵 時に 其のた め ホ 常に 巧む して おつて 自 d ハ 巧 能を 倍 じ* 自ピに 反を する もの 
凡てを 斥けねば 来 S 出來 をい 人で ぁつち ま爲 蓋と 共に 第一 斋锅 とまは る、 S 
が巧帝话のぶ巧を榮き上げた乂巧勞ホ のビスマ1クをさへ 斥けた人物でわ つ >、0 從 つて 
化 0 大巧の 火？ 切つ てを 王 島 時の 彼ゥ 4 ル ヘルム ニ世の 側近には 巧 迎合 これち むる 阿缺 
の ± のみで わつた。 か論當 時の 巧を は 長年の ピ スマ] ク のまむ がく 货 つて お ザ カ こがて 

肇力忆 於て •賣 5 力忆 於て 露？ がて •お 皆が 了 何を 芙を をがん とする ま 

、 なに ぁつた まは ま 巧で みるが、 それにしても 內容る 弱で 力 巧く， 內政义 大いに 化れ て 居た. 
《太 利と 云 ふな 介な お 物を 巧いで •殆ん どかみ 列 お の 凡てを 向 ふに 姐して 我 ふ おの 黄 力は 
ホみ に 用ち されて はゐを かつた まは 巧 かで—。 《艺忆 •一人 SI# る S 臣も 
をく • ぶひ 上つ た ヵイ ザ-のをの 巧に 開かれた R 冀 •巧 巧の 巧 巧に がる 笛は 霄 わらを 
なぞり 巧を いのでみ つた。 巧 .J 巧 巧の 巧 おは 霧 まかに 巧つ て R 爭前 半は 香りみ でも 


— 司を 4 た 巧：^ ク- 夕：て 




て ハノ I パ I の 片巧舍 にな 退して 居 
つた ヒン デン ブル グ將 おを 巧 用した ま 
に 巧つて など 半生を お 巧 作 巧の 巧 巧に 
背し 其のる の 一木】 をを も 究めて おた 
と 云 はれる 同 将軍の 巧敢 を作賊 とる 敢 
無比た 將 兵の 巧 岡に 依ンて 化か 一巧 二 
千の なお， 能く 二十 一一 萬の お大 軍を お 
* に 叩き付け 殆どを がの 厄に 逸は せ • 
爲に巧 全軍の ±氣 を おひ 立を サ ると 同 
時に、 巧 西亞巧 政の 沒 巧を 早めを i さ 
へを はる、 世み 戰巧上 じ 巧く 大捷を 得 
セ まは 今尙 世人の 記塘に 新を でぁる。 

蹄 除の I 貝と して 從 軍し ホヒ ，トラ— も 巧る 
々に 巧れ ホち 化 巧 敢を奮 巧を なけ 巧* ホ かを 立てた と 云は 
れてゐ る。 而 して 一巧は 足が に 貫通な itfc まけて 巧 枝 病 お 
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に！！ ぎを 巧け 第一 一画 《巧巧 ホから 一審ず の 如*. 肖 お s とを つて 5 たず も* つ ホが 巧び 
巧が に 立つ て 争 巧は 西が 巧 線に 隆 をな 巧 巧 ホ活を 巧け を 《で ゎつ ち此 の 當 時® ヒ ，卜 
ラ— のをは 巧 四 因の 左端に 見ら る-^ 通りで ある® 

• *4 - 

揭を 銃後のを 巧 _ 

大^のを 半は 巧して 巧を 將 おの 必死の お 力に も拘 はら ホが く踢逸 軍に 不利と をつ てち 
ホ〇 物資の かを は 巧 おに 達しな 巧は 饿 をに 苦しみ 能 巧を のかは 段，^ 增 化して 來 ホ。 前 をは 
巧 丸と を资 不足 S んゼ 。其 ss 雲では SS くも 崩 解， 4 レ； 牛 i メン 
■ビ ィキ 政 望ち 更にち 名た 1 九 一七 年？ 異命 C 巧つ て レ— ニンに な ホ さるる ボル シ 
ピ ィキ 政椎確 立す るに 及んで ホ巧モ 面を 擦 當しホ こ' ソキ， のか 巧に 巧つ て 巧ぶ 苗內の 
赤化が 化 巧に H 作され 雨巧閒 のち 利を 巧 巧 講和を 計らぅ とした 巧 西 巧 側のを 力は 巧迭 軍が 
の强硬 態度に 巧つ て 表® 的には 失 化した とは 巧へ 斌を ましむ 巧を な 巧の 巧 ホに つくづく 巧 
意 ホを お ホ Q な、 弦爭を お 镇卞る ま Q 馬鹿らし さを ちへ 3 廿る》 け g 巧果は ホみ にあつ て 
其の 他 巧 多の 巧 因 も あつ ゎとじ 巧へ 巧 这巧 衆は が 早 人閒の 巧え 巧る 凡ての 巧 巧 ま 巧を 巧 お 
し？ てが つた。 5 岳 も 左？ ホつ ち巧簿 何を W 內巧 ホの 技爭 を呪ム g にを I 
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しみ、 巧 おを の スト ラィ + に 糊み’ 前線の 古氣も お々 目立つて 失 はれて 巧つ て 居つ た^ 請 
はば 蹄 合 西 も 巧を も 巧ぶ へトノ 、にを つて おた ので ある。 わ、 る狀 態に がて 巧 西亞 巧な 
ボ崩 解し 巧 逸との 巧 巧 巧が が】 巧は 失 かした が 一一を 目に がみし ホので あつ セ。 化の 出 巧 
まは 蹄を 围 をな 巧 させ セ。 而 して 巧迭を 非常を 希望に 起き 上らせを 。東部 巧械 から 巧*!* 
巧の 大 軍が 西部 巧 線へ おされて 來 を。 巧を お ホ も】 時は これでは 或は 勝利を 巧て やかが 
巧ら る、 かも 知れ ゎい と 希望を 持ち 初めた ので あつた。 

が 合 曲は 用 章 巧 巧して 巧 西 巧の 內 ほに 武力 千 ホを 巧 はんとを して 米を。 一九 一八 年に 
がける 巧を の お 後 的 巧 攻勢は がくして 無 巧に 集めた 巧 丸を なて 巧 おされた ので ゎつて' を 
に 己里の ェ ，フェル 巧を をに 眺め 得る お 迄 巧した が 悲しい ホを 早 をれ W 上が 丸が 试 かたく 
なつた。 

义两 巧では 民衆が をを のを まを 振 ひを してね たに も拘 はら ホが L いなおに 巧 か 大衆は 困 
まに 巧へ 巧ず 巧が を ボル シ •ビズ ムの 巧のに 乘ぜら れて大 ストラィキを 勃を させて 了つた。 

» ぶ 內斯巧 巧と 大巧が お ‘ 

比の ゼネストに 巧つ てが 巧の 巧 丸は 巧に 不足して 了 0 た。 摩な へ 巧^ら を 如ら 補が さ 


る、 が 合 軍の 巧め て 巧つた タンクは ホ 石 巧 泣 ホ ホを 巧 逸み も 手が 附 けられを かつた。 巧 < 
してが 巧 露 西 岳の 內 si にがつて 巧 巧の あまを W て ホぇ 上つ セ！*！ R 軍のを をの 出 おも 今 巧は 
本 當に紀 ちの 巧に 巧り 巧ち て 巧た。 

此のを 時ヒ ，トブ I は 尙巧巧 生活を 巧け 奮历 して 居つ をので あつたが をに 巧の 打ち出し 
たま 瓦が 巧に やられて えがし 巧 眼は え 巧した ので あつた。 巧し 尙 天は 此の* 命の 子を 冷 
てた かつを。 後方へ 送られて 衛戍 巧院の I ちじ 申が して 居る ヒ ，トラ— は 巧— のな なの 
巧 力に 巧つ て 段* と 眼が 見ぇる 巧に たつて 來 た。 

一九 一八 年の 巧に をつ てを々 か 方に 巧つ て ゐろヒ ，トラ ー の 巧へ •牧師の 口 わらな ホる 
ホの 出來 をい 尚來 事が W へられを ので ある。 曰く ヵィ ザ I の 恩 化. 巧进ホ 田の が 亡， ホ か 
KS ち 屈每宙 ホる ホぶ 巧 約の 械ち 一巧に して 世の中が 愛つ て 了つ たので ゎつ た。 

t 。 トラー の 巧悄と 骨に おする 巧霄ふ 

ヒ ，トラ ー は啥 めな じ 切れを かつた 0 々にはみ の 置き 巧のを い 程 悲しん ダ 0 而 しで 
最 をに 化の 冷徹を 巧は 彼のを ネに まみ 巧る おの 巧い 庚い ま 苗 也と 斯を 田に おする をに 化す 
るが かを 巧 ホの ま 執を 植 るけ けたので ゎ 0 を。 
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巧り 狂 ふ 託り の 頭を 抱いて •ヒ ，トラ I は 巧し じつと お院に 止まらねば たらた かつた 
一旦 失明した 彼の 眼は 仲々 完全に 巧ら たかつ たので をる。 

ヒット ラ 1 ミュンヘンに 遥る 

渐 くを 快して 巧 院を出 セーニ 十 才のヒ ，トラ I は 伍長の 服を 港て 巧び なかしい ミュンヘン 
になつ を。 巧 かしい ミュンヘンの 巧 皆に 歸 つて 見る と •意 かに も お 霞の 巧は 意 巧 的に 赤 
化されて 居り 巧 場から 餘 つを がりで 何が何だか 判らない、 兵 ± 共には 巧產 主義の 政を 理論 
とか 巧を 軍 巧 ホに 此の 大 我を おした プ n イセ ン軍閱 の 罪惡が 計へ 上げられて がへ A まれて 
ゐ セ。 ミュンヘンは ヵ ー ト •マイ スナ ー とち ふ 浴 太 人の 共を ま義 をに 巧つて バイエル ン 
地方の 政 巧が 涅られ •完全を ホ 色共產 政治が 巧 はれて ゐ たので ぁつた。 

祖 巧の なおせる 狀 態に ヒット ク ー が激す - 

巧 没から 綺つ セを りの 兵 女 まは を 冗 年 近く 巧から 晚を 大砲の 音と 巧 弾の が 巧と 萬 瓦が に- 
が まされ 乍ら ま 巧に 巧 ひなけ て來 、た 勇 ± ホ りだつた ので まだ 頭が 調子が 完全に でが にたつ 
てゐ をい 時に： 矢 お 早に こんを まるで おか. も かかを い樣 なみを 理說が 叩き込まれ ょぅとし 
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たので ある。 正 巧を 判 巧の 付く 吿が なかつ ちがし が徹な 頭の 望で を 胃に おぇて ゐる 
ヒ ，トラ I にどう して こんを ホ 化が 育 等が 大人しく 受けられる だら うか' 彼は 活 巧れ 巧 慶 

を 巧へ ホ 化が 育が ち；、 だ寶ら る、 兵替 Q 軍で’ 塞 臺が靈 養 寡？ おがに 巧 

をれ ね 事を 結 叫し を爲 にを に 彼は おをから おはれ バイ ユ ルン 赤色 政府の わ 巧ね ものに たり 
生命の 危險忆 曝されを Q も 一 再では たかつ たと 5。 巧」 狂 常' 巧中援 り 込まれた 找 
な 休 戰苗巧 Q 獨讀狀 は 5 刻 As 巧し ホから ホへ ぶ ひがけ S 件 Q み勃發 した 辟 代で 
あつて 化の バイ ユル ンの 赤を 政府 も閒 もたく 其の おりに 人 巧を 辟み かした なわ 巧 族な が 階 
なに 對 する 舅 や虜殺 s 忆 人を 失 ひ、 S じ 共を 政府で ぉる 中央 彦 お」 たを 央化 
巧ょりの 討伐軍に をつ た】 日 パ 市 巧戰で 跪く も 破れて 朋 解して しまつを。 

而 して 其 後に 來る ものは 當巧の だ 酌と して 板 端た ホが であつ た。 バイエル ン聯换 のみ 

零は isM」 て ホ 傾 的 政み 理 S 舞を 叫ばれたち 《心 奮から が ミが りの 

兵 壬 建には 共淹 巧の 理論ち 判らたい と 同 巧に おが 的 理論 も 判らな かつ セ 0 其 曲で 巧ぐな 
ひ 出された のが 巧 場から 錄 つた 直を 共东巧 巧篇が おへ 込まれょ うとした 時、 勇 巧に だ お 息 
巧を 据 叫した ヒ ，トラ I のをで あつた。 


闽內 おに 一轉 ヒット ラ ー 巧び 迎 へらる 

巧く して ほれみ わら 巧し 出された ヒ ，トラ ー は迎 へられて 巧び 兵 巧に 乂ゥ •巧 治 巧 為の 
指 ホを として 日* お 巧に 立つて 其のむ 中に 辟 巧した 爱田的 化 治 巧を 巧が もたく 兵 古 速に 聞 
か ホる と 一友 ふょりも むしろ 自 みちをに 访 かせる 巧を 氣诗で おす 閒に •巧々 化の 氣 持が を 巧 
そ 光明が 見え 曲した 巧に ぶつた と 一な ふ 巧で ある 0 

兵 女達は 円々 等が お 年 近く も 生命を 巧げ 巧して 苦戰 して 來 セの も それ ボ巧 巧す る 机-がの 
爲め であると 素朴に 信じ 切つ て ゐた爲 でち るのに、 がく 休 我と をつ て 每〇て 見ろ と 〇 み 速 
の おを い閒 に何朽 •かか 鄕 のぞ 巧は 一缉 して 了 ひ、 人々 のちへ がまる でな 巧 も 付かない 货り 
方を して 了つ てが 關戰 ホの 罪惡 のみが 計 へられ、 市民から も 冷い 眼で 見られる の ポみ外 千 
萬で 正に 巧 おしょぅ として 居る 時に バ ィェルン ホを 政 樣が崩 解し 人々 のちへ 方が 又 一八 0 
巧が 问 して 來て やつと 巧 巧が 納まり かけた 時に ヒ ，トラ ー に 巧つ て 巧々 をる を 巧 ホぶ のな 
，一. 治 巧 論が 口々 叫ばれが めた ので 其のを びは 急な に 燃へ 上る と共に、 をい 畴阅 ホを^ら 未だ 
一 充 みが まり 切らない 荒 くれた 習 巧が とも すれば 何 かお ひ 切つ た 巧 化を 巧が 化 化かし 巧くて 
巧ら をい 巧た お挣 ちを 生み お* としで 美 巧され つ、 あつたので 期廿 ホして ヒ ，トラ I 卜巧 


ざ 上げん とする ょぅた 方面に 夕展 して 來 たので あつた。 

獨逸緣 働 謀と 人：： nS 黨诗 となる - 

其の 當時か 治が きを バィ 王 ルンの 祝 ミュンヘンには 政 巧の な靖 がきのは 友 化 おが 稀* な 
围巧 がちり 毎日の 巧に 彼方此方に 政談 お說 をが 催されて わたので あつたが ，未だ お 巧 外で 
はなホ の前 に な つ た尊 の な か つ た ヒ . ト ラ ー は聯除ホを の 化巧もあゥ ，自分 の 巧かもあ つ て 
巧が のな ホ巧究 なと ちふ樣 たな 化で ホ黨の 一つと して 生れち 巧を 巧 衡黨の 第一； 一一の 衛說 
會を 偶が 聞きに 巧つ ホので あつたが •巧 逸 够巧黨 と 云 ふが々 をる る 前にがず 巧に 巧 袖た を 
をで 辯 壬 も 亦 碌に 巧蔚も 持つ てゐ たいし 髓ホも 殆ど 來てゐ を いもお ふ貧躬 さで あつみの 
で、 髓ホ として M さに けつを 巧の ヒ ，トラ I は 逆に 彼等に 自 けの なをを 述べ 不知 不說 にが 
古の 巧 目を つとめて 了つ ホ。 巧が おいた のは 巧迭巧 街黨の 面々 で 彼等は 元々 錢ぶ エホ 速が 
六 人 おまつて ビ ー ルを 吞み 乍ら 勝手た 巧を 上け てゐ をのが 何時の 閒 にわ あが だけ ザ* をる 
巧 逸 巧が 黨 とち ふ 看板を 巧げ 名前が 出來 をな 上 I 度 政談が 說 みで もやら ぅむ やたい かと 申 
し 合せた 化の もので あつたので か： 論 大した 政治 理 巧を 持つて ゐを わけで もなかつ たので 其 
の 巧 時から ソ 巧 辯の 素 巧が 現れ 初めた ヒ ，トラ I のが 說を 聞いて 巧を 夕 はれた の も 
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ホ當 巧で ぁつたの だ。 

思 ひが か 論じて 氣 がちょ く歸 つて 來た ヒット ラ ー に翌 則が 達された のは 化の 巧脚媒 から 
の 入な® 誘 化で ぁつた。 ヒッ トラ -のお 說 にす つかり 感 をた 六 人の 巧 做 黨はヒ "トラ 
1 の歸 つたを でぁん たち 力た 巧に 入つ て 巧 へれば 巧 巧 もが 円】 巧 卞るゼ らぅと 巧 蘇】 化谊 
ちに 入 お 慟誘 化を W した ものと おえる 0 ヒ ，トラ I はなが お庇^し くぶつ たらしい が あ 
ひ 直して これに も 何 かの 巧が となる かも 知れない •わぅ してみ 巧に おて 兵 女 巧手に 化 ホ 巧 
論を 說 いて ゐ るょりも 巧な 通 勘に ー ホ 前 おする 事に たると 化 ひ 返した とまん。 がくして 
ヒ ，トラ ー は 第 七 人目の な U として 化の 巧 逸 巧 俩藏に 入な したので わる。 

獨 逸み 働黨渐 く活氣 附く 

がくして ヒ ，トラ t を 第と 人り の黨 M をして 加へ た 巧 逸 か； 脚 謀は がく 巧お附 いて 來て巧 
々ミュンヘンの 巧が 玩巧 におを よ 云つても パの セ 人が 樂 まつて 來るゼ けでは ホつ たが 樂 を 
を 催して 其のが 大ぷ かにが き巧該 した。 此の セ 人が 來 ると 必乎 化つ て 坐る 隅つ こがち つ 
て今树 ナナス 进 おの 記念と さ； ^ て わる。 巧況 岡の な拘 はがの 常時の ま、 保が さわて わる 
化の 阳つ こで わる 0 - 
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-ヒ ，トラ I ははを 巧く 自分が 筑 
巧に たるず を 阿 避した が 他の 六 人 
は 巧の 满大 策に せいて はお ど 無げ 
に 等し わつ たので •前み ヒ ，トラ 
1 が 中、 むにを つて 來 た。 其始で 
ヒ ，トラ I は 何とかして 大衆を お 
まわ ばたら むと ちへ て 乂 ホが 說 を 
を 巧* 催した が 仲々 お ホが お まら わかつ た 0 巧し ヒ ，トラ— は ホ 望した かつた 0 な氣 
ょく 巧り おして ゐる 巧に な にな 巧は 表 はれ 始めた。 かぅ して！ 九 一九 年 ホに 至つ て ミ 
ユン ヘン 市 おはがく ヒ ，トラ— の おがに かかされ 始めた のでち つた 0 

共 ホ 鱗との 對ホ激 巧と S，A 5 裴ホ 

巧 時 巧. を 特に バ_ ィェルン‘ 地方の 政 巧け をい あしい 大两の 商を の 巧と て おむ はおに が 巧 旧 
巧の 巧に 速して ゐた 爲に自 巧に ホが み 政み お麽お 巧る 巧ら たい ものが ちつち 是に 巧して 
ホ 巧 諸 化は 大巧 ホ 巧に を 世 ホを 巧 かした 巧 的 巧 ホを 革命 パが 巧を 巧け て •おおに 巧ぶ にた 


す 著 苗。 . 



つて 來た 上に 化み ホを 革命を 巧斌 として おた トロ ツキ I は热巧 巧一賊 ザな を 巧へ る レー ーー 
ン ー派と 必死の 巧 カホを 紛 けて おつを 巧に {尚が 卜 B ッキー ー 化の 所謂 コミンテルン おおの 
餘 化が 獨 逸に もが 來 して 一巧 ホを ソ ピエット バィエル ン 政巧ボ 立ちを がれ セ 後で ぁつたと 
は訊 へ 赤化み子 の お巧は巧をな るも の で ぁり そ の 巧お の テ a 巧诗み 破あ的なを險を育動を 
巧す お夕く 义聲實 おがを 巧 殺人 等は お 日 市民を 巧 かして おつた。 從 つて 也 ぁる ホ おは 巧 
巧が 波の 政み 運 かを 非常にが つたので ぁつたが、 巧を 乍ら】 お 大衆は 無晴 に景氣 のい、 左 
がが 化の か 談が說 をが み 又 惹ネ附 けられて ゐ るに 巧し •右が み 波と 來 ては 大衆を 引き 巧け 
て 巧く 闕 壬を 缺 いて おた ので ぁつを。 巧 魅へ まろで 火の玉の 巧わヒ ，トラ ー のを 闊の巧 
ホ 化 談满說 が 矢 狼 ザに あはれ て來 たの だ。 ミュンヘンの 市が が これに 俄が 葱き あけられ 
おめ たの も當 巧の 話しでは ぁる。 おいた のは 巧が みがで， 化は ぬ 政敵の 相 現の 爲 おる & 
る 化 等の 化 下から 朋れ 始めた の だ。 巧め は あがか 謀で、 しかも 粟が 汚の ル さわ 獨を 巧が 
蕉だ 少し テ： 一巧 巧で もやつ てを おが 害を やれば ちぐに おえて おくた る だら ぅと 云 ふので 貼 
i ホを を 二 一二 人ヒ ，トラ ー のお說 をへ をつて 見た が 何れも ヒ ，トラ ー のが 辯です つかり 巧む 
- させられ がし 涙を ホして ゐ るを ホが ホな したいので 不ホ巧 にがつた。 ゆがた ヒ ，トラ ー 
が 何として これに 氣附 かないで ゐ ょぅ 0 巧め てが 蒂を かし か へられた 時から 巧ぐ に 彼は 
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お f 考 へ、 お局& 努 is 力 暮む違 9 た ss ち薑惡 ゎ？ るょり 

外に 方法は ない との， お. 謀に 達した ヒ， _ トラ— は •を も 彼の 强い 後援を であつ たバ ィェルン 
巧 嵌の 女を 兵 壬を 巧んで 來て巧 巧を 段と した。 ザの 中自黨 U がヒ ，トラ— の演說 おにを 
何な 巧 的に 增 かして 巧く のを 見て 何時を も 巧 巧 軍に 依 巧す る まは 面白く たい。 白 巧 巧に 
巧 巧 曲を 持を ねばならねと 云 ふので ヒット ラ I の 有名な 言葉で ある 捣に はおを 心て 眼には 
巧を：^て報ゅるおをわら自黨內にを巧部がとをづくる自術巧を組織したのであつた〇 そ 
れが 今日を々 盛大な おで 巧つて 居て 今问の 巧を 軍事行動の 闺巧軍 補 巧 部 おとして 非常な 巧 
巧を 表は して ゐる S*A である。 

S.A は 目的が 目的で ある だけに 若い 化 お盛りの 荒武 をのみ が 選ばれを •これに ヒ ，トラ I 
は 狂 巧なる 軍隊め 郭 巧と 巧 ホを 化 るんだ ので 彼等は む醉 する ヒット ラ ー に 選ばれを る 巧を 
名 ザと し 》 ヒット ラ I の爲 めに 死す る まを 敢てお ホたい 氣 化が W 來て來 た。 化の 時分 か 
ら ヒット ラ ー は靑 年の むを 巧む 巧を 自 巧に 偏へ て 居つ たと ぶえ る。 と 云 ふょりも がの 巧 
錐の かき 巧 巧む が 若い が 巧な 靑 年を 感激 させ ホには 置かを わつ たと 見るべき である。 

がくして S - A の お ホされ たのは； 九 二 0 年の 巧 巧で あつた。 一を 一二 年に をる と 
S - A も 大分 軍な を 瘡巧 となり 武器 こそ 持たれ 立派な 部 除と たつた 0 巧 六 尚は みいを 時 


— が— 


の S ' A でち， 心〇 

巧 6 回 


ナチ ス の 誕生 


ヒ ，トラ— の矢潑 ザ やの が說 をはな々 か 巧を おは 
し 今で ミュンヘン 市民で ヒ。 L ラ— のみを 知ら & が 
はわく たつた 〇巧烈 をる を树 巧と してを 八 巧 二 M な 
の贿說 をは々 ぎから みが」 へと-ベ ホた みお にがつて 巧 
つてち おに 起滿 おで ぁつた 〇 S * A も 美が にかを 榮 
しを 場 荒しは 巧に 晴 巧に 始末され わ〇巧 ぅたる と 巧 
•巧 摸は お 独し がめ た 0 .而 して か 巧は み 墙 荒しの た 
りに 會 がその 物を お ホ おで 滿 U にして 了つ て 1 た 聽 
ホを 入れたい 棟と ろ ふ 小策 戰で W 來 巧る おり ネ 敬の 
共 巧な むを 牌 お ザ々 ド， と 入 おせしめた。 巧る に 其 
のお巧はがぅだらぅヒ ， トラ—のお辯を巧かされた 
共 巧 EU けみ おを W る 時は 半み な 上 巧 也た ヒ ，トラー お拜 にがが りして ゐ たので ぁる 0 


、 
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巧 石の お ホな も ヒ，- トラ I だけは 手が 附 かたいと 云 ふ 有な だつ た。 巧く のかく ヒ ，トラ 
ふ 巧 辯が 大ホ G 、 むを 君で 巧く と屋夕 Sg 黨も 事ザヒ ，トラ _ 《寡で わる 事が かかし 
巧い 巧 巧と たつて 來 たので、 それ迄 おの 上の 黨 すで あつを T トレ クス ラ ー は 巧 首を ぉ 巧し ヒ 
，トラ I を 名 ザ 共に な 首と する まにした 。がくして ヒ ，トラ I はお 巧と たる や 否や おを の 
變 巧を ちへ、 日頃の 彼の ま おで ある 巧 族自み 固み 主義で あつてみ 階み ので 等の 幸福を 計る 
なを 主を であり •又 大巧を が 族の 自 巧を 巧 場す る 政な であり、 颇 をの 髙 下を ザ視 して 巧み 
の 養 族 S 仿く事 •卽ち 雲を 本音と する 羹 •と J 巧； 襄を 盛つ て曼 なを ま 
黃巧逸 巧 断 巧 巧、 卽ち Natio 呂 llso ; dalistische - Deutsche - Arbe ぎ r Paitei と 名 付ナた 

もので わつた。 を 通 これの 頭字を なつて n > s * d , a*p 义は最 巧の 二字の 內 から 2 ati—s 
ナナス 或は ナチと が 稱卞る 現在の おを が 化の 時に かつた ので ある 。 I 九 一九 年末の ず だ 0 
巧た た 巧 あを 巧 表するな 上 其の お 領も巧 表せねば わらね •と 云 ふので 有を な 二十 冗 巧 お 
の锅？ 襄 し、 これを I を 10 年 2 大 集を 忆 がて @を し、 これを 巧と して お？ ナス 
黨の 大巧 巧が おまつた ので ある 0 

ナチ スの 二十 五稱領 


1) Dreksler • 


1) Kriwi ホ り .Sclimitt 3) Gotfr ed Feder 


化の 時發 表された 二十 冗 尚 化の 搁 がけを 時の ナナス 唯】 のはみ 理論： ホで あつて がに 經巧 
省 ホを ともり •ナナス 政椎が 代の 藤 巧 クロ— シク や 二 代 口 おが 梢. ソュ ミット ご 一代 目の シャ 
《卜 等を かけて ナチ ス經巧 お 巧を 萊き 上げた と 苦は る、 フユ I ダ ー の 考案に ホり ヒ ，トラ 
I 自 みのお 巧を 修正を かへ たものと 占 はれて ゐる ホけ に 巧のを 二十 年の 今日に 至る も おめ 
てな かのを 正を お 一巧が へられ セの みで， 永 巧の ナチ ス巧網 巧と かを されて ゐる 謂は ば现 
ホの ナチ ス巧 逸の 国是を 爲卞 ものである。 

其の 大略を 摘 おずれ ば 巧の かくた る . 

】 、巧 抜 自 あのな 則に がり 凡な 巧 逸人は 火 獨逸巧 巧阀お たるべし = 

二 •巧 逸 お 族は 他 お 族と や 等の 樓 利を 雲 ホす るが 故に 不平等た る ヴェル サィ ユ化 約を がを 
卞 . 

一二 •巧 逸 お 族の 冗を むる 生な 椎を おおす るが 故に 殖お 地を 要 水す 

四、 が 正 施 逸人 化が をな する をのみ 巧 逸 巧闺热 おた る 巧を 巧 •が 太 人は 巧 逸 閑 K たる 事を 
許さす 

お •巧 逸 巧 闲 おたらざる おはか 肉 人と しての 法規の 下にが ての み獨澳 W 巧に お闲し 化る 
ものと ず • • * • 
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巧、 巧を 巧 的の 政治， 法が は 巧 巧 巧 おのみ 是れ をみ 巧し 得 •從 つて 巧 巧 お 公を， 共同 强巧 
公 隙は 巧 風* 民の み 是れに § し 巧 . 

倘 人の 巧 化， 能力に 關な たく 义 はがに 化藏 的利審 よりを 公 おの 巧が を 化な する 腐 攸サる 
誘み 政み をが がす - 
セ •巧两 々がの 生 巧は 巧朵 より 保證 さるべき ものと す •的 巧 生を 巧 巧の 巧を には 巧 脚々 W 
W かの 肉の 巧 住を は 巧 かに 迫 放す る ものと す 

八 > 1 九 一阳年 八ち (.第一み サ ホ 大熙巧 海の 時) U 巧獨 逸に 入阀 したる 凡ての ホが 爪獨逸 
人 (卽 ちが 太 人) は 閣外に 追ぶ す ベネ ものと す •义 今後の 入闕 はを 止す ベネ ものと す 
九、 凡 有 巧 诞巧说 * おはで 等を る 巧 利と 義務 ある ものと 卞 
一 〇、 凡が 獨逸巧 巧々 おは 精神的 巧 巧め 削 造 巧 巧を を乂の 義務と す 
巧 巧み 俩 のけ 動は が' 朵の 利益と 宵馳 せホ岛 つがの 必巧 よりな さるべき 巧 
一】* 巧が 巧び 巧 力た き 所得を 許さず •閣 おを 利子れ な 制 巧より 解放 サん 巧を おおす 
I ir 化ち 词ぶ 巧爭の 巧が に 巧ぶ する 物 巧と 化が の 巧 转を瑪 ホと して 戰爭 におる 個人的 不 
正 利得む お 借た く 巧みへ 沒 化ず ベき ものを るが を ホ おす 
一一 rr おを 化された る 凡ての 巧が 紹 をは 巧が とさる ベネ ものと 卞 


\ 


ーイグ _ 


一の •火な 本转 が經 をの 利益は 闲 おを 的に みが さる ぺホ ものと ず 
一 お、 锅 が】 巧の 巧 お 養を 保證 制を をが 立 せん 事を 期す 

I 六、 鉛を たる 中を がは 巧み 方 か.^ して 維持 せらる V きものと す* 大百巧 巧は 巧 巧と し ル 
巧 本 巧 店へ 巧 巧に 巧 巧 さるべき 事 及び 巧柔 ホに 公共 脚 巧の 麟 入は 之 等 小 巧 本 巧 巧ょり 巧 
さるべき 事を 巧す 

i セ •巧 內全止 地は 巧 巧 生活に 適を する 巧 再 分が i さるべ さ 巧 巧び 公な の 巧には か 何たる 出 
化 もお价 にて 提供 さるべき ま 化に ± 地のを 货 、巧 構は 巧 止さる •.、き 事を 要求す 
1 八、 吾等は 公益に 反する 巧 爲を爲 すを におし 飽を岡 ふ， 巧ぶな 逆を •离利 巧 •け 巧 等は 
晦業> 地位- 血族に關がをく死刑を：^て處おすべホちハとす 
一九 •物 巧 的 世み 巧 序を 規定す る。 I マ 法を 巧稱 し® 逸 法を U てがたた る积 がを 規 おせん 
巧を 期す 

二 0 •素な ぁり 巧 姑なる 巧 逸聞 巧の 化て が •鳥 等の お 巧を をけ 化つ お 海の 地 化に 速す る 巧 
を 巧ん がな か 育 制 巧は お 本 的に なを さるべ ホ ものと す 

凡ての 敎巧お 關は資 巧 生 巧を 目療 としお 巧ぶ 巧の 巧拋 はを 校に かける 知識 あ 巧と 共に か 
育のを 大目 巧と さるべき ものと す 》 特にを；.^ き 子 ホに して 俊 ホを る 素 巧を ちす るぎ は： か 


飄の地 化 巧 まの か 何に おせ ホ 田資を u てが 巧 せらるべき ずを ホ おず 
ニー •母性 巧び 巧兒 のが 誰 •幼年 巧 街の 禁止 •闽お 巧 位の 增 進， 巧 巧に 開す る 凡ち 用 巧の 
掛ぶ的 保 謎に 巧り 固が お 巧の 巧 おは 巧 巧に 巧 抵サら るべき 事を ホ 張す 
.ニニ， 闽巧 なお 制 巧の 削 鼓を ホ おす 

一三 二 •計 畫的巧 お虛慷 ，及び 巧 巧に 巧る 巧の ち 巧は 搂 止さるべき ものと す 

巧迭巧神に巧る巧聞巧をの巧* 獨を巧巧々お：$ホの新助类從まを禁じ、 巧逸巧巧*民 
W かの 巧 逸 新聞 おへのを 本 的を かを 禁じ •速 反する をは 直ちに 替 業を 停止し 闲 かに 
追放 さる ベネ ものと す 

一一の、 巧 逸巧朗 にを 險を 及ぼさず 义巧 逸民 族の お 巧 •道 德に速 反せざる おり 宗教の 円みを 
主張す 

ナチ ス おは 巧裙 め キ U スト 較を 代表す， 而 して 巧を お 族み 送の 繁巧 はお 公な はがな に ホ 
んホ とを ふ 巧 則の 下にが ての み 可能た る ザを 巧 おす 
二 お •巧 逸 巧 巧は 强力 たる 中央 集椎 とみの 絕 勤的椎 力を裝 する ものと し ホ网を 主は 中 巧 化 
巧の 巧 ホせ るを 巧に 巧り 全 惭巧巧 一巧に 巧* を 同 棟の 状態に 潭 かるべき も^とす 、せ、 の 
速 巧の 诗め巧 化なる 晚能毛 U をを 裸 置 ホる ものと 卞 


吾が 指 運 巧は 必を たる 場を 其の 生な をお牲 としても u 上の がが 巧徹の 巧. 凡 巧 巧 力を 韻 

す 巧を 宜巧卞 . 


1 ) Weimar 2) Friedrich の 3) Scheideuiann 


S 第一 II 章 職後獨 逸の 一般 尊 情 
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巧で 吾々 はを 時の 巧を の】 お狀 巧を 一寸 振り返つて なむければ ならぬ 0 
か 哦-が 約 成立 後 革 か 騒ぎで 皆く 政權の 巧を しな かつを 巧 逸は 一九 j 九 年 I 一巧な 時 ル I ソ 
1 の宗 おを をで 名 髙い中 巧の ち 都 ヮィ マ ー ルに がて おば か 〇 の 閔が巧 票を 巧 ひ • リ—ド 
リヴ ヒ •ュ I ベルトを 大統領に 選 巧し おか 巧 巧 逸の 煮 ホを かを した。 而 して 巧】 ホが 巧 ホ 
臣シ *ィ デマンは 其の 當 時の 左が 一一 一大な 巧の 蹄 立の 削を 作りを も 巧 もが 和巧獨 逸の おを を 
へた。 これを 待つて 居つた 找 ながを 巧は ホ かがのを 巴 あがか ヴ - ル サィ ユ巧 殿に がて 巧 逸 
巧 巧 代表に 押し付けた- 內容の 大略は ァ ルサス B 1 レン 及び ザ— ル 地方の 佩への が ホと 
巧扶 地を がの がを 巧 側への を 化と 二 干 化 金 巧 マー ク におる お 化 金の ま拂 ひとを ム巧 像に 結 
する 巧 おを もので ぁつた •が 論 巧を を 巧が これを 素直に 受諾す る 巧がない と 巧 ふ おがの 下 

にかの 9 素 逢を 惡でゐ たを 時 S 佛乂續 ここ ッ 1 は賣 £ つて 威な する 事を 忘 

れを かつた 0 巧を はお 巧の 巧を をんで と 云 ふょりも むしろ 自み 拾が にを つてが がけ こま 
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巧して しまつた。 ホ i 巧 出 ホる 円を はを だ たもつとの であつ ホ C 聯合 巧 側* 特に 佛 
田は これでもう 安む だ •巧を はみ 义に 吾等の 奴な だと 者 こんだ ので あつを が 此の 時 誰れ か 
二十 年 巧 冗に 化の 巧 巧の 下 巧 逆の ま 實が現 はれ やうと お 傑し 巧を であらう か。 

货巧 不可能な ダ H ^ ずィュ 平か條 約の 强制 

巧く して 巧を お 族と して おど 巧へ 得ざる 屈辱的た 义事巧 負 巧し 切れない お 理な賠 化 お 件 
がが を 困 ホに 巧を を 巧蜗の 巧に 巧んで ゐを佛 大統領 クレマン ソ I に 依つ て 武力を W て 敗 巧 
の 巧を にお 現に 巧し 付けられ たので あつを。 岡ょりか、 るが 件が 巧を 民衆に 其 俺 ホ認さ 
る、 吿 はない ので •詳細が 政 巧に あつて 园會 に巧吿 せらる、 や 流石 大部分 赤化して 居つ ホ 
巧を 巧を も悲 巧の 巧に 達し 巧く のかき 屈辱を あばん ょりはむ しろ 死を 持ばん とお 叫 卞る議 
巧 も あつたと を ふ。 がし 武力の 前には 凡てが おを ホで あつを。 シ* ィデ マン 政 巧は か 
何ともす る まが 出來を かつた。 只 巧 まらたい のは 陸 お 軍人で あつ セ 0 悲 巧の 餘〇自 が 
ホれ る まとなる •巧 制 力の おどを かつを 中央 政 巧は 是 等を 押へ 切る 力がない 爲 •姑息た 安 
棋政 巧の みを 執つ て ゐを爲 に 益* 右 巧 左 巧の 暴乃圓 はが 居して 來 ると 云 ふわけ で •巧 巧 A 
のがを つ、 いた 巧に をつた。 又が を两 への お 巧は 勿 苗め お通り 拂 はれない 爲 にがを 闲は 
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をに、 ル ー ル 地方へ 進軍して 武力 占領を 敢 巧し •巧 逸 工業 中 也 地は さんざんに 巧湘 され お 
名 だ クルップ エ場は 此の 時 殆ど 凡ての 工作 おがを 佛 がに 巧つて 計 巧 的に 破 おされ、 を獨西 
內の目 げしい 巧 巧は 賠償の 一部と して 遠 おたく 持ち まられ た。 

慘巧 たる ィンフレの 雖巧 

が 石 辛 お 强い巧 巧 巧の 巧 逸 お ホ もを に 〇お自 ちに 阶 り、 物 巧の 不 おと 度 巧の お ホ かた W 
巧々 策の なお 端な ィンフレが 巧 逸を ± を 巧つ たの も 化の 時で ある。 當 時巧进 おがの 外人 
は 凡を 巧满 をして】 ヶ月 一 磅化ひ 切れ わかつ たと 云 ふ ユ ピソ ー トも ある。 化つて おホ蔥 
の 勢 如は 急に が大 3 れ 其の テ n 苗は 巧 人部陕 とおし ほ 巧の 默認の 下に 白蒂 公巧巿 巧から 物 
资を 掠が しおめ おど 正視す るに あびたい 狀 態に 陷 つて 巧つ たので あつた。 勿論 中央 ほ 巧 
は 度々 倒 巧し ホぎ からみぎ へ 巧つ て 巧つ た。 が 巧ら ホの 內閒を 作 つても 巧な であつた。 
困 おの 生活は 巧 巧の 巧窮 にを り 聯合 軍 占領地で あつた ル ー ル 地方の かきは 佛 軍の ホ 布す る 
僅かの 金で 動かされ、 化； 力の 中央政府 をい、 巧に して 巧を お 族で ある 窜も 忘れ 佛巧 のが 誰 
H としての 巧 立 共 巧 西を 作つ て 巧を の 巧 巧から 逃れ 巧と する 通 動 さへ 起つ ホので あつた。 
か、る內にもヒ ， トラ1の缉巧は巧けられナチス巧けは益々增加しつ、あつた。 S.A 
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もを々 お 力と たつて 來た〇 此のを 時の S,A 
のが 樣 がを セ圖に 見られる。 

勿进 •む ある 巧 逸人の 內に はこの 亡 曲 的 現 
をに いたく 巧お悲 巧し •反 巧 的に を 力を て 
お 力た 中央な 巧を 倒し •組 西を 巧が のを おょ 
りおは うとず るを もな 的して 巧を。 巧 苗の 
一を に 巧り 則 まつて わる ヒ ，トラ I が 何う し 
て 默既し 巧ょう か， しかもな のな 念は 其の， 後 
益* 次 ホの 信仰を を游 得し •なむは ながし S , A はお々 訓練を 加へ て 今や 立派な 軍 お 化な 
とたり •巧 石に が 除と か 中 除と か 巧 防 単 其の 僅の 言葉を おけて スタン ダルト f おがが 巧 
とで も 巧すべき 乎 i たるぶ 稱を 一九二 一二 年 巧め て 用 ひ* を 初 四ヶ某 单が换 としたが 巧* 
巧 かして 巧 < 盛 かで あり スタン ダルトの をを として 巧を 巧； 5 巧め たので あつた 〇巧 八、 九 
巧は 巧め て スタン ダルト 脚を S,A に 設け •ゲ ー リングを が 代の S,A 除ち に 任 かした な 
時の 循 及び ゲ ー リングで ある 0 
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ナナスの 成長と 其 環 巧 

加 之當時 ミュンヘンの •ハ イェルン 政 巧 當局も 义國巧 軍 も 巧 巧な の棋 巧に 手を 燒を 巧いて 
わた 爲に 非常に ヒ ，トラ ー を 後援して 居つ て S * A おな は 公 巧と 兵 皆內に 宿の し， 自由に 酉 
巧 軍の 制 式 兵 お 彈藥を 使用 卞る难 さへ 默詔 されて 居つ て 一九二 一二 年初 巧には スタン ダルト 
制た 始め セ おを に ミュンヘン 巧 か'^ ン スフ-で ルドに 大示巧 通 動を 巧 ひ， を 時 冗 千に 增 加し 
でゐセ S * A あび ナチ スな貨 を i お 人に 過ぎを いヒ ，トラ I が 堂々 と閱 兵した むで わる 》 
(巧 十' 十；、 十二 閱參 お)。 お 論 おを な ホび に 流石の バイェル ン 政府 もこれ には 泣 巧には 
おした。 がし 酉 巧 軍の 後援の 下に 遂に お 巧し 巧 かも 因 防 軍の 餘が將 軍 速が ヒ ，トラ I の 
側に 立つ て 恰も ヒ ，トラ I を お 巧す るかの 如き 印を を 巧へ •一巧の 大 軍は ヒ ，トラ ー に絕 
巧 的 お 誠を 巧 ふとを ふ 珍 お 巧の 現を を おし •巧を 田 巧は か讀 •が 合國侧 にも 非常れ ほ 巧を 
巧び おし •共 巧黨 みの 他 ホが ほが 及び 蹄 合 田 側ょり 泣烈な 苦情を 喷 つて 中央政府は 大いに 
お 狙し. •巧の お まもな 搞 りを バイェル ン政 巧に か 令して 來る〇 パイ ェルな 巧 も 中央 化府は 
なしく はを いが 彼 巧自 みが ヒ， I ラ I に 取つ て 代られる のでは わい かとの 不 をた ソ 0 
抱 S 巧め ると まふ 始ボ でぁつ た。 


1) Mansfcld 




艇 




巧 巧が 餘ゥに 大きかつた ので ヒ ，トラし がおか じを むの 笑を 洩す とおに 今後を々 を 力が-^ 

加 へらる るで あらぅまを 巧 巧し ヒ ，トラ I 巧ち 隊 をが 設しセ (巧 十 一 こ 岡を 照}、 而 して 巧 ロード 

- り 

之 巧を ずは 兵を 內で 又は 巧 かで 化 巧なる 訓 巧を かへ たので あつた (第 十の 閒參 お)。 を 時の- 


ヒト ラ-は 餘ゥ 《巧 巧 s ゥ 憔悴」 ては 居た が 其® s は ー ミ 磨ぎ 留 され •其の 巧 神 力 
はぶ 巧たるお は 巧を 巧 巧して 來 たと 云 ふ。 季冗闻 は 養の ヒ ，ドラ— である。 

V 

t ブ K ラ ー の 十 I 月 革が 前後. ' 

、 

當時ヒ ^ラ， Q ホ 張は 尙 帝政 華やかを りし 頃 S ぉに 巧つ てゐ る困薑 のが？ 大お 
當 時、 の軍薑 連に タソ 《共 嗚 をを 得 • T 字、 ユンへ ン郊 か忆隱 退して 居た 大我ホ 巧の 巧 
a 軍總？ をで あ^をち 名な が— デン ドルフ 將巧 のかき 太く 若い ヒ ，トラ— に 資し ヒ， 卜 
ラ ふ ホいで 南 巧 二 r ルンべ ルヒ たがて を 巧 逸 ナナス 黨大 含を 開いた 時 等 巧に 巧 巧を 
共に し •若し ヒ ，トラ ふ貨力 忆依ゥ パィ ユジ 政椎を おる 意 奢ら ばちみ も お 力し なと 申 
なた と 言を ゐろ第 王 ハ 固は 二 r ルンペル— 良て ル 1 デン ドル 7 將 軍が ヒ， 
トラ— と 共 忆含ょ〇 集つ て來る S ふを 迎へて 《る 度で あろ。 第 十 セ阅は 化の 時 集つ 
た S ふ 笑 5囊忆集 つた 度で をる。 斯 く」 真， トラ ふ 立つ ベを がは 上述の ま 
に 穿 共に 巧して 來 たと 若い ヒ ，トラ， は 思つ た？ をら ぅ、 をに 彼は 彼 S 餐换 賽溪 
其の^の 費に ミ ユン ヘンへ 巣 おを 命じ 十一月 九日を 巧して •男 巧 巧に 依て 先 S ィエ ル 
ン 政府を 乘取 it で 装へ 淮 軍して を巧进 をが 管？ 企てち ご ユル ン蹄陳 はお 言 


り Ludendorf 2) N 扫 rnber. 



彼を 支持す るで ぁらぅ。 バィ H ルン かお もを が 彼に だ お 怠ぶ を 巧つ て わる 人 閒は一 人 
人 も 居を いと 思つ セ。 . ' - 



十 I 巧 八日 早爲 にはが からの か 堂を 巧 
いて 夕 かの S • A はな* ミ ュ y ヘンに お 
ホつて 來 た。 或は 巧 お 自が单 にお 乘し 
(巧 十八 画) 文は なかで (巧 十九 助) S,A 
や 巧な 除で をい を も パ ィェルン 地方の 山 
巧から も 巧* として 輿 まつて 巧 ホ (巧 二 
十 阐)。 

ミュンヘンは 大 變を歸 ぎと をり 巿 公を 
護 前 等は が 衆で 身動き も をら をく たつた 
と 云 ふ (巧 二十 一岡) その 少しな 前から バ 
ィェルン 巧 巧の 幹部は ヒ ，トブ I の忿な 
をる巧力が加におしソ n ^不夕を抱 い 
て 居つ たの サヒ ，トラ I の 牛 巧め ク I デ 
»ターに 一 巧は公ホの面前にがて巧おし 
て ほ 權を讓 り 巧して 遣を 乍ら なわの 油 か 




を 化て なぶ 化へ おつて 尚げ が 及 •む お 

巧に おし •ヒ ，トラ ふ義 逸を お 

卞 棟を 反逆を 企て 暴力に 化つ てち 分 A 
に 問 息を ぶつ セ？ 彼の 企ては どぅし ip 
ても阳 止せねば をら ねと 說き •ヒ ，卜 1 
ブ ー のぶ 捕 及び S * A 其 他の 示威 運 > I 一 
動に おしては 没閒 錫で 打ち 拂 ふべき > .\ 
を 族を し、 围防ぞ 地方が 官 が是れ にか 持 t 
たなが ホは 一變 したずを 慮 知し 巧な かつた 
ヒット ラ I は •を 九 H ナナスぶ ホの 人 ザが 
巧 進を 命令し、 ちらん ー クン ド A ン將 軍と 
巧に ホ朗 K 立つて ミュンヘン 巧 巧を なり ホ 
かんとして 巿の 中央部に 差し か、 つた 際， 

る ひがけたい バリ ヶ ー ドを 發 見し， おいた 
苗へ 巧な の 巧が を 巧 向から 巧け たので 巧 石 
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の S ， A も 化の 時 許りは 何等の 巧を 奏せ や、 る 巧 
の 死傷を を がし》 さんん'、 た 目に みつた 〇 がし 幸 
巧に も ホ 頭に 立つ て 居つ た ヒット ラ— も ル I デン 
ドル フも微なもをけホにをを^^て速れたのでぁつ 
た。 第二 十二 岡は 當 時の お ナチ スバ リケ ー ドを 示 
す。 矢張り ヒ ，トラ ー も 未だ おかつた •輕卒 でも 
あつ々。 これを ヒ ，トラ ー の 十一 巧 革命と 云 ふ 0 

ヒット ラ ー の 獄中 律 巧 

巧くて さんん V - も！ n : に會 つた ヒ ，トラー は 其の 
股 眩と 巧む ゲ I リング、 へ， ス* フリ ，ク 等と 共 
に 捕 はれ、 五ケ 年の 刑を ランズ ベルグの 獄に をけ 
る まとな り、 ル I デ \ ドルフは が 罪と なり •ナチ 
ス进 動は 其のな をの 制服 と共にを 巧を にめ て巧蔡 さる、 おとらつ た •. 
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化の 十】 H 巧 命で 血染 とわつた ナナスが' け 其のを 現れに まるを ナナスの 最も 神 か ホた る阅 
をの 血に 巧て 浮め られ たる 薄が-として 巧 東 廿られ 、其のが 手は を も 選ばれ そる 者と せられ 

る專 i たつた (巧 
二十 兰 鼠は 其のな 
巧で ある 〇) 

.. 此の 獄中を 巧は 
田 が|しヒ ， トラー に 
巧 取つ てが おでは を 
! かつを。 がが 西を 
の 速 巧で 1 口 とし 
て 自己の 佔 をを 洗 
巧す る餘 がのを か 
つた， 巧 年の なし 

かつを 月 巧を 巧みて と， トラ. 1 がみ ホから 巧巧呈 れた靜 かを 生を を 巧 程 悲しまを わつ ホ 0 
而 してな 治な 念ん ら出發 してせ ホ觀的 巧を にを が 弦して ゐる と 云は る、 彼の、 巧 族 巧 巧が 此 





の 時を 巧され •同時に 其^な 
なと して 現な ではを 獨逸靑 年 
居の 聖 ちとち 仰がれ 親しまれ 
てゐ るな のな がみ r 吾が 岡爭」 
が 化の ランズ ベルグの 獄中を 
巧から ホれ たのであった 0 
巧 一一 十四 固は 獄 おに お 思の 
日を なる を 巧の ヒ ，トラ I で 


••く. ふ 子 
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ま 四 章 ナチ ス巧粗 織 

ナチ K 大衆に なつて はお 導を ヒ ，トラ I の 入獄は 非常なる 巧 巧であつた。 ナチ ス巧 か 
を蔡 じられ たので 差ち りが 名を 變 へる をが 必 おとな ク をが 早 や 此の おで 四み 冗 裂し •思 ひ 
< のを おに 巧て ヒ ，トラ ー の敎 へと 倍 じた 方向に 進んだ ので あつた。 お 罪 か 巧され た ル ー 
デン ドルフ も ホ ー あを が設 したが •何 かも ヒ ，トラ ー に 化る がかき 燃 ゆる やぅない なを 
がを 又 巧 帥の 力 もたかつた ので ヒット ラ ー なき ナチ ス がか 何に が 力む もの か 日と 共に お ホの 
也に 巧く おひ 入る 許りで、 此の 街で 巧けば 巧， び ホが みがのを 力が をり あされ 閔藻ま おは お 
がする のでは たからぅ かとさへ をぶ まれ 巧め たので あつた 。おを 如ら 云へ ぱヒ ，トラ ー の 
が 火 さを 巧 おの 頭に おがと 叩きを む爲に 天が ヒ ，トラ— を空播 しにした 巧な 有 巧で あつを 0 

ヒット ラ ー の 山な 

巧る に パ ィェルン 政 おも 流石に 其の ヒ ，トラ 》 一が におす るが 倍 巧な に 巧 わた ごを おじ • 


ss — ^ 


又が の 後 S モ 伯を 化：： 故； パに も 困る Q で •遂忆 い、 かおを |2實 を 見付けて 約 j j 九 

» < V 

二四年の クリ ス マスの朝》 ヒ^トラ1及 ぴ其の j 
おを を 部化獄 せしめを ので あつた 0 . 

息^^ 早い 出獄 許可に おいを ヒット ラ I は、 
おなでは なかつ を 獄中 生 巧に をを りを 惜み 、且つ 
其の 閒に むからの ナチ ス 信仰ぎ に變 つて おつを 獄 
^ 田 をを 部から 名 巧り を 惜しまれつ、 寒い 巧 獄門を 出 
巧 をので ホつ た。 第二 十 冗 瞬れ 獄門から 出た 許り 
か のヒ ，トラ ー である 0 


お 年が のな 喜 

__ ■ご / - ■ 

ナチ ス おな 巧に 若い 化氣 のま 中は 如何 託り ヒ， 
トラ ー のが 獄 をを こんだ であらう か、 ナチ ス 進の 
が 巧 紫され •ナチ ス ホの おがで ある 右手を 巧 <擧 
ラ I 巧を) と 叫ぶ 巧ボ をく 御を 巧と なつて ゐ をを 時の ミュ 



げて ハイル ヒ ，トラー (ヒ 




が 


* 禁止 令 も 此の お々 セる 民 ホの 巧に 何時 
か 巧 力と なり •巧 もたく 大した 理由 もな 
く 解かれて 了った。 ナチ ス巧組 描に 巧 
いみむ をして 居つ をヒ ，トラ ー はす かさ 
ホ 大巧 說 をを 問く まとして、 一九二 五 年 
二月 二十 セ 日 ミ A ン ヘンの 大きな ビ I ル 
座 ビュル ザ I ブ n イの 地下を にがて 「巧 


ン ヘンに がて •じヴ トラ IW 

獄の日 化の 挨 がの 巧に 拘引 さ 
れた靑 年が 捕 へられ 乍ら 尙ハ 
ィル《ヒ，トラ| をお叫し て 止 
まを かつ セち 巧が 第二 十六 阐 

. r 

にがても よく 判る ので ある。 
バィエル ン巧 かの ナチ ス* 


巧严; V 林 


で 巧-だ W 


:がこ VV •■ぶ’ 苗-。 

•: '- 巧' で ： .. 记；; ふ-ザよ 


r •'し ——’, ‘V • - '-' 

ク 海を お "VM 


.’ 一 ち?.' ス：； ，.去 ••■'ず 


人 •ピ ■ ,. 


L >!*•'.-. 
よ:.';; イ^が 心’ 


を繞 S - 議 


:、 •，一* ぶ、. た^ 


: 巧ゎム fT みこが 

w' ttmr »,<->•,, •一 

を *0^ • も 一 


をの 将來 とま 人の 
迅 動」 をる 西 下に 
大巧 子 化を おみる 
まを み 息し > 第二 
十八 因の おを ピラ 
を 至る 巧の 巧 巧に 
貼り 曲した もので 
あつた 〇 此の 時ょ 
り ビュル ガ ー プ P 
_ ィの巧 下 室は ナナ 

ス巧化 jjna を會 巧と たつ ホので わる 〇ヒ ，トラ I はを 巧 巧獄後 ニケ 月 ホみ 化 まもした ので 
第二 十七 圈の 巧に 元氣 g をして ゐ ホと をム〇 一年な りで ヒ ，トラ I の 大巧 子 化に 巧した 
ど •ルガ I プ a ィに » れ ホ】 K の 度 衆は 熱 巧した 0 




ラ ー 於 口を 



四み冗裂したお=:^は彼等のお琪をの傍乂さをちお認して ^前ょり更に巧巧のおさをけて 
結合され ホ 0 バィ ユル ン巧 巧が みのが 壓に 巧つて 完全に 叩を ホした 吿の ナナスが は 前の 
—に數 倍の 力强 さを なて ち おを され ホのを 見て、 當お をは 叉 巧 巧した 0 而 して あおの】 
策と して ヒ ，トラ I にだけ 公衆の 前にが てが 說 する まを を 止し セので わつ ホ 0 それ 程ヒ 
，トラ ー の 巧 辯が 效 巧が あつたと 共に •其の 結果が 恐ろし かつた ので わつた。 ホ 石の ヒ， 
トラ-, もこれ には 巧 口した。 誰か 自分の 代りに 公 ホを おを おけて 巧く 巧を 代 辯を はない 
か 採し をが それは 巧理 であつた。 がしを が 公衆への 巧び かけを 中止して はが々 の ナチ ス 

巧 大が進 あしない と 云 ふので 不が 足では 
あるが 黨な 中の 目 ぼしい ものに ホから ホ 
へ 代な させて 見る が、 何れもを 第 だつ 
た 0 巧く ヒ ，トラ I とは 叉 別な 巧き 方 
で 稱み下 おでは あるが 巧呆 的な お 辯を 持 
〇てゐ るを が 若い 黨 なから 見 化された。 
ダ， ぺ ルスが 是れで わえ をす 九 聞)。 
ホれ で 度せ て 居て 小 巧の 巧で A 巧の 廉い 




68 — 


^MbMfNiMHhK 化か iM|«faia み Mfiam?. 


化 p i rtri t m i| ri ft^icuftaM! 

々ター ななむ 二 》 tar«rrMi み 化 r 

W Wkktkurttikn% • 

- l ff, iii,<i j iii» M" > "M" Wd fc tf^lir ホ 

<8i>^ ザ •成 巧 ifff iiM rffll ■• 化 " • 

W/ ♦ 一 ^!*** » 

ぺ心ぃ 勇 fo 如 

か 踏 か It が It がが 

' 一 — 



巧 '," »««•*« 9»dftm$t 


逸の 將來と 巧 人 八 
述 動」 たろ 涵：卜 に 
大 獅子吼を 試みろ 
巧を か 商し •巧 二 
个八關 の 巧た ビン 
を： 帝： ろ蜡 S 町 巧に 
貼り 出した もので 
ぁつた。 化の 時ょ 
りビ ■" ルガ— プ a 
ィの 化： 卜おは ナナ 

ス巧 組織 紀を かおと たつた ので ぁる 〇ヒ ，トク— は 巧 時が 巧を ニケ 巧た か化ぞ もした ので 
第二 个た阅 の 巧に ぶ氣橫 なして わたと ち ふ 0 :が 振りで ヒット ラ— の 乂飾卡 化に 巧した 
ピ ュ ルガ）ブ ロィにをれた 一 ぉのぉホは教だしゎ〇 

ヒット ラ ー 化；！ か 


岡 

说 

巧 


おを*」^ た。 バィ H ルン 化が が 化八盼 がに 化ソて 完全に 叩き 巧した 巧 S ナナスが W がい 
巧に 敕巧 八力强 さを U て 巧 おを さ 如た のを 化て •巧 おおは 义狼 如した。 而 して 巧 鈴の 一 
策と して ヒット ラ ー じだけ なお 八 前 じがて 烟說 する ザを 難 止した ので あつた。 をれ 阳ヒ 
，トラ ー の雕 辯が 巧 おが あつた i 巧に， 其 ハ おおが 巧ろ しかつた ので あつた。 流 お 乃 じ， 
トラ— もこ^に は閒 n した。 誰 加，：： か 八 化り に 公 ホを 葱そ附 けて 巧く 巧た 化 21 おけたい 
かがした が をれ は 俄 巧であつた。 巧し 查巧 。ぶへの 呼びかけを 中止して はが 巧の ナずス 
I 城 火が 淮 おしない とを ふので 不滿 化では 

あるが 猪り 中 ハり ばし いものに ホ.^ 〇 次 
a へ 代 辯 させて 站 るが、 何れも 巧‘ がた ゾ 
纷 た 0 漸く ヒ ，トラ I とは 义 別た 巧 今； ぶ 
巧 で辨か ドな では ぁるが 巧 おのた 推が をな 
つてなる あが 巧い 稱 り、.^^ 化 W さ 心 Vi " 
ゲ 1 ベルスが 足れで わる < 巧 IIt - 化 脚-。 
化 約で 瘦 せて おて ルが， のがで 風の いおい 


酔 

9 鍵 


堇. 
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り R5hm 2 ) い i け rich 


巧では ゎるが、 巧意卽 妙の か 巧を 巧 說を卞 るに がを 得て おつを 0 . 

、 . 

，無言' じ ^ トラ ー め 巧 力 

: : , 广 ' . . . , ' 

唯】 の 武器で あるみ 掠を おじられ セヒ ，トラ I は •.をに】 巧して sfA 巧 ホと 訓巧 • み 

び 巧に 一 巧 鳥い 政治 呂 おへの お 導に を 力を 化ぎ 始めち 彼の 入獄 中 S .* A を 巧け て涅 いた 
0 

P エ ー ム 大尉が ヒ ，トラ J の考 へと 違つ を 方へ S 1 を 誘導して 、ナナス か 屯 お 離せん と 
して ゐ ろが 巧を も 巧ぶ したので •ヒ ，トラ I と B エ ー. ムの對 なを 惹起す る 巧を も あつたが 
ヒづ トラ I の 統制 力は これを 圓 ホに 解み し • SVA は 巧び 純が たる ヒゥ トラ！. の お 単と な 
ク をので ある 0 . .■- 

. S • S の裝生 . . 

. I - • < - • 

又 別に S * A とは 遠つ を 目め を 巧つた 謂は ば 近 巧が 除と もを ふぺを s * s を 組撤し 始め 
ホの も 此の頃で ある。 而 してな む ディ ー トリ， ヒを 初代 s , s . 换 長に 巧 命した。 

巧 云 十 巧は 巧々 後年 s * s を S,A と 同 程 巧の 大きさ 迄巧展 させた 初代 s * s . 巧を グ< 

1 トリ， ヒ である 0 •1 


一；,矣ぶホ？，ぶ-づ-,>ち-:才；.* こ.，.‘ v .心 v 建ジ，聋；-. 少弟，ぶ耍；->.^だぶげぶょ一を每ぶ；|^^^^ぶ^5:|^9#^|?^^ち-， 


' 一ち 趣 i.fi'i た ' 


ヒ ，トラ I はお 辯を お ぜられ 巧 口し 乍ら も 瞬時 もおク として おたかつ た 0 彼は 化の が 
を 利用して 巧來る だけを くの 未 ゼナ チス 化して わないで 場 や 農が を 訪ねて 巧が を や 摩 夫 


み 


多 V 某 
vf ち' がィ 
蘇ぶ. をに 


% 




ミー 


lt、d 


か 


■VI 




ィ /* 


ム も 


'一'、' 
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ろ J 




二 達の 巧の 巧に » れ •义彼 自身の 人閒 味に 巧つて 彼等に 光明を 與 へんと 巧 力した 0 其の お 
巧は 直ぐに 現 なれで 巧 かを ヤを夫 まの がれを ぶは なをに？ トブ ー に 巧 倒す るので ぁつな 
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更に t ， トラ ー は ナナス 黨內の 急を を 巧 大に必 巧 的 にがつて 來る異 み 子のを 理 にを 手し 
ホ。 それは 仲* をぶな 仕 巧では をかつた ので ある 夕 化は 巧 巧ょ く •見つ 無 afe 化の 仕 
事を 績け •おに 黨內の 結束を 巧货 無比を ものに 固め 上げた ので わる。 化の 二 年に 直る ヒ 
トラ ー の お 言 工作は 夫* 又 無 おでは なかつ たお 呆を まは して 巧た。 パ ィェルン 政 巧を 
事を のを 迭に巧 〇てヒ ，トラ I のな 口 令が やつと 解かれた ので、 ず 巧は ミュンヘン ホ大の 
食 あたる チル クス ク P I ネ 、日頃は 曲馬 曲 や大仕 巧を 巧を 居に のみ 巧 はれる 二 巧を をれ る 

とま ふ 乂會滨 にがて 大巧 モ 化を 二が 挺り 
で 巧みる ことと をつ た。 一九二 六$ 
で ホる。 一 一巧に 餘るお ホは ヒ ，トラ ー 
■ の 巧 子 化に 巧 0 て 何時もの かく 巧に がぇ 
M 上る 巧 西 必とヒ ，トラ I 崇拜 のをと がを 
巧 に 光明を あじて あが 巧く 散つ て 行つ たの 
であつた 0 此の チル クス クロ ー ネの大 
巧說 をを 火と して •ヒ ，トラ ー の 火の玉 
のかを 活 S は 一二を スタ I 卜 を切づ ホ。 



1) Grkus- Krone 



巧 月には 今^を ぶ 巧 •がつ た黨 巧の 望を ちへ •且つ又 巧を 義苗患 法制を の？ ぁる 中 
巧の ち お ワイ マ，^ に 再起を 第 S の黨大 をを 催しち 第一 二十の 樹は尙 制服を 禁止され 
一 J て ゐた巧 平服で ワイ マ I ル か 巧 示 巧 巧 進して ゐるヒ ，トラ I 、 へ， ス》 7 ょ I ダ！* 其 

の 他 作 ナチ ス翰 部で ある。 ... 

. 化の 時 全 固から おまつて 來 たお；： X はめ 二 
- 萬と 稱 せられ、 . s , s が 制服を 禁止 
されて ゐる爲 白 シャツの がで 大讓 集まつ で 
お 來て (窒 一十 五 瞬) 蚕 一二’ 十六 岡) 全 巧 あの 民 
0 衆を おかした ので あク た。. 人口め 冗 巧の 
小さな ワイ マ ー ルの 巧に 是 だけの 人 閒の宿 
巧す る 設備の ない 事は 明かで 気候 もょ し ホ 
■ ‘の 大衆は がかに 巧を したの セ あ 去が r . ワイ 
.. マ 1 ル 始まつて U 來 の化觀 であな みとち ム 
. i 第一 手 七 巧は 美の か靠 を. 巧が. つたを い S A の 一部で あろ 化わゲ モンス トレ— シ 
ンは靈 ぉを 巧 巧が， もり' なかは 又 急がに 增 がしち S をに 巧 まれて 髓 服を 止 令は 巧 か 






•• M 


ナチ プ黨 員の «增 と 巧みぐ 黛乂會 



みいで ヒ ，トラ ー はニュ I ルンペル グに お ヤ 
の 巧 二 S 大 含を 21 ぃた。 S 時は 巧に ミ A 
s*s はを せて を 巧 人と をつて 居つて •制 R 巧と 
の 解かれた のを 幸 ひに S •<! をを々 通り 巧 色 ’ s * 
S を おちの 制服と した 0 巧 一二 十八 商は 其 時の S 
A の 巧 おで ぁる 3 勿論 乂 をの 效 巧は 大ホ 巧で ぁ 

言。 

化の】 九 ニ セ ザ 夏の 一一，— ルン ベルグに がける 
巧 二 巧 目 巧 犬を を 巧と して ヒ ，トク I の 巧のは そ 
.れ ながは バィ H ルン 巧 方を まとして 中 南 巧に 限ら 
れて 届つ たのが を 巧を にが 大 さる i まとを つ ホ 0 
巧し 何とを つても ミュンヘンは ヒ ，トラ I d かの 


ミ., ミ タザ，.‘； 


& ひが 巧い 巧 二の ホが であり •ナナス 巧津 史上 かく 事の 识來ぬ 丈 地で あるので， 化のを 時 
になる と ナチ K の 府來を 見込んで、 が阳 よりの 话 名の まがを ヤを巧 十 巧の 巧な のがを# 巧 
巧 集まつ て 巧て ゐ るので ヒ ，トラ I は ナチ スネが ま お 所を をね セ 彼の 本が を ミュンヘンに 
稱 へる 事と した。 な 色の 谢 服の ナチ スの 本が であるから これにが をの 家 ！— グラゥ ネハ 




气 お： 


-グ； 1 

i— 


み：' 

ピ 故.‘ 

0 Jc^ uf 

'4 妻 


Braune Ilaus 




— rd 


ウス — 命名した もので あつた • 
第一 二十 九 間は ブラ ウネ ハウスの 全景 
で ホる 0 ' 

一一.‘ 一 巧 视十 閱は谋 をの おの 內 にある ヒ 
が ，トラ— の 公 室で ちる 0 
j 第 四十 一圃は 化の 萬ち の 家の 入口 
- お 間の 正而に 飾られた ナチ ス發お 巧 
上 憶 W 深き 黨 巧の お々 である。 其 
の 何れの】 つも 夫々 のな 敵ょり 加へ 
ら かた テロに 化つて、 或は 地方 政 巧の 斬が に 依つて 巧い 同 おの 化に をら れ たもので をり、 
悪 巧 ま 閒の鹿 巧と ホ努の 化の おおを お：：： 违に 永久に 忘れし めない 巧に ヒ ，トラ ー 自身の お 
意 •に 依つ て 飾られた ものであると 云 ふ。 • 

巧 四十 二 固は 同じ 入口ぶ 閒の 化の 壁面を 飾る もので】 を 一ー ニ 年 十 .1 巧 九日 ミュンヘン だ 
がける 巧 命 かがの 日、 ネ 怯を パ ィェルンぶ 巧の 化 U の 巧 關統に 巧 心た 问 志を 永々 にお 念し 
巧 謝する 巧みの 名を 刻ん ダ销 がを 巧に 巧 わ、 义 みの 內 でもを も 巧 ホで あつた 心， ヵ ー ト氏 



1) Dietrich Eckart 
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の购 巧を 飾つ た 一隅で ホる • 

. 第 四十 S 樹 はちを の杀 のな ち にがてみ 化の 
围 巧活 ありし 同を や 巧 金の 後な を 巧へ て 央れる 
の 乂逮へ 感謝のを として 円みの 尙 あに 署名して 
巧 おるべく 机に 向つ て ゐるヒ ，トブ I である。 
を 苦の 中から 挺ち 上つ を 巧數が もし 獻洲お 
滿 のがを 宵 現し 巧を ならば 巧ら^ はこの 鹿を 

のぷ ホび にお々 のこれ 等の おを なは 獨を巧 
巧の 此の上を い 記念と して •その 巧 族 ある 
限りせ あと 感謝のを がを げられ •.この おを 一 
中必 として この あたり こを は •な 巧 巧を 巧 
神の メッカ、 メ デナ-^ もを" るで あらぅま ボ 
想 巧され るが であ 寺 • '' ， ， ； ぃ ； 

巧は 小たり とずる も •巧の 巧 逸が 族に 再 





《る ホを としては 貨に 無量の ものが わるで あらぅ と 信 
ぜられ る 0 

* 

ヒ ，トラ I ' u 下 ナナス】 黨 が. この 寒に 巧い* をと あ 
巧を 持つ 理由 も おの づ から 理 #が 巧る ので わる。 
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1) Fiihrcr が haft prLnzip 2) じ au!dt な 


巧く して ナナスが 大運 的は が々 大 あおの 結に 就く と共に ヒ ，トラ ー の 活動は な々 白み 化 
してが た。 巧は ホづ ぶの ホ 張 する 指導を 巧理に 基いて •全國 をを つかの 州に々 ち •み 州 



にがお 巧を 1 が ゥラ ィタ を 任命し •閒 巧な き宜 なと 化 描に 巧 カサし むる と共に， 

己れ 円 ザは 此の 閒を 巧げ 週り •巧 所を 巧を 逸說 して 過る 巧と した。 を 巧 ナチ ス になつ てを 


も强乂 たが 地は ヮィ マ— ル 共 巧が 巧の 中央 化 巧の 
巧 在 ホで ある 化 林で あり •化 林を 中 也と する 户 口 
ィ七ン 州であつた 0 共を 黨の策 おかで も あり、 
H 巧黨 其の 他のを 义も巧 巧つて 居り •其の上に を 
時の 两 をに がける 巧】 黨 であつ を 左な お 貪が ま黨 
の 勢力 範曲 でも あつた。 此 おに 巧ず ナナスの 州 
圓 .巧 導を は餘程 人選が 六ヶ ホい •其 商で ヒ ，トラ— 
助 にあ 名され て 此の 大巧を 引を をけ ホのは がッ ベル 
g ス であつ ち ’ 

巧 四十 六 巧は をみ 敎 ザ 巧と fe つたを のゲ ，ベル 
ス である。 

、 •••へ 

第 四十 セ 固は をが 相 室 にがてが 巧 巧 問と 巧 謀し 
てゐる ゲッベルス 0 ~ 

巧 巧 十八 围 はを ホ 巧と して ナチ スか年 a にが か 
、して ゐる 一九 SS 年の ゲ ，ベル KO ‘ 


1) Prejsseo 


第 四十 九樹は 少年 国 具と 語る 同 巧 0 " . 

〇 f 一 

巧 五十 固は 束 プロ シ ャ州ヶ I 二 ，ヒスべ ルヒ に飛來 して 省が に當 らんと する 同 巧。 

-ィ ' V • 

. . ゲ ，ぺ^ ス伯 がの' 化 聞 •：. . 

I 九 ニム ハ 年 ホを. ク化 林た 乗り込ん ゼゲ ，ベルスは か 死の 巧 巧を 椅 めて ホの 谁窟 でぁつた 
伯林 市 束が パィ ヶ-‘ ルン. おの 巧衔お 巧に おを をめ •肉 禪的宜 儀を 初め •態と ホ ホ黨に 挑戰し 

て 巧つ たので テ P 巧 爲を元 來得惹 と 
する 共 ホ 萬は 待つ てました と 許り 巧 
禪巧 打つ 慘 薄が 繰り おさる、 巧と. た 
巧つ た。 . 

M お論ゲ ，ベルスが 伯林へ 巧り 込む 
ホ W 前に も 伯林に ナチ ス おかがが 當出 
來ても 居り •又 命知らずの S * A 像 
具 も 居つ たので ぁつを が、 頭のを い 
連中が 多く 無意 ホを 小馈 をを 巧り 返 



1) 〇 が PreuswD の Ncukdln 
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すがりで もつ を。 それが ゲ ，ぺ ルスが 來て 計* 的を なを 爲卞樣 にを クて 俄が かちめと を 
り •特に 巧巧黨 との 衝 巧が 目立つて 增 して 來た〇 直接 伯林の 保巧資 巧者 ホる プ P ィセ ン 
州な 巧は ナナス ホ ひも 手 度つて 名を 巧 ホに 借りて 化烈な ナチ ス斯壓 に 巧て ホ ホので ぁ 0 
ホ。 巧つて ナチ ス黨具 にはを 日^^ 負な をが 巧へ たかつ を。 

大きを 審 件の 時は 何時も 巧大ヒ ，トラ— が 飛んで 來て是 等# い！！ {巧を を おめ 且つ のまし 
彼等の 仇は 必中 他日 巧つて やる と 巧つ をので ぁつを 0 

巧 五十一 巧ょり 第 お 十四 巧 迄の 寫 巧は 是 等の 化黃 でぁる 0 

ホ少 スト •ゲ ユ， セルの： 化 

巧 時化 林大 學の學 をで おむな ナチ ス黨な 心， ホルスト •ヴ H ， セルと 一 占ム靑 年が 居つて， 
ダ， ベルスの 指が にがつて ま ホに ホ 頭に 立つて 共 巧. 黨貞 巧に お 曲して 宜 なに 從 事して 居つ 
ホので ぁつたが* をに が 大の巧 程を として 共 ホな おの 短 錫に 巧れ て了づ ホ。 

ナチ ス黨內 の 共を 黨に對 する 巧し みは 此の 一尊 化 の爲 めを に巧發 せんとし ホ 有名れ‘ 巧 か 
で、 巧 あ 十 冗 岡は ホルスト ヴ H ， セルが S * A の ホ 巧に 立つて 伯林を 巧 巧を 巧 進して ゐる 
班で •巧孚 六 周は ザ 件 直巧ヒ ，トラ- 黨夏 依つ て 其の 瞬 頑を 祈られて ゐる 南で ぁる。 


1) Horst Weasel 
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h ，トラ| の巧剖をおをょく見で資 ；<^支 (o 

がかる 巧 IS 的 巧 力の 巧に さし も 困難で あつた 巧 林を 中必 とする プ 《 イ七ン 州の ナチ ス化 
も】 ホ*々 巧の チ 巧に お入り 始め、 少し ホ 巧し 初める とを 時 お 薄 巧 神 力を 缺 いて 居 ホ ホ 巧 
巧 團巧貨 の ナナスに おじ 來る ものを く •且つ又 文化の 中、 むがで ある だけに 巧を 政治家， み 
に議 をに ホを ちす る 代議 ± にして. 謗を 政治の お 意義 さを 痛感して ゐを 連中の 巧々 たる 加盟 
が あり、 プロイセン 州 お 巧を にゲ ，ベルスを 巧 命した ヒット ラ ー の 人選の 巧 かさを 义證明 
卞 るの お呆 となつ たので あつた 0 

ヒット ラ ー の 靑か啤 お 灌ザ莱 ’ 

吾々 はなで 尙 他の I 方面 •卽 ちヒ ，トラ •の 靑ルノ 年 お 化が 業を も 忘れて はわら をい。 

一九二 S 年の 十一月 革命に 敗れ 獄中 生を をした ヒ ，トラ ー はい 出獄 巧 化か 一年 餘の 入獄 
の閒に 彼れ の 信 巧して ゐを 人々 が 巧々 冗 裂して ゐ るま責 にお 面して つくづく ホ 人が 化の 巧 
巧を 考 へさ 廿られ をと ちム〇 しかも ホ 年 民衆は 旣に 今日の 人で ありな ぐに 昨日の 乂 いを 
るべき 法 命に ある。 不 がの 巧 神 通 巧を 淺 すには どぅしても 明日の 人で あり •今日の 人と 
をる ベネぶ 命に ある 靑か 年の が 巧な 巧に 巧 ザた あを 巧され ばたら ねと 痛 唐して 居を S へ、 


B9 


. - -- 、 t さ‘ さ 


を 時 巧 生で あつて 缉 むた ヒ ，トラ.— 祟 巧ぎ であつ た 十と 才の巧 ホ U パルド， 1 ル •フ 
ン .シ— ラ， ハが 非常を 敎 をな て 少年 围をお 巧し， 明日の 中堅ち M まがを 進言して 來 をので 
ヒ ，トラ I は 周闻の 夕少の 反對を 押へ てを 巧を ヒ ，トラ ー 少年 巧 結 ホのを 巧を シ I ラ， 《 



巧 年に 巧へ をの. でぁつ た。 シ ー ラ， (靑 年は 自 みのお 言が 巧れ られ たのみ わら や •を 任 


む Baldur von Scliiracli 


j 



を 巧 けられた ま忆 いたく 蓋し •がみ s 力を u つて 二た 當り 、一九二 六 年 ミ，， ル 


ミ 巧 t , 巧 《て ミ <、s ミに 伍し、 可 巧な ヒ •►ラ— 少年 当 育 あを 率ね て ヒ> トラ • 
の 曲 おを まけ、 世人を アツと をはせ たむ である。 

窒十セ 画は、 泛 かぶの 榮 R が 巧 巧の 自由を 高らかに？ て 少年の 意氣を ホを て 
わる ホを であり •を 五十八 用は 同じ々 年 国の 巧 W 陳 のけ あで ある。 


; r . ..ぉ這ぶま；‘'おろ'お.-立？^:^^なんんみ畫^ 







巧 五十 九 岡は 未 巧の 巧 逸を 巧 をつて 立つべき 是巧少 ザ 曲が •困 長シ ー ラッ ハの お 如な* 
巧 とがち にがつて ねる お。 

巧 巧 十 困は 稍 年長の み 年 巧が 持が と 化 林 市 巧を 行進して 行く 光景で ある。 

巧 六十 一岡は を闊 ょり 巧 ホを なて 巧大 みへ を 加の 巧、- ーゥ ルン ベルグ 市に 化 まつて ホと 
々い を 间おシ ー ラ， ハが 間た、 し 一一む ろ おで ある。 


々年 巧 おちは ル 年 ぉ 千に 止 ホら 乎 少女に おしても が乂 された。 第 六十 二 闽は是 等み 女 
函 のが 表 まが、 親しく ヒ ，トラ I ょり 据 手を 巧 へられて 居る 處。 

巧ムハ 十ー ニ 巧は 巧け の 少女 達が 同じく がすを をけ 度が 巧 街の なさを 自 ホして 勞 働の 服装 其 
のがで む 進に 加は つて ゐる お。 

巧 六十 叫 おは ホ々 の 小 巧 苗ぶ に 引率され て 是等少 か 谢が拖 化 向上を もを わ 唯* と 巧 進し 
て ゐる赔 である。 

此のみ 年围 少女 曲に ホいで ナチ K ホ 生 同盟が お成され •更に 帮展 しを ホ 人み 巧瞧 ホ別ナ 
ナス 同盟が 生れて 來 を。 是 等の 中で 少年 国は 特に 效果の 大きい もので* ナチ ス巧 勘に 一種 
淸新可 巧た る 趣きを 巧へ， 又 か女留 には 一巧の 巧 揉を も 巧へ た。 义 がの 巧佛伯 おに 就いて 
も 明日のを 强 いぶ 礎と なる のみでた く •を 通を 理の補 か •救急 事業の 革. ホ ひ 等 巧を たる も 
のが あり •しかもみ の 純ち を 頭鹏に 深く 巧み 付けち る、 巧 瞬の 倍 念に がて 巧大 たる 成功と 
おへらるべき である。 少年® 事業に 就いては 巧を 改めてぶ く 巧と して 巧には 巧が する。 


巧 五 章 ナチ ス のを 國 的擴大 ょり 巧 權把捏 迄 

ナナスは 今で を 巧を をが 巧の 火の かくが 巧し •中央政府 もみが を 巧 もぶ は 父阐巧 軍ん お 
I 本 加へ 得ね 資力を 化へ るに 至つ た。 若しヒ ， トラ1がやらぅとぶ へば巧力に巧る政お 
巧提は 為* たる もので あつた。 が 巧し，】 九 11111 年の 痛い 經 おと 回 巧して 來たヒ ，トラ ー 
の 巧 謝は 饱を 武力 巧 巧を 巧 避 させ， を 法的に 恰も 果 f の 巧し 切つて 巧 も ホる を 待つ がかく 
辛抱 强く •政 權が自 がに お 中に 巧ち 來 るを 待たん とする ホ かを を 持した ので あつた ； J 巧 
に 血を にを る S,A s , s の內 にはを も すれば ホ 部へ おな 廿ん とする S 力の 巧 巧を 來 し* 
あ々 閒 一を のをが も あつたが* 益々 加は つて 來たヒ ，トラ— のが 制 力は 克く 赴れ を 阻止し 
得た 閒に 巧み 舞を が おつて 來 たので あつたり 

吾* は 今迄 おりに ナチ スの巧 逢 おおの 千* 巧 化に が ホを 持ち 過ぎた 樣 である 0 其の ホ 
めに 些か 獨 をを 巧の 备 方面の 其の後の ホみ をを かおした 巧が ある 0 此 屈で 再び 是 等を 振 
り綺 つて 辿つ て おる の も おなでは たおら ぅと 田 3 ふ 0 
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インフレ 後の 獨逸闕 內が悄 

一九 一九 年の ヴ ，ル サイ ユお めに 巧つ てす 可能を 武力で 巧を へ 押し付けた 佛蘭西 も， お 
局を いもの はがぅしても 取れない まを 巧り •义英 房 も 佛の餘 りに 巧 巧を のに 不 化を おへ 佛 
を 巧へ る 方 巧に 巧て 來を處 へ 米 困が， 巧 逸の 被 産は お 局 米國の 聯合 酉への 情 權の巧 收を不 
可能たらしむる，^;のでぁると爲して、 巧をがを救巧の巧めャングを化逍し> ャシグ案を作 
つて 巧 逸の 賠償 義務を お 程 巧が した ものの、 尙巧 巧の 巧 逸に 負 巧し 切れなかつた ずは 巧が 
で， 巧に ド I ズ案 とたり、 n ヵル ノ化 約が 生れ， 佛のル ー ル 地方ょ 巧が 解放され 巧 ホ 巧を に 
巧 甘ら れ セる 義務が 昭 がされ， 义米閔 の迹资 がが々 巧を エ おへ 巧 資さる、 に 及び 巧 逸の エ 
案 ホは ホみ 生を を かき おした。 巧して 巧 逸の 乂 H 案み 連は 巧は インフレ 時代に 其の おな 
を おかに 安つて か 巧を 巧 •其の お 作が 巧は たで 同 巧の インフレが おで 支拂ひ 巧た 巧 阴巧勘 
巧乂 ホは 桂 端た を 困に 巧つ たが、 企 棄巧本 ホの 多くは 却つて 铁期 ホざる 巧大な 利な を かが 
で 巧た ので ぁる。 其のを くが お 太 人で ぁつたな にな々 ナチ ス巧 がに 拍 ザを かけを お 巧と 
をつ たとは 云へ、 を 部が お 太 人で もたく、 义巧迭 系お乂 人も夕 かつた。 自 巧に 彼等 ス 巧 
が 巧を は 利を を 爆す 一つの 手 巧と してみ のエ おのぶ 巧に 夕大の 利な を 巧て •巧に エお設 洗 


1) Youiig り Dawes 
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のな 再 おを へ忆 常て を 爲忆一 お 忆は只 巧 s 构巧 がを ぐ 同様で か留へ 流れ S 5 へら L 
てゐホ インフレが 巧. つて 巧を 工業 ホを 巧 態 的に 改を しを 結果 ともをつ ホので ある。 巧^ 
を お 巧 エ巧シ I メンスが が 化か 巧が に 巧大 な 止 化を 巧き シ I インス ホを 巧設 し、 を 生を エ 
巧の お扣と 大本 お ザ 巧 巧と、 S 巧 人の 從萊り をぶ 巧と する 十 巧 人の 化 准 ホが 述 なを 乂 巧な 
前に 满モ したので あつたが、 化の インフレ 利 巧に 化つて 完 をに 巧が し、 お郎 がが に 站巧么 
ホ 巧を 僅か】 巧を と 計上して おる がかき はがの 一則で ある。 

义お ホを 巧 巧のを 南に おひ 込んだ インフレ も •シャハトの 策 出しを 巧を 巧を ± の 止 化 あ 
をに 巧る レン テン、 マ I ク にかつて 裔 おのかく 立ち直つ をので ある® 

. 中 問赏氣 ホる 

ちの 巧た が愤の 常が のお呆 として、 世 ホは 巧 巧の 生を 過 おに 苦しみ 巧 酷なる 不景 氣に悄 
んだ 一を 一 0 年から 一を lie 年に かけて、 巧 逸 工業は 消が を不巧 力 至 辟が と 設備の が ザを I 
巧 由と する お 巧を の 巧 味を 持つて おか 市場に なむ 事が W 來 たので ある。 其 おへ 米國 から 
の 位 利 巨 S 巧を が更 るんだ 爲 •不思 薄なる 中 聞 景お が 曲て 來 た？ あつて’ 米養卜 
とみに 米が よ 巧 ホ 巧 ホが お 入 たられ，】 時 巧を はち ホ-巧 梧のを 巧 化が 大ホ 巧し' 巧に rm 


り Renten mmrk 
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に 粒 入 さむて を 巧化述 動が 線が 化 火ぶ に 我が 工業 ホの 旅む 記 i たつた 巧ん ホ だが 人の 記 お 
に 巧つ て 居る がと 思 ふ。 おがのに 中 閒景氣 が W て來 ると やがて 閔 おの おへ 方 も 難が いて 
來る ものである。 一時 巧 逸を 風が する おの あつた お ホ おも 漸ホ勢 ひを 失 ひ、 是れに 代つ 
て ナチ ス通 おが 巧 衆の 也を 强 くおん だの も】 つには かぅ 云つ を經濟 的が 截の あつた 巧 も お 
法せ ない。 

經が 恐慌 ホと 失業を 激增 

がるに 人の サ のけき 過ぎに おしては 自 巧の 微妙なる 是正が 何時とは なしに 來る もので あ 
る •わぅ した 巧 逸の が 態 的中 間景 おもでが て 是正 さる、 時が 來 た。 一九 so 年ので， 不 
息に 獨逸經 巧みを 巧つた 金轴 逼迫は T 巧 其のを 時 大波の 打ち寄せる がか ネ 勢に 乘 つた ナナ 
ス 運動 S 結果、 扶族 意識の 巧强 いな 撰、 お 太 人 打倒の 巧と 共に 米 系 巧 本み •が 太 人 企業 东 
を おひ 上らせる 被 巧を 發 巧し、 急激を 米 系 巧 金の 引上げ、 济太巧 巧 本の 巧 か 逃 おの 結果で 
あつた。 さらで だに 合理化 運 おにが つて 生じて 來 た過剩 タカは， 企業 か 本の 引 揚げに 化 
る 事業の 縮みに 依て 益々 巧 岸を かけ •え 荣大 ホの 巧は 巧 おに 撥れ 上り】 九 一二 一年には 冗ち 
巧’ 一九 一ニ ニ 年が にはを に 六 百 冗 十 萬に 逢し、 巧みを がの 乂閒磁 とわつ て來 たので ある。 


—タ ター 


か、 る 巧を 田淸 のが 化 我 塞の 間に ヒ ，トラ I はか 巧を る 巧 巧を して 居つ たで あらぅ か、 吾 
* は 叉な で ナナス 遥かのを 巧 的 巧 動を 辿つて ぶを けれ ぱ をら をい 0 

を幽的 ナチ ス化速 動の 熙進 

一九二と 年を 南 巧-一. ゥ ルン ベルグ 市に がて 開かれた ナナス 第二 M を巧大 をは 非 巧を る 盛 
みであつて • S*A i 萬 ^_ S*A の かの 黨 なわ 十 巧 人と 云 はれる。 S,A も お々 訓練の 
巧 巧を 巧が し 武器 こそ 持 セね ぶを の 制服に 身を 面め をぶ 準が 除、 スタン ダルトに みれ、 あ 
がと して 族 伍を 猿へ 堂々 たる 分列 まを 巧 ひ •御大 ヒ ，トラ ー の 閲兵を 受け 結 封 誠 かを 巧 
ひ* ヒット ラ I 义 恰も 一 國の一 冗 首 セ あるかの かきを々 をる 態 巧で 是れに 右を を 舉げて 巧 
へ、 ホいで 約 一二 百の ヒ ，トラ I 少年 a が 可 巧な 除 伍を 組んで 闻長フ オン、 シ I ラ， ハに 率 
ひられ W 1 I 々として 進み， 巧激巧 狂した 十 巧の 巧な 及び 見 枚に 來を夕 くの 巿 おや 勞 働を 
は 巧を ちれて ハィル •ヒ ，トラ ー を据 叫し •非常を るが 巧を 收わ をので あつて、 巧を を閣 
も 今更の 巧忆 ナチ スの巧 力に 巧いて ホな を 巧 へられた ので あつ ホ。 

第 六十 お H は ー スタン ダルト 巧に 與 へられた がな 巧を なく 巧げ て •理 ばれた 相手 递が肅 

* とを 鸣に 入場す る 化を で わる 0 


1) Heil Hitler 


M — 



第 六十 六 園は を 地 ナナ K S ， A が 其のが 
巧を 中む にあ 列して るる 處〇 

を 六十 セ 脚は 分列式の 巧 大巧 モ 化する ヒ 
，トラ ー の 言 集に 巧 も 巧 はれて 聞き惚れる 
若人 ま。 、 

巧 六十 八阅は 大巧 子 机を 試みて 參ぉ 大衆 
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に 非な をぶな を 巧へ ホを 時の お 己 十八と たつて お R 
ま M にを* 巧 神 力を 巧が せられて 油の 架り 切った ヒ 


.ラ J である 0 


化の 第一， 一回 黨犬舍 にかで で W * 進 的 黨巧巧 大に巧 巧した ヒ ，トラ I は 化の 機を を サホ查 
一一 的に— ナチ ス 化を 企て？ ♦地に W 化が ホを なかし、 彼自 みはを 巧の 刖たホ 大巧 H を 巧 おし 

ホ タは前 ホの 巧り である 〇 而 して 一九二 九 年 引 巧 ネこゥ ルン ベルグで 巧气间 の* たを を 




矢 巧 早に 巧 巧し •巧 竹め 巧で な增 して 巧く 黨の資 巧 力を か* に 巧 巧の 前に 見せ 乍ら 卒 日を 


M さ 巧 » を 彼 自身 » けたので あつた。 

- 巧 六十 九 曲は 巧く して 巧び* つて 居る 當 がの t ， トラ ー が •巧* でが かを を 民 まから & 
ょ。 の 班 巧を ミけ てゐる nwr * 


1) Schreck 
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巧 セ卡一 •一国は 巧から 巧へ、 巧 市 •より 都市へ 巧け‘ 

♦ . 

巧 クて自 かずの 上から 巧 ホに 呼びかけて ゐるヒ 'が 


巧 セ ホ ニ 因 も 同じく 巧 巧に がて S , A の 巧 あに 右手 卜擧げ て だ ナス 巧^ お. id 巧へ.、 巧 
巧の 前に 大ホ 巧を 巧つ でる るヒ トブ I である 4 
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巧 
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彼は 又 化の 巧に も お市から 都市への 巧の 
わを で 度 巧忆規 しく 巧び かける 巧を おれを 
かづた。 何 巧に も 用を 闲 到で 爲す巧 のく 

苗に ホは Q を S 彼 《條 寒義 S 當 時から® みぷ 4 ら化て 巧 0 た 《でち る 


i 


冷 


♦ W 画 
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巧と 十の' と+お 固は 此の I 二の 巧が である。 

巧 セ 十ムハ W は 一九二 九 年の-ー ゥ ルンペル グ にがて 巧 ご 一巧 黨大會 を 聞いた 巧 日* 一二 巧び を 
画 から 藥ま〇 て來ホ ナナス 大巧 團の巧 進を 西し で ゐるヒ ，トラ ー で ホる。 

ナチ スの 讓會 進出 

化の 巧な 的黨 大食と ヒ ，トラ ー の 火の かきを 屏 とを 苗の 州 巧 巧を の 巧 力， ホに ホ も 西 お 
であつ た 化が を 中 也と 卞るプ a ィセ ン 州に がける ダ， ベルスの 惡抵苦 巧は 常時 前述の 巧を 
ホ 巧を 本の 巧 入と 合理化な 巧の 爲 •一時 中間 贵 をを 生じて 田 巧の 生活 もを々 巧に なり、 大 
ホを して 巧 巧 意な をが え 上らせる 爲 には 理を上 巧み 不利な 時代で あ 0 セに も拘 はらず、 を 
苗 的 ナナス 化が 着々 と 巧 呆を收 めつ、 あつた まは， 午 獲 早 やの お大 をに がける 獲 何な 巧 的 
巧みな 增に巧 0 て 事 巧上證 巧され •其を おに 巧を を围を w かせがく か洲み 巧を してを 易を 
られを 態 して お 粗せ しめ 巧め たので あつた。 化のを 持の 特に 注目す ぺ ホが 巧は 巧が を 
む 民 巧 生 等の 大景め ナス ナか乂 のかに、 ダ， ぺ ルスの 巧 力た 巧る 伯林 其の 他プ .口 セン 州 
にがけ る 巧 ホ 度な •ナチ K のみ 西の おの あつた 是等化 ホ のぞ 力を るな おで ホイ： ぶたを* 一 
藻を 巧して ゐた反 治み の ナナス W 向で あり •資巧 ホに 恩が たる 巧 力を 巧す る大を 本み が 明 


の 代を お 速の か 入で ホり， 巧に をんで 現 巧 大巧 わが 等 のぞを わ學を 達の 巧* ナナスに 投じ 

い て來わ妻でわる。 ，巧ぅミ丢ると喜ナチスなをは携おや巧働寞失案をャ羣 

M ホ 生 等の お智た 階な や ザな# に經 おのを い 連中を ヒ ，トラ I の 巧 動的 お 辯で 惹き附 けて ゐ 
る函 巧で， 巧 謀 階 あの人 間と しては 巧手に W ホたい と 商を 巧つ て おた を阐の ィンテリ 階な 
も 眞劍に ナチ スのホ 張を 吟味す るぶ おに 迫られて 來 た。 而 して かれば なる 程ヒ ，トラ I 

の 民族的 薰ゃ莫 漂 暴が' 獨舅 族と」 了 Q 光 S さ 〔手を 季表で わり、 他の 
諸を 巧 S ホ 張が 何れも か 何を 力 S い 巧 想の ほい 裏で ぉる 二宗巧 A 明ん にさ わ來り 
な々 な殼 階が の來 りお ホる をを 自 巧め に增 加して 來 た。 黨の 勢力の 塊 火す ろに つ， LC な 
♦其の 巧 巧を 巧げ る 巧た 組說を ホげ て 巧く のは ヒ ，トラ ー の 天才 的 方面の 一つで も わるの 
で •ナチ ス 巧乂进 がは 日と 共に 巧 巧を 學げ て來 たので わる。 

此の 乂 ホを 见てヒ ，トラ ー は 化氣に 逸る S * A や S ,5 の 若い 岡 主を を おぶ に 統制 L 乍ら 
を 法め にか 椎に 近づく 爲 に、 彼の 多年の ま 張て ぁつた 講貪政 おの 巧 巧に I ぶ ホ 巧す る 株で 
は ぁるが •ほが 巧 巧の I 手段と して 酉を に自 ぶ 化 巧 古を なるみ、 むを したので ぁつた。 これ 
は】 面 巧 做を-再 なを 巧手に して 居つ たを 時は が 巧の 處ヒ ，トラー 自身 も 巧を のが 愤ャ逃 
の 魄ひ方 もがら す、 义夫 程の 自倍 もた わつ たので ぁつたが， 上述の 通り 化 ホ も ± 雄の 巧* 


w グ ー 


か 入に 化 〇 巧 代 謠± の ナチ ス あむを 巧た 事 や 》 是 等の 人々 の 巧、 む わ お 音に 化つ て 巧々 円 r 
とみむ がつ いて 來た爲 でも ホる。 がるに ヒ ，卜 .ラ ー の そ 年の 主張で あり、 ナナス 巧糾が 
のま おた 一部で も あつた お 責任な 議 を 政治る をの お 想が ナチ ス黨 むの 頭に 叩き込まれて お 
つた 巧 時 •假 々合法的 政椎把 描の 手段に 過ぎない とは 云へ > 諸 會に自 なのが 謀 虫を なるべく 
决也 する がは 非常を ホ 新を 耍 する 巧で あり*: 又 ナチ スお なに 一大が 巧を 巧へ る 危険性が あ 
り、 巧が 部に もが 論こ肢 ナチ ス 々裂のを 巧と さへ ま はれた ので あつたが、 現 かの 巧闻を 超越 
して 未 來の狀 をを 洞 おする 巧 確 無比れ る 判 新 力 こを ヒ ，トラ ー の 天才 的 方面の な も 火き た 
巧 分で ある。 ヒ，‘ トラ ー のがが 漸く 化の 危 おを 切り 巧け 敢巧 として 逃舉 におす る 準備を 
進め セので ある • 巧んだ のは 自信に おちて おつて 己が 化林閒 巧の げ證を おせ 巧い お 持 一 
がで あつた ゲ ，ぺ ルスと 棠巧翩 紙 1 フ 王ルキ ，シ - •ベ ォバ ハタ ー 巧 ホ 巧 ロ ー ゼン ベルグ 及 
び 現代 謙 ± で ナナスに 巧 巧した 旣成 政治み 建であつた。 

第一 巧が 選 舉戰の •矢 お 

巧く して 一九二 八 年 あ 巧の が 選 巧に 巧つて ナナスは 急に な 上つ たのであつた。 世人は 
R い セ。 果して お 巧は »想 に反して なか 十三 あ ハ 化な A をを^ 巧た に 過 ダを かつを。.- 


り yWkiJich BeobacUer 2) Rosenberg 


化 のお 巧を ぶて 世人 もが 笑し •ナナス 黨巧 s 會 進出 反 おが の 人； ご 見ろ と 切つ ち 
い 矢 巧 ゥナ チス も莲擧 におして は 巧 人で ゎつ た。 宜がも か 巧 的で た わつ たし、 巧 力 も 化り 
y を かつ セ 巧を 刹 巧と させを。 ヒ ，トラ ー はがし 失望し を かづた 〇是 迄が 日な き 索 岡に 依 
つてな おを にがけ る大 ホの 也を 巧む まには 自信の ある ヒ ，トラ I も* 遲を とを ふ ものは 义 
別を む 理が大 ホに 巧く もの だとを ふまを 此の 失が に 巧て つくづく 班 おした の だが、 彼の 特 
巧で ホる 强 巧なる 巧 神 力は 此 巧に も譯 され 雲が 終結す る や 否や 直ちに ホダの 謹 ホの 
巧 儲を 進めた。 而 して 宣が目 巧を 急に 外交 方面に 集中して 巧 巧の 眼を 着き 付けるべく 巧 力 
し 初めた。 何故かと を ふ もを 時 巧 代の 內閣は ヤング 案 や ド ー ズ 案に 化クて 非常に 是正 さ 
れ たおが 問 囲 5 任を は？， へく 巧 力を 度け て 居 0 た」 •又み 政襄 幕閒 居に 巧 
しては 夕按 め 態 巧で 何とかして がを 因 側の 巧 巧が をな つて 此の上み 胎化お 件の 巧满 をして 
貧 ひ 巧 ひとを ム巧 みままで】 巧して おクて •がを 两 を巧ム におして 胎化 義務が 棄 巧と 云 ふ 
巧な 强 ® を ま 巧を 巧し 巧る 政な もなかつ たし •义當 時の 巧 逸では 巧 巧のを 氣も巧 巧して 居 
つで をん を 巧んでも をい 巧は ち へても おを かつた ので あつた。 化の奚 にがて 田 おのを 
がをおを おけ 化の 巧 ft 黨を巧 ふに 担して H 巧 大衆の、 むを しク かり 把 おする には か 巧 問 西は 
巧に あけの 通 目で あつた 0 此の方 かを ホを する や 直ちにが 烈な 巧で 寶 巧に がり、 巧 胡 巧 


フ t ルキ ，シ a •べオ パ ハタ ー は 速 日 桥合閑 巧に 怨な艇 にがして わる 佛网じ おすろ 闷 の 
巧 おを 巧き なて るぺく 6 巧を おり •ダ， •ヘルスは 當 が^な たる 共 巧 巧に がする だ あから あ 
いては 共 產黨の 鼠 田た るソ 巧に 向 0 てな 巧を 惡 巧を なけ， 义前间 の お 擧に巧 0 て 田 會に巧 
ホを ちす るに まつた がは、 極 おに 代！！ ± のをが を 利用して 苗 貪 にがては かち 巧 巧に が 
て も 彼】 ホの おどい w 聲を 巧を H に 巧け •を 時 巧く 巧 巧して 來 て* 民の 當 面の 大問 巧と 
わつ て 來た失 ホを 度增の ta を 機敏に 捆 へで •此の 责 なをを 面め にかを 田に をはして 了 
ミ。 

ナチ ス議 を 碰 曲がく か 固の 巧 意を おく 

- 

かを 田やソ 巧は これを 見て 化 巧を 苦 巧を 中央 政 巧に 持ち込む と 巧に •ナナスを 公が の 巧 
•とおかし 巧め たので ホつた。 而し ナチ スは 今ャか 困の ま 巧に 巧る 中央 ほ 巧の 巧 巧 位で 何 
ー ム にもなら をい 程の 巧 力と わつ て 居た ので ぁつた。 义老 みなち 田は を 時が 困の 巧 力咐乂 
g をが かに まにして 居た 巧を ので， ¥ ろ ほれて ナチ スを援 ける 方 かにが たなめ' ヒ ，トラ ー 
- も ホ 此の 巧 か 不和の 巧が なかき を 桂を に 利用せ ねばたら ねと 見て 巧ち 方 かを 命令した ので 
あつた 0 


拼を团 ，特に 佛田 ヤソ聯 はを 時 直ぐに 武力を むて 巧みの 巧內開 おに 干 ホ 卞る罢 の 力 もを 
~ く •又 意を もむ かつをので 》 其の 带 をを 段で ぁる ナナス だ お 化の 巧 化に W て來 て、 ちよ 黨 
« をち 巧と する ナチ スほ對 がには ち大 なをが パラ ホ かれ 從 つて ナナス 黨 むに おする テ 》 巧 爲 
_ はが 巧ん て 來た〇 がし】 ホで 困 巧 大衆の 注意は 美 まに ヒ ，トラ I の 化 ひ 通り ナチ スに fe 




中して 來 をので あつた。 . 

..ヒ ，トラ I を 巧め ナチ ス のを 巧 的 巧 巧は お々 白 巧 化し. て ホた。 ち 巧 革に 巧ク てを がを 
巧 せ 姐つ. て 居つた ヒ ，トラ I は 巧に 飛 巧 巧に 巧て 活 B するな になつ ホの も 此の頃の がで あ 

る 0 巧 セ 十 セ 固は 巧 時の C ， トラ ー が 飛 
巧 機で 飛び 巧り 乍ら 巧随 地から 全閱の ナナ 
K を 巧が 命令して ゐる處 である 0 第た 十 
八 九 固は 飛け 機^ら 降り 立つ た ヒット ラ— 
が 其の 地方 地方の ナナスが 部に 迎 へられて 
が 親を ベ 趣く 掘で ある R 

第 八十 网 ょり 第 八 十兰 巧は ヒット ラ I が 
至る 處の巧 かお ホ 大巧 西に， 對し夕 列：" た 獅子 
化を巧かてゐるが說のゼス ナユ ァ，である。 ， トラ— のか 辯が 陡 かとして 居る ではを 

ぃた 

か、 る閒 にも •な舍 ホ 出方れ ホを に 巧て々' なの 危なを おおした ヒ ，トラ ー はを々 ナチ ス 
黨內お ホの 巧 お 化を 必 巧と おじ， •一九二 九 年を 一二 阿巧大 みを ニゥ ルン ベルグに 化て 開き 乂 




1 な 



，ホ々 を A めた ぶは 前な のる りで ホる ボ •女に 同年が に 至つて 黨お涛 食のを 目の 下に 罔 じ * 

サ ルン ベルグに 巧 四 间黨乂 貪を 巧 集し 黨巧巧 巧の 巧 化を 画つ たので わつ ホ。 又 美の おおを 

巧な する 巧 お 束は を 巧に なんでむ たので をつ たが •此のみ 薄を に 巧つ て 辛くもを 巧は •冉び 
切り 巧け 巧た ので ある • 



1 が -• 



第 八十の 瞬は 化の 協茲 おに 臨む ヒ 

，トラ I である。 がく 间 巧に 巧は 
ル •と 卞るヒ ，トラ— がな 時 ナチ スの 
巧大に 連れ ソ》< 芽生えて 來 初め 
た# 巧 異分子の 發生 におし お说 おや 
の 黨大含 やお 發會 をな て 結束を 計ら 
ん として 居った が爲 にを 分 也 中の ま 
惱を 押し 掃して > 民衆の かげに 巧へ 
て ゐる巧 巧が 巧な り 巧る であらぅ 0 
第 八十 五 固は な 寄 貪お內 がの 巧 
巧で •ニゥ ルン ベルグ 市の ガ化 協會 
の食議 室に がける 當 時の 物々 しい 巧 
をで ホゥ、 其のを 巧が ょくな 得 W 來 
己 • 


Kulturv が emsha 地 



ろ 
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獨逸 巧が 多が となと 


ナナスが 巧级を 苗に 破竹のを で 巧び がけ •又 ルタ 問題を 提げて 無謀に 巧い 過激を 補陣を 

娘り、' 巧ホ^^大部分がこ：^にがくに 
從 つて 蹄 合 闊侧が 漸く ナナスの 動き 
^VAi snIIQ 眼を？ 夕 •つ援 ると み 

に、 一時の 中 帆 貴ち の おみで ぁつを 
米 系 お 太な 本は 急速に 引 巧げ らゎ始 
めを。 失業者 おは 巧々 销 おする、 

ナチ スのヴ ゴル サィ ユ化 約が ホ八宜 

w が お ホの 必を捉 へて 巧く 程 巧に 比 
例して •當 時尙 苗く -r 部み が支拂 はがた のみでた 部み が 未拂候 おとして あされて 居つ を お 
巧を に 巧す る 税を巧 巧に 佛闲の や 促が を々 巧 軍を. 择 をて 來るホ 巧で おく 和閒景 おに 化つて 
梢 や 话に經 過して 焊 つた 巧を な ホは 漸く 夕ず とわつ て來 た。 を 時 小さ、 < 乍^ 闽み 第一 黨 



であつ た 中央 黨を 巧げ て 內閒を 組 おして 居つ た ブリュ ー ーー ング首 巧は 化の 巧り 來る 巧大 
^ を おを 切りが ける 爲 には 政府が 强力 たる 力を 持たねば 到を 不可能で あると おへて 巧 進 巧を 
む 巧 巧し' 强 力なる 涯學卞 ホ にがつて 中央 黨を短 お 夕數の 第一ぶ にを 强 化し、 其の 巧を で 田 
かを お規 した 巧を に 近いを 治を 巧 巧して 此の 困 みのお 巧を 何 i か 切り 拔 けょぅと しとので 

あつた。 無論 彼 雖も 此のが 巧た 
る ナナスの 巧 力は なつて ゐ たのでは 
圓 あるが、 前回、 の 選 巧で あれ 程宜 ホし 
S 5 て もがく 十二 名の 络 がを 得る に 止ま 
巧 つた ナチ スを かし 選擧卞 ホを ずれば 
巧 守め を當 時の お ホが 急 おに 巧 山を 
. 巧す る吿 はたい とちへ て 居つ たので 
ある。 ともあれ プリ ュ I ニン グ內强 
は 一九 一二 0 年 田 舍を解 巧し 其のが JIIWI を 巧ん まとし々 ので わる • 

第二： 一: の お 選 巧 



1) Briming 


一 J が 


in 

う找夕 

- to 化 


，も 


ナナスに 化' つては 巧ち じ^ 0,，- 沾 
進を である。 前问の 失敗に が': ら 
れて 用意に 用意した 巧 巧で ある 0 
ポスタ I も 巧 ホに 直接 巧 かびけ る 巧 
ちを おげ る诗* 硏 巧に 硏 巧を 巧ね て 
巧 お 明 放たち のとして 廣案も W 來て 
语 つた' いよ'' •■圏 貪 解散を をを 


と 》 直ちにを 闺大宣 なと ポスタ ー 巧 
を 開始し ホので ある 〇 

巧 八十 六 a から 八十 化 用を は 巧が 
をで を 巧 やぶを の お濟に 呼びかけ 又 
他 政 黨の俱 がに ホち た 政 稱を直 巧み 
巧し をぶ 巧 多 かりし ナナスの ポスタ 
I の 一例で ホる。 ヒ ，トラ， 始め 


W ， し 

で 


1 


1. V4 

请 


か 
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ナナスを がは 勿論 組 おけで を闻を 巧 け 巧り 経 叫を 巧け をので あつを。 

第一 黨 となる . 

化の 選擧の 結果 ナナスは 一巧に 巧 0 七の 謠 巧を 巧 巧した • 十二 名の ナナスの 蔚 よが 一 
巧に 十 巧に 近い 百と 名に 飛び 上つ をので ある 0 嘟合因 も 巧 內巧衆 も 巧に ブリュ 三 ング內 
胡の 舆黨 中央 篡 はお 巧して 色を 失 ひ •说太 人は 最早 助かる おもない と 早 合が してみ ザに 巧 
巧した。 巧の 內 かを 問は ホ まさかと 思つ てわた まが 急に 抗が たるま 實 とを つて 現 はれを 
巧に あつたの も お 巧では を かつを。 

巧ら ば 百 〇 セ 名の 議 がで 巧ぶ はを ちに ナナス 政治に をつ を わと まふと 仲々 さぅ は 巧 わな 
い 0 おち 冗 十 名を U て か へらる、 當 時の 两 を 議化 中の 第一 黨 となつ たのみで あつて， ホ 
だ 未だ 政椎は 巧め たわけでは をい •等 閔寞 ホの 巧 望が ナナス 政治に ぁる 事は 最早 か 
かすべ わらざる ままと をつて 現 はれて 來 をので あつて •ま从 あ へれば ヒ ，トラ ー がを 法的 
に 化權を 巧む まを 困 巧の 大夕 枚が あ 望して 居り* 此の上は 只 巧に 時日の 間 題で あるず が 巧 
かにを つ ホダけ であつ を。 プリ ュ I ユング 內閒は 依 巧と して 满沒さ 也と。 
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經濟を 機が 摧 

巧し 此の 事 實がサ みに 巧‘、 た ほ 巧は 大きかつた。 ナナス 巧 力 渐增と 兴に引 巧げ られつ 
I あつた 米 系 及び お 太あ资 本は 更に 急速に 引 揚げられた C 失 まぶは 益々 增 加して ホた。 

而 してを に翌 一九 一二 一年の 夏に 至ツ て一綻 おを 社の 支拂 不能が 口火と をつて 巧く 巧いて 
居つ た 中間 景氣 のな 動と しての パ ニ， クが 巧を を 巧つ をので あつた。 本來 をら ば 不自巧 
た 中間 黃氣の 暫く 待いた 巧の 深刻た パ 三， ク となる ぺき 情勢で あつたし* 义各外 巧 及び 巧 
衆も义 巧び あの 巧 酷た ィンフレが 來 るので はをから うかと 巧 巧し セが， 當時 巧を 銀 巧總裁 
であつた シ * ハト巧 ± の 必死の 巧 力に 依つての ーヶ月の 後 辛うじて 危 巧は 切が けられを の 
であつた。 化の 時の シ * ハト博 ± の 超人的 努力は、 歐 がみ 巧の お碟と 巧を 困 巧の 巧い 感 
» を 巧んだ もので， 化が* ロンドン •己 巧を 辨巧 巧で 目の 過る やうに 飛び おつて 巧 巧ハ祸 
獲を 乞 ひ、】 時め の 巧 巧し をな 願し •午前中は P ン ドンで 午を は 己里に 居つ てを 日は 化か 
の 巧 謀に 報吿 するとを ふ 超人の 巧 力 振りで わ 0 た。 巧 化れ て か 芭出づ と 云 ふが、 闽ホ飯 
巧の がか、 るが 物が がるのは 東 巧を の規を 一つに して ゐ るの も 面ない。 巧には レン テン 
マ ー クの 案出 にがつて ィンフレの 泥 巧から 巧 巧を 軟ひ •今 又を おから 化 困を 救つ た 化 シ * 


1 ) い 1. Hjaruuir な hacht 


• — 


ハ トポお ホの あ 謝の めと たつた のは 當 巧で^ る • 

此の かく 困み^ ななに おして 团巧 ft 巧の 不安を 巧來 する ずは 何處も 同じく > 巧 逸ち 一力 
• にがてナ ナ；&.^」おい勢力と#;!;;^右偵左伟み霎4 思ひ思ひ《.||,1,||^{^^@命とたゥ來つ 
た 結 ち 泰 が 曰に 增し 露して 巧つ たの も 無理 もち 薄で* つた。 

第一 黨 ナナスの 行 街 K 

が 

田を の 5 なと なつた ナナスは ヒ ，トラ I のき 眼なる 指令の 下に 今 巧は S して 地方を 
H を 片端-^ からかめ をし にか、 ミ。 えづで， リンゲンと ブ * ラ， P ， ンシ- ワ ィクが 其の 目 贈 
■1 とを つち M もを ふご 一州の 巧 方 お 巧には ナュ ，リン ごに ヒ ，トラ ふな 刀と を^ 
はる、 フリ ，クが ブラウンシュワィクには 俊 巧を；^ ラ， ぶ 大臣と なり’ 霎 巧に 卡 ナス 邮 
まと 敎ちに 公植を 振り 巧して あひ 切つ ホ ミを ホから ホへ 巧 巧した。 勿論 これは ナナスの 

穿の み を慧暨含 とを ゥ •妾 & 府も g をと 芝 5 《《か* 童 素 下 忆是る お n 

をを >お のがで やつて わた 是 等の 人々 には 何等の みまもを かつを 〇‘ .1 
老 おに も拍 はらず 時代 Q 推移を 見る S で堇 をヒン デン ごグ大 震は 巧く 票して 孔 

一巧 ヒ ，トラ — i がを 巧へ て 巧し 一直て 巧が 化 間ん ぶふが か/もを た 巧を しょぅと す この n 


でを ければ •巧 牌に 入れ \- 第 I おのが 率を としてな 巧た 政権の 一部を 受け 巧た 寸 •：夕 であ 

ると 巧な して ブリュ ー ニン グの任 力 諫止し ょぅとした にも おはら ホヒ ，トラ ー を 巧いて 初 
6 て會 見した ので ある。 一九 一二 一年 八 巧のまで ある。 

會 見の お呆は 果して ヒン デン ブル グの僖 じて 居つ ホ 巧り ヒ ，トラ ー のま 巧 も、 巧 はんと 
卞る a も 巧め て 巧が であり， 巧 面目で あり、 合法的で ホり、 巧 困 的で ある まが 巧め られた 
ので ホの 機を に 入閣す る 意を はを いかと 留 問して 見た。 是におしてヒ ，.トラ》は自みが 
乂巧卞 る 時は 自分が 化理 としてで がり 》 他の 政 黨 をみ しも 混入し をい 百 パ I セントの ナナ 
ス巧销 でた ければ たらない とを へて、 を 部 か、 でを ければ を か、 と 云ん を あな お 事を して 
がれた ので ゎつた。 

t ， トラ ー の 伯林 おながげ 代 • 

ー ホ 方 ほ 權を 一つな 陷 巧させる まに 主力を 注いで ゐたヒ ，トラ ー はが 巧く 巧 I 九 一ー ニ ー$ 
w に 巧み 大が おた るヒ ンザン プル グのセ 年の 任期が がり， お 式 的に もが 连擧 をせ ねばならめ 
- 巧と •今一つ 化が を 中 也と する プ〇ィ セン 州の 總透 巧が あつを ので これに ま 力を 注ぐ まと 
をり、 ミュンヘン 市の 度 色の 美は 其のが として 伯林に 巧を 据哀る 事と をり •化が のを お 巧で 


ホる ゥ斗ル ヘルム 通りの 巧く 巧く にぁつ を ホテル ヵィ ザ ー ホ— フの 二階を 部を 借り切り* 
一 巧 石に 大臣とは— けを かつをが •外 巧， 巧務 •お濟 ，宜 が， 戰岡 等のを お 巧を をな 命 し- 
け 彼 真は 最髙 指導を として 繫り 、巧 か 新聞 雲を 引見し ホテル 入口 や 階段 等には 著 制 
服に 身を 固めを S . A ’ S . S 等を お 置し •恰も I 図の 總理 のかき 威 おを 示して、 巧 神 的に 
プリ ュ I ニンク 內閣を 威 おする まにしを。 當 時化 林 人は これを ヒ ，トラ ー が 政府と 稱し 
て 今にも ヒ ，トラ ー がク I デ ー タ I でも 巧 ふので ない わと 也 配した ので あつた。 

御大の 乘 るに あつて ご ィセ ン州化 選 巧に おする ナチ スの豪 け 俄が 活氣 を呈 しら。 ゲ 
，ベルスが 此處を 先途と 巧 巧し をのは 勿論で ぁる 0 

ヒ ，トラー み 大統領選 學ホ 候補 

- 

人 もなる 地り ヒン デブ ルグ 大統領は 大截中 お 巧 作 既にが て タン ネン ベル ヒの 大巧を をげ 
て W が 巧を 人には】 種の 信仰の 目標と をつ てゎた もので •乂 統領に 選ばれてから も 一部の 
憂ぶ を 美事 ま 切つて •其の 重 皆の 巧 巧と 國巧閱 おに 閱 する 明敏を 頭腦と 武人 柏 身に も 怖は 
らす やか 推 持に 巧す る おモ不 拔の侣 をに 巧つて 獨逸巧 ホの 敬を とお •巧を 一身に 集めた のは 
巧' 巧ゼが •义 蹄を 泪 ょりもを い 信 巧を 受け* 其 ハが 化 ハ あを W て お 巧 巧 遇 も 巧 夕をぉ 3 八 
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てけ 0 たと も 云 ひ 巧る 化で •或に 其の 巧び. 七を W て】 図のを そに 巧 じて ろた 人物で あクた 
巧 一回 S 任期 セ 年は 閣ホ叛 難 g 內に 兎も角も デ。/、 と阅 通を 挽 だて 來た 大が がの 
巧 選は 冨 Q 誰た も 望んで ゐを處 で •か にが 竹 《勢 C ゎつ たとは 云へ ヒ ，トラ ふ 放 
巧ヒン デン ブル グ大統 厨を 向 ふへ おして、 I 擧に 大統領 雪忆 飛び出 やぅた どとは 流石に 
巧 ホの 誰も か 夢にも あはを かつを おで あつを。 又 ま貨ヒ ，トラ I もヒン デンプ ル グ大あ 
巧の 至誠 忆は 敬服」 T 居つ た 《で 最初は 立候補 S 忘 S もを かつた と云ム 。然るにを をぶ 
巧の 政な が爭 つて ヒ NfN ごグ大 霞ま 持を ホ議 して 居つ を蠢 等旣 ホ政黨 忆桃戰 する 
么巧上 己む を 得 ホ 立 上つ をの だつ を。 政府は 直ちにが お 御座ん なれと して 化烈を 惡を媒 
をし、 寞 の ヒン デン ブル グ忆對 する 祟拜 S が强 いだけに ナチ K 忆か つては ホ こいを 
《が來 たか S 觀を呈 したが •一音 人養麗 票 S をは 意外 忆もヒ ' vf \ ブル グて這 
におして ヒ ，トラ— 千 百 巧で が々 二 ， i 一の ホ？ ぁつて •をには 政敵は 勿論 西 お i , 巧 
の樣に 驚、 をので あつち 巧く して ヒ ，トラ 1 立候補 もが. クて 闽內に ナチ スの巧 力を 誇 
示す るが 试 とを クて 了つ たので あつた。 

わ、 る閒 にも ナチ ス のを 因 化は お々 として 進み •なむの なおに 連れて S - A や S .S 
は f 除 貝を 增 かし 來 つて、 一九 一ー ニ 年 夏' を 時 地方 政權を 片端し から ナナスの 舅 



I Cheirmitz 2) (3 〇 4 が be 巧 am Khe\n 



田かん として ゐホヒ ，トラ— は 中 讯りシ 王 
ム ーー， ッ巿巧 かに S - A 及び S . S を 集めて 
例の かく】 大巧 お 式を 巧つた。 當時 それ 等 
はを 計 六十 巧の 犬 軍と たつて 居を が •を々 規 
巧を 巧 セる 訓 巧の 巧き 用いを 軍な となつ て 巧 
ホの 前に 現 はれ、 內ホ 人の 目を おら しめたの 
麵 であつ た。 巧 九十 圓は 此の 時のを 况の 一端 
斯を 表は しを もので もる。 

第 第 九十 一岡は 當 時の ヒ ，トラ I ポ ラィ y W 
時% I デス ベルグ 巧 附近を モ ー タ I ボ ー トで 
巡 巧して 地方 ナチ ス ぶ 具を 激 巧して 過つ て お 
る 度で ある。 プ 。ィ *ン 州の 化 選 舉も巧 期 
通 ゥ大戍 功で あつた。 一時が しい 赤の 巧 お 

地で あつた 化が •其の 泼 右傾 巧ず 化のを 邱識 
巧で をつ た 化が もを に ナナスの 1 街 的を もの 


下にを に 姐 服した？ あつちを ったる と ホ 石 人望の ホつ たブリ ， I ニン グ巧閒 もす も 
をを をく をり •一九 一ニ ニ 年 暑 遂に SS 己む をき に 至つ ホ。 

中間 巧 聞の 巧 巧 

事 巧に 至つ ては がむ とが < ざるに 巧は らホヒ ，卜 
ラ— に 化 巧の 命令が 下る ょり 他に をはをから ぅと 闲 
■ 民 も か H も 持に ナナスが が も 巧 待して お ホので あつ 
51 たが、 案ホにも巧巧出みの フォ ンパ |ぺ ン內おがあ 
i かとして 出現した のには 巧ア ，とおいて 了つ た 0 
此の巧閣は總理：^下軍巧巧みをが夕く， >植は首巧 
の フォン パ— ペンた をく 巧ろ 田な 大臣'; ソュ ラィ ヒア 
I 将軍に 沿ら れて 居つ ホな である。 シュラィヒ ャ 

I 將 巧は 軍人に も 化を はや 凑ぃホ 巧みで •當時 軍が 
巧 やな 治 上® 巧に R 巧を として 巧れ られて 居た 巧で ホつ と。 

化の パ-ペン 《曲は 蓋す る 忆は巧 立し ホが 元* 軍 巧 巧 曲で 右つ て SK 何 ホの がまを 



1) Schreich が 



巧して 居たい ので、 ホな を* 其のが 度 おを 巧 はれて 居つ たので わつ たが 巧 謀み のシ 。ライ 
- 乂ャ ー の 案 にがつて 首相 パ I ペンは 直ちに ナナスに 言葉 巧みに 援 巧を 乞 ひ •ヒ ，トラ I も 
だ 两か のが お 其の 他の 化かを 附 して 强 ひて 反 おせね 事を 約した とを ふ。 巧を は 約ち 地り が 
- 巧せられ 同年 セ 巧が 選を となつ た。 みぬ お 巧は 巧 想 通り ナチ スの 更に ー ホ 前進を 示し 證 
具 かは】 0 七 名から 一蹈二 一二 0 名と なつて > 五 あ 〇の議 おにがして お 勤夕數 ではない が 末 
曾 有の 强力 たる 第！ なと たり' 其の 巧 力に がり ヒ ，トラー の 右腕と をはれ をゲ I リングは 
巧 長と なり •围 をはを 早です ナスに 呑まる、 の 形勢と たつて 來 を。 世人は 引 巧く ナナス 
の 力捷に 舌を 巧いた ので あつたが 、おおを 巧を 巧して 居つた だけに ナナス お 巧の 急進 化の 
失望と 焦 ホは 甚だしく •世人は 今にも ナナスの ク I デ ー タ I でも おゎは しを いかと 机 如て 
居た ので あつた。 又 巧まヒ ，トラ I から ナナスを 巧 そ 上げて 自分が ナチ スの 力を 利用せ 
ん とな 謀を おらせて 居つ たと 巧され てゐた シュライヒ ャ I が 此の 當時 かなり ナチ ス のな 進 
巧を アジつて ゐた事 もま 巧の 樣で ある。 が 巧し ヒ ，トラ ー のな 巧た る 方針は 飽 をを 法闲 
に 巧な 迄 も 巧の 巧す るた 待つべく 强力 たるが 制を 加へ‘ ホ 石の シュライヒ ャ ー も 一指を 染 
むる 事 も巧來 なかつ たので あつた。 

化の 間に ヒ ，トラ I は S . S の乂 単を 伯 かの お 中を 示が ぶ 巧 さを をり (第 化 十二？？ 一。 
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伯林 近タボ ，ツグ ー A にを 獨 iW ナチ ス 少年 ■ 大會 
を 化したり (巧 九 一二* 九 四 •九 冗 画) して 連 巧 的に 
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をし ホ 用 息を 


夕* として 進めで 居つ ホので ホつ た 0 
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‘ パ ー ペン 內贿 倒れ* 巧び 中間 內閣 現は る _ 

パ J ペン 巧 巧は 其の 阳必 ない 化 態の 佳で 中間 內巧 的が をを なけて 巧 ホので ホつ々 が、 ヒ 
，トラ— の お 5 お 巧は 泣* か へらた 聞を にがけ る ナナスの 內閒 におす る 中立 的 態 巧は 
度み 內閣 を累す Q 態巧忆 巧つ て ホた。》 J ング囊 は 巧 骨に 政府を お规レ ホ襄に 
巧づる Q でを* がつ て來た パ， ご 葛は みむして 再び 围 含を S せんとし をので あつを 
力 これを 珠感 した ゲーリ ''グ 誘を は 其の 間】 爱前 にを 巧 きがつて 政府 不な巧 ホを 通過 さ 
せて 了つ た 爲忆を S 牽年 たて 早く も 一九 号军秋 パ， ご 內閣は 震を 切らされて 

了つ をので ちつを。 - 

プリ ュゥ ニン グ內熙 から パ-. ご 內閒の 御を をの 半蠢 りの 間、 政 椎不ぞ をは 當 時の 

ホ 露 舊 Q 雲累を 相俟つて 政府 財 S ま 游と賈 生活 Q 南 難は 其 《頂 志逮 しを 

觀が ある。 •ハ 1 ペン 內閣 S れを 一九 一一 一二 年 秋に がて ホ 業を かは 貨忆六 巧军 冷に 逢し 
そので あつち 當時 巧を を 人口 六 干 萬 人で あつたが •老若 巧 女を 廿て壽 の 六 千な でもつ 
て-ー ノ百冗 十 巧の ち業乂 ホは 化 年 巧 ホで ちつを。 がつ てを 人口 中の 化 年 毋女巧 ホを 大群 
の 比げ 約の f 一卽ち 四；、 の 巧 K 中 巧 軒. \ の 朱 業を を そ 巧して 巧ん ねばたら わ 失 昨で あ 



つた。 

しかも 藻 族 制度の むい 巧 巧 である。 是等 失業者は 巧 家の 給 巧が なけれ ぱ郁 死す るかな 
巧に 巧ち るかの か 行き方が あり 巧ない 狀態 である、 これが 給 巧 だけで も 政府を しては 巧を 
をる 巧 荷で あつた。 .. 

わ、 るが 態に がて ナチ スー 黨の組 閒卜巧 巳ない 大統領と 全部 取らねば ホ 知せ ね ヒット ラ 
1 との 閒に 立つて シュライヒ ヤ— はを々 其の 隱 謀を 發 巧して 巧び 軍部 內閒 ともを ふべき 中 
閒巧 牌を 組滿 したので あつたが 化の 大勢に がて か、 る 中間 的が 在が 樹く蒂 はない々 政府と 
読を のが おは 敛 成せられ シュライヒ ヤ ー の 巧 巧 軍を が 姑と する 强硬政 巧 も 巧 巧 軍 其の物が 
おにが て ナチ ス乂 軍と 比牧 にたらない 程 劣勢に あるかに 闺 防軍问 おが シュライヒ—. ヤ ー を 見 
放卞に 至り •を 大統領 ヒン デン ブル グも 此の 時は 惱み拔 いた-^ まふ 事で ある。. 

これを なて 巧 づた前 首相 パ ー ペン か あれ 程 ナナスに 苦い 目に をはされ て おつた にも 拘は 
一 ら ホ、 オ ポチ ュ三 ストの 本領を 發 巧して 巧に 老 大巧 おに お ゥ乂ゥ 円々 が 仲に 入つ てヒ ，卜 
^ ラ ー を說 き， ナチ スと阐 粹黨と 巧 化 围ホ巧 S なの 聯立 內關を 作つ て おょうと 中 W た。 パ 
_ 1 ペンの 巧の 化は さう して 此の 一二 者を 巧 にがつて 自分が 巧が になり 化椎を おつて 巧 かう と 
したと を ふ 0 
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巧に t ， トラ ー 巧 お ホる 

ヒン デン ブル グも 西つ て 居る あ 中と C 巧みに 彼の 申 おを をけ 入れを ので もらぅ •パ— ぺ 
y をして】 巧 をら 甘る 巧と した。 度が ヒ ，トラ ー は 自分が 首が となる かにち 巧の お 化 
たしと 巧 離した のでを 時尙ヒ ，トラ I を 甘く見て 居た パ ー ペンは 首 巧の 地位を 巧 へても 事 
巧上自 みが 責權 を捏れ ぱい、 と s ム樣 をち へ 方から ヒ ，トラ I を 首 巧と ずる 代りに 他の ホ 
巧 二な との 蹄立內 巧を ネ知 させ、 ヒ ，トラ I も 飽迄巧 立內閒 を拒絕 しては 何時の 日 か义政 
權 が® つて 來 るか 分ら ザ、 それを 更に 黨內 急進が を 巧へ る まの 困 巧を 痛 巧して 居 セので 遂 
に 蹄な 巧 瞒をホ おし、 シュラィヒ ヤ I 內閣 ニヶ 月に して 早く もがれた 巧を みけて I 九 一二 云 
年 一月 一二 十日 •をに 惡駐ま 岡 十 阿 年の ヒ ，トラ I 化權が 生れ 出た ので ぁつ ホ。 

巧れば ヒ ，トラ I が】 九 二 〇 年を 己 十】 才 にして 巧を 巧の 黨第ホ ホ 目の 黨其 として 正式 
に 政治 巧のに 身を 巧 じて ょり 正に 十四 年 目の 的 巧まで ぁり •超人め 急を 巧 巧では ぁつたが 
あへ ぱ惡巧 ま 1 K のまな でぁり •ヒ ，トラ— む銅錶 のかき 巧 神 力を くして は 到を 不可 おを 乂 
事 菜で あつた。 ナチ K 巧 まの おがを なする に當リ まとして ヒ， ブ—を 中、 むに 記 巧し ホ 
のは ナナス ホ 巧の 巧 由の 大半が ヒ ，トラ ー の俩 人め 巧 神 力の 哄 なりと 侣 ホる がな でぁる 0 
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化の 獨逸お あ 上に 巧 巧すべき ヒ ，トラー 巧閒の 化ぶ は 上述の 巧 もで ホを 巧の パ— . ヘン 
巧を 巧粹巧 首領の が I ゲン ベルク • Ik 巧函の 親方み ル テの ゴ ー人が 副が 巧 巧で お 巧 巧 巧， 度 
巧 •巧 化 巧の ま 巧が 門を ょめ •ヒ ，トラ IW 外 ナチ K の 巧 巧れ としては なかに ダ I リング 

とフリ ，クが 夫々 無 任 巧 巧 •巧 巧と して 乂閒 したに 
止まる。 世人は 巧 時化の 內閣の 巧 部 的 不和に 化る 
短 かを 巧 想した。 又 大人しく 蹄立內 閑を 承知した 
ヒ ，トラ I を 不ぶ發 ともぶ つを 0 パ I ペンは して 

圓 やつたり とぶ つたまで あらぅ 0 がるに ヒ ，トラー 

S . 】 ホの 岡爭の 連が 方 かは 此の 時 巧に 巧 到た 说巧 がな 

第- 

-てられて 居た ので •なにも 亦 世人け 巧 おにおわされ 
ねばならを わク た。 みの ま ザに 入る 迄に 吾等は I 
巧を 時の 時代に 麵る人 A のをを 一を して おる 必要が 
ある ダら ぅ 0 

第 九十 八 巧は 化 おの 日 一九 一二 一二 年】 巧 一二 十日 巧 ホの 巧乂 行列に バルコン ょりあ おそに て 
巧へ るヒ， トブー •ゲ ー リ シグ、 フリ ，ク 、へ， ス 巧の ナチ K を 高がが。 



1) Deutsche rartei 2) llu が nbe け 

の Stalil llelin が Sekl わ 
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-巧 九十 九团は ナナスに 早 代りした フ •ンパ ー ペンが 未だ 身に 付かね ナチ K ホの 挨 がをお 
衆に 送つ てなる 巧 •を 端が ダ， ベルスで ある 〇.- L •.•..'い 


を I 〇〇 西は ヒ •トラ I が ダ， ぺ ルスと パ！ ペンを 兩側 にがへ ナナス 少年 由の 巧げ をを 

けて ゐる 面で ある • 內 かの 槪 みに 歪む ヒ ，トラ ー の 巧 刻を る 表情を 注意す ぺき である 0 

■ - . ■ ■ ■ * 





第一 o 一樹は が 脱 巧 w もな： 乃く して 

ナチ ス黨 副が 理に 巧な され、 あ 巧に 閲卞 
る 阪りヒ ，トラ ー 代理と して 忿に 或き を 


爲 した ルド' ルフ •へ， ス がと，-^ ブ I の 側 
近に 侍して ねる 處。 

第一 〇二 聞は 八十 一 一才のを 大 がが ヒンデ 
ン プル グを 其の ノ イデ， ク 巧の 別る に 訪ね. 
乂极當 時の 辟 軍と】 を 巧 兵が 令ヤ ー田の 元 
首 及びが の 巧 巧と して 巧 かを 早 ホの 半日 わ 
親しく 巧した 場面。 
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巧 i OS 固は ヒ ，トラ I の 天下と むる 
と 同時に I 九 二 一二 年の 巧 命 ホが 巧 時 あ收 
された 僮と をって 居った ナナスを 巧の な 
がを 困 法に 巧り ナチ ス のきに もり 房し b 






ナナス 巧 お" がが である 0 
第 I 0 巧 面は 內 巧に 就任して 巧 
瞄を おつた ヒ ，トラ 1智* の】 人 
と 云 はれて ゐる フリ ，ク巧 ±0 
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第み 章ヒ ，トラ J 巧 栽ょり 热 統制の 出現を 
黨巧展 お 性を への t ， トラ ー のが 巧 

か i る 內か夕 薄の かに もヒ ，トラ ー はなの 樣牲 とを つて 巧れ セが 多の i 古に おおのぶ 
W と 也からの を 巧を 表する まを 忘れを かつた。 巧 理が任 直後のを 忙 をる 時に これを 實巧 
してね る 巧 面目 さはを 多な 內の 不平 分子を むから 服從サ しめる ので ホつた。 

巧！ 0 五 « は ナチ KH 爭巧 中を も お 巧 ま 巧を がけた 化 林 ナチ スの喊 主の 某に 彼 巧の 嘗て 
の 巧 巧ぶ であ 0 た ダ， ぺ ルスを 伴 ひがれ てお寶 をが ぐる ヒ ，トラ I である。 

ぶょ ヒ ，トブ ー のち 憤と まがに 歪む 巧 刻を る 表情を •これ 有る が 故に 化は 二百 巧の ナナ 
ス巧 軍を が ホし 巧 •ー ハ 千* のを！！ 巧の 信な を 巧め 巧た ので ある。 

aa 人の 吾々 さへ 巧を 正させる ではを いか 0 

• \ 

■ ‘ トラ ー 巧拍の 難が と 共 ホ 黛ち 巧 


が fi — 



巧 ホの おおでつ と 生.^ のた ヒ. トラ 1 

フ— ごご グ’ ゼルテの 聯离眺 は、 
がし 生れを ちる と问 時に' な々 の ホを 苦を 
おおせねば をら を かづち 政 質に が 
ける ヒ ，トラ 1 と 7 ふ ン ベルグ 間の 氣 
味 おいかぶ 、か 怖み が^みが 耽* たる 
敵ち 巧に レ—- ーンの 巧ち トロ ツキ— 


W と ホつて 遂に 獨裁地 化を 確保した スタ I 
リンが 軍備の 巧 どた かつた 獨 逸を-おに 
赤化す*、. には おがの 機み であると してが 
々寒い をの 戰 古を 送り込んで 獨逸 共巧黨 
•を 巧助廿 しめんと して 掉 つたので ある 0 
冗に 內巧ル かの 愤 とを ふ狀 おであつた。 

ヒ ，トラ I は 總巧就 巧と 巧 時に I 取に 
化が 門 . SiV 二を 争. を 巧し 村 巧广わ 巧 常を 


巧と わけけ ければ た ぬが 巧を 化て 化り > 就な 二 UUL , おに 闽# の 解 おを なすし， 一二 H 總巡 
巧と かを t ると がに 就 巧 心 日の 化卽ち 一九 一二三 一年】 巧 S 十 H 頌逸 としては 前例の わかつた 
ブぞ才 を 姐 じての を 巧が におす るな 見 巧 表を 巧 ひ 新 巧 閒の政 おを 巧 表ず る おにが て 巧に ナ 
チス のを 煤に 巧手した ので あつた。 而 して 矢 塘 早に ナチ スな 化键 をを を 催 L 熱 辯を が ひ， 
两お 生活のを 化と 失業 大 ホ^ 救濟を 天下に 公約した ので あつた。 フ— ゲン バル グ •ゼル 
テ も おお 上默 つては 居れ ホみ 自巧 の大 をを 催し， 政府 内部の 不 かは 巧な に树 おの 前にを 巧 
された 0 . 

化の 常け ヒ ，トラー 巧め ナナスの 幹部 いなも 恐れを のはが ホ棠 であつた。 タザ 八闽お 
を 巧の 两 苦， ホに かま 激 おに あおを しん‘ •，プ "ィ セン 州は を 時尙が 巧なん 本饿 であつて 
其の お 勢力は か； 既し 巧ざる ものが あつた。 みおで ヒ ，トラ ー は ホづプ 。ィ セン 州に 化； 5 
切つ を 手入れを 巧 ふかを で •新を 巧の お 巧 所 巧た るゲ ー リングを プ 《 ィセ ン 州の 內 がに， 

- 叉な 時の ナホ K おがぶ 長 リュ， ツを义 巧に •ナナスの 巧め からの 裳む レヴ エッツ ォ—を St 視 

一 〜 ■ 

が 化 おにな 命し •巧 巧た 巧 おを かへ 巧 わた。 一. < 典ホ黨 の おを、 お關 巧は 假 借た < 镇絕 せられ， 

- ポスターをおつても巧へて巧なした0 V.. 

二月す 日の 巧 半 更に ナナスに おを のい、 化來 革が 超つた。 化が 自 巧の 一つで ホつた 化 


\) VicU け し むじ 


1)T お rgarten 2) Reichstag 


林を 巿の四 分の】 を 占む る 大ホ林 公田. 户 I ャガル チンの 一方に なおを を 巧を 巧つて ちつ 
た两會 謹まを ラィヒ スタ ー クは化 化に 巧つ てを おした ので ある。 化林蕃 を 必死の 巧な つ 
紀呆 化の か 火は 共 巧 黨の計 畫的巧 巧の お 巧で あつて •これを 手初めにみ 官 巧の お打ち • 
お巧ゲ を表邱 宅の 巧 奪 》 お巧大 をの 暗 お 等が 巧を されて おつ セと を ふ 事が が 明し •共を 黨 
は 一满 打 お、 首胜 がな 下 一一 音を に 巧い 黨巧が 巧 こそぎ 巧獄 されを？ ぁつちを 時化 林 
人 ± は尙 ナナスの 狂 ホで あつ ホ 巧 まの 巧をから 化の 因，^ まを お 打は 共 ホな 狩りを 巧 巧す 
る 口 資を設 くる ¢5 ナチ ス の 董居 として 巧は 化た も Q で ゎるとの みさへ した 程で ホる が •き 
日の お逊 と共に ヒ ，•トラ I のが おも 巧 ホ 苗 民 一巧に 知らる、 にあび 矢强 り共產 なの 化荣で 
ぁつた 巧が 巧には 巧 信 さる、 に 至つ ち お 論 これは 巧日談 であを 附記して 置く。 

巧を な 法的な ナチ ス揭裁 お 要求 

一二 月 上 おのな 巧舉の お まは 法 お 姐り ナナスの 大巧で を 言 李の 證お數 を 得 •なに 巧對 
多な 黨 となる 忆は尙 か」 不を 5 つた： &•* 惡 •《巧 ■は 勢力？？ 了璧內 おも 
度 ホを 目の みとを つて 巧た 0 當時共 ホ 黨は尙 巧を をる 巧な おを ちして 居た が 田舍巧 ホを 
ホ 欠を 件と おに 其の 大部分は 巧獄 され •义笃 の あを 緊な 令を あ ホして 巧を 闲勺 こがての 共 


— ，が— 


巧ち 巧 S を 給 おめ にを 粒し セので* 巧が 上 巧 ホ 黨は巧 こそぎ 巧が ごれ たと 同 採で •が-を 力 
にがて ナナスは 化の 選 巧な 來据お 夕巧黨 とたつ たので つて •巧る 問趙け 围粹黨 とが 昭曲 
を かがた る お 式に て ナチ スに 併吞卞 るかと まふ 事の みで あつた。 

吉巧 二十】 日は ピ スマ-- クの 巧を 
第ニ ホ 两连設 をを 了して を獨 巧巧茵 
■ 坦會を 開いた 巧 政 時代の 獨 逸の 票 乂 
圓 を紀念 日で あ 0 たので •今や ヒ， 卜 
W ラ ー の 所謂 第ー ニ 帝 田 建設の 大 ホに 就 
第 かんと 卞 るに 當り 其の 中間 逊巧 巧の 
共 巧 苗 巧を を 守り 通して 來た ヒンデ 
ン ブル グち 大統領の 希望 も あつて • 
帝政 時代の 巧を 皇をホ I ヘンツ •レ 
ルンみ 代* の 菩提寺で あつた 伯林 巧巧ポ ，ブ 'グ ー ム離 巧の 巧ら の ガルニ ソン キルへ にがて 
巧 お 的の 巧 かを 巧 ふずと な 0 ホ 0 此の 日ヒ ，トラ ー はを らしく モ ー ニン グ になわ パ I ぺ 
ンヤフ ー ダン ベルグと 巧に 同町に せ ホを 大巧 巧 や 文 まるを を 前にして 巧 逸 田 ま 巧と^て お 



1) Ggmison Kirche 



病を るを 典を 滯り をく 巧し、 巧を お 族の 向上と 光 巧 ある おちの 巧 おを 巧 ひ •巧を 巧 民に 平 か 

を 巧 巧 サベを •公 かを ぶした の、 ホ冰 つ々 り^ •巧】 0 ぶ 巧は パ.^ ペン •フ ー ゲン ベルグと 共に 

ホ裝に 進む ヒ * 

トラ I である 《 

第】 0 セ 瞬は 

を乂 統領と 文 巧 

■百官の 前に おか 
OT 

1 に 巧ふヒ ，トラ 
巧 IW な 做なる を 
である 0 がく 
して 一二 巧 二-;-】 
日は 巧 逸 第二 巧 
閔の紀 を 曰で ホ 

る-*; > 同時 K ミニ 化から 巧* るぶ 法き 吞苗 g 削が 紀を 日と して 長く W 逸 お大 《巧 典と み 
を ホら れ たので ある 0 を 巧を 巧 ホが 此の 日 か 何に 巧い 巧 巧を なて 逊 ぶの ま巧夕 わりし H 





を瞄み •今 巧の 光明に 巧く 巧し 困 かたが 
設 をを つた 事で ぁらぅ。 を大が おの 股に 
は 此の 日 お 巧の 致が ホつて ゐ たと 云 ふ- 
巧 一 〇 八 田は 化の 日ポ ，ツグ ー ム 巧の 
巧累に 群集 ホる 巧 ホのを でぁる。 致 二 
十二 日から ナチ ス あおみ 力ての 巧を が閒 
かれ セ。， 围會 謙が をが 烧 かれた ので 问 
じ チ ー ヤボん テンな 闻內 に# つた 巧な 才 
ペラ 脚 場の み n 1 ルオ パ I にがてが 巧の 
.S .A . s.s にか 巧 まれて 巧 はれた。 
.みなは がの ナナス 积 岡が がの 大群に えづ 
巧'# さ. 化す か. ら闊 をへ 人つて ホた ので ぁ 
; る。 V ム みか 巧に 惜し ボ つてち をが 此 
の大 おの 下にが て かがと も 爲卞術 もなか 
; つた 0 • 巧 くんて 巧檐 をがん てあいて か 


1 ) Croll Oper 


ら t ， トラ ー はな 舍 劈頭 無这 巧に* 夕植力 巧 巧に おする を權歪 f 巧 ホし をので ホる 。言 

一 ひ おへれば これから 白みは 巧を K 治を やる ぞ •をを すして 置いて 巧戍を ホめ たので ぁる。 

^ 考へて見れば唐々無巧度た巧でホ巧面巧巧のま、で、 なかも再お元をたる大がお現がの巧 

一 時の！！ 會に 巧て 巧 對的柔 任を 巧 ホし ホので ぁる • ナチ ス なかの な 具が むから 是に巧 巧す 

•るを かまを を かつ ホので ホる が •其の 巧に 用ち 巧 到を ヒ ，トラ I は 巧 巧の ナナス 政两 がな 

でなおを 巧り おかして わるので わる® ちし 反 おして 否みで もしょぅ ものなら をぐ に 捕は 

、 

れ巧獄 さる-. まは ぶ！^ 巧いて ゐる 憲氏 治には 未曾有の 此の 要 ホは がわる 事 巧の 下に 巧 
どを 會 I をで 餐 巧を 巧た ので ホつ^^^、 度の 巧 助ょ ゥヒ ，トラ I はおは を 巧で わるが ま 巧 
上は巧を君主とし て の>植^をを的に5^^ 了 クた の でぁ つ た〇 
巧く して 巧 も々 も おの 上で をを 的に 獨を 植を涅 つた ヒ 。トラ— のが おな 治が 巧 まるので 
わる* 

共 ホ 黛の 巧が と 巧が 巧な がな 

ホ づ巧这 T . 面を ブチ スー黨 でとの 目な に 巧 進し 巧め ホ 0 共産な のがが 巧は# をの W 貪 

巧 ザ 壁 失火が 件で 乂が淸 巧した が尙 巧るべき 巧が 备種 巧の 化合の おで 巧つて ゐ る。 これ 









食 おにが て じ': 卜え 一 少年 曲の 代表 
少年が を 大巧 笛に 花輪を ホげ る 巧 • 
第三 I 巧は 化のを §ェ 巧 化す' 
る 巧と なつた 巧を 化さ ♦化^ フト 《 


而 して 是ホ 巧を 第； 一; 帝 巧の な もがを 卞べサ を H 
の 一とを め乂晚 おを 化し ヒ ，トラー はを 大が おと 
同' 列に てを になんだ ので あつを。 巧 10 化 おは 
み 法に か < ち大が 領とヒ ，卜 ..ラ— •巧 一一 0 約ょ 





の 巧型乂 飛行 巧 


K とかを しお 空 式に を 
犬な 巧を 迎 へて ゐ るは 


ィ 


f M tflBM -I 


ポー ホに がて 犬が 镇を 
お規卞 るが ホを 夕巧政 一" 辜 
巧を 巧 ひ 乍ら •他方 化 
大 わるち 犬が 巧を して 反 ナチ ス 
的感 巧を 持たせた いやぅ •むを 
砕いて ゐる 巧が か實 にを みが 巧 

は 化 林 

乂 .，•及びを 因の お ホに おし マ 
クを泌 じて 巧 供の 神 巧と マル 


キ シズ ム の巧夕 にがして ザた 

S ちに 巧を】 が两 におる 大巧 
おた 巧ヴ で々 化 ミ 忆 ないぶ 


-ろ 

ぶ‘ 


4V 


ム 


' 'グ 

を 


ク 
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115 


wm . ' • . 


が 1 气 ，苗ん 辣搭 



一 J イタ ー 


なを 巧へ た。 第一 一一 画は 化の SW である。 

第】 1 一二， 】 一四 岡は 化の 日伯 林で お 街の 巧 东のお 乾を 叩き & まれて 怠 お 巧が とわつ た 
巧め 大衆で ある。 

勿論 化の 日は を 巧み 地に 同 巧 2 催しを 乂 々的に 巧 ひ、 ナチ スが 部の 必死の 巧 力の 下にみ 
地 巧の 大衆は ヒ ，トラ ー の 理想の 下に おひ 化つ たので ある。 第一 一 冗樹は 其の】 例で ラ 
ィン 地方の 巧 街を が游 勢を 擧げて ゐる處 である。 . •' 

巧くて 此の 巧が 巧 線の 强制 的お戍 共に 解散を 命じを 巧 巧 巧 巧の 勞断 化合からは 其の お 
導 的 地 化に あつた 共东 なか子を 夕が 巧獄し •完全に 共 巧な の 巧提に 成功 じを わであつた。 

共 ホ黨な 外の 巧' 驚の 崩 解斯川 

ホいで ヒ ，トラ ー は 愈々 一围一 おのま 張を 巧愤 せし むべ < 续巧强 を 勘 長 ゼルテと 共に 巧 
にナチス に巧巧させ、 手强い巧粹黨フーゲンべ ルグにおしては正面から其の全なのナ チス 
へのを 併を お 求し がが であつ セフ ー ゲン ベルグの 反抗 も 多 かあヴ たが 巧備 工作に 依つてな 
なの ホた るを にがめ 速が して あつた 巧を 併の お 式に がて 巧 巧 ホ 日 無事 ナチ スに 併が して 了 
つた 0 フ I ゲン ベルグは 巧 おして 麟 表を 叩き付けて 巧閒 をぶ つた。 第一 一六 巧は ち 獲 的 


— — 


に ナナスに 合併され た绒巧 困の が 部が s - A がが と共に ヒ- ，トラ ー を 訪ねた 場 巧で ある 0 
これで ホが 二 大拉黨 は 手 巧 良くが 付いた ので ゎる ポ 、左 巧には 共產黨 のかに 長年 巧が を 
閒に强乂な地おを持つてお^9社をおおながあつた。 これに おして 如何を る 方 巧に 出る わ 

について はヒ ，トラ ー はゲ I リングと フリ- .，ク に 
I 巧して おつを とのまで あつたが •フリ ，クが 
人で 巧 單じ斷 おして 解散 させて 了つ た。 

れ會 巧ち 黨黨れ 巧 « をのが にはを か 反抗し セを 
もを つたが •これ も 谁光お 火に 捕へ て巧獄 して 了 
ム、 化^势に巧まれて中央巧其他は自がに向己が 
解して 了ん、 と云ム 巧を 巧 株で 黄に 水な 立つた 切 
れ ホを なせて 巧に 大巧 ナチ ス にがる】 巧 一な はが 
< おと 巧を をを へて 來 たので あつを。 

ヒ ，トラ ー 內閒の 改造 

椅立 巧が 巧 W じな 巧して W 來 半年に して；： f くも 





巧ぜ上 ナナスな 巧巧閒 パが に 巧ぎ 巧け けた ヒ， 卜 
ラ ー の 海 岡は がの が 後に 强力 わる S * A . S * S の 
度 力が あ 0 たとは 云へ ザに 短 人的 成功と 一 おはねば 
ならわ 0 其 處でヒ ，トラ ー は 內觸を 火 ビラに な 
をし ゲ ー リングを 化を W に •フリ ，クを 巧 巧に、 


巧に， へ，ス巧び?'ルルをお任が巧に^レ1を段 
巧に 巧 命し 主を る おはを 部 ナナ f5 巧 部に 振り 當て 
完全た る 自黨巧 巧を 渔り 上げた ので ある。 巧】 

一 お 岡は ケルル 氏の 肖像 •第】】 八 おは ルスト 巧 
の洩說 やの が 貴で ある、 を 時语巧 大臣は 其の 特巧 
巧 能を 巧す る まも •を 時の がかが 巧め てを をで わ 


i 



Rust 






つて ー ホを 誤 わち パ*，. クを巧 來卞る がれが ある 爲に义 ナチ スお內 には 財な 姐が 房た か 

い つたた め も あつて シュミ ヴトを 巧な しを。 化の かに も おれ かの 大臣は 二 一二 あつた、 ホが 

1 のノ ィラー ト 、巧 巧 巧の プ ロンベルグ 將巧 等で ある 0 . 

一 • 

國家 的な 設乂 事業の】 巧閒 がと 失策 救辨 ■ 

段 内政み 巧 制を 其の 巧 想と する 一 困； 巧に 持來 卞爲斯 くの かき 火 ザ 輪の 巧 おを がけて ゐ 

る 一方で、 ヒ ，トラ— はおが 部. に 巧 令を 與 
へて を々 建設 巧 業に 巧手して おつて、 化の 
六 ヶ月に 約束 地り 失業 大群を 約 巧 巧 だけ 就 
田 業 させたり 又 婦人の お婚 におる 喊お巧 東に 
n 化 0 てがみ 失業 救 巧の 目的を 達する とがに 
第 巧の 主 おする 巧 お 大巧 賄を 巧して 結婚^用 
田杀 をな 化 おを 化したり •巧が 巧に 廣おみ 
眼を かすめて 軍備 大巧 ホに お 手したり 巧に 
み 方が に對 卞る乂 g かを 巧 おを 開始—- てむ、 



1) Neural 2) Hronbcrc^ 
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たので あるが、 是 等は 別に 巧述 すろ 巧と すろ。 
セ 丹に 入つ てヒ ，トラ— は ナナス 溪大 おと 協 
田 議 をを お W の 地、 南 巧 ユ ュ I ルンべ ル ヒで閒 偕 
例 した 0 化の 時樂 まつを S * A > S.S は 繳計巧 
巧 五十 巧と ま はれて ゐる a 

第 I 】 九閲 はを 地より 拽 々參 娘す る 部 際を 閒 


する ヒット ラ 1 である 0 • 
第二 10 瞄は 此の 時の 黨巧 のち 進 P 
巧 I 二 一 罔は お 式を がむ 獨 逸人 趣味に 依り 種々 のがの 
持ち 方の 一つ。 

巧 一一 一二 閒も巧 じくが の 一つ。 

第二 ご一 一樹は 此の 時樂 まつた 巧ぶ 十 巧と 云は 方、 S - 
A，s ミの 大祁 のをが たる 陕 化の 巧 棟で ある 。化の 一二 
施の 乂が はがの 大きさに 於て、 其の 形式美に がて 巧に 天 



巧 


2 

巧 


一 が イ ー 


下を すむ の おおが わる 
ではを いわ 0 
巧 一一 一四 用は 同 亡を，^ 
まを まつた 方向から 見 



たおで ある a S * A の R 

なた*? 大衆を 注窟卞 べき 
である 0 

第ー ニ 五 面は 化の 乂ホ 
口 を 前に 十四 年閒 のを 岡の 
似 おお •をに 线肪宰 巧と し 
て 大巧 子 化を 試みん とす 


るヒ 


- ラ— である 0 


天を 巧が 卞 巧な ハイル ヒ 
，トラ ー の歡 巧の 聲 にな 
ホ あ慨お t であつ ホ ホと 
あはれ る® 

巧 ニニ ハ 巧は 會 巧を 地ようと ホる ヒ ，トラ— にち ザ 
辛 まを かにし をを ザを 黨具 まが 赔径 まつて お 手を ホ b 


る 巧に 思け ホ 


ラ ー の円助卓をわ リがんだ化をで 
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む National Revolution 



巧巧檐 制み 强 化と ヒ ，トラ ー の楷み 

巧く して 巧* たるぶ 功のを 巧裡に ナチ ス i 黨の巧 栽を 治 陣转の 建設に 巧 進して 居つ セナ 

チ ス巧力 巧 竹の 巧 おに も •巧し 其の ほ 面 巧 夕の困 巧と を おを む 巧して 居つた。 其の 惱 みの 

をも閒 近に 迫つた もの、】 つは 巧 防 軍と ナチ スの巧 岡部陕 である S * A * S * S の お 巧が 一 

の 問題で ある。 數の上 にがては S * A 、 S * S がの 他の ナチ ス 部隊は 當時 合計め 二百 巧と 

おせられて 居つ セ。 ベルサィユが めに 依り 十 巧に 制限 せられて 居つた 困 巧が 及び 其の 補 

助が 换 として お 代の ほ府 がな 宫と 云ム 名目の 下にぎ つ. て 來た下 ±官 達を 合せて お 十 萬 化ら 

ホの 頭 巧に 比べる と 比較に ならない。 义ヒ ，トラ ー のが 謂 巧 巧ず 命の 成 巧を が •くも 見を 

に をげ させた のは 何とを つても 是等部 塚の お 育の 巧が が 巧を 言つ てね る 〇 . みに ヒ ，トラ 

I のを 巧を 巧娶 ネの两 を 姐 通の かきは 其のを も 有な においた 一つで あり、 叉 其のを のがが 

組合の 一齊 解散と 巧が 巧 線への 糾合 等 も 因 防 軍の 何等. の お 巧を 安つて おたい。 若し ヒ， 

トラ ー に S , A ， S , S がおか りせば を 巧二于 巧の 巧が をが 政府の 命を 一本で 巧 巧に 巧 巧に 

は 注 支 地り 動かた かつ セを である。 . • ' . 

• • • - 

其の ナチ ス諸部 おを 西 防 軍の 下 A に 置いて は 二百 巧の が隊 むがみ 知し だい 事は 判り 切つ 


てゐ る。 义 逆に 面 望を ナチ ス部 おの 下 A に IS くま もが 來 をい。 由來 巧を 田望臺 
^ まは まく 養 又は 巧 人 S モま 《みで 周 t れ巧い 寡と 巧が たる 芸を 持つ てゐる I 狂の 
^ 貴族で ぉる。 ヒ ，卜づ ふ 麻 まを 訓 巧を 経て i たるな 制の 下忆 置かれて 居る とは 云へ 
冗* 巧冀や 百姓 やか？ Q 中 Q 襄 をを 育つ 了來 た十ナ 命令を 聞く を ももい 

まは 巧 わで あつた。 

巧ら ば 同等のを なでを 併させる かと をん と • 
是ホ至 巧で ある。 ユン カ ー スッ ー ム とおす る 
I 種の 貴族的 夙が を 持つて ゐる巧 巧 軍が 粗 巧な 
田 ナチ スお U とむ からな けを ふ 可能性は をが をい 
W からで ある 0 

架 ナチ ス 部隊の 內 でも 特に S , A は 化の 問® に 
ついて 自々 等 こそ 巧 巧 軍の おがと をる ベを であ 
るとの 强 いま 巧を 持つ て おる ものを くな 大 みに 
めて 此^ 芽生えを 早く も 見て取つ たヒ ，トラ I 
は 化の 親衛 铁 でを る！！ 巧 も あり おも お 巧し まる 
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狀 態に あつて ヒ ，トラ ー の 命令と あら ば 水火 もがせない 棠 邦を であるり ヒ ムラ ー を お 巧ぶ 
とする s*s を 急速に# 大强 化ず ろが とした。 

巧 二】 九 面は 此の 當 時の ヒ ムラ ー を中必 とする s , s 像 長 国で ホる。 此の 時を 巧會と 
しで、 今迄 ヒ ，トラ， の々 邊を 守る まを 其の 使命と して 居つ セ 巧 巧 巧 的な S ミが 巧 巧 巧 
極 的を •巧ろ S , A の お 株を 奪つ てな ナチ スが 向の ある 人物には ホモと して テロ 巧 爲をホ 
巧す る 烈しい R 面が 巧に 巧 じて 來 たの も 面白い 現を である。 

ナチ ス內部 結 おに 努力す るヒ ，トラ ー 

巧になる とヒ ，トラ I は ル ー ル エ業 地方の 中 也 地 ドルト ムン •卜巿 巧 かに 又* S * A , S , 
S を おめ S , A を 引き 巧め ナナス 黨 巧の 紀 おを 促す まとし セ。 是ホ非 巧な 盛會 であつ て 
を 集した が 巧 お 百 荒 十 巧と 云 はれて 居つた 0 

巧 一一 一一 〇 苗は 化の 大 ホの 前に 尙 一段の お 巧を 叫ぶ ヒ ，トラ ー である。 

巧 ニニ ー巧は 其のを が ホ まつて 來 るが お 貝の 大衆 t 前に 巧 を 巧る ヒ ，トラ ー の 後ろを。 

第 1 1ニニ«は巧日の集會をがり* 巿中を示巧巧を卞るみ部おを的卞るヒ ， トラ>と其の 
慕 か 建。 
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第】 一二 吉陶は 化の 巧 巧旣に 可たり 驳 達して 來て掉 つを S ， A の 中の 巧々 の 特巧那 がの】 
0 自供 巧な がヒ ，トラ I の閱 兵を 受けて ゐ る處。 • 

國ホ的 谨設が 樂に對 する ヒ ，トラ ー 銷統の 熱な . 

かくの かい ヒット ラ ー は內 部の お 束を 計り 乍ら 义經巧 方が > 度 業 方面、 巧 業 方が、 を 巧 
の 統制と みぎから ホぎ へと 巧 栽 政治 態 制を 强 化して 行つ た。 誠に 化の 一九 一一 一吉 ザは ヒ， 
トラ I 初め ナチ ス が 部の 必死の 巧 力に 巧つて 巧 逸と しても 巧に 夕 化を】 年で あつた S 法 
令は みぎから みぎへ 發 ホされ •肚會 の 凡 有 化 おは 徹お 的に をち されて 巧つ ホ。 しかも ほ 
治 方面の みなら ホ、 經 巧， を 業， な 村ち 面に 止まら や、 今ヤ かみ I のが おを 付けられて ホ だ 
乂 出 木工 事を 誇る 米国人を して さへ. 道 お だけは 巧 逸に をけ をと をはし めを ち 名な 网巧 自動 
卑專用 道路 おのを 設者手 もがに 此の 夕 まであつた 一九 一一 年に 閒始 されて 居り、 ヒ "トラ 
I ち 身 第 r のシ こへ ルを おうて 居る ので ある。 第二 一面 闽はヒ ，トラ 1 に 依つ てながの 

r 

M 主が 巧ら れて ゐる堪 がで ヒ. ，トラし の 直を に 立 づて书 腕を 半ば 巧 げんとして ゐる ナナス 巧 

- 制服の 巨 巧が 化 八 乂ぉ木 ま 業に 全資 巧を 負 ふて なつた 卜 ，ド 巧 古で ある。 化の 円か 帘ザ 
用 道路に ついては 則に 詳述 する ホと ずる。 - 



ル ヤィ ユが めに 巧つて 巧 巧に 制 巧せられ てる ホり 
の汾 力を お 軍では あつたが —— を 巧し おゆるが か 
き 巧！！ むを 巧 兵に 巧 付けて 居る 0 糸 一ー ニ お 巧は 
ヒ ，トラ I が ナナス 黨 服に みを 固め レー yl 提督 
を 化へ て 軍 お內を 巡が して ゐ るな である 0 

巧】 三 一六 团は 化の 時ヒ ，トラ I が ホ* の 上より 
みを a のな 迎に 巧へ て わろ ほで ある 0 
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第】 111 セ 岡は お 上に がて 水兵を 關 して ゐる 
ヒット ラ— 〇 

第】 S 八 圆はヤ ー ル 軍が 巧に がける おお 式 
をが お 上ょり 閱 して ゐる幽 一 
■ 第二 二 九 阔は放 お 上に 尙ひ 削し そ ラィオン 
が の 子に 巧 ホる ヒ ，トラ 10 
# 冗來 じ， トラ I は 非常にが 巧が がを である 
とを ふ 事で 化の 化を 等は や 素の 張り切つ たヒ 
. ッ トラ ー とは 則 人の なが あるの も 面白い。 
第】 阳〇 厨は 化の 時擧 巧した 巧を 袖を 巧 « 
シ 王 I ア 提督が の 進水 まの がな。 化の 邸 « 
は 巧讀ヒ ，トラ ー ホが 時代の 巧を 巧手の もの 

巧 治を 門 大巧の 削ぶ 



々ある® 



MSS 


化の 半义ヒ ，トラ— をを の お 張で ゎつ た. ぃがな はみ 
お 遵者巧 巧を ペル ナゥに 創設した。 ヒ ，トラ ー のま 張 
にあれば 政治 お 巧を はを も 人 切を もので これが 巧 力と ま 
巧に 依つて 直 巧 阐夕が 興隆し 或は 衰微す る。 此の 大切 
な 政み お 導な 菱 ホの 巧 巧のを 校が をい とを ふ 事は 放置 化 
來 ない 制 巧の か陷 である、 と 云 ふので、 是を 削設し 自ら 
みの 開校式に 臨んで 激 巧し、 巧 生の 一人 宛に 親しく お 手 
を 巧へ たので ある。 第】 の】 圖は 此の 時の お 張した 巧 
生 達で ある 0 - 


聯邦の 解’ 消と 中央が 稚の 達成 

此の頃 ヒ ，トラ M は义 巧を の 完全なる 中央 媒樣 を完 ホし を。 元來巧 逸は 小閉 みなの 聯邦 
的 か 巧より ホ々 文化の 巧 隆を見 •プ n イセ ン巧 壬朵ホ ー ヘン ツオ ー レ ルン 家に を お ウ斗ル 
ヘルム ー サ批で 络血ま 巧 ビス マ ー ク現 はれて がく 蹄 巧の 俺で 巧を 巧两を 巧き 上げた もので 
ホ 石の ビス マ、 ク でさへ 是 U 上には ー ホ も 巧る 爭が地 ホ わかつ た。 が 巧を 小 巧は 夫々 王 
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巧を 持ちを 巧を 巧し 政 巧と 謠 をを 有して 居つ て 小さい 乍ら 立が に 1 國 冻を爲 して 居つ たの 
e あり、 化つ て 一方 にがては 文化と 産業が 火 巧を 化 方に 平均して 居り、 お 育と か 束 巧と か 
云 ふが かき 持て 餘す 程の ち 大を都 巧 もを い 代りに 人口 五十 巧 力 至 巧 巧 程な の 中 巧 巧が 乂學 
を 持ち 劇果 をち し、 巧 かに 都人 ± に 休息を 舆 ふるに 化る 自 巧を 持つて 程良く 阐內 全が に 巧 
巧して 居る ので 巧 4 〔のをい まも 多い が 同じで リ アン 人を であり 乍ら 地方色 もを く 言葉の 說 
も强く 現在で も 伊へ ばを 粹の巧 度 人と バィ ユ ルン 人では 直ぐには 育 葉 も 通じたい， 是巧 
ポ巧 因と なつて 完全を る 中央 集 巧は ビス マ I クの錢 腕を U てしても 巧來 なかつ をので あつ 
て 巧 ビス マ， ク 3 前の 小舅. 立 群 おが 巧の 狀 態を 其のを 拔を蔓 手腕 も 巧 腕は？ がくが I 
巧に 迄话 A 得 ミで あつて それだけ でも 從來忆 比して おかめ 忆 非常に 强隻れ をと まふの I 
で •人 巧んで これを ビス マ ー クの巧 逸を 二巧两 とがした ので あつた。 巧く 觀じ來 ると ヒ I 
，トラ ー が^でも をく やつて 了つ を 中央 集 巧 成功が 責はホ 巧を 乂 化まで あつた まボ 刺る の G 
である。 巧に せりし ま 時ょ ゥヒ ，トラ ー は ナチ ス W 篇の 重大を 巧 目-として 其の 措 巧 ホ；- 巧 

巧と共に?^ラィヒ》 シ * ル トゥ ング 同時 ま 巧と でも 譯卞 べき 乎 —— 团巧 巧* を 同じ 巧 ^ 

閒に 同じ 化 態に 涅 おれて ゐ なけ 化ぽ をらない、 中央 ほ 巧のを をが 同じ 瞬閒に 同じ 指 度に を A 
巧を いちが 神 巧を 行を W ネ 、守 れ 4 ばたら む t 一 云ん 省を 窃 巧して 岸つ た，；^. であつ たが • 〇 
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ナナス ー漢巧 嘴を 巧 ダ 巧け.， J で 否で 夫 消 毕じ漢 を 部' 巧 乃 人 巧を を 地 じ 巧 〇读パ w 巧 さ 巧 J 
かにを まとしての 州が 監 のかを 制 巧を 作り 义おぷ なわ 卞 ホに 巧ク てみ がが 政 巧を 材を ドシ 
自黨 なに 巧つ て 置 ホを へま ザ 上み 巧 巧 諸 再の 機閱を 巧つ おつて 了つ をので あつた。 

こ、 迄 巧く と 大巧 後 ヮィ マ I ルを 法に 依つてが 巧み か 曲と をつて 居た® 进 のかを 從 溝け あ 
本 的に 巧 更 せられた ものと 見るべき で 》 を稱 こそ 其の 巧と しては 居た ものの 完全なる ヒ， 
トラ ー 巧 をに 依る 非 立 あ 巧 政 ナナス 巧 西と なつた とちへ る ベネで ある。 t ， トラ ー も 亦 
第三 一 帝 酉と まん 言葉を W て 暗に これを 示して おろので ある。 

ナチ ス ながの 闊が化 

も 一つ ナナス ー 黨ほ冶 巧 系完巧 巧の 大きを 巧來 巧は ナナスぶ 巧を 其の儘 巧 巧に 制を しそ 
巧で ある。 义 もヒン デン ブル グ 大統領は 自 々がま しんだ 共 巧 巧 時代の 白 ホ 黑の闲 巧を 巧 
ちに 引 ホ 下げる まを どぅしても 来 かしを かつ セので •其の 在サ 中は 白 ホ 巧の 茵闲 巧と ナナ 
スの黨 巧で ある 赤 巧に 逆 巧す 巴を 巧方闽 巧と しお 力 描へ て 化す 事に 制を したが • 乂 が 巧の 
死後 早速 白 赤黒が 禁ぜら わて ナナスな 巧 おり も 直さ 乎 巧 巧 も 制定し ホの でれ る。 
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t トラ I 娩巧 を阅 巧に が^ 怡 化を 問 A 

ナナス ー巧で を 巧 逸を をゥ 巧す 化 事が 大巧 巧 巧 巧り W 來た夕 化 ハー 九 sill 年の 末に ヒ， 
トラ— は 自己の 所信を 政を が 一巧 どれ 程 閑 巧の ま 持を 受けて ゐ るかが 知りが ぐた つを 0 
义ヴ f ル サィ ユが約 一方的 粗 おを 巧 巧す ろに ついて ホ づ闲陪 蹄 班を 脫 おし 换 とちへ •闊巧 
の 結束の 狀 おも 知りぶ いと 云 ふので •人が 巧 票と 陶含議 U の改 避を 同時に 舉巧 する まとし 
た。 其の 結ち にあつて 又歐 がみ 巧は 巧 かされた ので ぁる 0 
卽ち 蹄盟脫 退に おする 政府な 巧 巧 票が 九の パ ー セント、 巧を 謀 U 選擧 にがて、 九 S パ I 
セントが ナチ ス のために 技累 せら そので ちる 0 まひ おへれ ぱ を早锅 巧の おんどを 部が ヒ 
，トラ— 宰相に 信 巧し 切つ て 萬 事； 巧し ょ ぅ との 氣 持ちに なつた まが 故字に おつて 示さ 
ホので ぁる。 

此の おを 年 ホに をつて 巧を は 巧 集され をが， 巧 どを 部 おを の ナナス 黨服 かがら ホん ぱ黑 
の s*s の 制服に 依つ てち たされを 議 をは 巧 早 政治を 議 する 巧 所ではな く •巧を か 巧卽ち 
ナナスが 部に がて ホを された る 方針 と 一 古 つても 巧は 殆どを がヒ ，トラ J の祕 巧ょり を 

れ たも 八で ゎるが ♦で 巾し 獲ぅ 八 巧 巧して ヒ ，トラ— 巧属を 叫ぶ だけの 巧む 巧 巧、 を^ 
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巧 へれげ 黃氣 をけ ける 巧の みの 巧 所 t 、 變ツ： 米た ので あつたが. 巧 も 巧 もが まつた。 請 じ 
ゲ— リングは 閒 をを 宜し 其の 锥黨 のみ 巧 方 かを 巧 單に說 巧して 巧 會を宣 し， おかに 思 ふが 

化に お 巧つて 閒 をょり 巧を を 僅かに セみ とを ふかみ お錄を ホつ たの も 化の 時の 事で ある 0 

♦ 

- , お 太 人 紫斑 巧 業 

ヒ ，トラ ー 巧 栽 政治 巧 あが ホつて 來る と共に 汝 巧され たお 太 人排 ザは 黨 本部 お 巧の 下に 
寿々 巧 巧され ち 化のを 時の 獨 逸な 巧の が 太 人 迫 寒がが おに 事ぞと 違つ た あに 化 ホに 宣 
ホされ て 居る 爲に 化の 一を だけで 巧 逸 •巧に ナナスを 巧® 人の 揀じ がふ 化が せが 各 胸に 起 
つて おる 巧で あるが •貨 は宜媒 されて おる 程が 人道的た 事は 一つ もない ので あつて お 論 お 
巧 的には あきした •巧 逸巧內 におが らたいな じした 尊は 巧な であるが 故意に を 害を 加へ を 
まは たいので ちつた。 巧々 ぞホ人 •特に 吾 巧 にがては が 太 人に 細す る 知識と 經 おを がい 
て わるた れ一肢 にが かヒ ，トラ I が •ナチ ス獨 逸が， 財 太 人を 巧く 迄 が むか 判らない が も 
ホるな r ぶ はれろ ので 此の ナナスの 稱太 人が 巧单 おを ホし 詳細に 巧いて なでぅ と あ ふ。 

ヒ ，トラ— の货太 人が 現のを 願は がの 破を 逸く 彼の 靑 少年 時化：^ おつた 維が にあして ゐ 
る。 巧が 巧柴巧 巧を に 伍して 巧- &に 口を 糊して おた 化は、 當 時の 巧 勤# が 何 かも 倘 人と 


しては 素朴な 正を な 人 牌 許りで あるのに 、其のを 巧は 化が 的を 巧の ドン おに 逼 われて おて 
- 巧の 日，、 を 只 牛馬の かく ホを て 巧くな ホに 何等の 光明 も 希望 も 持てたい 狀熊 にゎる まを 

か 若い > 巧を 巧の 强 かつた ヒ ，トラ— は 巧く 悲しみ •一巧 人 閒の勞 か 力の 巧 値と 云ム ものな こ 

- 

ん ゎに 迄 ほい もので あらう わと ちへ 巧れ • ㈱ ぶが 巧 ひのを 巧の 巧に フトお 太 禍に關 する 夕 
わを あおし、 それから 段々 か洲を 巧の 経 巧 ホの お 巧と 猪 太 人の 閲 係に 目を 光らし 巧め ホ處 
へ大 我に 进 遇して を 願 兵と なり 惡戰苦 岡を 巧け て ホく 生きて 歸 つて おる と 戰爭に 少しもを 
巧せ すが 征 もしを わつ セが 太 人の みが 我を の闺 巧を 巧 おを の 巧 中で ヌク とを 巧な 生活 
を 我物 綺 にして ゐ るのを 見て， 大戰 はみ 國に散 巧す る 浴 太 人が 彼等の 金錢的 利益を 得る の 
みの 目的で 誘導した もので あり •民族 あつて 閑み をき 彼等の 閒に 巧るべき 巧 巧 おおが ある 
ま 等を 巧知し 巧を ので •お洲 の 巧ので 巧を 巧來 する 爲 には 先 づ是等 お 太 人を か洲 ょりお 理 
せねば ならぬ i ちへ •此の 構想が 化の め 一年 閒 のな 中を 巧の 間に おが セる 信を に 迄 巧展し 
たので あつた 0 

巧ら ば 巧 巧の お 太 人の 巧には みの 巧を 惡 なを 計 まがち つを のでを らう わ〇 あの 利己め ず 
短 化に 巧い 巧 族に そんな まが 可能で あらう か。 ホを 自身 も 巧つ てけ まさかを んを大 がわり 
た 巧 瞬 的 S ■巧 巧が たんん W ホろ 巧が たいと a じて 巧た - S であろ パ > 円 斗峽洲 r ホ 巧し 口 巧 


身邊 いが 臨を をね て 巧.、 w にが 像 じ おる が 太 人の 陰 お. •一 性 巧‘； の おすろ じ連扛 ' "也り ド 
，トラ I は黨 股で わる’ 巧を のが 本を 巧いて ねる とちへ ろ谈 にわら ざるを 巧た < た ツた〇 
彼等 お 太 人の 內 にも 勿滿い 4 巧の 人閒も 居ないで はた。 S 臘の 明晰た お 族で ぁ 
る诗 をく のサ ホ的學 をを W して ゐる巧 もま 巧で ある 0 ヵザし を錢 のた わには 何物を も 巧 
生と する、 吾を 東洋人と しては な陳 も出來 ない 程の 守 錢か的 本能を 持つ て ゐる事 も 又を め 
ない 事 ザで ある。 父 巧みを 持たぬ ため 危險み 散のを 願から とを 世 ホに 股が つてを 大巧 取 
の 能率め 達 ホを 円 的と して 常に 酉 巧 的に 巧 巧す る 巧 向を 持つ て 居る 事 も 事 •货 である。 

をを 巧 示す る 事の 出來 ない のは 巧 念 だが •治 太 語の 太陽を 商品を として 太陽 0 かく ザ ホ 
を 照し 同時に 世 ホの 隅々 をから 大ホ巧 取 せんと 云 ふ 帯巧ボ あり •ホ 系 お 太 人れ 本 にがつて 
サ界备 困に 深く 根を 下して ゐるま 業で 生を 巧 衍の數 十倍の 商 巧で 版 寅し ダニの かくに み闲 
巧の ♦血を がつ てね るが かきは 其の 適例の 一つで ある 0 是 等は 巧 法外た 利 洞を せしめて 
ゐ ると 云 ふ》 けで わを 此 SQ 事業が 盛大 忆 おき、 不 S な 利潤に おつて そ 姑の 巧を が 巧 
1 巧 さるる とな 早 やを 地のまで は 此の 巨大を を ネは进 巧 W 巧た < をる。 西 巧 間に 巧 巧して 
お爭を誘巧せしめ、 巧時括巧に巧つてち巧かををち利に巧林した‘くをるのも巧等が巧かめ 
本能から ちへ てまが あぎる 巧で わる 0 


— J グタ ~ 


巧 ホに めて は 巧 系 寞乂が 接と 其 SS 化 時代に み じて 米ボ奠 人と 巧 化して 巧し 
き 不當利 巧を がつ たもので あつた 0 、 

今や 其の 霉 9 時期が 來ちヒ ，トラ’ は 政権を 檐 ると 同時にを ちネ分 法を 制を し’ 
少しで も お 乂 人の 化の 义 つて 居る 事が 戶緖上 明かな 喜は 一巧に をが 罷 巧し、 獨 逸》 巧內の 
凡ち 公瞒に 就く 事を 禁じを 0 

ホいで！：^ け政带 としてみ しで も拭义 人の 血統を 引いて おる 巧 逸人に ± 化 巧 巧の お 利た そ 
ま* 巧び 今を 树太 人との 結婚に 巧つ て 其の 子 巧に が 太 人の 化を 混入 さ ホた をは 主 地の 巧が 
も 子孫に が續 させる 事 も W 來 たいまを 規 巧した。 

又が ち 人の 兵巧義 おを 巧 じ* ±講 してち 採用 廿 ぬまと した。 

巧に 寞人 Q 蟲を 有卞 るを S 5 なく 考 寫をま 5、 奠人 Qf ‘を蹇 8 

けと する 巧、 货太 人の 作曲した 音 f 8 する 讓 等を 順み 因を をな つて 筵 じた。 义脱巧 
び 映 あ S 選 i たつて 公衆 £ s は 若 まち 禁中る S つち 此の 巧 斷な寞 人を 巧 
に 宜幕ゲ ，ベ； が大 あとを つたの もを なで あつて、 有名た ナチ ス の巧巧事 件 も 彼の 巧 
辯に 巧つ てを 闲 S 畫芭 起せ .J 《た楚 頃 巧は 化た？ ある。 

ナ户， K を 全 巧を ちに 依つ て I 九 SS 申孔巧 I 巧に 货太人 のぞぶ とだ ナナスの Ku 巧が がか 


れた事 かが 化 ホを 持ろ^ せ セ 助 •が 內 ではが お 人に あする おおのが 忠が 巧叔じ 速し をが 在 
地で お 太 人 お 營のお 店 百 巧 巧 等が ながさた 多大の 結 巧め 巧審を 被。 たので あつたが •ホ 命 
のが まは をかつた なで わる® 化の な 巧が か ホみ 巧から な々 とおり、 又 群 ホむ 巧の 恐ろし 
さを ょ < が へて わる ヒ ，トラ I はを に 見逊し 得た くな つて 個人め 巧 巧に 依つ て 巧 ホた く 治 
太 人を 嫂# する まを 巧す る 法令を さへ がさねば たら なくなつ た， 一九二 一四 年 一二 巧の 巧で あ 
る。 巧る に ナナス 黨 U の 不平は 仲々 がまら わい •をに ナチ ス 黛を 部 换證の 結果* 间年阿 
月】 日を 期しを 巧】 齊に 巧を ある お 太 人 あきを 巧 ふまを ホを し •をを ボ ィコ， 卜に 借りて 
を 苗の ナナスな A 新聞 雜誌峽 まを 巧れ しで ボ ィコ， 卜巧 巧の 宣 係を 爲— た。 但し お 太 人 
•にみ 巧 上のを 著を かへ る 事は 巧く おを しわ。 

阿月 一日に たると お 色の 刷 服を また SA が •が 太 人 巧 巧 一軒に 付 ホ ニ人の がを で、 な 
貨店 —— を 時の 巧 逸 乂百巧 巧は 殆どを が お乂 人 おを でち つた —— におして はを くの 巧む を 
ぶし、 それ 等 商店へ 入らん とする 巧み 人に 其の 巧が お 太 人の 巧 度で あるから 他の 巧 巧へ 巧 

•> つて 貴 ふ 巧に 一* 乂« で說 巧す る。 怖 巧の 上には かから 「浴 太 人の 巧から 貫 ふた」 と 巧 

が 

- いた ビラが 無 巧に なら 打て ゐる〇 が 巧 M 力， フエ ー 巧 巧り である 0 これでは か 何に ホ 
なが あつても 居 巧れ たもので をい？ 又が 巧 生命のを なが 來る かも かれたい とを ふのは 人 


情で ぁ ミ 葦 ま 力の 前には 與い 彼等で ぁる •化の 貴 ホ寞 人は？ 巧 ホを おて H 
^ ホに 逃れた ので ぁる。 爲を 管理が 巧 まに 巧 はれて ゐ たので、 なかに 巧 石 やちを ちを 巧 か 
^ ホり 身に 思しで 困 外に 逢れ まつを ので ぁつた。 中には 惜しい 人物 も 相當に 居た 〇相對 お 

薑 で裳忆 名を 巧ろ かした 7 ィン K タィン 望 S まも 器 時 米國へ ホつ た® でぁる。 

是 だけの 大 唐が. をし 乍ら 此日獨 逆 巧內に 居住して 居つ を 括 太 人で 怪我を しを を もを く， 
巧に襄 と計畫 的に 巧は：； i を 事は 美まで ぁつたが 迫 はれを 輩が 塞 のまを 云ム吿 もを 
.く 世 ホの 巧 論は 殆も治 太 人を 唐 殺し ホ かの 巧に なは つ ホので ぁつを。 

化の 事件で 大略 浴 太 人は 第 S つたが 尙 去ら 5 力 至 奠 人品が 少し 混じて ゐ るを 
等は 未だ 可な ゥ 巧つ 5 つた 寒， ホいで 行は た 莫人霎 は 徹底」 S 別け 巧で ぁる。 
多くの 公園には 「あ 太 人 入るべからず」 と 商 化を 立てた。 さぅ でない 公園では 斯太 人は 
を 通の， ヘンナ £ を いまにな つて 祸太么 用つ ヘンチが ご* Q を 別け 忆 依つ ご 目 巧 
巧と 巧 別され、 料理屋 力， フユ ー はお どを 部 入口に 「が 太 人巧迎 せず」 とお 巧し 推して 入 
つて 來るお 太 人を には 巧を た不 巧な を て おする まもたり、 巧 立 オペラ 脚纸 や】 流り ちを 
巧は 「お 太 人 入 第 巧 断り」 の 化 巧を しを。 

{日な 巧が 巧 等へ 巧 つても W 太 人 巧を 所が 別 じされて ゐ ると をム饰 巧が りで ぁる 0 吾* ,1 


1) い r. Einstein 


ITS 


日本人が 姑る-. >谢 逸人と が 太 人との お 則け 餘朽代 おめ が 太 かで も ぶら 了げ てが ゎい 的ぃ w 
別が つかたい ので あるが、！^ 人ん らおる と 一 おにして 明か ださう で •尙 進んで 半み 位が 
太 人の 血を おじて 居る をを 位は 一見して々 ると 云ん。 - 

名 巧を 雷ん ホる 吾等から 考 へれば、 巧く を 差別 待 巧され ては 假令 巧を 巧しても 园 外へ W 
るの が であらう と 思 はれる にも 掏 はら 乎、 流 おに 巧賴 をる お 族では ある、 や氣 で公间 
の お 太 人 ベンチに 腰を下ろし* 巧を 人の 控 巧と 怕恶の おを 平氣で おわ あして ゐ るのに はを 
を 巧い を おもを々 でぁつた。 巧な 尙が太 人 巧が の 住民が 巧な 故 巧 逸に 居る 事は 事 ザで ぁ 

るか 巧 二み 歐洲戟 開始と 共に 非 
巧 ゎる 卿歷 をを ひ、 最早 海 ホ 的 
生が を 辛うじて 巧け てゐ るに 過 
ぎむ。 卽ちヒ ，トラ ー のが 乂 
人が 巧が 業ち ヒ ，トラ ー のは 巧 
おお 一年を に ^乂 が 其の 目のを 
達しが の 巧と 年に して おつた 第 
二次 か W 人我を 巧 機と してを 巧 




— Its — 


したと 見て い、 とち へられる ので ある 〇 • 

巧く してを々 其の 埋 あを ザ 現しつ、 あつを 化の 巧の ヒ ，トラ— はおに お氣 天を 衡 くの 度 
がわつ た。 巧 子と をれ て 彼 ヒット ラ ー の 化のを 時に がける がか ネ巧巧 力を 巧 巧した 者 も 
古今 束 巧を 地 じかを いで あらぅ 0 

巧 一巧 二 巧は 化^ 當 時の ヒット ラ I のをで ある® 

聯溫脫 お樂悄 

化の 一九 一二 一二 年の 巧には 又 I つ獨 あとして 乂 すかが あつを •巧 逸の 蹄盟お 退で ある • 
其の 直前 聯盟に がて 巧 縮を 議が あつ セので ヒ ，トラ ー は 時 こを 到れり として 巧 逸と 同 巧 k 
準を 歐 米み 巧の 軍備 縮みを 提案した ので ある。. 勿滿巧 逸に おする 巧惡 におぇて ゐを佛 が 
これを ホ 知す る 巧 もを かつを。 がら ば 巧を にがても み两 ホの 水 巧を 巧 巧を すると 宜す 
し •席 迄ち 佛か とお 等の 巧 飽をま 張し •かの 必死の な 巧に をん ヤ巧 巧が 进脫 退を 通吿 しを 
ので あつち 寡佛 S 儀— 丢 はち 伊を してが かに お佛巧 制を 5 しむる 忆 至り 裏 
& 田巧拥 巧に おつて これを をを にヒ ，トラー に 利用され ホので ちつて、 ヒ ，トラ ー の ホん 
强巧 吓义巧 巧の 第】 ホを 巧 f 带 とたっ て 了つ と 0 


一 if 7 — 


ヒ ，トラー ハ 巧 湖 第一 午け ミ 常を 端の 中に ぶ 謎の 巧け 巧 じ 過 •中-- 巧 二 午た。 一 化； 一 平 
をヒ ，トラ— はがく やか 巧に ホ爲 にを しを かつた 採で あるが、 さう も 巧 かを かつ ホ。， 
むしろ 此の 一九 云 四 年の 方が ヒ ，トラ ー としては 苦しい ま 件の 連なで あつたら うとち/ 
られる 0 

巧 巧 外の 肅淸 工作 

ヒ ，トラ— が 多年 訓育を なけて 來た S , A は 今やち 乂 をる 軍陈 となつ て閣防 巧との 封 立 
氣 かも 芽生えて ホた 事は 巧に も 述べ ホ 通りで あるが* 化の ザに 入つて S ， A は 益々 獨逸曲 
軍と しての が 在を 主張す る 樣な氣 配を 見せ セ。 嘗て ヒ ，トラ ー が 人械中 S * A を 巧 かつた 
ロエ I ム乂 おがち み 一人の 考へ 方で まるで ヒ ，トラ— の 意を でもを い 方向へ S . A を 巧け 
て 居つ たのを 巧獄 しを ヒ ，トラ） が苦必 して 當 時事を く S * A を a エ ー ムょ りおり 上げた 
巧 も 一寸 おがして 置い をが みのを も 部下を 容 あに がれを いけ 寶のヒ ，トラ I は U ユ— ム乂 
尉を S * A のが 部の； 人と して 置いた ので あつた。 巧 人 上りの みがな 炸 がで 旦つ 無暗に 
をけ じ 魂の み强 かつた 问 大尉が 多年 のぞむ をぶ ひ •を 時の 同が が 令は 西 巧 軍內で 時め いて 
掉 るのを なると どうしても 彼は S,A を 巧 巧 正規軍に 直して をの 同た を 見返して やり 巧い 


巧持に曲らゎを5も無巧《.,1;^い事でホる。 をれ》けをら閒链もをかつそが、 《で_^らヒ 
I ， トラ I の ナチ K 黨す としての 地 化を 巧つ て 巧 巧 軍と ナナスと 兩 方み 自己の 掌中に 化れ 巧 
い 巧、 むを 持つ て 居つ ホシ "ラィヒ ャ ，辟 軍が 此 5 純を！, エ ，ム 大尉を 巧つ たので、 まは 
面 おとた つて 來 ホ。 可を り 辛が 强く n H I ムの 反省を 待つ て 居つ セヒ ，トラ ー もを こ 化 
、むして S - s にを じ 困み 反逆罪を 滴 巧して シュラィヒ ヤ I 将軍を 其の お宅に 巧# をし め、 
夫婦と も绕 おせし むる と共に 自ら ミュンヘン 市に ホゥ るんで ロ エ ー ム とか 見し •其り J 1 L と 
巧 詰して だ 省を 促しを が、 同大 尉が 钟 巧と 態度を 巧へ をい のでを に 致を 呑んで s , s 睐 が 
に 命じて 錫 殺し ホので ホつ ホ。 尙 此の 兩 人のを 宅 捜索の 結果 種々 の 巧 ま 黄を 巧 見して 苗 
巧 軍 巧び S , A 橡ぉ 中し かもを がな わら 約 八十を 程の 肅巧 工作な 牲 をを 巧し •世み をして 
ナナスと ボル シ •ピッキ ものち 別に ホは. した もので ちる。 

化の 肅淸 工作は ヒ ，トラ， に 可を り 深刻を 變を 巧へ た 棟で ぁる。 然し これで ミ A 
は 不純み 子が 一掃され、 再び ヒ ，トラ I に 括 お あ 誠を 巧ム 結束し ホが 换 とを つて 一巧は ま 
つを^で ぁつ セが、 又 ホの 巧が 直ちにな つて 來ち セ月委 太 利 ナチ スが羣 にも 同 巧 I 
巧が ドルフスを 晴 役した ので あつを。 ドルフスを 後援して 居つ を かを 巧ム ，ソリ ー ニょ 一 
巧 だ一 て 今 じ..；： 巧 逸へ が 巧 せん’. する 態驾 をな たたので ヒ ，トラ— は 巧 ホ睐谢 し* パ— ぺ- 
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mm 

ン融 維理を 大使と して 化 进卞る 等の 巧に ょつ て 漸く 化い が關を 巧ぃ‘ 化けた ので あつたが 姑 
にを お 一 爱の 連なで あつ セ。 

ヒン •テン ブル グ 大統領の 冀 去と 卜-ッ トラ ー 線 統制の 出現 

ホッ と】 息 吐いて 居る ヒ ，トラ ー に 今を はヒン デン ブル グ大が 煩の 巧 まと 云 ふか 期を ね 
事件が 起つ たのであつた。 谢を巧 おに 慈父の かき 親 巧を 持たれて 居つ を大が おで ある。 
巧 逸 巧 巧に 巧へ た 巧 おは 火き わつ をが ヒ ，トラ I のむ の惱み も大キ かつた。 S , A 肅淸 
工作 や’ ドルフス 首相 晴 殺に あつて 世 ホの ナナス 化 巧に おする 巧恶は 巧が に 達し、 巧 逸 お 
衆 も ホむ ちる 古は 巧當 外々 巧 係を $ 巧して ゐ たので ある。 ヒ ，トラ ー に對 する 巧 巧の 人 
氣 もあ對 的に 信 巧して ゐる をのみ でもた わるべき は 明かで あつを。 化のを 惩 のが 態に が 
て ヒ乂が 煩の 巧 ホを ぶたので ある。 大統領を 巧を としては 勿誦ヒ ，トラ かには ちへ 
得られを いかおでは あるが 固 巧に 巧ぶべく おゎに 時が 惡 い。 これを 勇敢に 巧玻 しょぅと 
したの が ナナスを 部で あつたが、 ヒ ，トラ. 1 は 巧 巧乂 おおを 設け ホ 困み を蔚お 巧を 兼 ま 巧 
として ちら 此の 地位に 當る 事に して 了つ をので あつた 0 ソ蹄 にがて 巧 栽 ほ 治の 巧 腕を お 
つて 居る スタ I リンが 巧に 黨苗記 長の 名目に 止つ て 居る がかく、 結局 此處迄 巧 争 おけ ホヒ 
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，トラ I になつ ては 大巧 領 でも 巧專を でも 資 巧は 同じ ま ザ もり、 が も两宋 をな 巧が ぶと 云 
ふ 名 おは 彼のせ 巧 時代から のま 巧の、 ち もる 巧 おされて 毎る お 達を 巧 理の巧 論 上， を も 巧 
の 巧 巧に 近いを 巧で も あるの だ。 巧 も 《も ヒ大讀 巧 まの 八ち 百ょり をぞ 共に をを を 
ヒ ，トラ I 化が 制を ナチ ス困 みが 出現した ので ある 0 

ナチ スの闽 を 機巧 

ナナス 巧 巧の 田を 組猎 上の 特色は •ナナス 在 巧 時け 其の 笛の 巧 巧を 用 ひて ゐる おで あ 
る* 少しく 說 巧を かへ れぱ •ナチ スの巧 則で ある 指す ぎな 理を 苗ぶ もがみが 內 におし 演 
•げ てゐ るまで： •例へ ば备を まは 其の 巧を が 門に がて 其の 直ち 上司 卽ち巧 巧 ザに おして 絕對 
資 巧を 負は されて 居りみ ち 大臣 力 至 長官は •其の 巧當巧 鬥に拥 する 限り 化が にがして あが 
责 なをを つて ゐ る。 巧く して 巧 巧み 人は 乂 をり 小な ゥ •其のち 菌お邊 ザを 通して が抗に 
括 巧 青 巧を をつ てゐ て、 其の 業 お •乃 まな 巧を 巧に 當 つては、 を 直ち 巧 巧を への 絕お服 お 
えを ホされ て ゐる〇 . 

巧 < して 集 乂ホ された あ 巧 吸が と' 絕おザ 巧を I みに 集めて ゐる 巧が はどぅす る わ •と 
一巧へ ば 巧 ホは 夭と 巧に 封—' て 滑 お 巧 巧 そ 自らな つて ゎるので ある。 比り 巧に 巧して 
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ながが 絕巧ま 巧を をつ て黃 巧の々 がを 巧つ てろ るが ボ ，他 ハ 巧 栽 ほぶ’ こ ザり ス巧 はち ホが 
巧ょり 進 ホして 居る がで ある。 据對青 巧を 上司に おしで 巧ム處 に自巧 檐當の 巧掛內 にが 
ける 絕封權 が 巧 生す るので あつて、 巧く してみ の 部局 巧 巧に 從 つて 巧の ヮン、 マン* コン 
卜り ー ルが 巧 はれ 事 おの お 巧が 巧 おされ •おお 責巧 をを ふ おからみ 人の 巧に 巧ぶ 的 立場に 
立つての 靑處 が發 巧され て來 るので あつて •從 つて 黄 巧 逃れの 下ぐ， わい 制度で、 法令 
の ホに お 泥した ぞ 化に 卽 したい お！！！ •人な のみを くて 一向ず おが 淮巧 しない 巧が おか 等は 
ナナス 巧 逸には 起り 得を いので ある 0 

但し 人閒 巧て 權^の 地位に 座る と 力を 恶用 してな 巧く たる もので、 郑に 化の かを 結對巧 
能の 場を 一居 此の 巧 巧は 起る ものである。 これを 巧ぐ 爲 めに 二 一二の 例に 化り 述べを 地り， 
二を 三 一巧の 目 おけを 付けて ゐ るので あつて， 巧 逸の が 巧 巧が 制 巧と S - へ 一昔は る、 ので わる 
が 化綻の 得意を 巧を 人で ある •特に 用意 巧 到に ちぶされ ホる あ 巧た るが 稱 にがて、 巧 ホ も、 
をを も、 黨む も' 巧 巧諷閱 巧を もな でに、 しかも 巧 巧に 西采な 巧を み 围椎巧 おの 利を 

- 

を夕 をして ゐ るので わる。 巧 閒の巧 か ホを 制 おする 時は 同じく 官が も黨貞 もち かを をが^ 
おされる。 お 衆が n J ヒ ー 代用品を 强 ひられて わる 閒 はを ホ も 軍人 も 同 巧！^ 代用品し ホ i 
入手 出 巧ない。 巧大 たる ちれで 事な ボ おれば 么ホ责 巧 ザは 巧 ザた く 前せられ る。 不が i 
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なと々 ゥ切 つた 人が？ s つて 奮 お s 援烏轿 が* しく 蛮る と 5 ム f 事は お？ 

もる。 凡て S 賽 でわゥ •が SS で ゎり’ 直 棟 的で ある まは ミ 致 ま」 い 8 である。 

是 あるが な忆因 5 お 安を 5 Q 类忆從 a ’ 雲を 困？ 愛 巧へ 爱？ ので ゎ 
らぅと ぶふ • 
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第 セ 車 ナチ ス獨 逸の 經 巧を 策 


ナチ ス巧巧 前を の 比を 

一九 一ニ ニ 年の な •卽ち ナチ ス政 おに 入る を 前にが ける 巧を のな 巧が 態を 槪 おして おれ ぱ 
ホの 通りであつた。 

..人口 六 モ巧人 •失を を ス 百 五十 巧 人 •ヴ ょ ルナ ィユ巧 約ょり 巧 ホ 招 巧され て 來た蹄 合 巧 
への 賠化 金は、 おど 大が分 未挤巧 巧と しで 烘リ拽 されて は來 たが、 十四 年 W に 諸 物々 を £15 
てま 拂 はれた 巧は ホして み 巧の ものでは をかつた。 其の 爲か 化のを 時の 巧 逸經ホ ホは • 
一時 米 系を 本の 流入に 巧つて 中閒を おを 呈 して 居た とは 云 ふ ものの が 上の 巧閣に 等しく • 
其の f 巧の 內を はおめ て 巧 菊で あつて、】 九 一二 一年 夏 巧を を « つた 恐慌は、 西 立 銀行 化を 
の シ * ハトに 化つて 辛ぅじて ホ 止め 巧た とはち ふ ものの、 其の 厮提は 仲々 簡 をには がま 出 
巧を いもので あつて • ft 巧必 巧の お ホ にがつて > に# » をち わて おつた 度へ •巧に 米巧爸 
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太系资 本のな 速 引 上け をを つたので あつた • 

當時通 货巧巧 萬は 年が 百 K 拾 倍 巧を (で 《ホ算 六ね が囘- •これ U 上は ィンフレ おを の爲 
みけ 不可能で わり， 此の 巧 約 二十 お 倍 馬を が 巧 株と して 政府に 间 化され 其の 化の 化 入を が 
をを ホて 年め と 八十 億 程 巧であつて •氏 時は 六ち あ 十 巧の 矢 美を に 巧す るを 巧 巧み 按巧巧 
一人 一日 當ゥニ 馬 まの ま 出に もま しん ダので ちる。 

ナチ スは政 巧を 担る や 此のを 時の ながが 態を ホ ザと して 比較す る まとし、 物 巧 指 お 其の 
化を 凡て 一九 一ニ ニ を】 〇〇 として •ナナス かおの 責 がを 毎年 巧 表する 事と して ゐ る。 

滿セ年 おつた 一九 一一 一九 巧 表した はに 巧る と* 人口 八 千 巧 (巧 太 利 •ナ ユ ，コ •ィ I 
タル 等のを 併 巧び 自巧 ホ かめ 二 干 巧 人で わる) におし、 她货發 行年 煤 百 冗 十が •卽ち 酉 民 
一人 當 りを 計 巧す ろと なかでは あるが 巧 少して おつて •巧 巧收入 八十 八が で 其の 化 一切の 
巧み 化 入 約 一二ち 五十 倍、 物 巧 指牧は 一丸 一ニ ニ 年蒋に 比し ほ 下して ゐる もの も ホり •巧 だし 
いのは 借え 貸の かき 1 〇〇 から 六 セ 迄 下つて ゐ る。 上つて みる ものもち 窩 I 〇〇 が 一 〇 九 
となつ た 位で、 や もして 二％ 程の 上がに 過が'- たい 0 

し-^一も此のセ年閒に自巧卑巧用道おやヴエ ストプ1ル要ま> (がにジ1クフリート带進 
巧と おは 化て わるん の-其の 他 ナナス 政 ホに 入つ てからの 巧朵巧 まじ 投じられを 闲巧 ハを 
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計は 义 •亩 八十 化と ある。 果してこ.5^か巧能でみらぅか， 是等の數ホに巧か刚进^^がたい 
であらぅ か、 ソ 蹄の それと 等しく‘ 巧 栽 政 巧の お 表する あ ホは 槪 して 信用 出來 たい もので， 
多分に 手 加 巧が 化 へられて ゐる 事を 巧 悟せ ねばたら をい との おを で •を 巧は 巧が つて か、 
つたので あつたが、 それにしても 巧々 第ー ニ國 人の® 像と 餘り 懸け 雑れ て 居る ので， 段々 探 
りを 入れて 見る とち 數宇 はおな 正銘の ものである 代りに •化の かに 姐 巧 代用な ともを ふべ 
きものが 二 一二 併用され て わる まが ^ したので ある 0 

ー シこ卜 が ± をが 擢す 

一九 一二 四 年 八月、 ヒ ，トラ ー は經巧 大臣で あつた シ "ミ， 卜 をを じて 閑な が 巧が をの 
シ * ハト巧 ± を經あ 大臣に 任命して ゐる 〇當時 •シ * ハト はち 名た ナナス 嫌 ひで、 ナナス 
の 天下と なつて わら も 到る 度の 公開が 上で ナナスの 政 巧に を々 と 反 封して 居つた ハで あつ 
た。 自が 彼は ナナスが 巧ょり 巧 だしく 隔 まれて 居つ たので •シ * ハ トを經 巧 大臣に 巧 か 
卞る まは ヒ ，トラ ー の發 案に も拘 はら ホ 可たり 問駐 とたつ て， ダー けング 等は 巧 端に 巧 お 
したと 云 ふまで あるが •當時 ナナ •ス •な U 中には 勿論 巧 巧 一が じ も •シ * ( 卜程 卓は たる 手 
拓 をち する がな 杂 がを をら なわつ た。 又* 彼程 巧 逸 巧 ホの ながを 持ち •化 程 ホ 策 ホの ま 
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表に 通じて 居る 人は., かつた 爲に •ヒ， トラ •は 押して 彼を 巧 巧した ので ぁつを。 シ* 
ハトは 引受 お 件と して •径巧 巧 お 國立銀 巧な をを I 身に 引受け， 巧を が ほのを 權 をが おし 
ホので ぁつた。 化つ て 本格的 ナナ 5 導 短 愛策は ’ j 九 一一 面 年 八月に なつて 初 まると 
見るべき であると 思 ふ。 

シャバ トの 考察 ... 

シ ，ハト は 巧を が 化を I 身に 引受ける で、 當 時の 巧を がみの が 態が 巧 二十 憶な 上の 通爹 
巧 巧に 堪え 巧たい， 云 ひ あ へれば これ U 上 巧 巧す れぽ ちちに 惡性 ィンフレを あおす べきが 
おに ぁる？ 看破」、 ハム 供發巧 も 不可能で ぉ ると 断 じを。 舊 S 行」 て 消化し きを 
い爹 a は、 護た し忆政 巧が 引受ける ょぶ 忆囊 S がない。 政府が 引受ける とたる 
と をれ だけは 餘 みに 通 巧 巧 巧を 巧す る 巧， ィンフレを 遵 くる 巧には これ も出來 をい とを た 
ので ある。- 

巧に かほ Q 可能性は 窝と l|：t を •轰 をが 見込が た。 ナナス g 讓を臺 日に 依つ 
て ナチ K の 勢力が 伸度す るに 伴つ て •忿 速に かまが 引 去ぶ てゐ るな でぁろ おちな 
笛を に 巧 じて 巧れ ろがん" をい 4+^ 明 おで わる。 巧ら ばな 二十 億で でつ て 巧； K 。 おを ちへ 
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シャパ ト巧 ± 浦货 代用品を 創案し 信用 膨眼 政策を 執る 

進退 巧 まつた シ* ハ トが其 席で 案 W し ホの が 巧 ダけ 用品の 巧 巧で ある。 通貨では ある 
が 市 あ 性を 有せむ 通 巧、 まひみ へれば 巧 巧では あるが ホが、 巧 油の 買へ ね 金を 巧 巧 すれば 
直ちに 物 まに を へられる 巧れ がを いから、 は府の 目的は 達し 乍ら インフレには たるまい と 
のちへ 方であつた。 

巧】 にで 巧した のが 政府 下命の お 巧 巧 巧 業を、 巧帕 業を， ± 木 請を 業を になな 注文 
巧內 のま 形を 设巧 させ •これを を 巧の 切札で あるな 府 のけ 用に 巧つて 巧 理にホ 通させる ミ 



る t 、 ナナス W 前 八け 府 つぅ 一へ なニト にを 最巧 巧唉 ，こして を L た 乃で ちろ。 ホ業款 巧を 

公の した ナチ ス巧府 、軍縮 にがて 巧佛 けと ホ 等の 軍備を を々 と裝 ホして 容 れられ すり 
しなが ザと して 蹄盟 をが 退した ナナスな 府 ，ソ 蹄を 人 巧の なを L て宜 み是れ 巧む る ナナス 
政 巧で ある。 大± 木 事業を 起ん 大軍佛 にを 手す る まは か讀 であり、 其の 內の 主を る もの 
は 巧に をき されて ゐ る。 

(な) 政み 巧みが 乂お K ナベ をは 明かで あり、 化れ を かがに 巧を ナ るかが ン* ハトに 巧せられ たも 
第-の 巧！： でもつた 〇 


に •大麻に も經 巧おボ まぶす るまで あつた。. 是れを シ * ハト のな 用肢 おは ホと 稱す るり 
^ である。 あ 時の が 間 案を には それ 程の 信用は 勿蔚街 かつをが、 な 巧ボま 巧して 居る 事で 
M ある 如ら 信用し ない 譯 には 巧かない。 巧 處の銀 巧で ち 割引に 巧 じる ので， お閒 業を は恰 
_ もを おの 前 巧を 巧た も 同 巧と むつて、 事業を 手に 巧ら たいと 云 ふ 寸法で ある。 銀 巧で が 
引い を 手形は 結 夏 巧へ 歸 .つて 來 る。 其 時は 政 巧は 草 通の 姐货 でま拂 はれば 勿論が 巧は 
巧 巧の ホは をい ので あるが •其の 閒に 巧當の 時日が ある。 みの 問に お 巧 ホが 動き 出す の 
一 でえ 業を は 巧る •前拂 と 同様の 事を して 属 るので 金利は 結局は 巧の 巧 負 込みと なる が* た 
案を 巧 巧 巧 金の 厢 がに 依つ て それ 化は 出る ゼら ぅとのを 込みで あつ ホと 云 ふずで あるが， 
これが 美事に 適 中した にはした が， 一方 にがては がか 削 引で 搏 々する 爲 が々 金利の 蔚 巧を 
巧び* 义巧府 引受けの 手 お 宛 現金 ザ 備の爲 、市中 巧 動の 现 金を 手早く 巧收 する 爲* 特別の 
.銀行を 設立して 備 へを 爲 •市中は 漸ホ 金が 逼迫を 呈 して 化の 方から も 金利の 高踩を 巧き】 
九 一二 お 年を には 化の 金利 負 持の 現金 巧 備に も おして 來 をので 》 T 度 ザの 時英佛 のな 口不か 
の 化 態に あつたのを がし， ヒ ，トラ ー 巧ての 公め であり 巧 望で ちつを ヴ H ル サィ ユ條 めの 
I ちめ 破ち と •自 おの 巧 軍猫宜 言を 敢行し をのを 巧を として， 巧 巧 まを の 手形を 巧 止して 
政が 海 巧の 巧が 術 手 ド-と f わ 八で あつたが •是ホ 手が である 巧に がりた く， 只权間 ホを の 
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巧 巧で ち’？ か > はなの 巧 巧で も，？ かの ffl ぶ，- でち ろが •しかも おぶ は 化 巧が 巧 K ぃし てるろ 巧 
にか 力に がで 何等の 巧 逸は ない ので あるが、 人間の も 巧は 妙た もので， 化の 爲を 利が 推が 
巧を をみ おひ 止める 巧 巧は あつた 樣 である。 恰も 日本 銀巧發 巧の 巧が と 朝が が 巧の 巧 巧 
が • W 前 まが 滿が にがて 巧 惦に相 溝が あつたかく である。 

义普 地の 姐が にも、 シ * ( 卜は 巧々 の 柿 類を 設けて 其の 巧を にあつ て 巧 ひみけ を强 制し 
を。 卽ち 馬を 货を對 か 的に 下み せしめたい 巧に 巧 巧が 巧に おつて が 上げて ゐる in ホ 巧ち 
これに おして 阔內 のみに 許さる、 巧內巧 お， 外人 誘を の爲 のが {ホ 記錄 ぶが 巧 おを、 か货に 
巧つて 騰 はかた 巧を を 闽內巧 巧に のみ 用 ひ 得る 遮が 馬克 •课 逸へ 巧 おのが 客が 巧を 船中に 
てが ぞに用 ひ 得る が 中 馬な 等で ある。 

之 等は がれ も 同 I 馬克が がを 記龄 •記名 •爲 をを 理 等に 巧つ てが ひみけ させた ので ホつ 
て， 其の 肋け 强澗； i 巧 巧を をげ る 巧 お 時 主義を おり、 故意に 連 だした ものは 爲を 管理 法连 
だとして を 烏 死刑 迄を お 求して ゐ る。 

シャパ トの お潑經 が 機攝 

更に 义お刺 的な W 增進徐 入 刺 限の 爲 巧々 巧 巧なる 活ホ化 おを おおした 外 •おか 市 あにが 


て 巧进異 s 畜覆 s 夏を 爲 s 度 2 5 爭 S 5 ざ 5 をは • s 五 削を 

团內 馬克に 巧つ て曼 が聲 する がかき 方法を 巧 巧した の も 此の頃のまで あつち 
毎巧增 を强甫 はが 《を 一品で もを く* 1 錢でも 离 く おか 市場 忆 湖く 巧 困ル忆 がて 巧な 的 
巧 8 巧 巧を 巧み 完 巧し’ 國內 にはが 巧自 あに 依る 霎の 能 組を の 谢於的 統制に 依つ て 

因 菜 補助 S 要 票を •一を ニ セ 墓を をく S 」 得る 迄 雪」 をけ ミ 

义 酉內囊 S 薄の 爲 には ナナス 結成 初期に がで •ヒ ，トラ— と共に ナチ スの 二十 立ヶ 
虞 領を完 ホした と 云 はれて ゐる 7 ，， ダ-の 削 案に ホゥ、 シ * ハト S つてを 巧した と 
をム 巧を SS 姐 商 S 相互 連が 巧稱 S-K がは •尚 示 すれ 寡 1 阿 二 国の かくた る。 

巧には 煩 雜を 避ける 爲 雨を 國內 巧な Q 大 おと 乂洋 、珠忆 巧围忆 おする 護 關 化を 圖示卞 
るに 止めち— 全莫 におして 大同小異の 巧 巧を 設けて ゐる まは 想 《におく をい 威で 
あつて、 特に 堯 雲— 巧と 稱 する 述商旗 報な 開が 全闺 経が！ 所 や、 5 覽お 商務 
を 及び 文化 夕 みと 巧 巧を 表 若 板と する、 がネ按 を 等との 連絡 おりを 注を すべきで ある® 

右の 內の含 お 巧を 議 所と 假 りに 譯 して 置いた 所謂： ハ ト巧± 案 化になる がが 經驾 
5 槪要皇 に 岡窜る i 第一 還圖 Q かくた る。 ミは を爱 けで あつて、 备巧能 i 
合 L tk L 葦 調した ミ S 八^ 冀 nA 誇-寡 ィー」 店る みで ぉつて、 がぶ てを を 
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巧に 进 そまは すまは おりに 巧が 巧 巧と た 
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シ* 八卜の 化の t : 巧に 封ず る 元々 のちへは •お 巧 だけ 作つて 後は 一切 お 巧 業 おの 肖 治に 柔 
1 せ、 ち 身は 巧 立 銀 巧が 栽を 巧 巧 相と してを お及び 指導に 止める 巧り であつた 巧で あるが • 

わ 結局は 撤 .防した 巧连 をげ 現す る爲完 をた る 自治に 巧 巧す るず が化來 なくを つて 來て 、自分 
一 の 部下 や ナチ ス おむ をを 職能 化を 迄 入れたくて はなら たい 様に をり、 义經濟 ホ 業 ホの ザ 巧 
を 知り 盡 して 居つ て、 而も ィンフレを 二间 をち 巧 止しを 爲 、ィンフレ 将 けの 神 採の 横にを 
巧 おょ ゥ佔賴 されて おつを 爲 、ま 巧シ * ( 卜 がが をんで 來る まを がみ も、 荒業 ホ も、 を两 
巧 も ホ 望して 焊 つた 樣た 事情で も あつたの である。 これが 巧を の お 導 經濟が おは お閒お 
をのち みでは わ 〇 乍ら、 寶 巧は 夕少化 巧 も 萬との 入つ たお 问巧 のかく であり、 上 W 部に が 
ては 强力 わる 政み がか へられ、 下 おに 巧く 程 お間自 巧の おを 钟 つて おる 巧 巧の 機巧と わつ 
た 巧 巧で ある。 

旣に 述べた 姐り 巧 逸の 閣 情が 工業の 發展 にを 點を駐 いて 來 たお 年の おぉが あつて •巧內 
にがけ るみ 胶の實 がが 义 エ策從 事む が 非常に 多い が 合に、 商業 從 事い' が 比が 的 ホい 著が 
て 他のを くの 閔を巧 つて 屛 つて、 例へ ば 銀 巧と しても 商業の 爲の銀 巧が 比較的 ホ^て 工美 ， 
の 括の 銀 巧が ホ 常にぶ く、 白 巧の 結聚 として、 銀 巧の ホ 巧に もは 巧出ネ をが キか U 上を 占， 
わ たるず ボを らしく たく、 エ$ を W の ホ 牌が は 巧 為 巧 あを が 巧 どを 部と ちつて ょい 怯 そ 
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れ巧 c 惠ハ 方が 巧 まょ りら が 巧で るる 
ちに、 化の シ * ( 卜の經 ホが 幡 にがて 
も 工業 蹄を をが ホ 常に 大巧り の ものと 
をつ た。 其處 で、 特に 工業 曲 聯合 待 
だけは 他の ラィ ヒス •グルッペと 組撤 
が 遠 ひ、 巧】 ょり 第 セに 至る 迄の 主' 要 
H 集 巧と 個に々 巧し、 i 切の 巧 造 工業を 
が わ 部に み 巧した のでち る 0 其の 分類 
# 內を だけを 一一 示しを のが 第】 の 冗 巧で 
わる 0 

此の おお お 苗の 下に 巧に み 業 圳贼能 
組合を 超を、 其の 巧 能 組を の 下に 更に 
小刖 けと した 二 個 U 上の 業 別 專門朵 困 
を 置いた 事は、 他の ラィ ヒス •グル， 
•へと 问採 である。 
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此の 巧 巧み 围 がか 何に 細別され てゐ るかを、 巧械 工業 巧 能 化を の 一例に 就いて 巧げ r 化 
ると 左の通りと をる 0 

一 > Htjjyg 械 (を 《 加工 用) 專 口み 围 
二、 木工 巧 械ホ門 寒* 

云、 巧 巧 工作 «械 (金 お 加工 用、 が 巧み ■ 

四 •巧 服エ おお 怯み 巧 家* 

五、 巧 摘が 械巧 巧夕围 
六 •なお « が專巧 お* 

セ > 巧 力 横が 專 門み 函 
八 •空 お及びが 巧 聊简巧 ネロみ 曲 
ホ、 »« •巧が •巧 物 おが 春け お函 
1 0 •巧 山、 建築 用 « が專 巧夕函 

1 r おまち 拌降 冷、' 塞 用 送み 門み！！ 

一二、 巧 巧、 印刷工 藥 巧が を 門ぶ！^ 

一 H •をが， をぎ なエ寞 巧巧试 を 巧み K 


— か，— 


I 四， 驳 置’ おを 巧夕 巧み* 

一ち •事務所 用器が 巧 巧 門 家 曲 
一六、 巧を 用巧械 みけみ 團 

一七 •兵器； 火器 專巧ぶ 曲 - 

一八、 ± 木 巧械 巧け 家 苗 

一九、 みの 他 一投、 

右は 機巧 案 曲 巧 巧の もので、 其の後 益々 細別 巧 目が 增 かし、 又ち がを】 された ものの あ 
る まは な 論で ある。 

是をの巧巧の 中#?|^とす る巧は、 を围お巧會谋巧やみ蹄ををはおを中 の をおおを年長# 
を 巧 名 すると 共に、 巧 巧ち や ナナス 黨具 を巧當 かかへ、 まひ おふれ ば 巧！^ 巧で あり 乍ら 
を々 にぶ 治 ホを 化へ、 一段 下る おに 政治力は 巧 巧と をつ てゐる 辜で、 巧す るに シ ♦ハ トに 
巧れば、 計畫短 巧と か 巧 導經濟 とかは 物 巧の 不足に おし 两 みめ 巧 求が ぷ大で ゎる 巧、 か！！； 
にしても 自由に 放任して は 活けを いが、 さりと て 民間 ホを のが 息と 巧 ホを 無が しては 國家 
を® としてを ホが 止まり 能率が ホ がらない 0 がつ て 自由 経 巧の 長所を 失は しめを いで， 

西み の 要 ホに寞 ま 〔 J 管 ig を 5 W 行を ぱ&ら &。 泛 接非 常なる まを ■ 


/ 


r 


— 


ねたので、 お 局は 末梢 神 おはち 由に； J て 置いで、 中 おにを る 程 政 ホ カ；^ ぞく かへ て 巧く ょ 
ゥモ をが だいとの お讀に 達し、 わぅ したが 巧に 巧まい をので あつた。 

ナナス^ 導綻 がよ ク 年の お 字 的 獲 速と 其の 巧を 說明 

巧く のかき 新 ホを’ 理詰めの お 巧 巧 巧で、 がら ば セケ 年の 間に かおを る お 果が顆 はれて 
來 たか、 吾等は 此 巧で 其の 實 浦を 數 ずと 內容 双方ょり 巧 巧して おる 必 おが ある。 

歐 洲を國 とお 逸の 軍備 巧資 額の 比較 

第一に 巧 備に 就いて ちへ て 見 巧い 0 

ナチ ス 巧を とたつ てな 來化困 力を 巧げ ての 巧 化を る 軍備を 巧が 裡に 進めた 事は 旣に 述べ 
ホ 地り であり、 を 巧 田み としての 特 がで ホる 两巧 へからせ る 必要の たい 事は】 切 獲 まされ 
をい をが から、 其の 巧 おを る數 字は 巧み 得を いま 勿論で わるが、 巧み ま类 としての セケ 年 
に完 をされ たる* の 大事 类に 資された 總金 巧は 乂約九 百 八十 億で もる まを ちへ、 其の 半ぱ 
が 何れも 巧義 にがけ る 軍備を なをして ゐる 事を ぶ 巧と して 思 ひを 泡ら す 時、 喧後閒 椿に 巧 
巧 ふ L て 巧 さわを 巧 巧が は 七 年間に み < とも】 千が を 下 ごたい ものである 事は を 易に なみ 
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- Ir 八 
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L 得る 處 である。 これに お 比して 映が 大闽 がみ々 どれ 悼の が 偏 巧巧禾 計上して 居つ を ゎ、 
巧を ち濟 ち參與 ミンデン 巧击に 巧れば ぶの 通りで ある* 


が 々！«» 算 jw 赛 巧 i なみ ホ 
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ちに 巧つて 明らかを るが かく、 R 洲乂田 何れもを 年 軍 ま 巧の ホ 巧 的が 大を 見せて 居り、 
ホに ソ执 にかて は、 一九 一ーニ ハ 年から 本み 的 軍 巧に な 巧つ ホ ホが 巧 はれる が、 それにして， 


り Dr, Gero は von Minden 
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チ ナス 巧进が 最小に ぶな つて ーモ 化な 上の 軍事 费を セケ 年に 巧して 居る のに 比べる と、 

这 ひに その おいまが 明かに をる ので ホる 0 

化のを 方 もを い 巨大を 資 をを おじて 巧 0 た 巧 化の 內 をに 巧て はがに 巧べ 度い 0 

お出 入のを 巧と 其の 內を 

巧 二には お巧乂 バランスを ぶる 必 巧が ある a 第一 四 六 面は ナナス 巧进 とを つてから 一 
九 一二 化 年 者 迄の A 出入の 袁 度を 团表 とした もので あつて、 少しく が 明を かへ ると、】 九 一二 
一二 年中 化 治 工作に 巧 命ち 力 中で あつ セナ チス を 巧は、 僅かに 前年 巧の 巧入責 法の 巧 的 かた 
み 入金 おの 上で がす 巧 謂 コン ナン ゲント 制を 從來 通りが 巧して 居つ たに 止まり、 新たた 
巧み 姪 巧に 入つて ゐ もみつ セ爲 み出增 かでは あつたが、 おが 入が お 字が ル さい まを 特微と 
して ゐ る。 一を 一面 年と 五 年の 前半 忆が ては、 四 ヶ年計 晝の强 別を るを 巧と 巧 備の極 巧 
るず の爲 、み 出 能力を ぞ しくが じて お 入 短 過と をり、 而も 其の M に 政 巧のを 谦的 輸化增 
おのち 巧が ま はれて お出 入化敢 りが か變 して 居り、. 一九 ご 一 五 年のを キ U 巧は お夕径 巧の 巧 
果が夕 現 はれ おろ お 農 過 S、 お曲乂 共巧增 方向に 轉 じ、 一九 一二と S キ にぶて 其 
の 巧が 广违 して 力る。 化 J な 時ゴ萊 か，^ かく ナナス 巧 巧バ渐 ，✓共 則 お' 靖に 巧みの ち-.; りを 
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生じ、 ヒ ，トラ ー の 巧 朔か 巧が 着々 巧は れんと して ゐる 時で、 政府が I 巧 巧に 魚 曲を 巧 巧 
^ し 乍ら ち 大を夕 が やお 巧を 輸入して ち 一に 具へ たま 責が 、此のを かりから も 巧 かにを か 出 
夕 .巧る ではたい か。 一九 一一 一八 年から 僅か 乍ら 义巧 入超 過に 拍 じて ゐ るのは、？ ポ 1 ラン 
•卜关 の 他に 對し S 力行 巧の 己む を 得ざる を* 巧して 巧に 烏 あ のぞ 備巧充 とを 料み の 他の 徐 
入に 着手した 爲 、冷 出 能力を が 巧して 來 たまを 塞まして ゐ るに 外たら たい。 

是 等の 期間を 通しての お出の 大半は 巧械 、を エ黄お 品、 化學巧 品、 巧 お 等で ゎり、 試み 
に 一九 一二 八 年に がける まなる お 地 品のを 巧を おる と々 の 如くで ホる。 (單 位が 巧ぶ) 


1， ( I ? 行な •自の 辛# を 含む】 1 1、 セニ 

二 •巧 H 巧！？； な 化. セ 0 
一二 •化 ホ* 品 五 ，〇 五 
H 、 お 炭 、 n - クス 、 - 巧* 九々 
五 • 績||エ巧«* |11，々0 
ホ • 《«* 一二、 ー セ 
モ •おおを 巧 巧 4 ナ るな « 化 半* fi 】 一 ，八- 
八 •角# 巧# 巧 (け » •な 巧な をを む】 - ，- 五- 
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其の 他 巧 刪 物 (ま 巧/ 染 お、 陶器、 巧 子， を お 等が ぁり、 巧 お顆キ おお おは 热 お出の 巧 
分の 一に 巧ぎ ホ、 五分の 四が を ホな である まも 注意す べきで ホる 0 

これに おして み 入の 內 をは 何 うでわら うか、 ぞ痴に 想 《し 巧る 逝 ウタ 巧 品と 巧 巧 品が 其 
の 全が であり、 五々 の 一二が な 石 共の 他の 軍備 巧 ホと お導經 巧を 行の 巧の 巧 おであり •五 か 
の 二 がをお 品で ある。 

» 出に 封 比して 同じく】 九 一二 八 年の お 入の 內 をを 巧る と 左の 曲り である。 (巧 化 巧 巧 克> 


r 鐵 みぴ 八- •確 お 八 d 八 
二、 房 錄 0, 化 二 
ご 一、 羊 モ ’ 二、 六た 
巧' 本！！ . 二、 I 化 
五， 《 油 二， へ I 
々、木が 一 51 
モ 、巧が (ホ ホ 《 かを をむ】 ‘ . お， 4^ 二 
ル、 を：！： おれ 巧を 扮お巧 一一， 网一 
九、 果 資 一二 d 】 
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lo . n — ヒ たち n ロア 
M ， 届 幸 
1 二， R 巧 魚 巧 
一一 气 牛れ «品 
一 曰、 牛 

I ち 《 ff 

】 々•巧 巧 巧 油 お 一 
1 •モ •其 S 化を なが 料 

國內 工業 力の 巧 展模樣 .. 

巧く のかき お 巧に 於て 围空类 生產は 何ぅ 變 つて 巧つ たか、 第 1 のた 圓は 化の 工業 生 巧 
ぶ 南 增の足 かりと、 をれ に 巧した 巧 化 ま 巧業延 時間を】 九 一ニ ニ 年を j 〇〇 として 围 示した 
ものである。 がち 一九 一二 八 年 ホに めて は 一九 一ニ ニ 年初め の， 工業 生ま 巧に 對 して、 わ 二を 
やの 生を 商を 資巧 にお 錄 して 居る ので ある？ しかも 前述の 地.^ 又を I 四 六 « の 示す 化く、 

一 化 ご 一八 年 巧れ 卜 -? 搞 出が 放が してれ る爭 巧’ こ 思み をせ て、 如何に 化の 當時 ナナス 巧を が 


r か セ 
一, お 五 
1, 四 五 
一 •五 お 
一、 一 111 
〇、 化 五 
0、 巧 五 
〇、 セニ 




m 


204 — 


1) Inv け t ti 川 isgiiter 2) Verbraiu-lisgiiter 



ず 備にを 力を 巧 S しを わ ボ巧戍 w ホ 
るので ある。 これを ナチ ス 政府は 
巧資 的が なの 生產 なる 言葉を もつて 
表は して ゐ る。 巧ら ば 此の 巧資的 
巧 品と 消を 用が 品の 生を を か 何に ま 
鼠して おつた か、 第一 四 八团は 此の 
まがを まは す 囲 表で ある。 化の 面 
表に 依つ て、 ナチ ス な 權 とを つて U 
來か 何に 巧 力して 所謂 巧 ま 的 製品の 
生 產に巧 力し セ かで 明らかに 判 巧 さ 
れ るので あク て、 此の ナチ ス 政府の 

巧 巧 巧を 的な 品の 巧 街は、 云は やと 知れを 軍備 漬 充用の 諸 工場で ある 0 

(な) n ® す# 用 巧 路はヒ ，トブ I の强 いみ 巧 《下に tt に-化 一二 一二 年 巧ち 手され た〇内 年が* も 巧 
表されて 其の 一が かは 时 じく ~ 化ゴ ニニ 年に 巧 ホされ てゐ る〇ジ ー ク 7 リ—卜 巧 寒 も， 巧 巧 巧ぶ 
されて は & なかつ たもの の 巧 P されて ゐる ♦は 巧 かで* 歧か样 がには かられで 巧つ ち 巧で ろる 

々ザた 鶴张も 一九 nn 一！ 年 がれを し •巧ょり お下さ を ホで あを 〇 
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* 八. 章 お 外商 エ會護 所の 巧擢 — 

在 ホ 商工 會諸 巧と をム ものは 巧を しを い。 ホ 西 煩を を 出來る ゼけ剌 なしを い 巧に 付け 
ホ 巧みを る 表を がで あつて， 實 巧は 在外 巧 ホ人备 個の 巧 用に かつてな 巧を 擧げ てるる 通 巧 
度 報 巧に かもら をい ので ある。 しかも 是 等の 在 ホ 巧 逸人の 個々 が W ら卞 巧々 の 厮サ的 巧 
報は •一切を 困な 巧舍を 所に がける 巧 報 局に 集中せられ、 適を にを 理 され 其の 情報を 必巧 
とする みが 能 化を へ 巧みに 迅 ホに 地 まされ 直ちに 巧 用され るので ある 0 而 して •シ * ハ 
卜の 理論 にがつて •一品で も 夕 く 一巧で も 巧く、 おか 巿場 にがて 巧を み 出 お 械が肋 巧して 
巧く ゃク美 まを 巧が が 巧 はれて 巧く ので ホる。 

おお 擧 例の 一 . 

これを】 巧を おおして ちに 說巧卞 ると ホの やぅで ある 0 

南米の A をる »巧 貪せ がが ホに 大巧 »エ おを 巧 a せんと 目 薄んだ とする • A 會 なの 巧 巧 


方面を 巧を しみを 權を 巧ず る 重 化が •米 頭の 某大 ホで 修 案した 経な をち し •お 來米面 製— 
^械 のみを 探 用して 居つ たま* ホに 今回は 巧械麻 入な 巧が 非常に 巧 巧で ぁつて 米 田 巧の 裔《 
i な «树 を！！ 入し 得る や 否や 自信がない 爲 •巧を お 機械に 就いても 硏究 して 居る 事を ポー々 
_ 情 巧され ると， 巧 わる 巧を には 設計を 巧み 變 ぉしてで ち ホ 馆を見 巧り 巧る 雨を 田 巧！# 一巧を 
B が、® 能 化合に 巧つて 此の 仕 まを 引受くべき 樣巧 巧に みを される。 化の 巧进 巧を をは 
単を る 妍附を ひで* 勿論 巧 能 化を にがつて 指を されを B ょりを々 巧い お 段と をい 納期を 見 
積る 辜を 耍 おされる •と 云つ て g に 巧 おをひで 見 巧る ので ぁつて， ま ホの 巧れ* なけれ ぱ 
熱 もを いやう わ 事は 出先の 巧を 人に もな かられを いやう、 表面 まつて みむ & 巧* をして ゐ 
るが かき 態 巧を 巧け る まも 併せて 要 ホされ る。 恰も B や C の 巧を おを が A を 巧手に をを 
れ 引に 巧 力して わる おにが て、 巧は A を 相手に 蜡能 組を が 智能を 巧け 巧 報 網を 總 動 負して 
巧 資して ろる ので ぁる 〇 其の 內に意 ルを 方面から 別の 巧を 人を 利用して 巧 穿のを 巧 ヤ， 
ホ 田 巧を をを の 見 巧 値段が 巧々 巧 巧され て來 ると、 職能 あを が B の 巧盞巧 價や責 巧の おを 
‘ が 巧 巧 間に 巧 泥せ ホ • A 會 おの 託し 巧る でぁらう を 商の 值 段で ホ 田 巧を をの 巧 争し 巧を い 
* 曲の 迫 巧と 巧 巧が みを され • B のを 巧と わつ て B ;; 出先き の 巧を 人に 通 まされ、 同時に 
ぞ 外巧掉 をに 連なされ る。 巧く して 课速 品は 許う 一八 得ろ お 窩乃巧 格で ツ て' がを 广を爭 
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も 离お进 業 夕を排 ザして 映 巧 令-開 巧して 巧 <。 

假な巧 例-の 二 

此のが の おを も 多い。 從ホ自 々の會 社は 巧を の 诉械を 巧 巧して やつて ゐる〇 将に某 
* のみな の お 品を 貫つ て やつて ゐ る。 今 巧は おず がを いの だから 彼のを 社なら が 巧の ち 
巧に ぶじて ホし 化 ホ 巧は 聞いて ちれる であらぅ と 期待して むた のに •巧 巧と 正 反 おにない 
見 巧を 巧き がして ホち K にを しからね 、とな 巧して ゎる 好人物の 巧を も 間* 見を ける の 
であるが， 化の 巧を のな 棟を 知り シ ハトの 理論を 考 へに 入れる と T 巧 逆の まが 貢へ るの 
であつて •從來 巧を のな 找 のみ 採用し •今更ら 米 巧 巧な 械 では 工場の ま 格の おを が おいは 
迄 巧を にがが 件を 作つて あるから 》 巧を をのが «を がび おぇた 髙い 値段で 貝は ねば をら た 
くた るので ある。 立 おを 一寸 a きをへ てち へれば 當が S 巧で あるが、 理屈ょり 應请の 巧 
い 人な は 時々 此の 巧を みはぬ 失敗を する ので ある。 

’ - 假想ホ 例の III , 

更に 他の 例を おな すると こんを 巧を も ある。 巧 没入は 元 ホ 巧 巧の 巧 瞄に自 なれに おい 
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自信を 持つ てゐ る。 よく 巧を 人のを ム 冗な にこん をのが わる。 

ホ围な 石で？ 巧け ろ 米 ■人は！！ で ホを 巧け ろ 吾々 巧 逢 人は？ 橘を 架ける 0 
巧を 乍ら 事 巧 巧 巧 人の ち 巧め 頭 瞄は夕 米よりも 常に】 ホ も ニ ホ も おんで ゐる 巧で わつ 
て •を 回の 大巧に かても， 巧學兵 巧. I おにが •てま 佛が獨 « より 著しく 劣つて 居た 事 も 世み 
素 なの 通りで ホる。. 巧みを 頭 K とはぶ へを いが •現 巧に 巧 泥したい で ニーの まを 執 巧に 
ホへ 巧いて 遂に 巧た を 解 ホを ち 付け、 义 巧を 不 巧に ホ R をち へて わる 爲に時 と共にを 巧が 
進んで 巧く r 义巧會 の 組 おも お 巧の あ ホに 都を を < ぉ 巧て ゐる〇 
み 企 ホの ま 曲が 分が おどを 巧を 巧まで 困め られて わる 食 理解 も 早い •一投 に 技巧 ホが* 
巧され でゐる 巧® 秀 をる ま 巧の 子を ボ をを 巧 おたらん とする 化 態で ある。 化 巧の なに 曲 
が 的に あホ卞 るので をく， 常に 不新 にがを して ゐ るので ある。 巧つて 是 等頭雕 のがを の 
結晶で ある 巧 香 巧 •巧 工夫の 特 ホの 巧 資を& も W 利と 考 へて ゐる〇 巧腦 のがを におつ て 
巧を 結 お 巧 上に 圈 示して 巨 巧の か ザを 巧； 6U ♦ると すれば、 ホ 程 化の 上を い 巧 利を 巧資 
で ホる。 

其 苗で 化の 巧 渔權の 収資を 非 巧に# 論して 居つ て' 巧に 巧 密を晚 能 化を のが 制を かへ て 
& るので ある 〇 
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巧に 假〇 ち； ン 地方 ハ 甲た る闲 名る 含 おが’ 運の ミる をが のが 讀‘巧 2 
來ホ とする ろを るを わは 化の 新 工夫に 百. 萬 固を 巧 じて 居り， 旣に 他の 围へ 製を 權をセ 十 
五 巧 固で 5 て 居る Q で、 ザを る 西へは 军萬圆 で 5 ても尙 二十 夏 岡 利益が 殘る雙 
とを り’ 更忆 第一 一一 第 四 S 两へも ミる まを 護して ゎる Q で 军萬圓 で 蓋と 考 へて ゐる 
とする* 蜡能 化を はがしが 樣をこ ホ 社の 現 もを 全が 閒題 にしない。 

先づ巧 報を 調へ て 此の 巧を 權を 甲た る 田で 實化 すれげ •其の ホな は 現 巧 じ 比して をら 室 
利益を 巧る であらぅ かを 計算す る。 巧 力 •巧 巧. 巧 力， 水ぷが 獲. 營类資 •稅を 等 化て 
倩巧グ 巧つ て 居る のと •蜡能 組を 內のホ 巧 家 围が經 おえ 許りで ある わら 直ちに 計 f ぶ 的 巧 
に爲 される。# 度で 逆忆 甲を る 因へは 此 s を f 蠢ら でを つても ち 其の 合 社は 現在 
に 巧し 嘴 分の 利益を 巧る 吿 であると 録納 的に 販巧 可能 最 なな かを み 巧す るので ある 0 此 
のみ 巧に 巧つ てこを る會 なは ホ 巧せ ね 利を を 巧る 巧と をる が、 只では 满 けさ ホない 0 巧 
巧を 利 f おいた 謹は こ 貪 S 霉 S で更忆 一段 葦へ 《研 巧 f ’ S 《設備な 善 
费 にわみ 巧 用を 巧され る 0 かくして 頭 おのかき の' 紀晶 たがつ て 一巧び 他 曲ょり】 ホ ホ ♦ 
忙 出ホ會 巧は、 巧に ー ホが 進す る 事を 强 がされ* 又エ巧 » 備の改 萬に 依つて 其の 生 ホな 價 
を 引下げら る、 巧 仕向けられ るので ある 0 
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み 場 巧の® 造が 

又 兵 « 等に 两 しては、 資先 如何に 巧つて はか 何に 有利で も あおに 販資を 巧 可され ゎ 事 も 
ゎり、 义巧 に一步 たきのを 明 工夫が 完 ホされ る 巧は おおに 販 巧を ホ 可され をい 巧を も ホ 
る。 此の おを は 餐巧植 を 買つ た ホは 巧 逢で 不用と なつ ホ 巧 ひがを 頁は される 事 るの 
である 0 

ホに おを 權 はか！！ が 巧を のを 大 B をで ぁるな でぁり、 同じ 様た 巧を 植が 併行して 同 巧に 
頁 はれる まも ま* ぁつて， 也 ぁる 巧 逸人は •お 巧な 历 をでは ぁるが •日本人の 也を はお 巧 
る* 巧を 人には 判らを いと さへ ちつで ねる！ も ある。 何とかして こんを ホの 巧* fe ら 
ない 巧に 田み 的に 巧が する 巧が 出 巧を いもの かと、 ちへ させられる 寒 も 一巧では を かつた 
事を せに 附紀 して おき 巧い 0 


一 211 — 


ち 九 章 職能 粗 合な び ぞ門家 巧の 國內的 巧 巧 

エま客合 Q 下 £ H 美を 七 謹 Q 集 度 分 巧し’ ち sf 塞 內を受 Q 業 刖に卜 
巧して 蜡能 f を投ち 巧に ま 巧 お f 內を專 門み 围に 分け’ 此の 專門ま 田ぶ び需曲 
をを 自冶 的 忆 且つ tj 養忆 、巧 間— をし §雪 2 定 しを 爹爱方 か S をせ し A 
ん とし— は •シ のな 愛 巧 裏と して 巧に 述べた f でぁるが、 寒が 藉を 
て憲 さを か 何を る畜忆 向つ てゐ るか S いて、 ニー ニ 0 例を# げて 巧べ て 見ょぅと 思 

ち ‘ 

- 

賺 能が 合の 巧 成 

專巧 み函寡 Q 專業 にがて 第一人者と 巧 人み 忆？ 養 《巧 おのまち 巧謂ユ キス.、 
- 卜の少 & ミホつ てゐ る。 是等 ては 勿 寶ミ仕 辜を 巧閒 人と」 て 持つ を 5 ，’、 
グル，. へち とを る。 是 等？， < グル， •へ S 巧を 巧が へば 《试忆 めて は. I 九 由が • 
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まつて 魄能 組を を お ホす る。 專 巧を 西 じ在ツ ては をく 巧閒人 許りで ホる が， 是等ボ 集 ホ 
つて お ホす る 巧 能 組合 にがては、 巧 巧が なまと ナナスな むがみ】 を 加は つて 來て かしく 巧 
治の 力が 及んで 來 る。 此の 魄能 化を U は* 例へ げ機枯 わら ばを 尊 門み 联 おも 一目を 垣く 
がかを が ホの 第】 人を であり， ち老 である 人が お 巧 おょゎ 指名され るので ある 0 

經が 指が 事 巧の 運用と 目標 

巧* の 仕 まのを 巧け 巧け お围に 依り 立案、 處理 せら わ、 腕 おがを を 同意の 下に 其の 名に 
がて み 業を にお 令され るので あつて、 從 つて 备巧巧 業 巧の 巧曲內 にがての みの ま 巧 广閱す 
る 限り、 專口ま 匪と 職能 化を は 同一の ものと ちへ て 寒 まへ をい とぶ はれる。 他の が：：： 

にも 閒 がする 場を にがての み、 みを 權は專 巧ぶ 函の 手を がれ 蜡お 化合 長の 手に をる ので わ 
る 0 

巧 かる 巧 巧と 化 姑に がて、 瞄能 組を のをの 下に 闺內 的に を 巧す るけ まの 內 をは 
一、 围內 的が 用の 巧爭を 回避す る爲 のな 巧る びか ホ 的 生產巧 制- 

二‘ 巧な をを 巧 巧の 席 まを 巧ぐ ま 〇 巧を の 可及的 茵速间 冉を目 巧しての ホ 俄 巧な 巧 巧 巧 
巧 統南一 結局 これ も 生を 統觀 とたる〕 
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s ' ほ 巧の 方 かにな、 ，镜乂 巧け n ぶ 准 f 的 節 巧と 請 巧 宵 巧 巧ち 巧 巧-巧 おに 依る 泣 まへの 
强制 

四、 在外 商工業# 18 巧との 完全なる ま裕に 巧り、 輸出な « 作の 田內 おを をへの 案廣 及び 
巧 達 

五、 政 巧の 方 かにが る 巧 巧 案を の 利 巧の 一を かを を、 みの エ おの 機械 設備の 巧蒂に 使用 
せし むろを S お 制， 指 ホ •巧 作 H 程の な艮進 ホの 两內 同業を； わへの 通達と 指導 
是は 用を 工業のを 离的羅 ホを 計る 诗 一巧 造 業ぎ の 巧 明 H 夫を 其の H 巧に 巧 占夕せ ♦ 

他の 同業を に 一 齊に株 用せ しむる ホに 依つ て •巧 逸エま のか ホを 時々 刻* にがし 巧げ 
で 巧かん と卞 るを 团 にぶく もので ぁつて、 例へ ぱ A わる お迭 えが 一つの 巧 巧と 工夫を 
完 巧し 其の 巧 同じ 巧 おで' ょり® をを る 巧 品が 出來 ると わ 同じが 品ポ 少しを，.、 出 ホる 
まが 判る と* 围巧备 地同柔 組を の 巧た 組 おを® じて 一 わに 公 巧し 何の こ增も 直ちに 是 
れを 採用す る ホを お 制する •阐 ぶを 巧と して 利益は 巧大 さわる。 

が 巧し 巧 巧 H 夫した 人は 巧 力が 酬 かられたい ザになる、 ホれ はお W 品 i ! it 作の 場を 力 
ま そが おを に 於て 少しく 手む してな 如に ホ 化させる。 巧り の不滿 は’ ナナスの が も* 
巧す る おなでち る 「公一 A はおを に ホん ホる」 とちん を 言を W てみ 巧さサ るので ぁる • 
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^ し 此の 巧 工夫たり 巧 明を りが 巧を とを る果 をは 苗 ホに おしては あ 明^ 工夫 夕 の樣 
巧が 認めら る、 巧は か 論で ぁろが つて 巧 空 夫が 為 程 其の 利な を巧內 におして 獨 
占す る まは をん ない が、 と 2 てを が 利 愛た？ は ミ 管が 制 夏て ゐる虜 

に 巧を の お 薄 お 巧の み ホが ホる とぶ ふ。 

ホ、 巧 材巧拾 

平 ま にがては »巧 第】、 軍備 第二* 苗 內需巧 第ー ニの 厢 化で 資材が 巧 給され て 居つ ホ 
おで わ ゥ戰爭 と共に 巧 時 巧 巧 局が 設 $ され 待に ゲ ー リング 空 巧が 其の 局長を 兼ねる 事 
とを り 巧 一軍 *• 第二を 出， 巧 一二 巧內巧 要の 厢 化に 巧 へられた 巧で ホる。 

資林巧 おおりは 何み にも 生産カ ボ何 品には いても ホ 巧して 居る ので' 巧を 人の エ fc# 
强の程 巧の 巧い ホ 及び 此の 配給を 司る 槪能 化を ヤ專 巧み* がみの 巧 業 こ 一十 年 I こ 十 
頭し でゐ るを ー ホの 人物 樓 ひで わつ て* み民閒 案を も是 ホを 胡 巧 化し 了せ ね 事は ホみ に 
なつて 居る Q で® 《て 田滿忆 迅速 忆巧 はれて 居。 巧 聞 おを 叉必 雲が g 秉內 をに がて 
巧 巧け を かへ る 等の まもを く •又 巧 巧 ま 由 もょ く かまの 內を がが 断 W 巧；、 人の みで ある 
巧め 不必要 乃至 不急と 巧を せられる ものには 何等の かけ ボ巧 へられな いぼ 面に がて 必6 
を るホ弯 にお—' て はおみた るをがが巧 へ ら れ る〇 云 ひお へ わ ぱ巧村£給は0か 一 


ク J 度— 


♦る。 夭 引を 等と 云 ふなた 坤 つて 田ぶ 心ぶ たと をろ 事が 巧 はれを いまは 勿,®! で ホる 《 
又 巧 逸の がが 事 おかを を 確 巧で ホる 爲も あるが、； おに 若 面を が 送！ た 度が がゎる お 
か 巧手は 受けなら なかつ をとは を げられ をい おなが あつたが •巧に も ナナス ft 巧の おを 
さを か ホして おり 資材 おお お ホが 業者ょ 〇 あ 送 さかた まが 證據 立てら る、 おを •巧】 巿 
巧の 原 おがを •(例へ ば 伯林 巿內 H 場が を材耍 ホを 没 達しを 第を) をら ぱ一 二日 E 5 內に必 ホ 
» 否の 囘 巧みぶ 類で 巧 送 する まを 規定され て 居り 》 巧 一 此の 回答を 一二 日な 巧に おし 巧を 
かつ ホ 巧を はを 黃 任は 蜡能 組合に 轉じ •其のれ 專が 不急 不必耍 とち へられても 巧 能 化を 
は是れ にあ々 をる 資巧を 自己の 责巧 にがて 敢 おする 義務を を ホる まとを 0 て 居ろ がつ 
てを なをを ホ する 方 も 配給す る侧 もを く 巧 等の 立朵 にがて】 つの ま 巧と して 迅 巧に 處巧 
して 巧く！？： 樣 はを ましい 程で あつた 。巧 村が 給頗を 旧して ニケ 月 も ー ニケ 巧 もせねば 謀を 
もがら をい 》 や ot ネ諾の 代りに 「ホ 可」 がち へられても 资が » 物が 入を 化 巧る のはち に 
數ケ 月を 巧す ると まふ やうを まは 巧を 人には など 巧 解出來 ない 巧で あらう 0 若し 何 か 
のま 巧で みの やうを 寒が 巧を におつ たと したら、 あらく ナナスが.^ かしを いで 資任 をを 
巧 刑 化には 巧す るで あらう と 思 はれる。 

化の 他に を* 其のを の » 出 、がつて みの 反 おの お 巧 速 路の巧 止# のな 事 も « 巧 曲を に 


一 


巧 ホら れてゐ る 仕 ホで わるが、 化の がは 大巧が 叶 巧' 丄 を お 所の 巧で も 述べた 巧り であるが 
W か 持 出しが 巧の たい 圓 面を 不巧 鼠に 两 境で 巧 見され、 死刑に おせられた* 例 も わり、 父 
エホ A 牵じ 巧つ て 建物の 大略を 巧 かり 巧と して 手が におへ たお 投猜 さわた か 巧 人 も ある 化 
嚴 巧に 逃避を 巧 止しても る。 


ぶが 一 


二回を ィンフレを かつて ィンフレ 防止の 神 巧ので ぅに 巧を 巧 衆'^ ら 信な されて たた シ、 
《卜 W 丈が、 お 價の變 動を 可及的に 防止すべく ち活を おら一 た 巧 も當 がで ある こ 

シャ 'ィト の おへみ と 機構 

シ * < 卜 に 巧れ ち 自由 經濟 にがては 物 巧は 巧を 供給の 自巧琪 をに 依つ て ザ 化し、 ホを 
卞 るので あつて， 大 おおが あつて 供給 これに 伴は ざるが 態が な 如れば 巧 物 巧は 來 ない。 
なつて 小 おの 巧 巧者と 夕數 の々 困を を 生じ、 夕棄 を 問趙 にを 游 おする。 が 巧し ナナス 巧 
法 にがては 巧みの お 巧が ち大 であって* 供給が 常に これに 迫陆し 巧を い 惧れが ある。 こ 
れが爲 困 巧 一 肢消费 を 活力 巧へ て 困み 巧 おを 滿 すべ < ま おして おろ ホは 二 貞第 一 
由の 示す かくで あるが、 尙 巧に 因ネ 巧を は大 であって •一 おがが は 益* 巧され ない 傾向に 
をる みは 明かで •自 もに 巧 巧せば 必す商 物 巧を 巧來 f お ホの 生活が 巧 かされる 事と たるの 


巧 十 章 ナチ ス獨 逸の 物 慎 政策 
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で •か 衍&る 塞を 巧 つても をは 可及的に 押へ ねぱ をらぬ。 とまつて f に 巧へ ては 
^ 生まに ちす るち 衆の 碧と 巧 ホを 殺して 了ろ まを お果シ * ハ トの案 巧した 《巧ち 
一两 しく 民叟 〔美を ょゥ巧 名£ゥ が W 構 ホを 理田囊 具を 設け •を 雲に おする 必要 
度る 凡て S 限を 巧へ、 I を 一ニ ニ 年 ナチ,^ 政府と をる 综 ts をぞ 所® がけが ホつ て. 
街^ 的では わる ボ 大衆 巧惡 ま® をを を# して 5 たが’ 化の 仕 巧を をが 引 巧が 廿 同時 
にみ 巧な 時 巧 止々 をを、 又 一方に かて 巧 空 巧の 高 をな 止卞ぺ くが 巧 停止 令を* して 
四 年れ#! 遂行 や 巧 街ち 巧の K 贵卞る 巧を ホ さを い 事と し ホので わる。 

物 度 巧 巧 管理 图 をを 員の 權 能と 物 巧 お 持の 方 巧 
ft の, g ® 巧理 特別 柔 ちは 

1 巧 おの 巧 巧 生を、 巧ち お 巧に 拥 しみ 括能隻 口を 通じて 畫產ホ ホに 命令す る— 
巧 

二、 生まち お收巧 ホを 其の 他 おな をの 巧 巧を 巧時货 巧す る權能 
一二、 ♦巧を 陡時ホ 巧す る宙能 

巧， な 巧を が 巧ち 巧して 巧資 傾かの 巧单を ホを する 巧 お 


M 参 


五、 其の 地 拘巧巧 巧 じ 開ず ろ 化を たる 度 置を おる 巧 能 
を 輿 へられて 居つ て •物 度 維持の ち 巧と して 
一 •困 產の巧 用を 强 做し 

二， 代用な 巧の 使用 及び 是 におす る 巧 党を 巧 制し 
iir 屑 物 •巧棄 品の 巧 お 利用を おおし 
四 •消 巧 泣 約の 宜 なを 爲し 

五を 產が 估を 巧 重に 巧 ひ、 未 S 商品の 巧止卽 ちを をされ てから 巧 巧され ホに ♦度で 度 
て ゐる巧 W を 切り結め る まに 化つて、 生 ホ 業を の 巧を の® w を 人 巧 的に 早め、 ほ 利 
測を なて しかも 業を のを 計 利 巧の お 加を 計る まを 强 巧し 

巧需巧 供給から のみ 來る高 ホ 利 巧と •不巧 所巧广 みま* 巧み お、 高利 W 等) を 極力が 
限す る 

♦等に 巧って 物 5 S 巧 巧を 巧い ダ® 


を 入 原な おな 格に 勒 する ホ 巧 


か函 よりの » 入に 巧らねば ならね 良 ま 品 •巧を 品は 世 ホ 的 物 優と 棄氣に ま 里 さ ^ る事ポ 


多い ので、 是亦 •西內 に 於け る 是等巧 お 品を 需巧 する 企業 お 乃至み 化 入 ホを の 自由に 巧な 
^巧來 をい と 云 ふので •を 商品を に 一つの 巧 買を せと もを ふべき 闽內需 巧を】 宙め として お 
が に サホ的 巧 巧を 誘導 廿んと 試みた 。化の 目的に おしても 、所謂 在外 巧を 商工を を 巧々 巧の 
_ 活 ® か 非常を る 巧 巧を W らした まは 勿論で ある 0 又み 入 會なも か 論 巧 巧 ホ 巧みの A ょり 
なおして ゐ て •無 おおた 全が 情 貫の みで 巧い 地位に 座る がかを をは 侣 けこ ミ 


ま 十-を シャハト 博 ± と フンク 巧よ のをを 事 梢 

な 上 共の おを. のみを が 記し ホヤぅな •巧 到なる 配话 と巧雜 なお 巧の 下にぶ 用 さ 山た ナナ 
K 巧を の 指み 經 巧は、 年 と共にみ の 威力を 發巧 しおめ' 失業を は 急激に 媒 少し、 巧朵 事業 
はを々 ぶ 巧され、 全菌エ まみは 異常の 活 がを 現 曲し •凹 おい 生活は 目に 見えて 改蒂 さわて 
巧つ た。 

た 地 凹お^ 稽構 化と 其のを み： をボ 

• 一九 一二 冗 年の ヴでル サィ ユ化わ 一 方の 破 おと 背 お 衞な昔 も •ヒット ラ ー の 化； 5 巧 〇を佛 
- の 疎 贿と佛 の 人 巧戰線 等に 巧る 困內ホ 調の 不一を 等 じがつ て、 粥 逸 ホに ナナスが がのを も 
別 巧れ て 馬を 武カ モホも おらずに ホんだ。 ‘ 

_ 巧く をれば ホの 問題は え 化 回 巧知 ルにたい 事は 當 巧で ちつて •あ々 巧话 的に 大巧ぶ 堪没 
に 巧手せ わ ば をらぬ と 云 ふので • I 九 一二と 年と たると •ナナスが がは 巧に 軍備の 大审 ホと 
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れ畫し セ？ ホる。- ま資 をと して 围巧 こを 桑す る？ さ’ 又を 利 も委で 
をり 期限が 來ても 葦 必要 Q をい 巨額 S をち 例 S 货 代用品で 何.., か H 夫せ ょと： 
《に 巧る シ 《卜は それは 齿來 をい、 のみ をらず これを のを# には 巧 SH 力が が 
るを いまを 斷 すし て、 逆忆 SIf を 思 置る ま堇 ホし、 巧忆 ナチ 5 巧と シ* 
<卜巧 ま畜 衝突と をり •を 忆シ *( 卜は墙 を辭し 流た 多年 巧 逢 田み に對し 大巧を が 
て 5 經爵を 巧を 問 一 窠に軟 つて ゐるシ 卜巧 壬を 迫 放 する ホ も 菜 & いので’ 巧 
票 おと 2 理由 S 下忆 無任所大臣 Q 地 化 i ろま喬 空— If がまを 巧を 

持つ て 巧 西に ホる まを 許した ので あつ ホ。 

\ 

ナチ スの 惟み と シャパ トの 後生を 難 

シ* ハト望 のまつ たを iT 巧くな 巧襄を しな かつち と をム ょり 響 ミ 巧が を かつ 
ホので ある。 を 時の ナナス 巧を には 種々 S みが あつて. まを も寞を 窒 
と ナナ スえ 不和で あつた。 一-几 來ヒ ，トラ ふ、 彼 宴 多 f 巧して 來 て、 又 ま 力 も 
■ K いに 巧つ て 政 植把渔 にを 巧 巧した •ヒ ，トラ 1 がまと ちはる、 ミ A 及び ミ S を 雲 
に 巧へ て 朗霎を 立て、 乂を 《である。 ま 爲にミ A 內 e 不や 辜が、 ヒ ，トラ— 我*， 
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ナナス 政を を さへ ホみ るに まつた ので’ をに 淚を吞 A で ロ エ ー ム乂 もで* こ 如を 瞬 巧审做 
に存 つて 掉 'おして 居 0 ホシュ ラィと ヤ ー 將ぞ を】 巧に 淸 掃した ことは 巧に まいを 通りで わ 
る。 それ 程 迄に 因 巧 軍を 立て、 來 たの も、 ヒ ，トラ ー ちらが 共の】 具で あつを 光！ R ある 
田 巧 ぞを反 ナナスと したくない 诗の 苦衷の 一つで あつを。 巧ろ に 困 巧 巧 巧 巧 •みに 其の上 
唐 階な にはが 大巧き 時からの 古 强ぞが 多く* しかも 其の 巧 どを がは 一種の 貴族で あつて • 
麻が を 赛ゥま 巧を 自負して ねる をが 多 かつ セ。 ナナスの 天下と わつ てから ヒ ，トラ I は 
I 面にがて乂いに困巧軍をみまして巧柔に巧めると共に、ゲ1リ ングのを军巧巧命>を苗巧 
の e ， トラ ー への 忠巧 等， ホ々 困 巧 巧が ナチ ス 化の 己む を 巧ざる に 至る やぅ 極力 化 向けた 
ので ホつ た。 勿論 曲 巧軍內 がに も 巧み ヒ ，トラ ー 泉拜 をを 增 して 來ても 居た ので あるが、 
贿軍連からぶれぱヒ ， トラ1もダーリ ングもをなるホり上りをである。 ザの 巧 巧を をに 
服す るを 快し としを いのも ホ 人 淸の自 がと 云は ねばたら む。 

國 巧ず ま腦 部の 改造 

ま時两巧軍^巨面の 一 人でわつてヒ ， トラ 1を理解し崇巧して居つて， 义巧の巧にナナ 
スが 巧の 信用を 受けて 田 巧 大臣に 巧 巧して 居た のは プ B ム ベルグ 元帥で あつ ホが， さ 
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の 下い 座巧總 司令官の 地位に 居た のが フリ ，ナュ 大将で、 此の フリ ，チュ 大将は ぞ をを ナ 
チ K ホ ひで •をつ ブ n ム ベルグた 帥と 巧 なれぬ ものを 持つ て 居つ ホが 同時に 嗤纸 .が 內ぞお 
の 人望まで、 流石の ナチ ス がが < 何とも 化來 たかつ ホの あるが、 一九 一ニ セ JlH * 化の プ n ム 
ペル グ 元帥が 自 々の タィピスト とお 婚 したずから (が 論 巧 婿で あるが ープ B ム ベルグ おフリ 
，チぅ ナチ ス封 フリ ，チ； 煮いて は ナチ K お 苗 防 巧の 不巧 おがが 急に 表面化し ホ。 巧 
巧 軍の 麻が に 巧り 固まつ て 居る フリ ，チ‘ お 巧から 安へ ば •ブロム ベルグは ヒ ，トラ— や 
ナナ クに 媚びる 專に 巧つて 困 巧 巧に 巧り 上つ たり •ホ 帥に たつを ゎした 諷に晦 はめち であ 
る 上に •ユン ヵ ー 階 巧を けます るる ホ ある 两巧 軍の 徒 帥に も ある まじを I 晦榮 婦人、 しか 
も自 々が 日常 巧つ てゐる タィピスト とお おする 等とは 及 上に 置けむ 男で ある 0 こんわ お 
を ホ 巧 ある 吾が 西 巧ず のが 帥に して $ くわけには 巧 かたいと まふので ある。 フリ "ナュ 
はこれ を 正 まに ヒ ，トラ I に 申 曲で、 ブ a ム ベルグの 巧 巧を 巧 ホし、 ナナスを 部は 逆に フ 
リ ，チュ のなる を ま 巧し、 田 巧 軍 も 一時 おな 立つ たやぅ であつ ホが、 ヒ ，トラ— は 巧に か 
つて これに 巧が をる 巧みを 巧へ て 此のを 機を 乘ゥ 切つ ホので あつた 0 これを 世に ナチ ス 
の 一九 一二 八 年の ホ 革と 稱 して々 る。 卽ちヒ ，トラ I は】 九 一二 八を す •プ a A ベルグを 
規を すると 共に フリ ，チ ュを巧 強に 巧け •ヒ ，トラ ー ちら W 巧 大臣を ホ 巧し、； jajf ので 巧と 
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して 困 巧 軍 没 巧 令に カィテル 將ぞ を据を •陸 ザ 級 司令に プ ラゥヒ， チ J 巧 軍を’ 巧ぶ が 
巧 令は レ ー ダ ー 提せ 其の 巧、 ゲ ー リングを 元帥に ザ 巧し 空軍が 司令に 巧 かして 一二 軍を 完全 
に夕捏 し、 其のな 會 にか 巧ノ ィラ） 卜 巧を 罷 巧し リ ，ベント D ， プを 新任し、 巧く を 巧 巧 
に 楷んで 居た シ ，ハ ト のを 任と して フンクを 經あ 大臣 兼が 立 銀行が 栽に 任命した。 

若 冠 フンクが ホ絕 がが に 任 かさる 

少し 巧 道へ かれ ホが、 巧く して シ* ハト巧 +, の 後任 i して 新に お 巧 巧の 蛋 任に 就いた フ 
シク 巧 + は* を 時雨 这 民衆を 巧 かせた 程 若い 無名の ± であづ ホが， 多年 シ* ハト巧 ± に師 
事した 有爲の ± で、 此の おを の靑 年な 街 大臣が シ * 《卜 でさへ も 巧げ 出しを ナチ スを 巧の 
ホ理を 要求で あるを 利の 巧らない 、又 巧 限が 來て もを 巧の 化を のをい 姐 巧 代用品を 案 化し 
ホので ある。 巧巧證 おが これで あつを。 

租お證 勞の巧 巧 

でも 此の 巧巧證 がは •嚴 巧に 云 へげ フンクの 巧が ではた く •ナナス 政權 となる 少しな 前 
め】 九 一ニ ニ 年 巧を 時の ましい 政 巧が 政の 補助と して、 小な 公# の 意 ホで 當時 困么银 巧の 


1) Braucliitsch 2) Kiider の Dr. Funk 
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a をで あつ そ シ * ハトに 巧つ て 案 曲され、 資ゥ 曲され て 居 セので あるが •これを 居 巧に 慶 
巧す るす S つて、 ナナ K 幹部 Q 要？ あ 5 急速 軍備 大巧 蒙 《を忆 ホ？ る 事を 思 ひせ 
いた 巧に フンクの 巧績が もる ので あつ ホ。 

當時シ * ハト のが まに 巧る 活導巧 巧 含 巧の み 果が巧 ホ* はれて 來て •巧 巧の 安を 间轉に 
巧る 民間’ 企業 まの 利 巧、 巧いて はお 人 巧 巧の ホ大 、围家 ま 案の 併 巧め おおに 巧る* 巧景氣 
のな 巧に 伴 ム函民 巧 得の# さ 美事に フンクの 化 ひを 適呈 しろ 巨 巧のを 巧 茜 管を k 
に 巧 化し ホので あつた。 

i 蒙で 至 堂 •喬— 力函寞 ホは 書篇巧 S 金定 人れ？ か 日を 

巧め 巧を これを » 巧 として 银 巧から 必巧 をを をを 借 入れる ホち 法が たい。 

巧 巧 巧が 巧る と 巧を として 我 巧 巧へ 巧乂卞 る。 政 麻は 巧つ てま あつて 置けば い、。 直 
接を ホ も掛ら ミし S 貨を 華を 巧す る 養を いと 15 •完全 忆 露され、 ぱ货に 

みまな 大 & る もので あつ ホ。 

ナナス 巧 逸 西 まがを のを 字 的を 巧 

を 時 何れ 梧の 困朵巧 化が あつた お. 度 接租货 として-年 約' へ 十に ちを-を 入裙 、企を# • 
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を ま稅等 一巧の 巧み 化 入を 合せて*】 九 一二 八 年 巧に 於では 人み 門 お 十 お 化 •おお i 巧 おぅれ 
で 居る 0 其の* 增程 巧を 表示 するとぶ の 通りと なる 0 


拾た 巧 かな (単が 巧】 


が 年 化 比お咐 化# 
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巧ち シ * ハ ト« 巧の ま 巧ら しい 巧 巧を か 巧に 示して ゐ るので あつた。 

困お收 入と しては 右の 外 短が ルが 公 巧 •み 州 •自由 巿 をのみ 巧 化 入、 物品 資貸附 かお. 
そ ホ 巧 沒巧案 •を 巧， 傷害 保 お ま お •巧の 巧 級のを 附 ，みすか 巧 ま お 等の 化 入 等で、 一 化 
一二へ 年の 總巧 入は を 計 一二 百 冗 十八 倍で ある 〇, ( r が 巧组巧 田の お ホ お 巧」 におろ) 

シ ♦ハ ト 案に 巧るな ホ 機巧 も フンク 巧 お 巧 巧に 巧り 闻內ま 巧の 愛 あに 卽 巧して ホ々 ザ 
巧され ホので あるが •火 同 小異で あるから なには 省が する 事と しない • 
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第ニ ホ 大戰勃 巧 直前の 锅邀 が 巧 

.一九 一一 一九 年に* < つて ナチ ス 巧を の國 みお 政 も大 々おおが 化 來て來 た。 民 巧利涵 もな々 
1?かして巧た。 これでは ぶみ 公 巧を も 消化し 巧る でぁらぅ とを ふので、 フンクは 化の 巧 
サ H 巧 お 巧を 巧 次 常 巧に 戻し •通貨 代用な を I 巧 巧 止し、 巧 巧と な 巧に 依つて 巧ム 事を か 
なした 度へ 今回の 大政と をつ たので ぁる。 

巧く のかき ま必 とお 棋と遺 繰りに 依' つて、 田家 奈 おと 軍備が 充が セケ 年に 直つて 乂規巧 
に荣 巧され たので ゎつた。 みの 田 お ま 実と 巧 併が 充の 主なるを のにない て •其の 大略 t 
巧して 見 おい。 
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巧 十二 章 ナチ スの 国家 事業 

巧 おおのが 備攒充 と 國力漓 養の 併な 

シ * 《卜巧 ± に 巧つて 創案せられ 其のを 子 フンク W 古に 依つて 满 ホされ で 徹底的に 巧は 
れた逍 繰りが 巧々 巧の 下にを 巧され を ナチ ス 巧を の國み 事業の 內 、を も 大きな ものは が籍 
にがけ る 軍備で ぁる。 巧に 特に 巧義 とがつ て 置き 巧い のは 用爲 周到を ヒ ，トラ ー の計宽 
だけに 化 田に がける やぅに 軍備が 充 となると 困 お 生 巧を 犧牲 として 軍備 满充 をを 行した 紀 
巧 成る 程 軍備は 化 巧を が 巧の 代り 巧 おに 供され た 巧 巧 生活の 方面から 闽巧大 ホが 巧 神 的に 
义お W 的に を だしく 劣 巧と をり、 巧 力が ほ 下 するとを ム がかき 偏 巧な 近规 眼の な 軍備が ホ 
はこれ を化來 得る 限り 巧 避して 团 民生 巧を 巧み 向上 させ •困 力を 柿 まし 乍ら 軍備を 進めて 
巧つ ホ ほに ナナス 巧进の 特異 巧が 現 はれて 居る のでぁつて 、軍備 其の ものの 內 をの 窩巧巧 
もさる ま 乍ら 田巧大 ホを して 常に 光明を 持たせ 幸 招ぶ を ホは せ 乍ら 巧義 にがけ る 軍 巧を セ 


年耐の 短時日に 前人未到の 程 巧を！® ホし •而 かも 化の 困を め 大巧が にがへ 乍ら 一方に がて 

I 因 力を 恢 巧して 巧つた 事 巧は かれば 知る 程 お 巧す ベネ ものが あり， 正に 現在の 吾々 になつ 

がて 巧 巧の' I かと も考 へらる、 ので ある。 

- 

お 巧 協調に 對 ずる t ， トラ ー 祐 がの 用 寂 

何れの 两 にがても 軍備 急速が ホの 必巧に あられる やぅな 巧 巧 にがては 時 巧の 必巧上 巧て 
して 巧 人 おおと をり 勝ちで ゎつ て自 がと 軍人の 軍務な かへの 巧言を 巧き みく、 民 ホ 巧 あと 
たり， 惹 いては 巧 巧乂 ホの 反軍 思な のな ホを 巧來 しあい ものであるが、 が 率の 天才を 巧す 
るヒ ，トラ ー は员 切から 比の おに 巧 也して 田 巧 軍の 面目を 巧來 得ろ 限りが 巧し 乍ら 腺 巧な 
る 統制を かへ て 巧つ たがは 巧 栽を 治で ある 巧の 自由 さを 持つ て 居つ たとは 云 ふ ものの、 ナ 
ナスを 權* 巧のを 巧は 今日 程の あお 的權 力を 化 立して 居な^ つた 巧 もちへ ねぱ たらたい の 
で •其の 用 忘 用 到 さと 統制 力の が大 さに な 巧せ ホには 居られな いので ある 0 

( - ) 自動 単 巧 用 道 あ 網計董 

化の がぶ に 於け ろ 巧 備满ち ハ 巧 一として ヒヴ トラ ー が灭 下 ‘ V わ 〇 でる で."" ホした 則が 〇 
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s ザが お 巧 おお 計を である。 

巧 ホに も 述べた 近り > <居 時の 巧を の 因を# げ ての 巧大閒 おはか 業 大ホ随 巧の 問 趙でゎ 
つた。 ヒ ，トラ-は 巧に 在りし 時が々 乂ま襄 を ナチ K 黨ほ がの 帝‘ 大 眼目と して をげ て 
居り •义 政權巧 担の 直を 卽ち 一九 111111 年 一月 一二 十】 日 ラ デ ォを她 じて 全 巧 巧に 巧び かけ 巧 
政 巧の 政 巧と して これを 公 わして 居つ たので ある。 從 つて 巧 おは 如何た る 方が にあり 化 
の 六 百 冗 十を のえ 業 大衆を 前記の かき 巧 あお 巧 ホを 惡の狀 おに 於て おがす るかに 非常を る 
舟む を 持つ て お セので あるが •これに おして ヒ ，トラ ー の 巧 巧に 示した 第ー ホが 此のち 巧 
单ザ用 巧 巧 ラィ ヒス、 アゥト •バ ー ン の計董 であつ セ 0 

_ 何故に 自巧単 巧 用 お 巧 計 巧が 左 迄な 南の ドン 底に， あつたを 時の 巧 あに 必巧 であらぅ か、 
田が は 一般に 巧 問と したので あつたが、 これには 巧い 理由が あつた。 

巧 一に ホ 業 大衆は 多くは 未な 巧 巧が をで ぁり、 巧が 巧 おを も 長い ホ 業 生活に 意氣銷 化し 
て 巧の 能力は 巧 だしく 巧 下して 居る とおれば たらたい。 これを 火サ 的に 糊く には 大王 木 i 
事業を おし 比が 的 巧が を必巧 としをい 巧 巧 巧のに をら サ •が ホ 能力を 巧 巧 力 至 向上 させ わ 一 
ぱ たらを い。 . . I 
巧 二に を 時の 巧ぶ としてを し 直接に 軍備 巧た に 若手で もしょぅ ものなら ナナスの 政锥巧 j 
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得鬟 震に： tf 尖らせて ゐる巧 かが 巧つ てゐる 巧が をい。 軍備が ヴ * ル サィ ユな約 
にかり 殆ど 君 ミい 迄 制 堅ら 苦 居た 霉 s ? してち 佛 S 宰 渉を 巧心附 ける 
丈け の 舅が をい。 迂 欄に， はを 巧 軍備に 羣出來 ない。 お 論 後述の 逊 りを 澗に寿 手が 
來 ないから 仕方がな いと 潇 めて ゐる やぅを ヒ ，トラ 1 ではを かつを？ あつて か 巧 人の 眼 
を 掠め 酉 民に もが 巧に して 此の 當 時から 直 お 軍備に を 手して は 居る の ダが、 公 巧とは 曲來 
たい 爲 めに 直接 軍備は 失業を の大 モお理 とは わらない ので あつた •從 つて 閒巧 的では ある 

が 軍備 Q 1 端と もを 9 •旦 〇不 譲勞 働を を大焉 掌る を 良法と」 て慧ま 業を 計晝し 

セので あつた 0 

窒 一に ヒ ，トラ-宴の おおで ある。 彼が 巧に 在りし 時 巧 特に ナチ ス のを 誤が 大 
通 動に を 手して ょぶ Q 方 •政 權把据 迄 巧 日な を 彼 Q を 巧 的 雲は 殆ど 全部 向 動 単に 化つ 
V ：： 爲 されち 此の 閒 なの 白 費の 走破 延巧 巧は 地な 罕 一一 病に 想 等る さぅ であつ て、 
當 時から ヒ ，トラ I の お 來を娩 なし •又 彼の ま 張に 共鳴して 支援を 惜しまな かつを 肘關の 

を附に 巧る 夏 革は ホを ホへ 管 巧され た？ ぉる が、 其 SW く ご」 走破 記 錄を霞 
蟲に璧 して 居る？ あつて、 がつ て 彼 S 辯と 侣を S る 含 的美賓 はち か 巧が を 

く： は 山ぶ もがで あソ たの ピ。 


化の 巧 巧を 附單 にを 過す る 巧を ヒ， トラ— ではたい 0 化は むの 或 巧から おがの 辟 ホは 
おなが 範陶 にがけ る內巧 機關の 利用に 巧り 著しく 其の 作戰巧 巧を 舉げ 巧る 巧に 想到した の 
であつ を 0 がか もを 時の 獨 をのが 態を 顧みて 彼は 巧が としたと 一巧 ム〇 巧 時 獨逸巧 動 巧 

巧 造 お 急 二十 數社 あつを たも 茵寫お 用 の琼爭の巧 大雲 庵に 變 巧ない 爲‘慧 

生産 巧 偕は 著しくな 巧で あつを 0 政府は 又 肘 政の 巧 難から ほ 動 単の 輸入は 勿論， 所有に 
勤して 張 巧を 課して 居つた。 しかも 都市を】 ホ 雄れ れぱ 自動 卑 をして 充 々其の 能力を 發が 
せし むべき 專用 道路は 全然ない、 をは ば 巧を が 上下、 むを】 ク にして か 何 にせば 自動 革の 巧 
及を 防 おし 巧る かに 巧 念して 居る がかき 巧 巧で あつを •とは 云へ 勿論 おせの 吾 网の狀 態ょ 
りは 遙 かにち 動 巧の 爲に 有利な 狀 態では あつ セので あるが、 ヒット ラ ー の 眼には これは】 
日 も 巧 围出來 をい と 映つ たので あつ セ 0 な巧當 時に 化の がを 巧ぶ して 居つ たヒ ，トラ— 
である •化椎 を把扼 する や 早速】 九 一二 一一 一年 一一 巧 巧 動帝展 巧みを 間ネ 同時に 円 おを 所 巧に 巧 
- する 巧を を 一巧 免除し、 二十が おの お 逸を をして お 用の 闽內热 ホを 避けし むろ 爲 のが 制を 
M お 巧 V に 命じた 結果 ぉ 巧 及び 巧關齿 力に 巧る 細かい 統制を 巧 ひ、 W 來 得る 限り 部分な の 
- あ 巧 巧を 持たせ •みなが 一 ご 一一 巧の 巧を 大泉生 巧し 得る が 如き おかを 完 巧して 巧 力 生 ホ 麻. 巧 
の ほ 下を 計らせ •因 巧大 ホには 自動 单に巧 する 巧 金を】 切 巧 止した 上尙月 おがに 巧し ぷお 
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巧を の 巧舆制 巧を を •享が (ガレ- ジ〕 叟 S お 滿サし 《てち お 車 所有を の 經ぉ藉 下 

を 計つ 至 S 忆養 £ るを 胃 助 毕畜道 鶏 計 fi 」 完は 《上は 惡 にて 化の 

道路を が 思」 むる 事— 約」 且つを 团 SS 、 白 動 萎 語 則の が一 蒸を 計らせ 
る まもし ち 又 燃が 忆お しても 漫 低下と 覆た る 供給 S 4 た 方 家 望 〔した。 化の や 
ぅわ 狀旌忆 がて を餘な Q わる 寞が 車 所 5 化る 利营 S を ホ 望卞る S ながで 
ぁつて 真 ザ 雲は 霉し换 人^ 忘 近い か 閉お向 g 惡統 髓と援 つて 賀巧擧 お 

を 業を 芙畫？ 財內馨 §G お 累た囊 ち S を來」 •漫も 霎罩し 益 
々大ホ 性を 持， 0 と营 勇を る寫 辛— 業 著 巧 ミ雙機 用 雲 機の が ホた る 物を 生 

產し (例へ ば ベンッち 更にが 巧洽—の 巧 作を おに 迄巧展 して 來 たもの (例へ ば ごシ 
1 ル 巧) さへ も 生じて 來 たので ぁつた。 お 巧を 時の 摘玲 ょゎ' 巧 動 ザが ホの 巧 速 •煮いて 

はが 囊襄巧 速 ごか 左 奚 へて 居つ て •此 g ち 動 ザ 菁黨を S しを ヒ ，トラ— の 

化 ひは 巧く して 一石 S 烏の 持の 巧 巧を をげ て 巧つ たので わる 0 
ちか 苹 巧が 道路に がする ヒ捕 がの 巧な 

ヒ ，トラ - S 円 動累用 るみち は 上記の か 5 巧み S 按 ょりを じた 巧い 巧 
ホを けつて； ろ も 召ち つたが ホに 一を 一一 一一-乍 冗け I n 化 八が ぶを 巧を しべ； 一- 个 l--t 1 


り M けむ Htei Benz 1110 t«.renbau A.G. り Heiwdiei ん みん" ん り. 
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巧， いを 寸ろ お：：； ' の^ 天 ネの虫 水 お帥卜 ，ド 巧 + を S 巧 W お 軒に 化な しじ ット ラー が。. 
の 巧 立 局と して 巧逍迭 をに 閱卞る 限りを 權を與 へ、 同年 化 巧 二十 ご 一日-フランクフルト 巿と 
ダル ム スタ， 卜巿 間の 巧 j 巧棋 のを エに當 つては 親しく 臨 麻し ほら 娜を おつて ながの 止 巧 
を 巧り (第一 一二の 闽參 照)、 一九 一二 あ 年 冗 月 十九 日 化の 第】 お 線が 完成す る や •多忙なる 巧 
巧を がいて ちら 開 お まに 路み これに 開 男せ る 巧が をに みの 巧を 謝し 此の お 働を 速を 前にし 
义ラデ オを地 じて を 田 おに 巧び かけて 曰く 

巧 ホの 利を を お 煤す る 建設を み 現せ ホして 巧 巧の 巧みが 神を お 起 ホる 事は 不可能で あ 
る。 規 在ち 等が 其の ー ホを 昭み W した 乂ま をは 巧の み久 けにが てを 代い 獨を阅 がのょり 
商き お 抜 巧 操の 基 おとなろ であら 弓 0 

化の 巧 お € お ポの日 巧 逸は 化み にな 絕サる 近代 道が を 其の 所 おとし やか. の 粥 ホの 健乂 
たろ 紀 をげ を 贴に卞 る 巧で あらぅ。 

と。 共の 哥ム がの 巧乂 にして 而 かもを 巧た る、 W て爲政 おい 範と寸 ろに おすろ もぶ じれ 
る。 化の 口い 化 送け 特にが ホに 感銘を 巧へ たやぅ である。 第一 阿 九 岡は 化の おを 卞べ 
き 日 》 ヒ， ^ ラ— 自ら 单 上に 立ちて 道路 搪 おに 巧 力した 巧 柄を がに おがを 巧へ てむ ろ お 
である。 巧が ホ おを の 巧を 巧な 卞パ きで ホる。 巧 一 冗 0 W ,. 化^ Rn ら閒 がまを 巧つ て 


り I^’nuikfurt - ; し M 2) Darmstadt 
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チ I ブ を巧ソ てむ るヒヴ トラ ー である 0 

第 S I 岡は 1 を 二 五 年 セ 月ニゥ ルンべ ルヒ 巧に 於て 惟され たる 年 まみ 大を にがて •田 
道 長を 卜 ，ド 巧 古を して 巧 道 建設の 現が を報吿 せしめ ヒブ トラ— 自づ から 卜 ，ド 巧 古の 巧 
を 謝して ゐる盘 である。 

一方 これと 併 巧して 自巧卑 巧 造專萊 におして もじ， トラ ー 巧を お 大の關 むを 持ち •化 推 
把 挺 早々 の】 九 一一 ご 二 年 二月 伯林に 自動 苹展话 をを 盛大に 閒惟 甘し め •自ら 親しく 參 観して 
备 巧を まを に 巧 巧を 巧へ、 义巧 逸を 巧の 自お苹 が 造 業を たる メルセ ー デス* ベンツ# 社を 
巧れ、 同社が 巧を としては 巧 わて 巧 作せ る おおめ 自動 ボをお •現が を參 おし， 第！ ま 円の 
自 がを ょり 手が 如て 當時旣 に録邊 して おつた 同み 化の 巧が エが ベンダ I にが 手を 巧へ， 其 
の 連年の 勞を がめ たので あつた。 

第一 五 二 巧は ペン ダ I を エ師に 姑 手を 巧 ムるヒ ヴ トラ ー である 0 

政權 を巧捏 したとは を ふ ものの 多 かの 反 おかおを 巧へ 巧 巧 お 一に 寸 おなき ヒ ，トラ I ち 
らの 巧く のかき 群 おが 巧 巧琼毀 工事に 夕大 のをが を 巧へ 3 巧は たい。 

. 卜 ，ド 博 ± の 計 おとお 設巧稱 

卜 ，ド 長を はおく 巧 かして 先 づ闲內 一巧になる 化延 -むヒ 干*,, ホの 萊 一期ち か ザ 巧 用 迫 


1 ) AutomobilausH か Uung 2) Mnder 
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り Keichsstr 的 36 2) Landstrassc 3) Wi rtschaftstrasso 



一 云 ハ ザょ o 巧 0 年に 至る の ヶ 年に 第一 一期 計晝 として 一 

巧キ n ホを 宽 ホすべき 目 横を 巧 立 •巧に 自お苹 專用道 おのか 第二 號ぶ路 として 即 おを 第 云 
巧 お 巧と して 惦 力な 路 を‘ 巧 巧が 道路と してが 用 道 巧を も 併せ 計ぶ し •道路に 閱 する 用 逸 
巧 一ニ ホ闊巧 ザの 乂 計を がて たので ある 0 

巧.，， .か 午ん k 木が 黄を 灼巧 H じぶ りすろ ためにけ 八がん りた 袖 褐を必 巧と 卞る 市は な 
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讀 でち J てこ 化を ト ド W 
古は ホの やぅな 組撤を W て. 
當る 巧と しを。 

化の 化 織に 就き かしく 說 
明を 加へ る 0 

闲錢 動む の 妙案 
第一に' 脚 円く 悠ず るのは 
卜 ，ド 巧 古が 釣お錢 道を 動 
U して ゐる 巧で ある 0 ぶ 
巧 乂規 校の 化 解を お出す ろ 
がは 組 純が ホの 獨 逸人と し 
て 大して 诊 らしい がでは た 
い。 がが し 必巧岛 つ 充分 

たる 組織の みな 局が 巧ち を お 時日に 捕へ る 巧は 不可能で わる 0 阿ケ 年に わ 千 ♦ B のなか 
ネ巧用 巧 おを 實巧 完成す る爲 には、 適を た 部が 娇巧 おを 巧ろ ために 時 閒を巧 巧して はおれ 


圆 


田 

班 

1 

夕 





をい、 そこでち へたの が、 巧 道 建設に をも必 巧なる 主 木 技師 機械 お 師エ貝 達を を も 農 宵に 
- ちす る 巧ち 巧 道を 化 動む しょうと 云ん 事 だ。 巧を の 阐ち续 道は 巧の 他の】 牧 おおが ホの 
W 田み機關の夕くがさうであるやうに两巧でありををでありザら、 日巧業^|^巧の0滿と化 
一 速を 計る 爲 におは 法人を 利 をれ とを つて ゐて 其のを 株を 政府が 持つ てゐる • 恰も 化が や 
巧堡の 巿內巧 通を わ やが 空 をれ ルフトハンザが おは 法人 株式を 利を 社で あるが 巧 巧は 巧 巧 
田を であるのと 同 巧で ある。 

從つ てこの やうな 場合に 非常に 便利で あつて、 卜 ，ド 巧 古が 一寸 巧ち 数道會 おの おおと 
話しを ひ •同 會れ內 に 巧 道 建設 含 おを 进り 適を なち 師 工人を 遇んで が 令を 渡せば をれ で必 
巧な 部局 ホを をを 得られる ので ある。 事務所 も 別に がらない •化つ て网 道墟設 に- 驭 'する 乂 
* の物资 おが も 巧め て间 がに 運 巧され、 計 畫 も乂 賄の 方 かを 卜 ，ド 長を が 巧へ る だけで 度 
ちに をを される。 又 か、 る 巧 合 •自 みの 方になる ベく が 合の ないやう にが 巧む 人 ra はた 
るべ く 曲さず、 曲 巧の 惡 いの や 持て おしを のみを 巧を なに 移して 已れ のみ 巧し いがを して 
ねる やうを 不也 巧者が 官 おを をはの がが に掉を いのも 茨 ましい ホ 巧で ある。 巧 0 て 逆に 
この 巧を 裝合 新しい 仕ず の田稚 'さを 何れもが おして 來てゐ る 巧 巧の 經险 みを 幹が として 掉 
るな、 巧を かへの 人 速に なつても 特に 巧 巧を 巧 師を剌 巧す るの あが あるのは 巧 速の 一 朽で 


ホる 口 

がくして 多 巧 お 能の 人的 资材 を簡 巧に おへ セト， ド おを け 第一 冗 一二 陶の かくを 尚を 十 冗 
おに 分ち •夫々 おおを 巧 命し 其の 下にを 阐に 八十 ヶ 所の T 場を おき、 みの 地方で ナチ ス 
S , A のか 力に 依つてを も 早く 職に ちり 就かねば たらぬ 巧 業を を 大巧 採用し， 同時に】 九 
ご呈 年ょり】 九 ご 一六 年に 至る 四 年 閒み年 おの 完巧煉 をを をめ、 必要-たる 物な、 セメント、 
终》 主 木巧械 等を 巧お续 迫を 姐 じ 業を に發 注し •第】 に 南 巧 フランクフルト 市と ダル ムス 
夕 ，卜市 問 •百 あ十キ n にを をし 罔 時に 化が 近邻 のを も 巧 姐 媒の大 たる 码閒 にお かいぶ 满道 
路を 直列に 作つて 速ね 其の 何れが 近 化の 巧 姐に 適する かを ぜ物試 おに 巧手す る。 云 ひを 
へれば 第】 巧が がに 卜 ，ドを をの 最化 とおやる エ ずに 巧エし 乍ら 一み にがてを の 巧 試 お 巧 
巧を 列べ て 試 段ん てゐ るので ある。 試 おを 完全に 巧して から I 巧に か、 るの がが 姐^ 巧 
逸の 泌 方では あ プ^が ヒ ，トラ ー の お 命に 化つ て 其の 餘 がを 巧 へられた かつた ので あつた 0 

一 が 巧し 試 おの おおは 矢張り 卜 ，ド おを の 佔 じた 通りの 證 明に 終つ たと 云ム巧 である。 

がが 用ぶ おの 規 巧と 义址巧 則 

J 化のを がの 時から トッド おを 主 巧の 下に 道が の 寸法に おして 巧 準を 化め、 巧 一ぶ w 岡の 
わ< な 巧を 巧 おせしめ 小、 四 米 かの が 端 巧を 沼いた がに 转 おを 持たした ので あつた。 何 
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だ 


的 

1 

ホ 


ん でもたい やぅで あるが、 是が 巧は ホ 巧なる か' 巧を 現は したので ちつて， 此 
のな で 米 困の 自巧革 巧 用 道路 所謂 ペィ ゥエ— は 巧 逸に 一円を おかわ ばたら 
^ i .. を かつをの であつ ホ。 又往 あびな をの 米の 閒喊で 巧す 巧は 巧に 徹 おして 
~ ^ 巧 はれ •呼 苗 缀谋は 何れを 米 半の ホ® もの 蓋 接して、 二 本 作つ てゐる 
h - 一 《である。 义往 及びな がを セ 米 半の 巾で、 其の 中央に 黒を の 阿け 化の 
ホの 線を 入れて 居つ て •おを なる 巧 i 則に 化つ て 凡ての 車は 必ず 外側、 
卽ち 右側 夕 姐で あるから •必ず 行方に おして ホ 端と える 部分を 走る ことを 
規 {化され、 左の 半分、 卽ち巧 側は 前の ずを 进 越す 時の みし か 通つ ては なら 
たいので あつて おひ 巧す やる やお々 に义ホ 半々 の 一 こ， セ 五 米 巾の 內に 縣ら 
，一 4 ばなら たい。 累側 のち セ冗袭 にがても 雲に 止まる 蒂を 許され 
をい。 此の 爲 適を を閒 麻に パ， ク卞る 巧の 侧 道が 設けられて ゐて •止ま 
り あい 裏 奠璧」 ちつて 側 道へ 人つ 至で をければ 止まる 薄を 許されたい 。又 化 W 道 
がは 地陌 Q 吉 S 度 巧を 引いた やろ 忆 上下 龙右 S ど 曲線ら しい 曲な を 入 誓 招ない 0 
巧 巧には 陸 おを， な 地は 调り 下げ •を やが はが 論 巧り 巧いて ゐる〇 レ かも 稀に 曲線を d 
むを 巧す 入れて W ろ炮は 请れて ゆるい 帖 巧で わり •しかもけ ホ； OO ... U 乃ぞ .•二 Gt 


り U 帅 Way 



口 化の 速力で 走る と？ K を 胡ら たくても 复提 車が 曲絞忆 がつ て 走る やう 看 こ 為 •い 

附 して ある。 


-往 及び 復 セ、 柔 f Q 篇 § Q 1 采ホ S 畫附」 5 ミは 白 動 S 羣の爲 で 

ぁつて •自— は 此のが 畫走 つては をら をい。 又 逆にち 巧 自羣は 化 ご采巧 ホの 
巧みを 走つ て 省ら ミ。 著 や 面 交叉は— をい。 义化 S 路は透 お 力 化されと 
单 のみを ゥ 巧る と規巧 されて ゐる〇 

问 かがく Q かさ S を 復雜を 規則を 作 つたわと J も 隻び復 を— さ 零 阿 米の-間 
W に 巧し セ 事は、 白動单 ©商 速 化 忆连を Q 白— 事故 防止で ぁゥ ’ 役走路と 急を 路を分 
けを 事は 货巧白 動 車が S さばつ て ホ— &ま邪 度を すを 如を 事 •惹 いては 薄 故を 防止 
する ためで ゎる。 SQ 京な 田？ 阪神 酉 道 忆 が^ 受器馨 ホの 起る 忆も拘 はら ホ， 
何等— 規則 S 行が 貧を . i 巧 S い 幕 葛 車が— 《妄堇 装 S つて • 
-巧 速度を？ る— 自動 辛 墓から 萬 S 巧を f 卞も f 」£ らをお 熊が 巧り お 
W ミを 居 つても S ホ？ をい •又し ょ y •とも 考 へない S と •関？ 護す る、 前を 
_ そ 等 《 f ちへ 2 Q 考 f がつ た 上 かお 巧 蔓地巧 則を 作つ てかん る 雨 等 S は 由ち 
をの 巧 逢とは 5 营柔委 £ がを、 何 S 日か慧 SS す ミを 思へは 悲し 


くなる わみ である 0 . . . 

一 專用道 巧の 巧を と 使用を がの 一. 例 

が 卜 ，ドは 又が 害に 就き 非常なる ち あを 拂 つて ゐる〇 巧を は 北が 四十 九 巧から 五十 冗 化 

_ に 一 且る巧 止で ぁり > 其の 首都 伯林は 人 も かる かく 北が 五十二を 餘 、巧 太の 日 巧 境 ホ 線 冗 〇 

をを 巧に 二 あおり 北に 位して ゐ るので ぁつて、 查 国主は T 巧 巧 太の 南端から 北端 迄に 巧つ 

てゐ る。 メキ シ n 巧 暖流の 作用に 巧つ て 其の 窩綠 巧の 割合に 窠 さが おしくな いとは 云へ 

お滿が 程度のを さは 避け 得を い。 從 つてみ 李 巧酱に 巧つて が 角 作つた 进 おがが がされる 

- 事は 巧 期される おで あるが 爲 に、 彼は 此の 點に 巧る 苦む L たと 云 はれて ゐ る。 結局 彼の 

援用した 方法は、 地下水の 來巧 する がかき 巧 所では 地表 下 冗 ホ 化 迄 十一 巧を おきを へ 排水を 

巧 力 用 息す ると 共に •が萊 •がが， がが 等に て 巧き 固め •其の上に 巧が 劑 おを 並べ、 巧に 

其の上に 約 二〇 靖 のがさの n ン 'クリ ー ト おを 置き、 更に 上 巧を 太い 巧 線に 依る 錢お n ン 

クリ I 卜 おで 固め、 を 上がを 地が 靑 がを U て 被 ひ 此のが 上 盾を セ •冗 米 巾に 跨がつて 兩側 

に 太い お 巧を 設け、 化の 上を をる 特殊を 表面化 上げ 巧械に 依つて 錫の かく 仕上げる ことで 

あつた。 試みに 波が あ】 巧 線の 某 地に 一巧の 區閒 におし 旧 意し セが 料を なる に ホの やぅ 
でみ る 0 


夕が 


快 《 ぶ 二 S * T 

セィント 芙 S 

巧 が- 1，1; 一 00 SF 

抄 巧、 巧 巧 化 二 0 W 

か r 二 OS 

卜 ，ドは 又】 九 一ー ニニ 年 計を 當 時の 國道 上に がける 自の車 ホ も 速 巧 六〇キ P がを をた るむ 
巧 单が用 道 おの 完 ホの 晓 •ホ 均 時速 八 〇 キロと をり】 〇〇 キ P j 二〇キ n とがみ 上 扑卞ぺ 
を 巧を 巧 巧し、 を簡】 ス〇キ n の 時速を U てを ホ ザの 地 過 する 巧を， 其の おさと 速 巧の ほ 
にお 面の 被 巧され る 事た き やぅ 化ての 計 ザを 巧つ たと 云ム〇 お 言 すれば 化の 肖 動 巧が ぉ 
道路は 现代 科を の粹を 集め、 可能た 眠りを 盡 して お 來の 商が 巧夕 通に 巧 全の 用を を 加へ て 
索 手した もので ぁつた。 一九 一二 あ 年 冗巧閱 迸した 第 一昭 間が 今尙 何等の お 巧を 必巧 とし 
ないで •其の後 完 ホして 巧く が 分と 同じ 狀 態に 保たれて ゐる巧 もを 巧の 薄では ちる。 

自動 毕巧用 道路の 規 おとみの 巧 化を る規巧 

か 何に ヒ ，トラ I が 巧い 關 むを 持つて おわとは をへ 當時巧 巧のを 巧な 化 熊に ちづた が 逸 
が 他の 爲 すべき 夕 くの 大事 業を 差し 思いて 化の 巧 ホに 巧く を 執む したおは か 何にもす け 巧 
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でもろ。 义 一: CISS 忆馈 へたとは S もの ss 動 f 走ら 卞巧 程 S がな 逆 お 
が 必要で ちらぅ か •- どんた ボ n ち 動 車で も 一巧 化の お 用 逍路に 乘るや 否や ガタ ともち はな 
い、 s ゃ5た s な面を只機關 s と夕 v 卞が路面 s 」て义離ろ、 g ^ s するシ — ィ 
ツとぶム ー 巧のかょい音を立てるだけである〇 あらん 限りの 速 巧を 出しても 巧 通が 則が 
蓋に 守ぶ て ゐる爲 § 險 is が じさへ しない 。 f プへ來 f 持 S 力を 巧 さを 
い 限り 化を 切ら t も 其 s 为-ブ について 迪 つて 巧く •人 湾 パガ ソ。 ン ペダルを 悄ん 
でさへ居.；^ば、、。 -^るこ-^が-^一^い巧却つて昭くをつてをおにをれ码完をた道路でゎ 
る 米 閔の主 太 お 師が寶 化に 化の 上を 走つ て 巧て、 これを 円が が 州 道路の 惚ザ とする た 

ら を米阐 論英中 £?1 k ひ 得る 道は 視 お寡8 : いが黨 を來 まい もまつ を 

とろ 棵 逸人が これを ヒット ラ ー の お 巧と 稱す るの も 化た ネに非 ホで ある 0 

一九 己 九 年 八 巧 卽ち今 ホの 跋爭商 前にが て 第二 M の 四 ザ 計 逆を 正に 終らん として おつた 
を 時-の 自動 単喬迫 路の狀 S どぅで ちつた か •種々 の fT を おげ て 姑ろ と 巧の 寿り 
である 0 

1 、 ぶ 化は 巧 お む 4J 80 が 
二， ホ瞄.し1^沿たホな捏を た 


ご；， なぶ 巧延お Luuo 巧に 巧し むごら れ たる 的 巧 巧 巧 むん +にお 克 


巧 _ 
五 
-六 

八 

九 
0 


二 


巧 巧 ± 木 W 小が nw ザ 
がが ± 巧 巧 
れ かが おな 

コン ♦リ —卜 化な 巧 
巧な 及び 巧说シ 3 ベ A 
巧 闻れ衍 保 


わ 化， 1100 輛 
わ 1100 >000:1 
1 ir き 〇 巧 
nlloo ぶ 

凡 00 な 

woo な 


巧 おに 於け るが 事貞 (なな 間接が ザ U •所 巧で W ホ ホ だ ザ U ぶを た。) 

わ irc 一一 +巧人 

■一九 一ニ ニ 年ず 規化 巧な 円 あ ザ 巧な わ 六十が 班 
一九 一二 かが 八 H かが 扣涅 日® ザが お (が W をが <〕 わ 二 .C 十 巧な 


もの 巧 字で 明らかた かく •ヒ ，トラ ー の 化 ひ 巧は 美が に选 中して ヒット ラ I 政 椎把拖 の 
あが 六十 巧まで あつた 白 か 単 保ち モ がと 年閒 にる 五十 巧 おかし、 合計 二な 十 苗 泉に をつた 
ので ある 0 义 をが 閒 巧に 二百 二十 巧 人の 從ホ U に悅を 巧へ •世 ホに 冠 結す る 施 段を 巧し 
て 民族 意を を 商 拐せ る 巧み もぶ 法し 巧ない。 


夕 



田 

巧 


巧 



巧 

が 

1 

第 


义 此の 自動 
卑の激 靖に備 
へて がが がが 
の 円 給 策 もち 
れて おたい。 
化の おは 別に 
詳述す るが と 
する 〇 


此 おで 此の 
自動を 巧 用 道 

おの 現が をな 巧に 依つ て I 瞥 する 事と したい 0 
第】 冗 五网は 巧く 大巧の が備 工事を 終へ た自お 
車 巧 用 道路で ある 《 卽 ちを 下 おょり 虫 がをおき 
をへ 地表 近くを 一 應盛 ± をした 儘の 度で ある。 

巧 一.' 化 六 例は が ホ、 砂が 》 コンクり— 卜* 绒巧 コン ゥ J 1 卜お化 上げ 友が の 化 上げ こな 


タイ。 




りか、 る 前の 狀 巧。 

巧】 冗 セ 阔はほ 地を 抬ぐ愧 橘の 橋脚の 
化 上つ た處 、近け 的裤戍 美を 感 ホる。 

巧 一 お八 巧は W 來 上つた 橘 牌の 上に 往 
巧單 巧の 巧が を 巧して ゐる處 0 




巧】 五 九 田は 
ホの お 脚を 巧み 
おらぬ 前に 仕上 
■ つた 巧 脚ょり 橘 
饼 がを 伸し •下が 
策话 脚が 世來 上つ 
を 時には 橋が も， 
其 度を 伸びて ゐ 
る 急速 建を 法の 

一端を 示卞日 

第】 六 〇 巧は 出來 上つ を ザ 用 道路の I 例* 夕巧規 
則がおをに守られてゐる處を注を^*:べ きでぁ-る〇 
巧】 六 一曲 も 曲 巧 上つ ホ 道路の 一巧。 

巧 一六 二圆 は 巧獨か 太が 宙 巧に 巧い 所謂 獨巧 アル 
ブスの 山 あ 巧帶に 山を 研り みを なして 仕上げた 巧 JBII 
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の I 例で ホ 1 

自動 卑夕用 おおの 目め 
B 用意周到た ヒ ，トラし がを 約した 
2 乂荣 おおのな とは 云へ、 前 巧の かき 

巨大を る 聞 巧を おじて 是程 迄の 完全 

ダ 

を 道路を 作る には 何 か 巧 乂を巧 姐の 
‘ 人閒 には 氣 付かむ 敵 本 的 月 的が をく 
ては 叶は ない 事で ホる。 只舉に 世 
ホに 冠紹 した 道路を 誇る とま ふだけ のためにを 巧す るには ホ 聞と 渔 つて 獨 をは 餘 りに 巧乏 


化の 目的に 就いて ナナス 政府の 公表して ねる 目め ょ々 おんで 巧が として ゐる 目のを 端り 
下げで 見る の も ナナス ー流の 一石 一二 烏 四 鳥の 巧き 方を かる】 巧と‘ もを ると 思 ふ。 

巧. li 忆み げられ てね るのは 失 おか 巧で ぁる。 前 巧の. 通り 此の 道 おお 完 巧の ため 一九 一二 
九 年 夏に がて 直を 巧 接の がま 貝 二百 二十 巧 人を 巧つ てゐ る、 是 等が ナチ ス政椎 前にが では' 
哀れた え ホ ホん して 食 ふ-でを はずの 生命 械 をれ 裤 して 居つた の だ 0 今や 立派た 巧が ぎと 
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して 失 美 Q 、 む H もたく 講 を？ 居る Q で 去る。 卽ち 失ホ襄 SA 的は 其 こ 部み をな 
化に 達した ので ある 0 

第二の 目的が ち おを のぶ 巧と 巧の 巧を ま 菜の 巧 巧で ある。 巧に 述べた やぅに 二十 あな 
の 田 巧 热爭忆 依つ て 倒た として ゐを奪 馨をお 巧 別、 勇 別 長る 抗 制を 巧 ひ •部み 
なの 寸法を 統 I して 巧 巧に 互 巧 巧を 持を せる まに 依り、 生 產の巧 純化と 大 々化に 向は 甘 手 
巧よ く 一な もな ホせ しめ ホして 年々 巧进 まなを 向上 させ、 六十 巧 まの 巧 有を より セ 年間に 
百 五十 巧 まを 增 加し’ てを 計 二百 十 巧 ま 迄發展 させ、 而も 其の 生產 品は み々 特長を 持つて 居 
つて 米 田 品 S か* 5 S も Q でを く’ 寮 白 給 《南 巧た 誤 S み 勇 賓冀の 釣 約 

に 向つ ての 巧 速を 目 おして 來てゐ るので あつて、 自 か 単 お 造ず おの 巧 巧と 巧みは 素晴らし 
く 向上し つ、 あるので あるが ヒ ，トラ I は尙 化れ ゥ とせ 中更に 巧を 大企業に 依て 飛 巧 的に 
安 巧に してを 巧 的に 完全を る 大衆 单を大 * 巧產 し、 筋肉 巧衡を にも 一 お 族】 塞の 宵 及を 計 
らんと して ゐる〇 これは 別に 記な する まとす るが •兎も角もち 巧 革の 巧 及と 其の 巧选莱 
の 巧 おは 化ひ述 りを* 巧 巧 L でね ると ちるべき である。 

第ー ニの 目的は 巧が な W 方の 巧 ホ 開 巧で ある 0 •元來 巧 逸は 古くよ ゥ錢道 巧の 發 をした 巧 柄 
で 严もリが地巧が 比お的 T :^ い が化化に惠ま れ ておる の で あ るがそゎで もか巧に リを.八 ぶむ 


々如 網を 完成 すれば 今迄 おおした かつた 地 义も間 おされょう， 巧れ て w ツた 地ぶ 巧 ホ。 口 も 
巧 値ィを 商め るので ぁらう し 又 碧のを のを かつを 地方 人の 餘雲力 も 巧 用 さを うと 云ん 
ので ぁる。 現に ドレスデン 市 束が の俗稱 ザクセン ス キス 地ち 南 巧 アルプス 地方 等は 円 
に 見へ て 巧 巧が 商くな つて 來 たと 云 ふまで ぁる。 

巧ら ば 專用道 おがの お 戍進巧 に 連れて か 何なる 程度に 自動が 进 おがが かし、 如何を るみ 
巧を ホげ て 居る か 0 

第一 次 計 まの が 了した】 丸一 云 ハ 年 にがては 謝 おの 準 巧に 手間 かり、 完 巧が 延 をな 如 こ 四 
巧 巧で ぁつを 〇從 つて 其の 利用 W 値 もま だ 見るべき ものが わかつた にも おはら ホ自 お車ぷ 
お ホに 於て 一 云 ハ •五％ の增 加を なじ •時閒 の 節の にがてが 用 道路 巧設 前の 都ボ 間の •け かがぶ 
み 所要 時 問の 四 冗％ を 節の し 巧て ゐ る。 

これが 地方を 菜の 巧 おに 巧す る 程 巧は 巧を に乂 でぁると おた けれ ぱ ならたい* 卽ち巧 一二 
一 のみめ も 完巧访 あ 長の 增大 する に 法れ て か递巧 的に 巧 何な 巧 的に 速 ホされ つ、 ぁるので ぁ 

U る 0 
2 

_ を 四は 公表され てゐ たい 目的で ぁつて •有 まの 巧の が 速た る乂 軍の 巧 かを 化つて おる の 
でぁる。 巧 I ホ 大巧に がて 夕冗面 作 巧を 餘 おもく されて ましみ 巧いた 巧迭 でぁる。 ち 


む Dresden 
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の 陡单の 苗が 化は 巧を 在 巧を 時からの ヒ ，トラ ー のをな の】 つで あつた まは をが である。 

現に お f ランド 軍 ま 巧 营お ミ S て f 良 陸ず Q 虔繁 化は 賣を 7 ッと をは 
せた 程で、 殆どを J 動力 化さ 某る 髙速囊 護 開 S つ 了を 備さ梦 居つ をので あつ 
てず ラ？ 征服— 時 sf 洽找 S 理 §2 十 巧 ミ 軍が S に 西部 巧械 にが か 
を完 てを 事# か此 S 四 Qmr 窠器ヒ r ラ ふ 化 ひでをつ を 事と •又 をれ が 蒙 こ 
巧を 奏して ゐる 事を 推？ 物語る も？ ちる。 幸か不幸か 英佛 Q 對覆 巧が S と賓 
さを 缺い 5 ホ そろ 雨 逸が 惧 化て 居つ たお 羣事襄 中忆 巧部践 線へ S 込まる、 巧が 
をつ をた を s を大 軍が が 速 忆東 Q 養ょり 巧の 困 境へ 又は 其 S を義」 得る まの 
寞を 的確 SS をが おかつ たが、 留 他厚擎 美？」 了 S を 敏隻移 斯廿し 

むる 可能 雙- みへ て 居る 事 宴 Q 闲墅非 巧た る强 味で あると 云は ねばなら をい。 自巧 
の 九月 I 日忆 直ちに 民間 円 お 辛の 乂がみ を おじ •化か S 可を 巧へ た 革に も 都巿內 がの み 
のが 用に 磐し を 妻を 思へ ば. た A に 巧 ど 塞忆臺 のな くを つた 援賓議 の 上を 
ちた 挣難 農た 妾累藉 K 白 由 £ 速に 移動 窠た事 心 ぉらぅ ち 

化の 寞 だけで も巨教 舅を 巧 じて 完 f サた低 化は 巧 分 ii をる とち へられる C 
も 广 巧.- cSZT のか あろと をろ こぉじ S お 測が 汹ぐ ろが 向が たいでも たいが、 か 旨 
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用 到た ヒ ，トラ-の 事ち ぶは ちた る H 的の 一つに 考 へて 《るか も かれぬ。 即す’ お n 

惡の變 萬を 羣蠢が 全部 叩を ホさ裝 變£ も尙 •國 S 至る おょり 白度节 f す 邮 

义巧巧 化 來る 巧に 軍用 飛 巧 機の 巧 お柴 としてち へられて あるえ 說 である。 巧 用き 路の巧 
巧の かを や坦 さはち お苹 Q た ； eg みたら ばを 化 程の 必要は た。 軍用 飛行機 g 速 巧の S • 
かにが つて 軍用 飛 巧 場は 一を ホ 巧で い、.^ ら 巾は 狭くても い、 を 巧め てで おち 巧 を 
ちい 距 巧が 化 巧と をつ て來ち 2 巧み 得る おりの お 料と 巧 彈を滿 おして 飛び 曲 さしと 《 
する 時 巧 走路の 桂 巧の 平ち 巧を 巧ぶ 卞 るの ゼ〇 r 
义速巧 Q 增加 と共に お 想が 一が を さく，, y つて ホち 现ホ S を S が 巧は 何れも 化 I 
のぶ 用 道 おわらを 寡に 飛び出し 又は 巧を 出 ホる まは ま贵 である 0 の 

1 

(二) 運河 改修が 業 || 
失業 か 巧を 目的と し ミチ ス 巧ぷ のを 手し ホ 5 の两寒 ホは ぷ河 改修で ある。 ナチ _ りの 

^ ほ權為 忆 がても 望は 冀 S 速」 を 罵で ぉつた。 比較的 蓋 一至 忆北忆 ^ ルべ e 山 
才— ダ— •ヴユ 去， •西に ごス .’ w ン 及び 惹 まがを 巧す^ ィン、 おにけ ナゥの 大巧 置 
を 巧し 何れも 滿 * をる ホを？ るので、 其の 間を 化な におび 付ける だけで 巧を & るぷ可 le 
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網が 出 巧る 巧を 見 速す 吿 もない ので、 巧 當に巧 達して 居つ ホので あつて ちを な ラィン 柯を 
千# 巧の 大型 荷 化が 數隻巧 化に 引かれて 巧い 河を 上下す る 巧は 化 人に 巧い 巧みを 巧へ たも 
ので ゎつ をが これに 比較して はおの 方は 巧 蓮し をかつた。 北の 力の 於 おも 束の ホの がが 
との お 水面の 离巧差 ボを离 二十 米に も 上る ために ダム、 其の 他 特別の 裝 置が かおで あり、 
其のた め 船 化の が 巧に 時間を おらる、 まなし いので あつを。 これを 人 巧 的に 改良し、 ぶ 
河の 利用を 化の 方面に も 髙めヤ ぅとす る 計が が ナナス 政 巧 前ょり 進められて 居つ たので あ 
つ セが ナナスな 椎 もを つてから 魚： ホに 工事を 進め、 ちを を S ニ ー グ I フ斗ノ 巧の 巧蜡裝 おを 
お ホし、. 其の 他 巧內を おに 互る 治水を みねた ぷ河 網の 完ホ にお 手し をので ある。 

ユ ー ダ ー フ 斗— ノの巧 扔裝置 

装の 束 化 約 八 OS 二， ダ， 7 丰ノ村 SS 面は 恐らく 曼を乏 がさを ホ网 人で 
も 思 ひがぶ まいと 思 はれろ 巧の 大巧 械裝 置で ホつて、 一千 贿の 荷船を がべ を 俺 火 そた 粗と 
も 一二 十 米 释巧時 巧に 巧き 揚げ、 度の； 端を 巧いて 船を 引き 讯し •义餘 〇 化を 巧べ て 一二 十 米 
下る と 云つ た 巧り ホで あり、 八本の 第を 軸を ち 大を電 かなに 巧つ て徐 々に 巧 g し 其の 
巧 巧に 植 へた 巧 旋烟に 巧つ て 街を 巧き 上げ 个 ぅと 卞る裝 垣で あつて、 ホ 石巧エ 黄の 巧^し 
て 时る课 逸で も 化の 巧 旋齒が 寸法の 火た る巧堪 約した ものが か b H ホたい で， 飛び おヴ ，， 引 
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に 仕上け て垂 な 軸に なりが けたと 云 ふが 態で みり’ 巧 船の 商 さ にがては 健 か s 〇 ホで 巧 

るに 足らを いが •其のち へ 方に がて 千 巧の おを なべた 俺 水と】 がに おを 揚げる と 云 ふ お 
にお 巧を が 認めら る、 もので あつて •巧を のぶ ものの】 つたる 巧な を 巧して ゐ ると 思 はれ 
ぅ、. 

ぶ 巧 網の 完 巧に 巧る 利 笠 

此の* 巧 巧 特に バルナ， ク おへの 化 口と おぶ がの なほ 差の 解 ホに 巧つて、 現 おの 巧を の 
巧 胆はモ W 迄は を あに •义必 おにが つては 現 おの 巧 逸の おお 巧の かきは なぶに 北 おょ リバ 
ル チ， ク おへ •义は ダ-ー ゥプを 地つ て 巧 おへと ち もに 敏速に 通 巧し 巧る に 至つ セので あ 
る。 是ホ 失类か 巧の み 呆を擧 ぐると 其に ホ業閒 巧と 巧！ の おを の！！ 巧 上の 逮 火なる 鬥 の 
を 達 巧し、 巧 謂闲ま 百年の 大計を を* み果を 巧げ て 巧 巧し つ、 ある まは 巧と する におる と 
ち へられる。 

( III ) 勞が お及び 下が 勒が をの 生活 改善 運動 ： 

ナナス 政な がみ まか 巧の 第 S ま类 としてを ホし をのが 化の 巧の ま 巧び 下 お 巧 巧 生 巧を の 
ホめ に 其の 生活 改 巧を 計つて ヤ るぶ 巧で あつた。 ヒ ， トラ1 のちき日の幽みを詳しく晩 


/ 


巧す る 時 吾* は 彼が か 何に 下な 巧が をの 尤巧 をき 生活、 世 巧 的を 困に ft かされを かが 判る 
^ ので あるが •みのをの 十 か年閒 にがく とも 巧 逸の 巧 おを の 生 巧は 巧 ホ 改善され て 來た〇 巧 
が に 米 あか 本のが 乂し來 つて 合理化 ぷ おが 叫ばれて な 來忿激 に改黃 向上され たので ちつて、 

巧 因は 2 のま， ち •ホ、 佛 •ソ がるり の勞衔 をの 薰 に比べて ナチ スな椎 把 捏の當 時の 
巧を 巧衡 をみ び 下な 勤労 生活を の 生活 狀 おはを かに 化が 的で あり 文化的で あつを とまは ね 
ばを らもい。 住居は 閒孜も 少く閒 取り も 小さく は あれ、 中 摩-階 紋 住宅 巧と 比較して かお 上 
大した 相異 もを く 二ー ニヶ 月遲れ では あるが 映 金 もま 價に 見る ずがが 來 •ラ デォ はみ 决 庭に 
お日嗚 つて ゐ る、 壯お ではな 論を いが 小 巧麗を 力， フエ ー や レストウ ラントが あつて お 巧 
に淸 巧に ビ I ルを 飲ん ダゥ タタを 巧る 窠所も ホ 分 あると を ふが 態で あつて がち やお 巧で 田 
里の 華やかを 半面に あの 陰 ホた を お 巧と 云つ たものは 巧を の 何の 都市に もが 巧して ゎを わ 
つちち ハ 百を 巧の 失 巧 大衆ち 半は 達 受をを 巧す る 程の なかを を围夕 から 巧へ な 
いなに 大部 市々 ホの 巧 地に 巧が を 巧 立 小 崖を 建て 關 にを 廿の戶 障子を 打ち付けて 雨 巧を ま 
いで 居た ものは あつを が’ 二を 所 お； フウ ベン、 コ PT の 己む を 得ざる 冉 用で あつたの 
で，：^ して 不 がを 的とは 去へ をい。 ラウ ご* n a 一一 I とを ふのは 刖 なを 持てね 階な で j 
日 巧に 装 族 速れ でが かにぶ びに 出 巧け 巧る 程のを おもたい 巧 中. 卽ち巧 姐 巧が をで 下な サ- 
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タ タタ— 


ラリ— マン 達が •都 巧に 巧 巧す る济 外で 別に 景を もよ 

/ \ なく 诚 もたい 巧’ 义祥 ホに も 巧し 
みい 王 巧で 走る 巧！ — 巧を は 元々 巧 地で あつて 化の やうを 耕作の 巧來 をい 虫 地が をい ！ 
巧ん ど抬 おで 巧つ たり 借りたり 悄 巧る 主 地を 巧め て 小さを 十 巧を 一十 巧 種 巧の 配 おがりに I 
して 化を を 作つ て 借り受け •又は 巧 巧 等で 買 ひ 受け、 日 巧 毎に み 族 まれで 出 苗ナ* ホづ 巧を 
巧け 次いでち りを せの 木が > お 力 お、 古 巧 子を 持ち込んで】 巧 か 一巧 半 位の 日光と 而 巧を 
ホぐ 程度の ル 崖を 作り上げ、 更に 巧つ をと 化を 巧氣 庭く 耕し、 い、 主を 述んで 來て草 化 や 
巧 巧 化は 出來る やうに し •ミ 生を 巧 東たり 草花を 楽しん ゼ りして 日 嗯お日 家族と 共に 日光 
を滿 巧 し 乍ら 上 いぢり を やつて、 夕 まは 持 參の手 辨當で 巧し •小さを アンテナを 張つ てを 
製の ラ デオを 取け け 日曜の 夜迄榮 しんで 録 つて 巧く。 一巧 閒は鍾 を かつた 儘に して 置い 
て 又み の 日 巧には 朝早くより 出かけて 巧く、 とちつ たまが ホ 巧し •おどを 巧を 备 都市の 近 
がに 見る 樣 にを つた、 を乏 人の 身み 巧應の 手が 則莊區 域のまで ある。 

化の ラゥ ベン • n n ュ ー を 今一 巧を 巧を く 手入れす る まに 巧つて 巧理 にな 泊り 巧 ホる 里 
巧を 作 〇 上げて を 居を 失つ た 失業を 群が 巧みる む やうに をつ をので あるが •巧々 をを ぉら 
8 莊氣 みを ホ ふ爲に 作り出しを ものである ダけ 巿 中に 比して 空な も 良く 日 ホ もよ くを る 0 
貧 さしても 失 菜しても 淸 巧が をのち おのい、 巧 巧のまで あるから ホせ 集めの 材 巧で 作つ k 
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づ屋 には 何ぅ H 面する か ホや靑 Q . ヘン 牛を を ゥ患邊 にけ 草花 8 を 置 さ. 芝生の 古は 巧 
をな テ-ブル でも 持ち 曲し f は當 つては 居る ボ淸ぉ 忆沈涵 されを ホで 巧つ て S 寡 普 
も？ <2 てゐ ると 15 化 態で あつて、 衛生的 見地からは？ 都 含廣霎 、 i 地帶语 
薑 より 震 的と ち へらる、 化で 堇 を。」 を 失業を 巧 ま 業 《荐4 をる 進が にがつて 

化の ラウ ベン’ n 。 ュ— にせ 住する の 己む を 巧ざる に 至つ て 居つ を おを 失業 まより がみ お 
巧され て S を Q でち つて •ナチ 5 治 ニケ 年忆 して 六百孚 萬奚董 衆 g ご 音 萬が 
就 膊し滿 云 年 目の 一九 一二 冗 年末に がて 大お 失業を を 一掃し 得を ので ある。 

化つ て 一九 一二の 年ち にがては ラウ ベン* n 。 三 I 定お をは 巧 巧 上を くた つて 了つ て义ッ 
前の 如く ラウ ベン • コ n ニ ー は勞 働を •下な サラ リ I マンの 週末 別 巧に おへり， 未だ 半を 
化 就職し 得ないで 居つ を 失 类を達 もを も 角 中 巧 階な を 大差を き 生活を 辖 けて 语 つたので あ 
ク ち- 

巧 逸 劈が ぎの 生を 狀 態と ヒ總統 の 巧 巧 

云 ひ ホへ れぽ巧 S 勞仿 ぎ、 下紋 サラ？ マンは 化 (何れの 罔に をる S ホよりも を 
かに 旌张 的な •完： g な 薰忆惠 まれて 居 セ 巧は 卒？ ちる が、 义み (璋 S 等の 人违の 
頭に 巧み 巧を が 巧つ て 盾つ て ナナス 巧 かのち 力を ま诗 をと をつ をの^ち ろが •か r'. ヒ-卜 
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1) Neue Siedelung 


ラ— の 巧 巧は 店 ミ-む ミ，.」， 巧 t ‘片と 人" 远 巧な. 苗む ミぶ し i 巧，、 啤ゴ 
し、 ヴ ，ル サィ S 約 S 無 現を 痕 をが 絕 し、 閣內ホ 業を 統制 お 海し S ホな 閣內 銳爭を 
避く る まに 巧つ 了 巧 逸 《お 働 •お 勞乂 ホは もつ ともつ と 化 的を 術 ホ 的た’ ホ 巧が 巧來る 
萬で あると 巧 信して 居つ ち爹 ナス 其の物が 健全た 露 美 そか 景 として 發展 して 6 
ホ おたから 巧 つても ホバ 第一に お 做 •巧 巧乂 ホの 生 巧を お上させ 巧い ので あつた。 こ L 
を 失業 襄 とおび 付けて ちへ を 處忆ヒ ，トラ _Q 莫 さが ぉり. これを 强た たおに ナ .チ 
スが 部の ホ斷が ぶら る、 ので ある 0 

巧谊お 地进動 

ナ . S ス はこを ノィエ’ ジ— 一て ルン グ 運動、 卽ち 管い 賃地 蝶設 のぶ かと 云 ふを りを 
與 へた。 蒙の 捕 巧 地は がれ かり 房して 見せを をれ 讀 巧に 今迄を 宅地で なかつ たな 
へ 住を がを 捶造 I て夕が •勒巧 人 裝を巧 巧せ しむる 革に 化つ て •彼等に 日光と 空 帯を 巧へ 

生 巧のを をを 巧廿 しめを 上 巧 神 的 おすを 與 へて お拔巧 おを すに 巧え 上らせょ ぅとち ム 化な 
であ rj 。 

前 遇が 長く たつた が、 巧 巧は ナナスが 化 椎を拖 る や 早速 巧め たので あつて' ヒット ラ ー 
が お巧當 時がん で 巧つ を 言葉に 『吾々 の 生 巧は 巧 飼の まなで あらねば たら bo 前を J i 
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1K ふの が あるが •を々 政權を 描つ を當 時は これが ナチ ス黨 おのを 裏の 樣 にもつて 居つ て 
一切の ナチ ス な 巧には 止まる まが 許されを い。 於 巧した となると 直ちに W 巧な 行動 こみ 
しを 力を 豪げ て 前進す る まが 生命と されて ゐて诗 し 切ら & をは ドシ /、 を 伍して 巧く。 
これを ナチ ス ては お單に 能力の 巧 まとして 巧理 して 巧く ので、 ナナス 政治と をつ て 短 巧 閒 
に寞を 閑 家事 类 がみから ホへ 完 ホされ て 5 た 《も 遠因は 化 Q 邊 にも ぉる と考 へられる 
ので ある。 香* のま 巧 や 西 民 性の 巧 違は あるで あらぅ が •兎 も 巧 因み と 巧 巧】 天 おりの 
何度かの 國 i は 凡て お撫 的の ものである 0 

化の 巧ら い奠 S 設 の 運動 もを 面一齊 S 手され 化 進され ホ。 ホづみ 都巿の 近が 
に拼 たも 巧し をい • 5 にも 向かを い ± 地を 塞 字る。 ±遵 格の がちを 巧ぐ 爲に重 
具を 鍾し王 地 暑を 《現蹇§ じ A を 金を が 養 S した 上黨 とはなら め 程 巧に 
なを 化 段を みを する。 住宅 群 新設 化を を 作り直 接を 住 希望を を 寒 集して 化を 具と する。 
由 巧みを をな をに ほ 利で 巧し かけて ホづを 金を 巧させる 0 • 

f 負の 內 わら 主 木羹畜 の 特圳を 貝を 作らせて •夫 i がの 必 S を 許 巧 喜る 0 
これは を 巧 的に 集めて 平均に 留巧 をが 巧 造 業を に 注 そし， 其の 巧が もが 來 巧る 限りな 率 W 
巧を 制限し 廉 巧に 巧が し 巧る やぅ ナチ ス なりが 世話す る广 をには 前述 巧を 晦お拉 をが 出 ホ 



て 化 巧^ぶ がに 化つ てち 治 統制を をぶ じけんで ぅにな つたが ナナスは 樓 巧が 宜 みはま ヴ w 
來てゐ たかつ たので ナチ ス黨貞 中 夫々 巧 門 にがつて 化の 種の 世話を 爲 したので あつ ホ」。 

化 含 具 中の 巧 逝 通が 方面の がま 具が 刖 にを 具會を 作つ て世來 上つ たを 材の 巧が を 立案す る 
是等 組を おは 何れも 勞 おを 又は 下な サラ リ I マンであつて 夫々 巧 巧の 從ま なで あるから 巧 
» と 日常 事務から 冗 g を 節め する n ッ をみ つてね るので、 おど 冗 雙や中 お 巧 おが 扭ら たか 
. つた i 云ム〇 

而 して 失業 大 ホを がみ 巧 集して いょ/、 建 案に 取り か \ る， 猶太 人 迫 巧に 依つてち 名を 
« 巧 家は 田 かに 法れ セが 化の 爲 がつて 若い 巧を 建築 技師は が 横に 晓が おへ ホので あつた。 

巧 論 巧が をで 勒勞乂 ホの 爲の 住宅 群で あるた めな 澤は 許されたい。 が 巧し なさを 二階 
又は 一一 一巧に 制 眼し， 日常生活の 凡ゆる 文化的 利便を 巧り 入れた， 巧 巧を、 巧 丈を， 株と 
がと の 閒を巧くおり其 の 閒 にを生を植を’ 子烘達 の おび巢を持 つ たを 々 を る ァ パ J 卜を凳 
_ の 集を 住宅 群ボ がくして 沒 々を 都市 近が に 出現した ので ある。 巧が 生 ホを も 他の 西え 事 
が 窠 のを 巧に 伴ひ乂 ザを を必 巧と して 來 たので 巧々 エ おを 满 おする 失業 おは 巧く して 直 巧 削 
_ をに 是等 巧杀 事業の 化 事 おとた つて 就蜡 して 巧つ たので あつた。 又 巧 街、 勒巧 大衆は 巧 
くして 出來 上つ を 巧たら しい お持ち 3 い、 住宅に 移つ てが 年 か 化き には 此の 住宅が 自 々每 


の.^ のとを ると おム をが 着々 巧 現されて 行く につれ— 化つ て蠢を 知る の 例へ も あるち. 
^ り まる S 持ちが 5 て來 て. 其 至 星 § 苦」 さ S り •着 巧 かを をて 忆共ホ 謀の 
^ 甘言に 雪ら むて」」 阀的冀 的 巧爲を 幾み でも やつを 車が 巧の やぅに 考 へらた が 萬に 
巧 族 意敲が 起？ 來て ナチ ス 讚美を にを つて 來 をので あつち 
- 巧 住宅 辩 建設の 巧 泉 _ 

がくして 器 住を 群 新設— は漫 寡果— はし、 第一 《月 的で あつを 失 类ぉ巧 S 
のか 累充 々にあつ たのみなら ホ •をら の ナチ ス羹 をを がで て來 至に. 尙是 等の 住 
宅 群 送を に 5 て 何か暮 分 S も S にを る表觀 をが 豐 商い 闽氏 S 籌 をや勒 傍人 衆 
をい やが 古 も 銳く盞 f 節約せ しむる お果 とたり、 系來 上る S 鲁 S する 巧 都 
市隻 S 毫禁寫 S 警蘇 4 相俟 つて 無晴 S い袍 S を S として 居つ た 巧 
時の 都市 借 寒 貧を 爹がさ 下げ ミで 至た。 後 sss ミ S と营 自治 的に 
統制し 巧め た 事に ち？ が’ ナチ K 政 惠前卽 ち 一九 一ニ ニ 年— がける 都市 住を 借み？ 一 
00 として^ ナス 政 冶 セ 年のを 三 九 I 二 九 案の 雲 巧の 指が は 巧に 六 セに 迄 下つ て辑る 
ず 巧は •离 に此 為— 辟建靈 動が‘ を S 志 吸 ミ 5$ 養—-— 引*‘. 巧 

れ 得た^ を お 綺に护 新つ て掉 るでは たい^。 
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巧，、 して 今や 巧を の巧衡 勤勞大 ホのを 巧 水 巧は 忿速じ 巧 レ じつ、 ら ろ。 ごち 0 一-, ザの 
を活 向上の 結 巧は 彼等に 精神的 ホ おの 巧を を 巧へ、 酒 •賭 巧 > 女へ をる 代りに 休息と 修ま 
と 巧畜に 向は せつ、 あるので、 世み にも 比類た き 程 物 资に缺 乏し 農耕に 不满當 な本两 にが 
て， 凡ゆる 柏 お 地を 奪 はれた 狀 態に 在つて 當 に两卖 的が 產に 直面して 居つ セ 巧 逸が 續 々巧 
ホを 巧 巧と 巧 巧な 機が を 生み出して > をに 歐洲を 逆に 制飄 せんとして ゐる 破竹の 現が をが 
來しホ 事 もみして 巧た しとせ ざる 所な が おがず るので あつて， 爲政 者の 巧 明を る 施政が か 
巧に ま大 なるお ザを 巧來 する かの 一例を 吾* はなに も おる ので ある。 

(四：} ナチ ス巧 逸の 巧ず 備育 言と 急速 軍備 馈充 - 
政 巧 化械と 同時に 始めた がぶ た 軍備 

ナチ ス巧 逸の 失 ホ お 巧を 兼ね •其の 巧を お 族な 煤のを 火 巧 動力と して* 巧 表は した かつ 
セが ながを おる と 同時に 計 まし •か 巧 人の 目には 勿論ち 巧が の 眼に も 止まら やぅ 持め て 
憤 また 巧 意 ハ 下に お 手した ハは、 か蒂 にがけ る巧備 が 先で みつた。 

. お 准愧ち 'ゴ をの 用意 

一丸 一一' 一な をに 至つ て 英佛ハ 化 化み の 摘は わ馆 をな でかつ 一-巧 かに •ちい 巧の ナナスの ホ 


巧で あつを ヴょル サィ ユが 約の ~ ホ 的 おち 巧 逸の 皇的羣 備を審 したので あるが’ 
^資 をは 一九 一一 二-一年 政堯 推と 同時 編 讀に 計# しお 手し S つたので ある。 がらで 再 
い 軍備 喜と 共 笑 ピラ S め ホ かとち へば、 矢 f ちへ て 見 ゎ ぱ出來 る ダけ ル 田を 裂し 
& い ホが 利益で あるので、 巧け てが 巧 塞に 依つ て 軍備を ほ 巧に 進めて 居つ をので ある。 

こを 表面 だけ 見て 英 佛けヒ ，トラ ふ羣備 春は 菌內的 政带去 S を擧げ ホダけ で 

あつて、 見ろ 何等 大きた 軍備に 向つ てゐ をい— をい か、 又 あのを まを 巧ち 物を のぶり 
& い 巧を が、 急速 5 備等 某る 吿が をい、 と裔を 括つ てゐセ やろ で ゎるが、 貸 計ぐ’ んャ 
R くべ さぎ 備ボ當 時旣 i 《られ て 居た Q であつ て、 只用意ぉ§ ヒ ，トラ— 《が おに 依 
る特 がを 方法に 依つ て、 ホ 困 入の 目には つかず、 宣 巧 省の 防巧敎 育の 虞の 爲に 、從 ずな 
の 口から 困 巧へ 巧れ る 事が 殆どを かつた 爲 ちかが をは 刹ら を かつを ダけ— る。 ミ 
かは 巧みに ごまされ ただ： ts であつ ち - 

巧を のこ Q が 巧 軍備を 說 明の 便宜上 空 巧大採 お、 ジ—ク 7 。 ， 卜要 をが の 二 巧 巨に々 巧 
したいと な 4 J 50 • 

空軍の 大巧 張 

今 巧 Si 攀が蹇 ハぶ さ 依 0 て窒さ 公で みら-っと、 ヒ トラ— 苗づ Hf 抱て 




ホ。 こかは 争尙 巧ぶ 人 パ 中に ち 講庙の 的と なつて ろる がで るつ て、 を 卓 だけでは きづな 
巧の が 負は つかを いとを ふ 意見 も巧當 ぁる やうで ぁつ セ。 巧し ヒット ラ ー の 股 化と 巧 f 
ダ I リングが、 飛行 將 校の 出身で ぁつた まに も 多分の 巧 因が ぁつを とちへ ら忙 る。 

ホの 中の 地下 エ渠 

兎も角 空軍を 大巧 張し ょうと ホむ した ヒ ，トラ ー は、 ホに 如何にして か 西 人の 目を 梅 ま 

ホ* 0 か、 田层も 巧つ をたい やう 每る 良？ 非常を 苦を 5 セと J 二と でち る 
ボ 、お 局を 手し を 事は 巧 間が 空 お 製造業# をして、 をの 中に が巧エ を 作らせる まで ぁつ 
ホ® 巧を は元來 砂地で 耕作に 適しない 主 地 巧で ゎる 爲 、ょく ノ 、耕作の 曲 巧を い ± 地は 
人工に 巧る 大を 林を 植林す る 脅 巧が ぁつを 读 に、 現在 巧を 本 因の 約 四々 の 一が 是 巧の 大を 
林と たつて ゐる 事は あ 巧を の 等しく 目を 险る ところで ぁる。 化の 森の あの方を* く おり 
聞いて、 地上 一階 又は 二階 程 巧の 赤 瓦で 靑 瓦の おの 利い をを おを 作り、 か 巧り は 芝生を 布 
_ いてき 巧を 適當に 巧して ゐ るので ぁつて、 がを に 普 地 人の 近づかめ 場所を 選んで は 居る が 
が 巧れ に 近付いた もの も 巧を おに サナトリゥムが 巧 ホた 位に しわ 考へ をい。 

- 巧 部は 地下 一巧 又は 二階な として、 動力は を 部 附近の 巧 市から 地下 ヶ— プルで 持つて 來 
て、 をを にを 化した 煙 巧 一本たい 一大な 城エ 巧でぁつて、 が 李 A は 附近の がおから ネ用巧 
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便 お ぶを 設け 巧 巧 市.^ ら畜列 ホが ぶんで 來ろク 方は 义 ぶんで 巧る 〇地樹 には 勿 am ぶ 
き 入れて なく、 蚕 か 道 も 態と 曲り く 台て 巧く ので •ま 都市に 長く をむ 從專 むで すら • 
一拓 どの 方向に 巧つ て 《るぶ 判らを い。 5 では 桂く I 部々 のさ 集で ぁるから、 
機树 のがを 云ム 事は 判る が 何 用 SW で ホを 判らを い、 巧 論が 璧師寡 知して 《る 
でぁらぅ が 云は わい、 從ま貝 も 巧陳が 育が 徹底的に 巧き ちつて ゐ るので、 ぷ にがつても 巧 
めて 工場の 內 なに 巧れ る 巧を 问避 するとを ム狀 態で ぁつを。 

がつて か爵 人の 目には 勿 萬、 闺巧の 目 にもつかず にを々 を 軍が 準備 サられ て 巧つ たので. 
ぁつて、 吾々 の常静 となつ て 居つ を 飛 巧链 5 とは 大きな 試 お 飛 2 を 持ち 養の おを 
した H 培 巧で 作る も Q 、 義樓 5 と S 8 おら 間が をく 騒 こい 音を きて ゐる もの 
とを ム考へ ホは、 十 ナス 政 椎璧鬟 一巧し をので ぁつて、 5 の 常 誠に ぁる 微描エ おは 
巧に をの 中の ヵモフ ラ— ジュ した 部な 工場で 出來 たものを 各地から 集めて 化 立て、 お 動 巧 

ヤ プロペラ-を か 付けて S する 望畫 羹换 飛行 S 巧 化し、 發酌望 場 も ホ認化 
化て あびが 力 試な をけ ム蹈 とを ふ 風に、 槪 念の 巧 まさへ 出來て 居る ので ぁる。 

勿論 この 庇の 中の 度 巧が 品巧适 所で 乂を をを する ホは I をも餘 許に 巧り、 义能ホ も潘 
い、 义 火を 生を のために はが おの 境 化が- 、進 ホを 述 . SU ま C るし い， 化を ホ r - 化つ 一'- • 
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稱 ホ-で 站拽 しその ホ々 たる 巧 巧が 必 がで ちる 巧*^ 勿論で あるが、 な 巧の 巧 逸と して 蹄を み 
H 監 班の 下に、 急速に 有力を る 空軍を 建設す るが ためには 巧に 巧 己む を 巧ざる に 出で た 巧 
おの ー ホであつた 5 ダが、 化て ぶ 巧して 見る と 案 かな 巧が あつて •列 巧が 何れもみ づわ ホ， 
巧 おも 感づ お ホ、 この 方の 利な が 巧作顿 巧の 少* 商く をる まや 逸が の 不利を ま 等を 補つて 
なりち ると を ふので、 一九 一二 五 年 再軍備 宜首後 も、 引 巧 そこの 方 ホを 巧 巧し 揀大し セ もの 
であつ て、 それが 最过 まで 英佛 をして 巧 逸の 再軍備 宜 言は 單に威 がに 過ぎを いとを むさ ホ 
る 結果と をつ たやぅ でち る。 . 

當時 ナナス 籌 S 下に 菌 巧に 順 巧して、 この 替利 的には 餘 かの 巧 金の 要る ホの 中の エお 
に 力を 人れ た】 流が をが ホに 發 かおを 化と、 巧の 本 化 所 巧 化は ホの 巧であつた 0 

一、 がを 巧 

アラド 飛行 苗 H 巧 伯林 巿か • 
.B.F.W •飛行 巧を 巧 アゥ グス ブル グ巧 
ビユ ，力— ホ 巧 巧を 杜 化 林 ホ か 

ドルニエ I 金 巧 巧 造 をれ フリー ドリ， ヒス 〈 1 フ‘ン ロ 
ブ *1 ゼラ I 巧 巧 巧 をれ 力， セルが 
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. フオ ，ケ •ゥルフ 飛行 巧みな 
ゴタ I 单输會 社 

巧を 飛け おを 社 - 

王 ルン スト、 ハィンケル 飛行 «會 巧 

ヘン シ ，ル 飛行な を 巧 
ユンケルス 飛行な ああ お 巧を 巧 
ご •巧 か « 

. アル グス發 動な をな 

ブラ モ を 社 (ブランデン プル グ發 動な 舍 社) 
ヒルト 巧 動機を 化 

ユンケルス 飛行 お 巧 お S お 食れ . 
マイ バ ，ハ 巧が 巧 をれ 
ダイ ムラ I ペンツ 發 動機を な 
タル セデス •ベンツが か 掛を社 
B.M.W- ー バイエル ン おおが 'H お) 


伯が ポか 
ゴタ I 市 
巧框巿 

B スト， ク 市外 
伯林 市外 
デ， ソウ 巧 

伯林 市 ホ 
化が 巿ル 

ストット ガルト 巧 
デ， ソウ 市 

フリ I ドリ， ヒス (1 フ 1 ン巧 

スト， ト ガルト 巿 、化 林巿ル 
スト， ト ガルト 巿 、伯林 市 か 

ミュンヘン 巧 
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ザの 巧 巧を に 設立され それ ぞホ 巧を を 持つ て 健を たる 巧违 をな してなる 巧 巧 食な だ 左の 

巧り である。 

ブラウ y シュワ ィク 巧 巧 巧 ♦巧 
.グル ム スタ， 卜大ホ 飛 巧な エ爱 
王 ル ラな 械エ果 
ハレ I 飛行な 會な 
*1 ル 飛行 巧 含 巧 
クレ A 軽 巧 巧 巧 ♦む 
メ ，サ I シュ ミ， 卜巧巧 樓會れ 
ジ I ベル 巧 巧 巧を tt 
み ホ おの 巧 名は ホの 通りで ある。 

>rado F 一ち zecgwerke ， Ba ぞ Isberg bei ぞ ユー n. 

B. F. w. (Bayerische Flugzeugwerke A. G* >cgsburg) 
wucker wlcgNougbau o. 3. b. 

巧：！？ ぎ Rsdorf bei BerHn. 

Dernier Metallbauten G. m. IJ. H: す iedrichshafen* 


ブラウンシュワィク 巧 
グル ム スタ， 卜巿 
ブイ プチ， ヒ巧 
(レ I 市 
キ ー ル 市 
ベ プリン ダン 巧 
レ— ゲン ス ブル グ巧 
ハ ノ—バ I 市 


Fieseler Flc 巧 ze ち bau G. m. b. H: Kas を . 

^ 巧 8 を —w 己 f Flu 召さを au G. m. グ H. • 穿 rlin. 

か sthacl- Waggotifab 異 Gsh ド 
ー ザ だ ョヴミ 》 Flcgzeugbac G . m. b. H. Hambu 写 
, 田 3st He す kel IHugzeugwerke, 巧 ostock. - 
Henschel Flu ち さ wwer を SchSnefe 己 bei werli 日 * 

一 弓 Kers Flugzeu 。旨 d Motorenwerke ， Dessau. 

>^rKUS Mo す renw 马 ke. G. 3. b. H. Reineck さ d ミ bei ミユす . 

ぎ ョ〇 (Bidenbur を Che-Motorenwerke G •ョ . b. H. Berlin- 苦 andap 

出す を Motor^nw 马 Ice G. m. b. H. Stu 再 吾 rt. 

M ち ba さ Mo す renbau p 3. b. H. 『 r 塞 richsh を？ 

Daiml さ Benz Motor さ werke G. 3. b. H. Stuttgart. 

Mercedes タタ タタ . 

B. M. w. ( Bayerische MIe 口 werke G. m . グ K.) M ぎ chep 
Binschwe ぞ Ff zee ミ马 ke G. m. b. H. Binschwe を 
口 aritadt Akadisoh じさ eK，rK ミ ppe. ご 弓 — a 巳 ご 



す立 》tas ユ lienemverke- G. 3. b. II. L 三 p 白 • の . 

巧 a ご e Plu 巧 さ gewet-ke G. 3. b 足 . H とす . 

巧 l-lKze 己 Kbac 置 里 G. m. b. H. さ 里 . 

Leklit 巧 luKNeuKbau Klim G. 3 . グ H. 田6 呈呂 en. 

Messerschm 己 t Flugzeugwerlce G. m. t>. H. Reg さ sbu 写 
莫 bel FlcKzeugw 马 を G. 弓 b. H. Hannov 马. 

是 等の か審 の證で 發的掛 の 部分品、 計 雲 •プニ ラ— 等の 製 逸を が 共に 參 加した 

事は 勿論で ある。 

右に 巧げ を I 流 大會璧 び 新設 含 社は、 公表せ る！ 滨を五 乃至 一二 筋所筹 して ゐ るが、 
巧の 中 至 f どれ 程 設けて 居る も Q であらぶ、 勿論 S 中 S 惑 事 巧で ぉつて、 通* 
の 巧 字より 推算す るかは をい ので ある ボ 、大お 七 力 至五廚 所見 當 でち らぅと 推 おされる。 

一從 つて 生產 2Q??Q な 曇 歩と 生霸 S 震 S 縮、 望 方 芝賓を 相ち 

け ミ、 その 全 巧 进の窒 能力は 巧 《に餘 る ものが あると ぶは ねばなる まい。 

1 义二 SQ 中 QH 爱ち占 Q 空攻を 受ける 果倉 も曼了 有 巧で 至 了、 上空を 見 ご 
C を 大工 巧とは 何ぅ しても 見えを い ホめ に、 防空 巧 巧を をを 巧して f ので も ミ 
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是 等の 夕 巧の エ果ポ 、その 全能力を 巧げ て 軍用 巧 巧 機を お 造す る 時、 どれ 程の 能力を 巧す 
るかは お 論 おがに おされて 居る が、 輕金苗 生を 能力と をの】 をを々 巧 用を 等ょり 削 W せね 
事 もない が、 大巧 爭链巧 中の ぶ 巧 ゎを めに 巧に かずを 祝げ る 事は 遠み したいと 思 ふ。 が 
し 非常に 大 たる もので あり、 英佛ゃ 巧吉离 人の 一寸な 《が 來 ねか 字で ある こと だけは 閒这 
ひの ない ところで ある 0 

ナチ ス政椎 確立 W 來 僅かに 七 年、 再軍備を 宜 言して ょりを にお 年に して、 此 歯を 持って 
來 たな 業は 識れば 知る だけ お 服に 巧へ ない 現狀 である。 

斯 くして 必巧 なな 巧を 十分 巧 保す るた めの あらゆる 巧 力を 檀 ける とみに、 ナチ K 化樣は 
を 軍め 人的 陣 をを をが する まに も 超人め 努力を おがした 0 
巧 逸 空軍の 人的 構 巧 

ホづ化 帥に 空軍 大度 ダ— リング 元帥を 据 をた 0 第一 六 一二 周は！ 冗 帥の 正裝 をし 元帥げ を 
持った ゲ— リングで ゎる。 化は 第一み 世 巧 大戰當 時 巧に 飛行 將校 として 從 ずし、 欠 巧が 
了み 法 早く ヒ ，トラー の おおに 共鳴して な 來 、ヒ ，トラ ー を 巧け て 巧 田を 度け、 两 をに が 
ける ナナス 巧 表と して 满 をを 占め、 パ I ペン 內觸 、シュラィヒ ヤ ー 巧閣を 倒し、 をに ヒ， 
トラー になが 4‘】 ちれ： じを ちて 來 たくて はたらたい はじ 比 巧け、 一 n 致 惟を おる で お ホが 狩 
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1) Generaloberst Milch 
3) り enerallcutnant ijdct 


2) General レ u む la 打 t Wever 


り その他 s い 腕を 見ち 擊な ナチ ス のを 阐 i に 大いに 衡 いを 人物で ある。 ながの 
結果と し ミ， トラ 1 は 今尙ゲ 1。 ング だけは 友 謹 ひを して ゐ ると をろ 

この ダ ー リングを ヒ ，トラ— 
は 元帥に 巧 じ •空軍 總 帥に 据を 
て國巧 軍に 腕み を 利かさせる と 
おに、 大空 軍の 埋設を 命じた の 
であつ を 0 

ゲ I リングは 巧ち にむ かしの 
同儉 であり、 その 巧 引 樹き闽 巧 
軍に おつを ミル ヒ大將 をを がが 
監 、及びを 軍 大臣 秘巧 おに 巧 命 
; I し、 (第】 六の 樹は ミル ヒ乂 將) 
同時に ゥ r バ '中 狩を 空軍 參謀 長と し、 桑 ニ ハ 冗 巧是ゥ C ハ， 中 巧) 嘗ては 曲乘り 
憂订巧 巧び 7 ルブ K 巧 巧？ して •化み 忆 名を なかしみ で テ， 卜を がを 忆蒙畏 に 巧 命 
し 空 巧 巧 材が監 に 据是た (第】 六冗闻 ドは ゥグ ，卜ゃ 巧， 一〇山 あお 了ち 巧 こ ぉ 3 こ 




も馴 巧の がで みる。 

また スト A フ中將 を 飛け 古總 をに が是、 
(第ニ ハ 六 岡) 巧に また ルュ I デル 中將を 
なが 砲總 鉛に (第ニ ハと 脚) 任命し、 をれ 
!：$ 下は み 嫌 鉛の 巧 も 栽 おに 化り 巧 命せ しむ 
る 事と してな 速に 陳 をを お備 すべく 立 上つ 
をので あつた。 爾がセ 年、 巧々 として 巧 





お 巧 巧 巧 冗 千 •空軍が 力 •巧に 二 巧 機と 云 ふ おく ぺ きおず でぁった。 かにが て两 巧を お 巧 さ 
ホ、 なのむ 巧を 寒から しめた 上に がを わ 巧に がて 恐るべき 巧秀忱 をち して 居る ので ぁる 0 
巧夕の 比較 

.今 その 比較を 英 巧に 求めて、 一 ご 二 代表的に 巧げ てぶ ると モ のかく をる 0 
一、 巧 座 巧 岡が 


巧 メ ，サ ー シユ 4, 卜 

々 ハィンケル 


一 〇 ホ 型 巧 火 時速 セ セ 冗 巧 


; 二 巧 


ハの 〇々 





MO 


巧 スピ ，トフ 7 イヤ ー 

♦ ハリヶ ー ン 

二、 軍 載鬧機 
巧 メ ，サ ー 、 シュ ミ， 卜 

♦ 

. . I 】 〇型ク 冗 六冗ク 
英 デフ， イアン ト - 
ク 四 八〇ク i 
111， ち 下降 巧 巧な にがて 巧を ユン- 
力 I みお JUI 八 セ 巧が® めて 巧秀 I 
なる 性能を 巧す るに 巧し、 巧は 是 に！ 
巧な する ものを く (巧】 セニ 因は ュ j 
y 力 I を 肚 直下が 巧 巧專 巧な を 示す) 一‘ 
2;、 巧 下 か 部 お 運が 前進 萬 地* • 


最大 時速 
五八 〇 巧 


ク 


五 四〇ク 


晴 


誓！： な 




. ♦ 


a * への 哪藥 をが 
口 の 補給に 化大を 
巧 るか 巧を 現は し 
た 巧 逸ユン ヵ— 
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貪な のを 定性のを めて 大 なる 輸送 推 Ju I お 二を ちす るに がし まは これに 巧 敵す る 巧 巧 度 
& し (巧】 セ ー曲は を 下み が 像を 乘廿 てを や 田 おせんと する JU I 冗 二 W 一 
開 巧を の巧充 

その他 數へ擧 げれば 震 もない が、 巧爭 雲の 當初 にがて、 ち 佛巧觸 の 蒙の お備 はを 
にがて、 巧に がて 格扶の 相違が あつを ので あるが、 戰爭と 同時に ゲ ー リングは を 惡の裝 を 
にお 路卞 るた め、 直ちに 第】 期 戰時巧 ホ 計 まとして 一 一箇を 中師 巧の 增設を 立案を 手し、 閒 
もな く 叉 更に 二箇 空中. 師巧 增設を 第二 巧計晝 として 立案 养手 したので、 本年 卽 ち】 九 四 〇 
年の ホ 四月 當 管は 2 空中 師團 八ヶ師 、お 備機 四巧臺 とを つて 居た 事が 推を に 難くな 
い。 をの 後雪秦 四の が充 計を を 巧 巧して ゐを 何ぅ かは 知る にも もたいが、 お 論 何等 
力の 糖が 的 計 まは 戰時 中と 雖もド シ 進めて 居る に 巧 まを いとお はれる ° , こ 化を 閒戰 
當 時英佛 合せて 新 おが 一 萬を、 その後 米国ょり 膊 入した ものを 併せ、 佛の 降服に 巧つて 差 
引かる ベを ものを ちへ ると、 英闽 現有を 軍勢 力は 五に なおの 斧に 向ム がかき なが あるでは 
をい かり 

此の 空軍 再建に 费 された 巧を がを 何で あるかは お 論が 表されて ゐ をい、 がが し 種* の 巧 
おょり 推算して、 大巧 巧 百倍 程 巧と 巧 像され る〇化 つて 是ホ巧 巧 力を 大いに 忡 おさせる と 


an 


其に、 田內 ISHS 於 盛を？、 蹇閒 f 羹 塞 忆 寞を累 を 二と も 想 《に 推く を 

いで あらぅ 0 . - 

(五) ジ ー クフ リ ー ト巧塞 線の お 築. 

ジ ，クフ リ—卜 なと 5 巧稱が 何度から 起つ を かは 判らたい が、 ナチ ス 政府は これに 巧 
の囊も 名付けて ゐ る。 佛の マデノ おに お抗 して 巧 逸が 巧 閒の巧 巧に おり、 巧佛闽 巧に 
巧つ て マ デ ノ綻忆 向； 5 を ひ、 白 S 、 か 蘭と Q 周 境紋忆 及ぶ 延長 約 四 育：忆互 つて、 掉 
巧 長 おの 巧を 布いて ゐる おが ある。 . 

^ 义 巧 を エ の 年 巧 

ナナスの 巧 表に 化れば、】 九 一二 冗 年 再 軍 巧宜言 W 來 、巧に 日を おいで 巧 第した ことにを 
つて おり、 佛國 のぶ 解に 化れ ち もつ とを の 一を ニ セ 年 墳を寿 手して 忿 ぶに 仕 ヒ f たを 
巧を 造の おを であ. つて、 大した 防 巧 力を 持つ てゐ たい 革に なつて ゐ る。 巧讀 たがて 
も 最近 迄 巧が とされて 居つ て 巧 ど お 衆の 知 巧の かに 在つ たたろ 誰れ 一人 右の 何な 巧で 
ある わは 所 言し 巧ない ので あつたが、 閒 載と 同時に 巧を お ホに ずむ を 巧 ふるため、 巧々 は 
巧く八如ホお拘たる巧5巧をがするがホじ、 佛ょリ攻め入ぐ>/^、み叫^^たいんら巧公| ろ 
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とを 保し、 同時に 火 贈に ち當 時かネ おのか 閑人の 片巧卞 る 化が にがて、 = ゥス 蚊が にを の 
】 端を 巧 表し セので ある。 見れば 是ホ ナチ スー 流の お 底 おりで、 この 乂 築造が か 何に ナ 
チスと雖も四年や五年のお時目で仕上げ得る吿がないことは I 見して5^かであり、 是亦ナ 
チ スあ權 化掩と 同時に 計 まし、 若手した ことと 考 へねば 解み 尚來 たいを 多の 巧を 持つ てゐ 
るので ある 〇 

を 旗の 具 賄め 施設 

先づ 、を 前方に 巾 二十 メ — トル 化の 戰 ザ 巧榮 用の 鐵が n ンク リ—卜 なさ ーメ I トル 餘り 
の ピラ ミ， ド 型の 預 ホを 幻を おな に 持つた 巧を のな キロを がに ホいで おつて、 をのを 方に 
物赛い 砲口が 巧々 がいて ねる。 お 方から 兒 ると 鉛々 大きた 入！^ を 設け、 卜 脚が 个冗峭 巧 
の 大型 貨物 自巧 辛が 巧 おを 滿 がした 值巧入 自由た おちの 口を 閒 けて わろ。 

內 部は 巧い 處で 地下 あ附 巧い おでと 階、 大きた エレべ ー タ—が あり、 人塑巧 巧ち お ザが 
そのが お 下 おの ホ 巧 迄 直ちに おり 下ろされる*? 中央部に はお 氣列 ザが 姐ツて 居り、 ディ 
1 ゼ ルお朗 におる あ甫 所が わり、 甫 おか 巧に 巧る 調巧始 がわり、 おな 巧 おお、 空 お 入を 用 
の ポンプち をみ へ、 近 化义化 施設を 完備した 一人 化 ド 都 巧の 胁を呈 して わる。 兵む のは 
巧り して ゐる部 崖は 地下の ザと て 勿論 巧く はたい が 巧め て 巧 巧に 化 たれ、 みむは 完全た み 
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氣の ため 唐草を サ手忆 ラ デォ 忆聞灵 つて ゐ る。 一朝 非 巧べ ルが 鳴る と養忆 或は 肃魚 
列乏义 はこべ-夕- 忆巧 つて 备ち巧 ss 著忆 就く？ ホる。 お 器 S 滿も ホ大し 
を 化んで 大口 巧 巧 開 砲、 をの 他物を いのが ホら りと 列ち ゐる 。又 最前線の 巧卑 巧ち 
巧の ちに 前識 忆は强 力を る 地雷火が 設置され、 砲 眼ょり 现 いて 居つ てが 一つ 押す まこ 巧つ 
て 適宜 雲す ると 5 お 軍-振 名 ある。. 戍る程 これでは 攻笔來 た累ぞ 酷い 貝に をつ 

て 全が すべきは 明かで ある 0 

稱築巧 用と 失業 软巧 

このを 囊を S いては 上記 Q 述 り、 ごくを 近まで 团資 前に も 一切 震 サられ をかク 
たので、 從賣 巧 その他 f 不明で あるが、 巧、？ 苹 倍を？ たこと だけ 發 まされて 
&る。 ^8|く，へき§を巧じたぇと感をら芝と共ち 是亦非常な舅ををつをこと 
は 明かで、 從 05 巧 間接え 雲 受大 をを 巧 分 i 巧 去 ゐる事 も 聞 まひ 《をい 巧 でら 
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巧 十 I 二 章 ナチ スの農 巧を 策 

ナチ ス巧 をのを が 政が も •そのち 巧 政 巧と 同 巧を 巧た る 機巧の 下に 巧 功し でゐる • を 
巧 グレ ー は、 元 來巧業 問な の硏究 をで、 巧 相に 就 巧す る やる や 着々 その 理想を 資 現し* 實 
« を 化め た 0 彼の 政策の またる ものを をげ ろと 

一、 度ち がな 耕地を お 買し 又は 巧當 とする 事を 紫 止し、 なおの 王 地ょりの 遊離を 巧いだ 
ま 

二、 巧 力なを 品の 增收 を計畫 し、 义巧巧 義務 制 のぶおと なるな け おか 法令を 財し、 お 巧 
巧 力を W て 西 美的に を 巧を 助け 旦つ荒 お 地の 卞 巧を 巧つて 巧 耕 化 昭を巧 加した 事 

一一 一、 を 産品の W おを 度み の 生活を 保證し 乍ら 食 巧な 巧 格 騰貴を 巧ぐ 諸 棟の 機稱を 案出し 
円ら 其の 指導に をつ たま 

四、 お菜 大衆 乃き お市ち 由 巧 かを のエ柔 不適 巧を をな 榮に诗 化 ホ しめこれ をが 进 する 方 
巧を 講じた ま 


そグ な？ して. Kss 耕地を 覆し、 食料 紧 人を 可たり 闲寫給 s つて 窗キ转 へ 
て、 巧に 健 巧た る窝を 誘？ 失業を S かを 窝 5 收し •更に— 巧 巧 制を 施な しと 
^ 等に 累 し？。 ••化し 蓉襄は 彼 諸 勇相滿 蒙し く •奪と たる 背み いもぶ は 

れ るので、 煩 巧を 數 ホを をげ る を 避けて 围ネ 巧い。 


第 十四 ま 文化が 業 

失業 か巧專 業とは 開化もぅ すいが、 ナチ ス巧 をと なつて からの 化を 的 ま おの 1 つと して 
文化 事業に 就いて 巧 取に 記 じて ぶ 巧い 0 

ホ 知の かく お 世 獨を巧 族は、 义化方 商に がても 特に ホで を夕 くの 天才を 巧 阳し 大いに 人 
巧の ため 貨 がして ゐる〇 巧巧にヵ ン ト、 フ，フ，テ、 へ 1ゲル、 シ ， 1ぺ ン ハ ゥ エ ル、 二 
I チ 王を 化し、 文 巧に ゲ I テ、 シルレル •〈ィネを をり 昔 おに パ， ハ、 ハィドン、 ヘンデル 
モ ，ッ アルト、 ベ I ト ーヴ * ン 、シュトラゥス、 シュ I ベルト 等 多 < の 天才が 现 はれて、 巧 
と 近代 义 化の お 巧を 滿立 I 、 巧に 十九 世紀 お 半期ょり 二十 化紀 になつ ては、 巧 巧の お 常た 
る乂進 ホの お 酌 力と たつて 來 たがは 巧 巧の お 巧と して、 犬 ビスマルクの 天才 的 闽み經 巧と 
- 巧俟 つて 所謂が 速 第ニ ホ 闲の巧 力に 異常た る お展を 巧へ たので あつを。 これを 光 巧 ある 
が 巧 族の 保が として 更に 舞 展せ L むべ ホ 尊を 扶 族の 光 巧 ある 籠務の I つと して まがす るヒ， 

I トラ ー 巧が が、 化拷 4 端の 間に も 忘 ぉたかつた のは 巧 巧た ザで ゎつた 0 

巧る にを 時ハ诺 をの 巧狀 はが 大巧 巧の W お 生巧戍 巧のを 巧广蜗 されて、 巧 お】 が こを 
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巧銷 を’ 管 文集 夏が 了 違 g 冀窜 ぶる Y さ讓 を？ 裏を、 をく はお 太 

人に 化つて 代を されて おつを ので あつた。 

ナチ ス S 天 T たる やゲ ，ベル K S 頌 なり 忆て ナナス 學生巧 g ま 動 の下£ 等斯す 
巧學 をは おはれが 太 乂 巧を ss は假 巧た く 巧 かれを ことは 旣 S ベを 纽り である。 

當時サ ホは 化の 暴？ みて 巧 逸の 文化 宮 殺と 爲 したので あつた タヒ， トラ ふゲ， 
ベルスが I 旦 s 情忆踞 られて か、 る擧 S でた？ はみ してを く、 巧く して 巧 逸 靑 年の 
餐 起を 促し 寡の お 跡ょり がを をる 舊 逸文 化 S 芽生ぇを 待 巧して 居つ を Q であ ぅ 
がし 文化 ず 商の 仕事は 仲々 計 ま 姐り 簡 がに 巧く もので い。 巧薑 件に 巧つ て ナチ ス 
巧受前 S 太 人文 隻一? f をした ナナス 雲は、 先づ堯 大巧 SS 不是困 

り 同時 忆巧ホ 笑 化 的 低下を な ひ 止 《得を いお 勢と なつて 來 たので、 早速 ナチ スの 政治 

現 論で ち 妾 運 S 囊を括 营轰」 、ヒ， t ラ ふ 愛 農が f . 養—」 を 神聖 

战 して、 巧に 巧 巧 逸文 化の お 礎を な 地さん とち 力し 始めた ので あつを 0 
又巧肪 S 方法 S I つと して ホを 壽美 S 一京 两 時代 sf — して I 奮 臀の稱 

おを 輿へ、 义 萎、—、 義 、囊 •彫 SS 門复？ 年中 8 葵展 客を 惟し‘ 

ヒ ，トラ-巧 巧。 视 巧し、 ヒ ，トラ _ なを 巧く る 等 わら ゆる 巧 力を がま 中夕 てが ミ 
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でぁつ て、 爾 がた 年 •未だ サ みを 持 かすに 化る 天才の が 拱は 姑て わない が、 巧 二 巧け けけ 
を お ネし前 大戰後 ナチ ス巧 逸に 至る の 二十 年の 巧の 變废的 期間を 獨逸 文化の お 迷 時代と し 
て 巧 殺し まらん と 企 岡して ゐる やぅで ぁる 0 おし 令 回の お 英佛戰 が 巧を 姐 リ 巧 逸の 歐洲 
が 現に あらん か、 巧 巧を 気の 巧規 と共に 必ずや この ナチ ス巧 逸の 純 巧 逸 巧 族に 依る た 化ぶ 
度 企 巧が 何等かの おにが て 急 あに 成果を 結び 來 るべき 事は お 巧に 摧 くたい 0 


I ' 巧 十五 章、 勞働戰 線の ぶ 功と 勞柳お 倏遇お 

I i 

奠巧 おの 2 が、 舅 生 愛田 5 つけ 込んだ ホ 化？ &忆 苦しみ 巧いた 二を は 餘ゥ 

にもち をた を 巧で そを、 こたを めが か ホの 寫巧 下を 來 し、 更に ホ ま ネの蔡 に 依つ 

て 勤 巧 巧 sgss ち S 向を 助？、 第一 京資代 S を」 W 薑 & る襄 蓋仍エ 

人氣 巧を 円ら 义 はんとす るの 化 態に 巧いて 居つ をので あつ 

しかも 勞攀 S 想 夏る ぞは畜 S 謀 義班 寡け 5 a Q で 至て、 蠢 
ほ黨の SS お' と」— 業 S 巧 S ミ 靈溪器 器義來 言投 も雰 にあ 

つを ので ナチ K 政權 もたる や 否や 巧斷 にを 雰 疑を のが 散を 巧 法忆巧 つて 命じ、 ブラ， 

クリストに 乘サ てあつを この 巧 雲— の 覆 的 指* をは 護た く巧獄 し、— にを 闲め 

巧霎化 おを 雲 養 2 稱忆 巧て ナチ K 理論 £ い て發 表し •審 奠の强 制め 加入を 

望した。 ち夕雲 《利 空は 墓 酉 藻に がで 達して 巧く？ 公約し と。 

t 0 

巧做戰 線と 勞 働が なの 相ぶ 
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化の ナナス 巧 論に 巧る 新たを る お似ち 化樹 でぁる おが 載 線は、 をのが 巧と しては 巧 本が 
て場巧巧を#まおを側を比まを巧ふるをとをム新ををを稱を^5て巧ぶまとし^^をを化事 
を 引受ける をと 巧ぶ 專 とし、 仕 まを 引 まける をのみ の 細胞 姐搪を 完成せ しめ、 をの 選 化す 
る柔 員に 柔が 會进を 開催せ しめ、】 モ化 まを 與 ふるを との 友 お的悔 調を をげ しむる 0 み 
の爲 ナナス 本が ょりが あされ ホエ 巧監 がまが 不 巧に な視し 正面 衝 巧の おらを いやぅ 未な に 
巧ぐ 手投を 講ぜし むる やぅを 建前で ぁる。 從 つてが 巧 ザの 代表 含 謙は 從 かの 巧衔お をに 
がける 武 巧で わつ た 田 巧 交渉の 權 利、 罷業を 敢巧 する 游會を 巧みに 抹 おされた ので ぁる。 

を 做戟 おのを 巧 的 お 成 

化 ハ 巧 働 巧 おはを 困 的に ち 巧め に 結を されて 居"、 巧が 巧！！ バ I 卜、 ラィを をな 巧 巧者 
と 仰ぎ、 みか 方を に W 巧 ホを の 兼任に 化る 巧 導を を 持ち、 巧に みエ巧 おに 巧のを 瓦 巧の が 
に 於て 資 巧は ナナ スエ 巧を 巧に 巧を せられた る 細胞 巧 巧を を 巧く 化 化み となつて ゐ る。 

みのがが のが 大化 

叉 ナナ Kft 巧は 此の 巧の 联み化 おがち 外の が お 巧を 巧 今、 巧 g # 階み の 反抗的 巧みを】 


巧し 化のを ぶて 此の 化が を 巧に 巧乂 し、 凡ての 化導を 一種の 给 化と 見が す 巧 論じ 基き、 直 
一，. をエ 壤巧愤 を かに も 關が巧 人、 臨時 工人 等を 希结に 巧つて 參 加せ しむる 事と したので， 
巧ず 巧の おち 佛巧 直前 にがては 此の 巧が 巧綠 組織は おくべき 大 ホを 抱 おすろ ずと たり、 巧 度 
一 加盟 具 K に 二 千 八 百 巧 S * A ヤ s*s と 典に ナチ ス 支持の ち 力を るが 陈と 迄な つて 來た 
ので ある 0 

» 

み 衡巧 おの 事業と 歎 喜 力行 運 巧 

加盟 おには 巧 巧の#* のかき】 をの 辆 をの 巧 課金を 課し、 これを U て 巧 術 ホの 巧 巧 や 巧 
上に 資する 巧を の 事 菜を 巧 か、 現在では 曲 巧 至る 度に おが 截 がな 替の巧 地 巧 ホ 巧 やぶを » 
等を 持ち 巧を にを 鹿して 常に 巧 « をの 利用に 烘 して 居る。 

ちに 化の 巧 か 巧な の 巧巧廿 ざる 化*! の 大# を ものは、 を 西で が ホ カ行 通が と 誘され てゐ 
る K ろ 運動で ホる。 これはる 初 巧® ホ 巧 巧の 各 巧 施設に を 手す る だけの々 をを 抹 
ホ & かつ ホを 時、 一巧のを のちに ホる 巧 € な 原を 利用して 巧 化の 巧 力と 巧價巧 供に 巧る 巧 
材に汝 つて 自ら 满設を 作り上げん とずる が 意を を 困 的に 煤 用した もの サゎ つて、 巧 か 著の 
ホち 弹 のが 鼓ヤ 、なぞ、 向上 觸設の 内力 速設 4 ら怕 めら 化、 ぶには 11 巧な モ領 のち 婚 一一. 1* 


む Kraft durch れ eude 


竞 巧に を發 ちして ホ ホので あつて、 巧が をみ 個人と しては 巧 ホな 時 閒のお 化 巧が では ホる 
ポ 、を 巧 二 千 八 百 萬の 大衆が 不巧 におき 出す まに 結 巧と しては 巧に 大きな ものと をる ので 
わる。 

K ちを 船の 一例と 其の 利用 

化の ミ 巧の 巨船 も ナチ スー ホの ホロで 一一 ま 一一 一巧の 目的を 持を せて 居る まは 勿满 で、 や 素 
は淸 巧なる ホ 船と して 年 一二 四 回、 夕 巧の 3$^ をから 抽 度に 依つて 湛 ばれた 巧 街を 巧び 巧 巧 
を滿 おし 近 巧の おか 洁 進に 當 てられて ゐ る。 

巧 巧と ちつても かを 巧澤 はがされを いので あつで、 普通の 食事を 供し 外 巧の 港へ 入つて 
も ホ頭資 用を 卸 約 する 巧 巧く 巧 ホに お 巧し、 巧 早く ボ ー トに是 等 巧 街を をが がして 上 畦し 
豫め手 班して ちいた パスに 巧せ て 見物 させ、 をを 時と を ふと 挣參の 巧 當とビ ー ル 化で 巧 巧 
- に 巧 ホせ ホ 分 見る だけは 見て ぶ 船に 歸り 度させる 0 此の 爲に 巧を をして は 巧 化 ホを* ば 
が せ、 見 曲を 巧 わさち 又 此の 機 貪に 巧みに 化 田の がれを 狀 態に 在る 巧 化を を 巧を 目 ぉせし 
一 め 充分 目的を まする ので あるが 來ら れたモ では バスの 巧* 位し かを がみち をい。 化に 歸 
ると 巧 w ま 中の ナチ ス倩 ホの 巧の 强 いを に、 自巧 的に f 吾# がかを が 化^ か t » ホ 賠に梁 


クて 巧く 巧 苗を 離れ おか 巧 泣す る 等と をム 事は 常の 巧 逸では がに もちへ てぶ をい まで あつ 
1 ホ。 吾々 巧を 巧が をが か 巧を 裕階 なと 同じ 樂 しみを 賄お丄 得る のは】 に ヒット ラ ー なが 
がの 巧ち である、 諸を 一つが 巧の 巧を をな 唱 しょうでは ないか 「ハ* It ルヒ ，トラ ー」 とを 
一 つ ホで うな 巧說 をす る、 巧說は 巧を 人の 道 おの 一つで 勞 がを でも 仲々 演說が 上手で ある。 
それに 巧く 方は 根が 正直な、 純朴を 雨を 勞 街を のま だから、 むから 黄 巧して ハィル ヒ ，トラ 
I を お 叫す る。 化が を來 かば 巧果 正に 百 パ ー セントで 皆 思 ひ'^、 に 感激を 語る。 これ 
を 一方 マィクを 通じて 巧を 巧內に 放送して 此の 巧に かは り 得を かつた 巧が 大衆に 聞かせる 
と 云つ たなに 巧 巧に 勞 かを をち ばす 事に 利用して 居る ので ある。 

がして 一巧び 戰爭 とたる や 計を 逆り 此の 船は 直ちに 病院船 輸送船と して 就 化しを ので ホ 
0 て、 單 にお® 巧 線の 生み 巧した】 例に 過ぎを いが、 巧单 化の 調子を 失は ない おに ナナス 
指導を 群のを 腕が ホ はれる ので ある。 - 

‘ み 働を の 保護と 資本 ホの 喜び 

巧 筋 巧 線 化 おと 兴に 仕事を 巧へ る 做は 自己の が 合 だけで 夕低 ホを 解 培 W 來 をい# をも規 
をした。 これは 巧が をの 生 巧を 巧を 卞る爲 であつ ホが、 巧* 記した ヤ うに ナナス 台 化と 


たつて パ來 •巧 巧 工業は 夕 巧の 殷 眼を ホし、 最近では 巧 俄 力の 不 化を 吿げて 來てゐ ろ 巧た 
巧 おで 巧實 上解屏 する 必要に も あられず 、又を 本 おとしても 森 業 や、 サ ボタ I ジュ のを 除 
ょりを く 解 巧され たので、 がつて 巧 « 巧械お 巧を 讓 美して ゐる狀 おで ぁる。 

戰 けに 於け る效果 

巧く してと 年間に 巧が を 訓 巧に 非常た 巧 力と 巧 巧を 化め て 來を说 あ、 開戟 と共に 巧を を 
巧に をつ て 二巧閒 のがな 巧肪 時巧延 をを 法令で 規定し をに も拘 はら ホ 巧が をは やおから 
K « D « K 通 かにが つて 不新じ おな 巧が に 巧ら されて 居つ を 局に 何等の 不 やもおらず、 粗 
食に 耐 へ、 を 稅を あんで 瞭赢 にち 己の 辟 巧に 必死の 巧 力を 掩げ て掉 るので ある。 がくな 
じ 來る時 此の 巧 衡我線 化 煤は 巧碟に 化する 巧 巧を 現は した ナチ ス 政治の 戍 巧の】 つと ぶれ 
げ をら わと な ふ • 


8 巧 十六 章， 義務 巧 働 制 お 

じ トラ ふは S を！ と養賣 にで 含 11 は 光 巧ち 寡 養寞童 S 設であ 
つち 

ヒ ，トブ I の 巧 巧 第一 一南籌 苗を あ々 建設に 蓄 からぅ とち ふので ホつ た。 しかもが 
含 田の 巧 巧 Q 眼堇 中され つ、、 胃の 宙； 改良、 巧た &巧接 的巧佛 0 一巧で あるを 活 
大主乂 ま 美を 敢行し 义巧 がで 巧 巧に 着手し 自力を まひつ、 、一方では 义食お 問題の 解 化 
自會化 経 巧 S を？ ねばを を かつた。 化の 何れの 一つで もを 時の サホ 列强含 
が ナナス 巧を 程 龙大を 輪 麻と 充至 る內 をを なて 巧し 遂げ 巧な かつ ホ庙 である。 こを 
巧 巧のを 險忆 f 每ゐ た當時 Q 《菊な 狂 窠態忆 於て ー ミを 巧し ょ ミ I まが 如何 
にが 理で あつたか 、又 冒 おで あつを ゎ' 從 つて 田 おで あつたを 巧みに 巧 X & いで あら ミ 

巧し ヒ "トラ ふ 信念 S 廷何 まも SQ 暨で ゎる。 强巧を 意 おと 不屈 不 冷の 巧 神 

力の ある 巧 不可能と をム 巧は 有り 巧ない、 と云ム ので あろ f に巧留 苗と しで まを 


1) Arbeit Die tint 
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ぞと赖 神 力の みでは 化 事に ゎらを いので、 化の お 巧た 化 ホを W 能 ゎ しむべく 了ぶ が 昨い 
■一內 重大問題 であり 两 みの 殺 巧し であつ ホ 六 百 五十 巧の 失業 大群を の おして 巧り 巧つた 事 
は 前述の 逸りで あるが、 更にみ 代の 巧 巧で ある 靑 少年に 巧 神 的を 贼を 化すと 共に ナナス 的 
田* ままの 不拔の 巧 神 力を 植爱 付け、 巧 位を 向上 させ 乍ら しかも】 方では 西み の必 巧と 卞 
る廢值 & る 巧 力を 巧る 方法を 巧究し をに 作り上げ ホの が 此の 義務 巧 巧で ある • 

義 巧み 做 制に 對 する ナチ スの 目標 

r ま 巧 巧 お 制は •ナナス 治せの 當巧 にがてが をした 失業を が 巧の 補助と か 當時規 をす る 
事の 出來 たかつ たおが 義務の 代行と か、 ずは 巧なる 闽巧 軍の 補 巧 的 巧 備巧閲 とか， 巧に 
田 民を 巧增 化の 爲の側 商 お 巧を がま おを る 目め ではを くて、 ヒ ，トラ 1 W がの 意を に 巧 
る 巧を 靑 年に がず る進大 をる 且つ 巧し い 巧 式の 巧 巧で ある。 化つて I 時 的の 施設では 
なく 巧 邀帝两 がする おりみ 惠 にが 在し 凡有靑 年を 抱 巧し、 巧統 のちを に 巧る 巧を 巧 庚へ 
の 巧が 義 おを またし 巧 民 お 力の 下に 其の 巧大 なる 巧 巧を ザ 現せねば たらね 課駐を 持つて 
fe るので ある。 ながが 特に 巧 お 巧を 主 ま 大巧と おを 付けられ をる 化の 制 巧の かちは 全 
面 民が 一人 巧 さ 中、 一ぶ は 化の 學 巧に 學 んた經 おを ぞ卞 るに まつて 巧め て 其の ザ 巧を 現 


、ミ 


はすで あみぅ』 

と •ナチ スは 主？ る。 貨に f たる 目 僚と を ふべ をで ホる 〇 一つの 舅 總 教育の 
機 聞と して 堯巧 お-役 ぉ 巧と 共に 其の 巧備 ともをり 又 巧* の 巧 巧を 化つ て ナナス ホの 一 お 
一二 鳥 四 鳥を 巧し ホので あつち 從 つてを に义 字の 上から 勞働 奉化围 等と 譯 されて 恰も タカ 
を 田み へ 進んで 奉仕す る 一 滿の義 巧 国ぶ おのかく 解され てゐる 惧れが をいでも をい ちち 
をす 巧を に 巧つ て 明かを かく 巧 乎た る 1 つの 巧 巧 義務と をつ て 居る ので あつて 好む とが ま 
ぞ るに おはら や 巧を 两民 である 限り、 而し て不ろ 巧 巧ぶ でたい 很り 5 は 必ず 殖らね 
ば をらぬ 巧で ぉつて 霖令 をな 了 規定 言ゎを 察た る？ ある？ 忘 ゎて は をら をい。 

此の 巧みを る 制 巧を 案 W しを のはな 巧と して 健 おを 樹 てた グレし でち ると 云 はれて ゐ 
る從 つて 此の 義務 巧 働 制は 共の 目憬を まの が ネと巧 村 ホ 巧 時の が 巧に 限を し ミ 

其の 機 お - 

樓巧 とし 了は S 皇十 S 器 5 分ち 芝蠢 器寞 g 都市 S 養 笛、 襄 
巧 巧を 事務局を 設けみ 地 胃 地 (狀 愛 ホる 義襄を し ホ。 

巧 ー セ ーニ 巧は 化の お诗 巧が 化ち が 置の 巧が である。 j 


1) ArbeitMpiiie 



ナチ ス香 資寫忆 於け る 巧 香 巧 Q 素 利用の 狀 がは 左 s ウ であつ ミ 

A 國主 


裹轉地 
森# 地 

> が、 れ 巧みび 巧廉化 
« 巧， 運 两 •賴进 な， 公*， 王が 大巧ち 》 


わ 巧た 0,000 ザ ホが 
二 一 0.00? 
一二ち 08 ♦ 

八 巧 .〇〇? 

巧 化 ，000* 


击 


の勞働 


此の 草な や 荒 お 地は、 妻 劣 惡な爲 、义は 年次 的 S 等 s ’ 窝£| い、 巧 養 
巧に も 手に 負へ §•1 放？ れてゐ セので あつて， 主として 西 化 巧 巧な レス ウキ ，ヒ 
ホ々 ルス タイン •ハノ —.7。 ご ス トフ，— レン 等 J 化が •ホ。 A メ ルン 巧— び 西 巧 
巧へ セン Q ほ 地 等で 走る。 又 農耕 地忆 おへらる ん±地で も 直が 的 化かが 惡く巧 《てが 
ホに 適しを い、 值侦 S い盡が 非常に 津出 ホつ ち 


お 巧み 曲 制の 免を 


り み lileswi 尸 Ho レ 似 n, 

4) Hesaen 


り Westfalen 3 ) れけ muero 
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義巧夕 巧 制を u てを づを 等：：； 十 •地を 巧 本 的に. 卜 相し 巧 水の ± 木て ザ そちし なまぶ 莱 バー 

大安と しつ、、 ち 年を 裝 へやぅ とを ふので ある。 がつ てみ 地 霞 巧を は 露を 黨れを 
なて 任命し これにな お 技師、 主 木を 師をお t した。 がくして 先づ完 をを るな 巧を 造つ ホ 上 
で、 呈 j おに 季軍 八ネ 、睾が 二十 1 才 にます る ご 巧に 此 S おに 服す る 事を が 
巧し 女子 S ヶ 巧男于 半年を 一巧と して 一九 一二 お 年 四月 一日ょり 度 巧した ので ある。 

女子は おと」 て囊收 巧 時 S 安、 化 度 2 手た 等 鐘 蒙議 S まさち が 時 
に 天 巧が を 作らせて 自 かし、 夕働 時間な かは みがの 講師を 波して お婦 としての 必巧 たか 
¥ 實吾さ 甘 乍ら 2£ Q 間忆 ナナス 理論に がる S 餐子 S 秀 型へ？ まを 号 
ない。 

巧 乎み 衡 のがち 

巧 子は 干 巧、 治 义巧害 道 局ち 理 をの 道路の 巧設 •香资 住宅 •巿巧 地 巧 ホのを 
宅 お 新設ぶ かの 单おエ ま 等を 引を ける。 巧 子の 巧 力の 巧 垣は 大巧ぶ の 巧り である* 

おお》 完ホ庭 ホ畫事 

I 五 X JW 化な 巧 •ホ 良 



がを 巧 巧 ザ 信 T 事 

ホ 路« 巧 •巧ち 巧の み 濟、 》 化 ，化の あ 


男子 巧が 国に 巧して は 稍 恒久的を ほし 桂め て ほ ホな 
宿 舍を备 巧に 建設し、 エ薄 進が とおに ホへ がが する や 
ぅ 計ぶ さ 化、 な ザは 巧 為ち なでけ ちろ が、 を 巧な ち コ 



3 な 3 


i ご 

覆， 

r 鱗； 


巧 '- v:'- 

睾 



をを E： {て 率 ひて 巧く 巧に ナナスの 徹お 旗り が 判る であらう。 

第ー セ お 商は お 地で 巧に がます る巧景 である。 

第一 七 六 聞は 草 巧閒 巧の 第ー ホと して 水路を •作りつ、 ある おで ある < 


1 ヒ ー、 煙を 等を をみ を 州 
度 業 化を ょりお 償 支給され 
勞働服 や ゴム 靴 王 木 H 具な 
は 两ぷユ り ま 給され る 0 
第 一 お四鬧 は早睹 おが 服 
に 身を 固め、 シ 3 ベルを な 
のかく 肩に して おを おにが 
率され、 像 伍を 巧 お 働 地に 
向ム おで ある。 巧を をち 
身间 じく 勞働 服に 身を 巧 A 


おがみ 働の 巧果 の】 风 


此の 巧霎な Q 寞は着 5 はれて 來ホ 。巧に 巧 端を j 例を 巧げ ると、 印刷 まやな 本 
^巿 でを 巧い ラィプ チ， ヒ巿ホ 巧に デ， リ ，ナュ 巧 方と 稱卞 'る 特に 雨 S のみい 爲 おど 携 耕さ h 
^ れホ^^おとして霎されて居ホ 盡がミ J、 これに水おを 作りまをありをへ幫を W 
巧 班して 巧 力を 5 たお ま、 を 作の 巧 ど おに 等し かつた 化の 地方ょり 一 《へ クタ— ル (】巧- 
や 方 米) 當ゥ ^ 

なか (さ】 一己 01 曲 

S タ ニ ーニ？ I * 

がか. 四 0? 巧 
のけ 巧 v がげ るヤ ぅにを つたと 云 ふ。 、 

直接 農 S 搜廷も 水 f 巧ち 改修」 養を 築いて 裘を 護し 5 く 0 村？ I 

作つ て 度が 巧 通に をし を 等、 化の 曼は 年* 巧々 寒 げられ てゐ るので ある。 巧に 一寸を の 
巧を 加へ わ ばたら 3 のは 山が 地 巧が 多く、 を 耕地と 巧 差 ど 傾斜の ない 盡 はたい と 云つ-‘ 
でい、 巧 田に がける 常 或では 視 逸の 水き は 判巧裘 たがれが あるが、 S 巧を 除く J 巧.-;! 
の. 追が 巧 ど 平面を 運 にがては す t 秋へ をて- ■一を と— と 巧ろ 煙 浸 革る 專が ミ-^ 
卜？- 、化 ハ 牛 次 走 的 SU をく t 巧.：. .v"5 し、 铁ぷ 巧が 巧みに ホ转 した S であ 一 〇 


るが •； 义 にがてが 水が 出が であり 一寸 大巧 が 巧れば 
忽ちな 耕地に 氾を する 巧 も 曰む を 得ない ので あつた* 
第ーセセ圓は化のホ水の巧例であつて、 同時にを^8^働 
» が 出 ft してを けのを ホが 巧に 巧 力して ゐ るザ黃 である • 
化の な 耕地 浸水 だけで も 巧 巧し 巧る ずに なれば 阐みを 巧 
としでの 利益は ザたち 大を もので あつて、 しかも】 巧 巧 本 
の 工事を して 恐け^ 巧は 年々 みしの 手入れを W てこれ をが 
持 W 來 るので ある。 

を務み 働の 軍備 的巧備 おを 

寒 巧 巧 働 曲は 只 牛 巧の かく 巧で 化 かされる もので なく、 
.其の 巧に ザに ちがに 巧缺に ± 化の 測* 方法、 地 w の 作 巧 方 
法、 なつて ホ 面を ぶて 直ちに 未な の 主 地の が 巧を 巧 巧に 巧 《する 知 蘇を 典 へられる ので わ 
つて 尙 其の お 巧には 巧ち とおして 乘 巧、 自巧自 巧ず、 貨物 自か車 等を 資ち させられ 、ナチ 
K わら 1 K へ ！ B 屋と」 て當 巧を 巧 jls 養で ちを、 窒ーネ を 見な 完全を 巧で 两 ずな 



ホ w 訓？ 巧せられ るので ある。 巧く して 筋肉 巧衡に 化つ てみ 巧が 引が さり ナナス 巧 請 
I の 奢 S つて 養 的 白 f 與へら た 加 ふる S ちに 偉 立つ 軍 橡瓷？ 讓を 巧へ 
^ られを 多く e 靑年義 をに？ と 親 達は 寒て 十； SS 巧 さを 見 S けられる ので 
あつた •しかも ナナ Ksf 完ぱ器 S 幕 《巧 S 護賣 S を冀 凡て 化の 

r を 巧つ を 巧 始めて が 判され 評 巧 さる ベネで あろと を ふので ある。 お 巧す ベを 巧 巧け < 
巧 进に來 るで あらぅま も 今から 眼に ぶえ るでは k 


堯十 セ# ナチ ス少 典® 

ヒ ，トラ I ユ ー ゲント 巧 動は 其のが 表が 遍* 日本に もやつて 來 をので •巧 巧 的を がに « 
へられて ゐる とぶ はれる ので、 巧には 桂く 大略を 記す るに をめ 巧い • 

ナチ ス 少年 巧のを 源 

1 九二晕 t ラ ふが ゆるが？ 墓を 寡」 了 南？？ 5 雲 か C •を當 時は 
巧に 述べた かく 當 5 獨を襄 は 仲* 素直には 蹇 しな かつち 义年繁 く 一二 十 ホに 過 

ぎで 學おも 巧 どを く、 巧 含 的には 巧を る 一 綺化霉 に 過ぎを かつをを 時の ヒ ，トラ ふ 
_ f £ 含 ホょ。 年長で ゎゥ 、又 社 會的忆 ち 彼を S 位 《み Q 大 ff 忆 巧み 巧を か 
W つたのは 當 巧をまで も ぁつを。 彼の 强 巧た 巧 神 力と 天賦の お 辯は、 柔是 等の 彼の 不利 
~ たる 度 f かを 飛ばして 共 雲を 巧て は 巧つ をが、 彼ヒ ，トラ 1 としては をて 满晏ぺ 
を ものでは を かつち を 時ヒ ，卜 T が 震 人に 半ば 望みを 夕 ひ、 聲 をを 年に 円を 


1) Hitter Ju^eiid 


V 


I 
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者け これに 巧强 いなを を 巧へ、 是等 少年 達の ホ 人の 燒に 望みを 强 する ホを しとち へたのは 
巧に い、 着 限 おで あつを。 ま資 はがし ヒ ，トラ ー の絕 望し々 時々 にを つて おれて 反掛に 
働き 巧め ナすス の 巧 大は巧 巧の 乂 のかき 勢 もな つて 現 はれて 來を爲 に是等 かお 违の巧 人を 
待を ホして ナナスな 權 の巧內 統一と をり、 ヒ ，トラ ー 自身 さへ 巧 待し を かつをで あらぅ と 
思は る、 程 Q ? をる 戍 功を 收 &て來 た？ は ぁるが、 と 云つ て 少年 訓 5 大切を まを 忘 
れるヒ ，トラ— ではを かつを 0 

一九二 お 年當時 一巧 生で あつ そ 十 セネの バル ドゥ I ル、 フォン •シ— ラ， ハ靑 年は ヒ， 
トラ I にこん を 也 中の 權 みが あつたとは 知ら ホ、 ヒ ，トラ I 祟 拜の餘 り、 同じ 學生 巧、 巧 
に 巧みょ 〇 若い ま 生 達に ヒ ，トラ ー の 信を を 巧め ナチ スを生 图を組 維し 巧い まを 申 巧で ホ 
ので ある。 了 巧 ヒット ラ I の あ 望と 全くを 致す る 爲當時 ナナスの 內に餘 りに 種々 のが お 
を 設ける まに 反 おでち つて、 巧を 巧 等は 不巧 である、 何等の 力に も をら をいで はを いか、 
とま ム巧 なお 誦 もちつて 十セオ 位の 靑ニオ が 何を 云 ム_^ とち ム やぅを 空を や 巧 ホを 反おポ 
あつたにもおはらホヒ ， トラーはシ》ラ ， ハ靑年のが意用ムぺきを理由として反おを押へ 
シ I ラ， ハ话 年の ホ當 姐り み 年 苗を 化 巧す る 巧を をし、 特に ヒ ，トラ I み 申 苗の る おを 巧 
ふる 巧を をした のでを る。 
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ぶ. しした シ— ラ， (靑 年は ちピの 一生を 化の ヒット ブー 少年 困の 健を たるが 火と 盤 達に 
夕る まを 咨 6 深み § 力を まみめ た Q で ぉる。 5Q 才能- 力を 有ず る 芝 もこれ 
をぶ 望 おて 用 ふれば 時に 10、 一二 OS 呆 を？ す。, 一れ S して？ を 持たせて 
用ふ廷五乃^^111位6巧^^」か表はさ^1^5。 K ， ^ラふ人を巧ふるお^^は管比ハ出 
を. ち 眼と して ゐる やぅに 考 へらる、 ので ある。 紫 場合には 巧て ヒ ，トラ 1 鼻が 痛ぶ 
して 居つ を少害 組織が 然も 巧 ホを るか 年 白身 Q 頭を 生 苦來を Q である。 同時に か 
年は か 年を U. て指夕 さち 勞働 をは 巧 傲を を 了 指導 さ 墓 ばなら， g と 云ム波 日頃の ちへ 
にも 巧號 をを する がかくを をして ゐ るので ある。 感激 性を 人】 倍 ホつ て ゐるヒ ，トラ— 
力、 化の シ ー ラ， ハ靑 年を 勤； をし そま も當 がで ある。 從 つて シ ー ラ， ハ靑 年の 少年® 化 
撤は请 々成を、 一を 六 年 夏 中 巧 ヮィ T ル 巧に がける ナナス 全网大 みに がて 可 巧の 少 
重言 名を 率 ひて シ 1 ラ， (がを 塞し、 ヒ ，卜- 一 ふ閱を 受けを 時、 ヒ ，トラ— は歧こ 
が おを 港へ て 居つ ホと 云 ふ。 

少年 牌の 垄围 化と 其の 結 指導を 

一九 量 こ， トラ-が &權 を 搜るや 否や 化 S ， トラ—々 年屏 をを 田 こ 巧め、 ナ 


— ぶが A 


ナス 黨巧 にがての 地位を 引き 上 ザ、 功が をシ 1 フ ，ハを を 苗み 年函 指導を に 任命し、 ヒ， 
トラ-ち 屬 としたので ある。 其 S 巧は 官巧 としてでは をい 巧に 大臣の おは 與 へを かつ 
そグ 大臣な としで お 巧は る、 に 至つ ホ。 時に シ I ラ， ハ ニ十 五 才の若 冠で ある 0 
其の 巧 此の 少年 国 巧 巧は 義お巧 化 瓶 や 兵 巧 制の かく 西 巧の ま務 とはされ てゐ ない が、 自 
巧 的に 加 人す るを、 養忆 がて 二れ をホ季 るを 攀 し、 雲では 望靑 少年 忆 して 此の 

少年 函 にか 入して ゐ をい をは 一寸を らしい 位で、 函お巧 計 巧に 千 一二 百 巧と 稱 せられて わ 
る) 

黨 のま 柔 である 攀日尙 ミ； ヘン 巿に 本部を ち、 含 至るな 忆少 差® 地モ がと も 
まふべ 呈 化を 建物を 有し、 男子は 十 芙らて ホ 迄ち 睾を ホから 二十 一才 迄卽ち 
義務 雲 制 直前 迄を ま 格と し寞函 毎に 指す まを 任命して ゐ る 。 S を 菱年曲 加入の 
み 年中 S 值 sf 選 巧し、、 ニン ヘン 本が 忆 送り 充分を るが 育を かへ 至、 原 善に 歸 
して 巧みを とする。 小さな 集 围の巧 導 ま 達を 相當か 集め 又 其の 指導 ホが あり、 更に 其の 
上の$ をが あつて 寞 ビラ、-、， ド型忆 集で て 來て其 Q 最受 指？ がシ 1 ラ， ハで ホ 

る專は 十ナ三 ほみ ほ 制と 2 である。 從 つて 化 S 導 f を 付く るを ダけ でも 巧を な 人 

か-こたる々 巧で おる 〇 


Mil 


巧邊を s 或るを はおが みなて 生 雲を ま 桃 はれ. 蓋る をは ~ 文の 資 i け ホ羁む 

w « いて 居る ので ある。 

學校お 有との 調 巧と 限界 

.かまは 餐な 少年 まを 指？ て K .*! ソや璧 层 f 身 苗® 霉 、詔 訓話 S る ナチ 
ス 理論に ぶく 巧 族 意識の 离ちヒ ，トラ， へのを 誠 也の 巧ポ であろ まひみ へれ 寞巧敎 
1^とみを软育苗間忆ぞて团{^敎巧をやつてゐるとも5 へ ょミ 同時蔓^^除の单巧を 
靑を して ゐる まも 2 で—。 睾 巧は 矢張り 霉—年 女子 や 震を ホ おを 堇 をと 
して 拿 SS 奪と ？ S する 塞を 窒を 得さ ミミ tf 重ね 5 力し で居 

る やぅで ある 0 

又 其の 敎育 時間は 學 巧と 衝突し ないや ゥ忆堇 胃 Q 夕 まら 及び ± 巧 《午 巧と をつ ホ 
時 怖を 巧を にが 當 てて ヤ つ. てゐ るので ある。 

议 逸の 巧 等 敎ぞま 要 おの 巧を 

巧 巧 巧？ は ナチ K 蓄器 から蓄 忆 力を 在て 來た寫 で 走つ て、 小 塞の ホを の 
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かを もを をた 巧 逆と しては お < べき 便け をして ゐ る。 '例へ ば 小を 巧の 先生で も 化て 一日 

五 時間を Q 授 S 喜を い。 修菱 S お？ 蓋 £ へて ゐ る。 军華 勤？ ばな 
巧 基來 たい ¥ 1 ホな つては 行ける やぅな 退 隙 手 當制蔓 '舊： てゐて 化來る 限り 壽の 
い、 ホを か滿 化して お 巧に 一生を 捧げる やぅに 仕向けて わたので あつた。 從 つて お 巧 造 
の 上を た 事 US ! く’ へを 表で ぉつて 地堯 童は 何 § もな く •寧ろ く 其 Q 知識を ぉし 

て 巧〜 器お援 蒙 まと？ を ミが、 器少累 が 含質雙 さる、 と 巧に 少 

ザ 函のお 海を 逢が むから お 念に おえ、 一つの 目 情を 巧 へられて おつて しお も ミュンヘンの 

本部で あ 育に 充分なる 經験 をち する 所謂が 巧 專巧李 速が 一二 巧を も おまつて 不 斬に々 年 速り 

? 方を 研究」 •其 § 細かい 巧 そ W いた 指令が 毎§ 。聞 けられ， み讓 進は ミこ 巧て 

一絲 化れ やか. 5 懸命 S 濤」 て 來た爲 、常 巧は 巧餐 s 補 巧的眷 機闕 、しかも 描す 

巧 育を よと して ゐ をに も拘 はら ホ、 術 ホル 年 笛 かすが を 校 あ 育よりも 巧 巧を 學げ 巧め、 ホ 

ろ 少年 巧 かなが を 本 おなで あつて 巧 巧は 巧の 補 化を 爲 すかの かき 叙を 呈 して 來た 由で あ 

り、 义小學 巧の 畫を忆 も 白 蓋に 養より 少ザ笛 仁轉 向す るを もあゥ 、巧 年ん 巧では 

々年 曲 木が が 文部 巧に 代 ミ 小 巧 仪が育 を 引 暑る やろ S りちたい を さへ 云ム 巧み 
人ボ みる 程で ちろ。 
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1) llutte 2) Wander Vogel 


みみ 曲の ち 季旅巧 

ナナス 治世 U がの 巧を に靑 少年が 夏 お云ヶ 巧の ホ 暇を が 用し 僅かの 小逍 惑と リ ，クサ， 
ク ーが の夕 巧を 巧へ て、 像を 島して 巧， £ ら 山へ ホへ 海岸へ^ 步 きおり 國內 至る 巧に 設けら 
れホ小 崖に お 巧 宿 巧して ち ホし、 み 巧を 策鍊し 見聞を 巧め て 步く巧 巧が あつて、 がり 鳥と 
稱 した 專 は、 みの-がが 巧围 にも 巧り 入れられ たので なられて ゐ るを とぶ はれる。 少年 
— 化が 後 も 此の 習 巧は 貧熏 されて 居て、 夏を とを ると 是等 少年 围が巧 巧を に 引率され、 時 
には 巧 師看謹 おを も かへ て 巧 內大ホ 巧を 爲し 、化て 徒 ホを お 則と し、 ホ 巧の 速力 迄規 をし 
て 過を でたい 括 巧の ホ 巧の 習 巧と 同時に 何程の 巧 おは 何時 巧で まし 巧る かの 目 ザの 練 巧を 
せしめつ、、 巧は 小屋に 巧る か 又は 天 お 野 管の 留 巧を 附 け、 而わ もがんで 阐巧 方面を あ _ 了 
ホし め、 W 巧に 就いて 前 大巧に 於て 巧 逸の えつた ± 地の 化が や、 不合理を 事情を 說 明し、 
巧い 化を おえ 立たせる 事を 忘れない 徹巧 がりを さへ おがして ゐ るので ある。 

軍が が 備敎ぞ 

—お 巧谢敎 巧と しては 巧 一に 指 巧を におす る 街が 服が に 依る 巧 律、 ち 巧が、 ち 酌 巧# 审 
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自動車、 巧 物 自動 审 S 覆、 荣馬、 读藥 巧 獲 S つ— 中理？ がへ、 グ ラィ f にが 
つて お 空 巧を 5 せし むる ま •ホ まが、 巧ち— 巧械 のザ 地 使用 S 、 寶 窠エ、 

金ち 空 察 蓋 香 S 蒙 巧 單を堯 QS 薑 、お 2 度ち つては i 帆船の 巧 

巧より 巧 故 おの 巧ち > お洋氣 をの 測を 巧 習-水上 飛行の 巧ち 等で あり、 化の々 年 曲を 十八 h 
とを つて？、 と？ 忆お8 務巧堅 雪、 巧 SS 囊と 精神力の ま f 經て 或を 
は肇へ •又 巧る をは 空 军へ •肇 へと 服務す る Q でを る。 從 つてが 除へ 入つ て 來た寺 
々には 巧 化 孰 練は 充分に 裝てゐ る 爲巧除 舊が义 能率を く 巧は た 且つ 努 をを つて 
も 必要な 科 累§ から 見て 益 S 養を 完了」 を窒 よ— をを 寞 Q 素 巧を 備 

へて 居り、 望る に十才 より 田家への 奉公、 ヒ ，トラ— への かがが 叩* 込まれて ゐ るので. 

ゎる。 今寞 接哀 巧藉找 £ 了 示」 s を 兵 S 堯累を 驚 もみして かを し 

とはち ひ 巧い めで あつて、 しかも 化の 少年 围 がを 西め にお ど 百 パ I セントに 近い 少年を 收 
ホし 初め A Q は涅く 近年 Q ま 忆足 する まを ぶへ ば 今 巧 十 年 二十 年のを ナナス 巧を が 世 ホ お 
比の 强い軍 おを 持つ であらぅ まは 想 族に 巧く をぃで あらぅ 0 
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巧 十八 章玫 治學巧 

人 も 知る かく ヒ ，トラ ー は 地方 中 ホの 二 年な しわ 正規の ホ おを 持つ て 周ない。 巧して 
其の後の 十 年間を 固まが にがけ る 手を り 次第の 讀 まで 自 おして 來た 人で ぁる。 みの 自か 
の 程 巧 も 人並 かれ セが 學む i 强 かたちを 力の 巧に 想な 出 ホない 巧い ものでぁる とを はれて 
ねる ホは、 化が 一二 十】 才 にして 投獄 せられた 一年 程の 巧に まを 起した その 自叙な を 見ても 
直ちに 判る 姐り •义 彼の お 説を W いて 居ても 巧く をを 巧 了し まる だけの 巧 ホ的理 話の 巧 か 
さと 詩め 巧が 思 巧を 持つ てゐ る。 

t プ トラ ー 械 がの 考へ方 

がし これは 化に して 巧め て 化 巧る 事で ぁり、】 肢に 望む 巧の 出 巧ない まを かつて ゐるヒ 
，トラ ー は 苗み にあつ てを も 火 切を 政治の 巧は をが へる 學校 のない のを 巧な i して 一九 云 
の 年 文が 省に かじて なお 專門 ♦巧 ともをん べき 西 立 指導 ホ學 巧を 巧け ホ 巧は* にも 巧ぺ 


— sie 


た (第一の i 參 照」。 

指 巧ぞ巧 校と ヒット ラ ー 學或 

なる に S 少年 S お 冥 意 ホの が お 巧を 收 S めた 《を 見て 更忆 望と してでは なく 

黨の囊 として •旦つ 少年 受 延長と して 同じ 目的の 政治 專 口の 菱を 設ける まとし ホの 

である。 これは I 九 一二 八 年ょり 初められ ホダ お まは 判らを いが •を 西 ナチ スみ 年阐 からが 

ホを 素 巧 S 少年を 集め こわを々 代 g ナチ ス中 巧府忆 仕立てょうと 云 ふ g であつ て、、 巧の 閉 

立 巧 導を 養が ナチ K 理論 S つて ま 成されを 中堅 喜 震を g 的と してる る S おして 

これは ヒ ，トラ- s ? 信を，^ 受け 稱 いで 指導 的 ナチ ス賣を 作らう として ゐ るので は 

ミ かと 考 へられ ミヒ ，卜 _r はこた r ルフ •ヒ ，トラ— 養なる を稱を 許し セた 
ので ある • 帖 

か 

巧くして爹巧され^-^巧く少年達がサに讯でお念におぇて巧巧する時、 ま內ょゥ第二の 一| 
ヒ ，トラ 1 第一 云 y ， トラ ふ 生れた i とは おれが 保歷」 得ヤゥ .化 ホは 巧び 一二 巧 おを^ 
れ るので はをから うか 0 - 1 

一。 


、 
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第 十九を 税神入 巧 所 制度 

角 神 入を 巧とは おが 勝手に 附 けたを 供で黃 陪 はち 中 所と 云 ふ。 巧 神を 集中して 惡 化し 
かけた 人閒 を善夕 しょぅと まふので あらぅ。 巧 巧は 儀 域へ 入れる 程の 巧惡 人で わい 程を 
の 人 閒を引 おつて 來 てが 働 至上 ホ義に 巧つ て 精神を 入れ 替 へさ 甘る 比 事を して ゐ るので 巧 
を 上 巧手た をに 譯 したので ある。 

t ッ トレ リズムな ぶを み矯お 

現を の 巧を は 苗 民の 巧 どを 部が ナナスの 巧を を お 美し ナナス 治世を 液 歌し で ゐる〇 巧 
に 今 ホの 大巧に がて 巧 民のを 想 もぉ來 なかつ を 大巧に ホぐ 大巧を U てして は獨 逸人と して I 
ヒ ，トラ— を 神聖 既し 一種の 倍 仰と をた つて ゐ るの も お 巧は をい。 义 吾々 巧 一二 閉 人が 見 
て も かに 不化 出の な 人で あり、 獨 逸人の から ちつて 神に 近い 程 無が 無慾の 人で ある 巧. 
も巧连 ひのを い 事 黄で ある。 义 がの 化 冶 的 •か义 的 •すが 的 手 おにが て 天才と 云 ふには 餘' 


い Konzont rail り 11 ] ぶが r 
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りに お大 である まも 否定 讯來 たい® 

今 尙が抗 をの ある 巧 由 

巧ら ばを 巧 養 ホが 1_ 人 巧らず、 むの 底から ヒ ，トラ— を祟拜 し、 芝 命 やる 臺んサ を 
命 も 巧ぐ るかと 云み と聲 にはが りとは 云へ ない とぶ そ— 異分子は おめ て ルが であ 
る まは ま— が 結 無とは 云へ た。 現忆 ち耶お 耶忆葬 真を 昨 一九二 完年 十一月 八日の 
ミ ユン こ巿 にを るヒ ，トラ— 謹 未を 事件が お 辯に 化 話つ てゐ るでは をい ち當時 
化の ま 件は 英闽 S 業で をる と片附 けら 祭が •其？ 5 を S ちゥ 農い 事は 少しく 巧 
巧 ま 巧に 明るい 人 A は 直ち S へ 得る 事で ある 0 

ナナス 舊 がみから ホへ 营た るぶ 功を 收 め、 男を 充 巧し、 夏 《所得は ナナス 豁 
に 比し 至 ハ 辆や均 も 著し > 失地は fs さ 鲁來 た 一九 一二 華に がて さへ 化の まが あ 
0 ホ 巧 巧から も S 忆累し 得る 通り、 ヒ ，トラ.. の强烈 をる 信念と 宜保 省の 大 をの 巧 巧 
をに も拘 はらず • 20 迄 ホみ るんだ 化 人 まま 的 利己的 巧 念は I にを け 切らを いので 
もる。 量む を 得 S 情忆 はゎつ をとは 5 な 前 S 保忆も 可を り S を 巧 f かへ て 
たる。 ホに 塞な にがして は假 借を き 8 を かへ てなる。 力の 前に 聞峭 しを —がを 


を をんで 地下に おつて ゐて おかに がすを を じて ゐ るの も 無理の ない 事で ある 0 是 等が 時 
にを 面に 現 はれて 來て ずは ナナス 政を を 巧み、 共の 統制を 私 かに 巧らん としたり ，又は 個 
人 ホを 的 利己む わらを に 巧ら れて& 巧の 方 かに 巧す る ものの 曲る のはを 巧で あつを® 

惊 神乂轉 所と 監獄との 巧淫 

是 等を か 何に お 忍す るか •辣 しで 了 ふのは 課のを い 事 ダが-何とかして 也を 入れを へさ ホ 
てと ら ナナスの 理 話に 從 ひ、 也から ナチ ス 政治を 恶が する やぅに なつて おれ、 ぱ貴 巧を 
人的を 源を え ふずを < おを 巧 じて おと 爲し 巧る とち ム考へ ホの 下に 生れを のが 此の 精神 入 
を 所で ある。 巧つ て 監獄とは をが 巧き 方を をへ て 居つ て、 飽迄巧 巧 的が 神 苛 巧を 目 おと 
L てゐ るので ある。 み 巧 的に をへ ば备部 市の が ル 不毛の地 ヤ千 巧を 巧す る 地 姑に 粗 おを 
かおを をて、 巧 种入替 を 必要と する 連中を 連れて 來て 》 特に 巧を を黨 なと S，A や s,s の 
おむ を おして •規巧 ある 軍换的 生活と • S を 化の ^ ^を强 制し， 互つ ナチ スの巧 神を 巧 & 
夕を に 巧ボ巧 巧に をる 程 叩き込む 0 法げ るに も S*A や s*s が 眼を 光らして 居つ て 逃げ 
られ をい、 か 何に 理 巧な 违中も 巧ぅ して ー ニケ 巧 も 叩き込む と、 也が 入 をら をい 迄 も 馬な で 
をい おり、 巧 法人と 生れ 雨ぷ にを 活す るからは •ナナスを 巧の かずる 度に 從は をい U 上は 


幸 おは 望めを いの だ •とを ム おが セる ま 巧 だけは 判 巧と 意 蔚卞る やうに をり、 巧 導を々 巧 
I ではぶ が じて IK 際、 むが 入. 替る Q を 出 了來る 由で ホる。 . 

^ 巧 導 者が をし と 見る 巧 かう して 叩ネ 直し、 5 ホと 認められる is を ホされ うを 
獄 でを いから 前 5 にはなら & い。 人 つて ゐる巧 閒の巧 さ 香の 《力と して 巧みの リ 
をを 痛ら す •正に I 巧 二 烏 S 息の 化 ひで ホる 0 
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第二 十章黨 の 耳 

これ 又な の 巧 ホの 譯名 である。 本當 はな 嗔巧 とも 云 ふべき もので， を 社に もエ県 こも • 

巧を にも おを 地に も、 避暑地に も 住ち 地に も 巧 逸國內 至る 處 目立を をい やうに 設けられ ナ 

チス黨 U が おされて 居る。 黨 のをと して 巧 おのを を 直接 聞く とがに み 巧备揀 のな を 紛歲 

を 栽 判に 巧け るを もを く 解み しようと まふので ある 0 义 ナナス 政府の 方針に 巧す る巧诗 

のたい でう 未 巧に 防止す る 役目 や、 巧ホ宫 をで 公共 困 巧が 地位 ヤ權 能を 惡 用して ナナスの 

本意で をい 事を 诗す がかき 果合 > 民衆の が 益を 保 巧 せんとす る 所謂 見附 巧の 巧 目 も 勿論 巧 S 

びて 居る ので ある。 巧 おの 巧 合 上 S , A ヤ s , s 睐 なが 任命され てゐる まが 多く •政 巧の I 

巧 人で たく ナナスの 黨お である 苗に 妙 巧が ある。 || 

地 

これ ホ ナナスの 巧壓化 治の 一巧と 見て 了へ ば それを であるが •其の 巧 ホに 巧 卞る柔 か ホ W 
と饱を 正を な 民を 保護し、 巧の ホ 望を 正を を 如當が 許さるべき 巧 巧の 希望で ある 限 ゥ巧荣 〇 
を をれ ホ t 現せし むる 事に 巧つ てを々 ナチ ス 政治を 恶 かせし れんと 積 あ 的に 巧 力して ゐる 《 
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ザ 化を 見て、 がは ナナスな 治の 5 にも おを しち 巧 おい ホを 告の 一つと してが 喜 g 
すべきで あると ちへ て 居る が 巧に 特に* をが へる まとし ホ 0 
や ホは か 困 人 . で* る吾* Qs 忆 おく 客は f を かつをが •联時 巧 制 結 巧忆乂 つて 其の 
样 在は 俄が ま 巧と をり おホ义 こわに 虑謝卞 る やぅに さへ をり* 其の 活かは 目に 立つ て 巧 
ホので あつ ホ 0 
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き 一十一 章 戰時撞 制に がける ナチ ス獨 逸の 物 ま 統制 

一九 一二 九 年の 八 巧 二十 八日、 とを ふと 巧を の 對化巧 ホの 仲 かを 英 西が 拒 巧し、 巧 法は を 
後の？ して 直接 水， ランド 大巧へ 此 S 求忆 就を 搜で 商議し 巧い から 冨 Q を 黄 巧を 
を 伯林へ 寄越して 巧 ひ 巧い と 中た た 日で おつた。 從 つて 未だ や惡蒙 望みは ホ 分な 
つて ゐ ると 信じら 化て ゐを 時で わり、 又 望 人は？ をが 含み 等 S 望® 故忆ナ — ； 
丈ち ヒ ，トラ ふ 必ホ义 嫂 f 5 てを 2 瞬閣 吃美 まに 戰？ せずに 秦を 葦で ホ 
らぅと 信じ 切つ て 居た 時で あつち 其の 田寞 ホを 突 養 かし セの が 午後 一二 時に 巧 はれ 
たフリ ，ク內 相の ラデオ 放送で あつを 0 

フリック 內相 のがを 

それ 程奚 S ? 巧诗を 巧つ て 33 し 巧け K 生活 必巧愛 切 巧が 制を 宣言」 を g であつ 
ち 曰く' 時局 巧 大 にを つて 來 たから 不足して 居る のでは たが 不 化して 來 ミヤぅ こ 
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節約の 爲に 生活必需品の 切 巧 制 巧を 布く 巧と し セ。 これは 巧 逸の 國家 方針と して 必要に 
あられて 巧 ふ 事で ぁるから 関 おは 自巧 的に これに 協力し、® 巧して 巧 ひない。 贝巧制 お 
と をム 事は 闽 巧の 全部の 人が 自分の 欲！ が 儘に 必耍 ちの ちを 消费 する だけの 物 巧がず 
は ぁるが、 今後 夕少不 化して 來る かも 知れを い 巧れ が ぁるので 今の 巧から 闽 巧を 部の 人々 
が 巧に 必 巧た み是ゼ けを 消费 して 巧つて、 後に をつても 巧が 西ら ね やうに 围 民を 部が むを 
をせ て 物 巧を 大切に する やうに 切なに 依つて 統制して 巧く 薄で ぁる。 從 つて 政 巧が 闲ぶ 
の 方 かとして 切符 統制を 行 ふずに がして 肖み だけは 自 みの ホす る だけ 充 々た 物 巧を 從來ぶ 
りが 费 して 巧き あい， 何と わして 切なな 上の 物 巧を 手に入れ 巧い-とち ふでうた まを おへ • 
行 ふ 人が 若し 有りと 廿ば切 巧が 制を 行 はんとす る國 藻の 方 かは 进に 其の】 端を 破られる。 
又夕 敬の あ 黃な阁 巧は 非常を 迷 葱を する 薄と をる ので 政 巧は 其の儘で 放涅 する まは 化來 を. 
い。 國藻のちかに反するもの卽ち巧みだ逆巧を：：^て剖して巧くょりかに方法がない。 
反逆罪と なると 最高 死刑 迄 巧わねば をらぬ かも かれね から 其ので うた 罪に 落ちる やうな ま 
を 寺 やう 注意して 巧 ひを い、 义あ 巧ぎ 病人 等は かやう にして 货 ひない。 を々、 とげに 辞 
し，.' 巧んで 含める 巧に 約 1 時 巧な 上に 豆つて 放送を 巧つ たので ぁつた 0 


統制品の 一時的 資 止れ 

此のぶ 送の 巧に を 巧み 都巿 町村の 一切の 小 黄 店に 對 して 化の 日 だけ 統制 物 巧の 資 止めを 
ホ 命し セ やぅで あつて' フリ ，ク內 相の 巧 送を 聞いて 飛び 化して 物を 質 ひに 巧つ を おは 何 
れ も小费 店の 巧モ におに 說 おされて 引下ろ ょりかに 化 ホが たかつ をので ホつた。 これが 
巧 前 一二 日の出 來爭 である、 巧に 水 巧 立つ を 切れ味と 云は わげ わらたい。 これでなければ 
本 當の切 巧 統制は 巧來 をい を、 と つくづく 感& した 巧で あつた。 

を 二十 九日の 午前 九 時には 一 巧閒 々の 切符が 各市 巧が 巧ち プ B ックの 世話人 わらみ 戶の 
戶口 迄が 給され て來 をので ある。 をら しさの 餘り 隅から 偶を 口を 皿に して 見ろ とおく か 
れ 、一九 一二 七 年 印刷と 記して ある。 一 化 ミセ 年と 云 ふと ヒット ラ ー が ホ 巧手 瞒に 巧つ て 
巧 太 利を 併合した 時で ある。 若し 當 時ず 佛が 向つ て 來て己 わを 巧ず 我ずに 人ら わげ をら 
ぬ 第 合を 巧 想して 印刷して 湿いた のでは あるまい か • 而 して 夫れ を お 役所 迄は 配給し を 
が のでち つたが 幸 ひに も 英佛が 立 セた かつた のでみ の 街 化かて 超いた ハで ちつて， ナナス 化 
1 府が何 まに がしても か 何に 用意周到で あるかを 物說 る】 つの 例證 とちへ る 巧 ボ出來 るので 
ホる® 
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切符の 詳 巧 

同時に 各 二十 九日のを* 一切の 巧 器は 気の 州 が監 (ガゥ ラィタ—) のな 令に 巧り 
一巧に 點 ビラを 折 0込 ち •切符 統制 S する 注霎？ 切 sn ? 印刷」 てを 冨 
に 貫な めを 巧ろ 遷 Q お 含薑を 巧へ をので あつち 装巿 民に おする 分を 巧て 

ぱ 左の通り である。 

ベ ルリ A ホ 民な S ! 

It 買 巧は 拿なる み s を 口 的と ナる もので ちり まて 

蘭 貢を はを 入が 雙し •旦つ •暑 から A 股饰を ホし 巧る T 票され てを り まて ミ 
磬賽 はか 何なる をに もちれ •を ほ の 班— 棄るも ミちり まち i もない ぶ寶の 巧ち 
.は f 巧み の 障 得が おを された ので もります 〇を 化が 自 巧ち るけ 巧を さるれば 度 g 巧ぶ ミ 
その 化か 巧 おの 班 給は なおされる でもり ませぅ 0 

ヒス テ リブ クな興 巧は 班 給の H ホを がつ 上には をし を 公事で もり ま fo 班 お jjjii の需を 
剔ら すに け 少< ともを 日の 閒は稱 巧され といので ありま fo 


•お：： 人は がん じて ナナス 歐 をと 个 チス綺 巧の がみ じ滿 がの むがを 批 じ-丈い のでち ります o 
T ル リン 巧 巧 諸 お •巧は くは 巧 里に 協力され • 巧き を 度げ されん ことを 〇 

州 巧ず 代 巧 

ベルリン 巧 費ち に吿 ぐ。 購— ホは 巧處で « 巧され るか 

ベルリン 市 巧は々 み 巧 明を と 巧 貫 券と で お 巧 お r 食 ザ 石ち なおな 物 •巧を 入し 巧 
る やぅ， ホ 內が苗 じ 下記 巧按 巧を 設けて をり ます 0 

1， ♦> の 切 巧々 Kw 2、 經 gB 3 •貪 ■居 

これ 夕の 役所の 所§ 巧は みの 通りであります 〇 

1， 切 巧み K 巧 

これらは 市民と ち あ 巧を な 開 係の ちる も S で、 

( A 〕 UK 切 巧の々 S き 

例へ ば 巧 一巧の み 醜に 巧し •引 © At ； 同一 化 帶內に 居 化 十る を (例へ ば 巧し < 巧 生した 子 かの 
かき) に 巧す るみを 證阴奮 が 世 巧 主 又は その 化 巧 入に 巧 へられて をらぬ 時は 巧帶 まけが 巧を 切 
待み！！ に 巧 ホナる ことが 出が ます 〇 

不在 中で ちつた もの •か、 切 巧が I 巧に 交 かされて ちその 化 巧に な 巧した み 合 (おち § 

. ~~ g ホ も同窝 —— のかき】 は •巧 分な 霸 (震. 聲巧 巧は に戶 まの 巧 堅る ちへの 届 
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E 害) がちれば— 人に々 分證明 まを 發 巧し 
ます。 

( U 】 M «, ir お S の！ IK 巧の々 せ 
( C 】 小ち， 巧婚 には ♦巧に 牛 At 
巧 か g 雪る ので •これが liK «6 巧 
せ 

田 二、 經濟局 

脚 ( A ) 一時的に その 所掩 はが 內に 滞を する 

第 ま (お：： r 藝入 等〕 にみ 分 お 明 害を 交せす る こ 
と 0 

( B 】 旅館 •宿泊 § 、中小 商工！ ijl ^， お 施 
訟 •围 防が. 萬 痛 除へ 巧を 巧 巧 券の 交が 〇 
( C 】 巧を おが その 化 まの 拥 が 上、 ネ ほや 
衣服を 特に おし < 巧 似す るかき H 巧， お 巧 
宿 的 巧 •な 化 設’巧 お菜ち 苗は 軍 • f 巧 
へのむ お 巧け をの 交け 〇 
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:- ( D 】 猶み上 謗を を 巧して ホ < 入々 基 人、 船員 等) に ホ 服 •巧を 略 李る ま理明 害を 
- 一巧が す 《こと 〇 

を】 ホ 版、 巧 巧な をのを 巧 ’ 

. — 諸 巧 茜’ 困 巧 •ザ f 巧 ホを 巧 巧 まに 巧して I 
( F 】 交 かされた H 貢 切 巧 巧 質を (巧が 石 お) になて 小を 商と @ 誠す る 0 
な 上の 外に 油規證 巧と な® 巧 券を 交付す る 〇 

I ち袁 》 A 

( A 】 を 3 Hi ち 券の 交が 

—— 諸巧設 •化 館 •お 泊 巧 巧 巧 軍、 讓衙铁 への 分を 司る — . 

( B ) 交け された 巧な 切 巧 (さちに 閱し ル》 巧と 協調て 

巧、 ま 巧 巧な になで 

ベルリン 墓 內の擠 巧 局’ を W 局の が 持に 開し •巧 股’ 供 •石ち 石が 度び 切 巧を 累に M 
する がゥ はンエ —ネン ペル ク本ぷ 凹 五 ( Sch 6 n 空 一ー ホ另古 ミ b な tr 45〕 の 中た 經巧 局に 耳ぷ巧 k り 
りた〜 父 巧^の 問が におて け ペル リン、 モン ビ ヨゥ 巧 壁 二 (を 旨-》 を 口 宴ち 客 だの 中 
央を篇 局に 御 聞た せ 巧 ひたい 〇 



五、 その 化を 意 事項 
( A 】 切 巧々 ■用 載 » 時 田 

巿內 祭、 香 曼び切 巧 分® 所は 平 ミ 時 _^~|| 時军劳 時— 畫長 十五 か 

時を 巧 111 防 1 セ 時】 まで 公 ホ ま 巧を が 扱 ひ ょす 

( B 】 巧 巧々 ■用 • g 濟 ■、意— W 在 « 

右に なて は 市 化 巧が 所の 巧 示を 巧を お下さい 〇访 巧み 班 巧の 所を になて は 家 ホ もし < は その 
け理 人に® E 合せ 下さい 0 

(〇) 切 巧の 貢 ひ 方に 度で 

お 巧 ま 自身 切符 分® 巧に 巧 出で 下さる には 及びません。 け 巧 人を 巧 寒 」 ‘M け忆 なつても ミし 
ぅご ざいます 〇 

ホ 版と かの 巧 買を は 購 入 SQ ちる 方 C け 巧 人を して 塞し 出されても 差 まあ ゥ畫ん 。ち 
巧 巧 人は 規巧 をで なければ なりません 〇 この ホ 合け 巧 巧の 書 まに ょらねば なりません 〇 ( ま 人 
化理に その ま， 巧 巧 巧理に 息子 等 もを ぞ へち りません】 

0=0 MQSMIlt 資ひ 9 け 《に は 

子巧や巧れ巧に恃巧量の；1}-||^を巧るためには曲生巧明もし<はをの巧明をお要とし* 巧がの 
みには 奪’ 產巧 .震の お明か？ 享 。《をけ 下の す 供は 一日 〇 ち リッ トル おけに 牛れ を 


資ひ 巧け， 跑 括、 巧 丸 婦は同 巧に 〇こ一ー リットル 巧 ひ 受けられ ま 卡〇 

申る は 一^ 巧 巧々 巧が になされ たいので ちります 0 

(£】 stllA す ミ tt 

下記の 巧 則を 守られた いのでち ります 〇 ベルリンでは 最 巧の 巧进 聞の！^ 如何にょ つては！！ 
g 券の 石 巧 切 巧】 つに け， n I クス まし <は5^$^ をな あにした ものを 一 IT 五 舟を 石炭な か & 
入す る ことが が 巧ます 〇 がし 冬 ホのを 用 分と しで、 ft にを 部 もしくは その-巧を される 方 
は 巧みの 巧 石が 巧から 班 かを まける ことは 化 ホません 〇 

( F ) ■人 も#！ IK 券の いる 商 At 达 MK 券 £« 巧 L なけ わ tt な b «« ん- 

軍司令部 訪 解の 下ち 軍人が 巧 貫を を 化 巧， とする 物 巧ち 巧贸 券を 提示せ ずして g 入す るを 
巧 じます 0 

どんな 巧 鞠に R — 堯 がいる か 

二) ま 素 

ホ巧に巧げられるお巧なにして (下紀 (《】 ょり (V0 まで一 罐がをを^;}.,0のは||ち巧を化 
巧， とします 〇 

(〇 羊モ 織が 军モ •蠢 のち • B ま晕 の】、 » ぉキ モ#) 及び 巧 似の 動 わの モを なて する 
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ホ 木！！ 織の w お (木 巧 木 巧 お 等】 
W 生が 

S なぶ 織 お (里 麻 •大巧 巧 お 等〕 

ごご 麟 贾 おの いるもの 

A 8 •さま その 8 

B « 成 A 

1， 巧 布 

3 •おお 用、 ま 所 その他に 巧 ふる 布 

5、 化 弟 


w 木質 繊な馈 の も© 
似 人を？ 一が 


2、 その 化 致 物 川の 布 
4, 日 巧 ハン カナ 
6 •巧て •お 巧 ド. 足が 

8、 外馨 


7 •仕 ホを なぴ をが 8、 外 化を 

9 をを •あり ig 3、 ほを •度を’ 手が お •怜を 
U •がな が 

前記： S 商 お 1 1 S まで S 意は 消— が, 一，* 湯を 差 掌？ e え手曲來る〇 
4 — 6 8 S ぅち 麗ホ 巧の 子供に？ るみ 化と 下 8 は换な 券を？ 至 令 
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一二 二八 頁の 切 巧は 巧； 问に度 拾した 全が 制 品目 中から お 物 •巧 巧 品 及び ガソ U ン だけを 
がいた をな 目に おする 一巧 間 分の 切 巧で ある。 中央に お 住 巧 名 番地と 姓名を 明 化し* 居 
巧 地のを 近距離に もる 小 巧 巧に て 購入す る 事と 規 をされ て ゎを。 これは 各 小 巧 店の 物 巧 
お 給の 回が を 巧す ろ爲 めで ある。 

捕物 巧を がの 巧 巧が 給の 實狀 

说 巧を 革 類は 必 巧に 巧 じ 最寄りの お 巧 局 •又は 區巧 所へ 申 地で 證 謹の 上が 給す ると 云 ふ 
まには たつて ゐ たが、 を 時は 5 お 役 巧へ 中世で を ニー lg 例忆 依る と 覆 所 § 入が 一 
と 云 つても 大巧が 巧は あるが 夕少 不具の 老班か 未亡人で あるが —— 直ぐ 同道し 又は 他日を 
めして】々 巧の 要 ホを の 自宅に 巧き •を 巧が 作りを いとを ふ爱 口は I 切のを 物 •靴が かしい 
■^^云ムおをは I 切の靴を曲させ， ！ 々おおして修巧の方法をかへ， 逆に說あして歸つて巧 
つて 了ム〇 义 みし 惡 性の 巧ぶ におして は 遠 麻を く g お义は 等に 姐な しおみ 
卞 ると をム巧 おさで あつた 0 

ち 菜 用-目 巧毕 のが 料に がいても 此の 日ょり が 制に 入つ をが これは 別に お 巧の 巧で 巧述し 
ょぅと 思 ふ 0 


巧符 統制が 斤の ご I 段 構へ 

かくし C 拔装 S 符霸暮 &、 上記® や 5 を 親切を 薑を 巧へ •芝 二十を 赛 

らを がと g 行し を？ あつを • f 5 畐 人を ミし セ 事は 己れ 忆 止まらを かつを。 
頁ム 方は 切符で 締めて 巧く •二た ま 反する 基は おお？ るぞ’ とでて おいて、 更に 
責 手の 方を を 縛りに 诗り东 たので あつち 卽ち 八月 一す 八日の 午— ら 二十 九日の 朝 
に 力け て ナチ ス少ザ 曲 靑年函 S * S , S , A と ナナス 黨 貝の 巧 どを 部を 化 g 負して 一 齊に小 

資店 •卸商 >§ を Q 含 庵へ 巧を て 統制 膏 i する 限り 品 星 お 妾を 奮 的に 拥ぺ 
上げ 臺 帳に 綿 巧に 記 r < し 店ち 所 巧 ホの ま 名を ホろ 今を 巧 一 舅 巧べ に來 るが 其の 
時 巧 じて ゐた— 忆相 當 する 切符を 鐘して 巧 切 裳 引を して ゐ なかつ ホ？ お 明せ ぬと 
巧 神 入を 所へ 巧かねば ならね ぞ* と 申 渡しを ので あつを。 

がちち 手を 切符で 統制し、 S - を囊で 霧る と 5 表から と 塞 t と Q お 姑り ホを に 
巧つ ての 巧を 巧し を？ あつて、 を 巧 さ A 周？ 忆 おいた？ あつ ホが、 更忆 冒が 結 
巧して を Q までは ゎつ たが 尙 此の 志 第一 二 Q ち 法を 巧ち 養 保を 蘿 して 居つ た 事を 巧 
見して はを を 巧 かやには 居れを わつ' たので あつ ホ 0 
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巧 一二の 方法とは ナナス 細胞 組爲の 活用に 依る 巧 わらのを 規 である 0 
ナチ ス 細胞が 捕の 活擢と 其の おお 

ナチ スの 細胞 化 線は ナナス 巧大 « 巧の 巧く 初期に 一巧 道が ま 具の 進す をヒ ，トラ ー が 煤 

で •社を S 厚 囊 細胞を る 名 S 下忆 表を 契. も Q で’ 商店 ては 巧 

を 除いて 店 具の みに 化 おせしめる まとして 居つ ホ。 從 つて 是巧巧 貝の 細胞 化 織は ナナス 
な椎巧 お前より 相を をる 歴 あと 力を 持つて 居を ので あつて •ナナスが 巧と なつて な 來は其 
のを 細胞の 巧を に S,A がを へて 居る のでを* 有力を ものと なつて 來 たので あつて。 巧 
へぱ 巧に 甲を る 洋服 店が ゎつ て、 セを S ル賽と 十 名 Q 仕 まを 雇つ てゐ ると すると、 セ 
をより ホる か 巧な 細胞と 十 名より ホる 化立エ 細胞が ホ 立して ゐ るので あつて •何れも 其の 
化 まの 必 巧上當 がと 考 へられる 巧 ホは 巧な をく ホ 話して 巧 まに 巧 求を 曲ず。 巧 ホが こ L 
を 短ね 附 ける も 直ぐ 器 細胞の 代 まを はお まり 置 附 所へ 訴 へて 曲る • 目 附 巧に 詰めて 
ゐろ ナチ ス黨 貝は 直ちに 巧へ やつて 來て巧 まと お談 してを 臨が を 見 W すべく 巧 力す る もま 
ム ことにを るの ボ i もな つて ゐ をので ある 0 例へ ば 二十 人 もがつ てゐる 小を なな 巧の 

巧が あつて 事挣な 第を をた で® く Q 忆 一人な Q かを 其 gf 入れる ヮ 1 ご— プ のな 


けがを つたと すると、 其 s 外套 s ヶ ，卜忆 人れ て 迅 いた 物 等が 愛する 惧 化が ある 
い i ふので、 化の 巧の 從ホ りより— 細胞が これを 巧設 すろ 事を 秦 する。 窒は をが 
^ か、 るので ホ諾 しないと すると 直ちに これは を まりの 目附 巧へ 申 田る •直ちに ナナス 黨 な 
が 巧 まを 訪 4 て來て 巧な 細胞 S 求は 安 當 と 思を 新設して ャ つて 器まい わ、 とま かに 
出る。 尙巧 主が 言を 左右に して ホ諾 しを い、 夫れ では 若し 店 巧の ホを のポヶ ，卜 から 仇 
力 粉え したお 合は ま 君が を 巧 巧 化せねば をら わがい、 わ •と 云つ て 紀局巧 U まの お ホが 通 
ると を ふやう を まとなる と 云つ た 調子で ある。 

此の 細胞がず 回の 切なな 制に 非常に 望つ セので あつちと 云ム よりは ナチ スが活 巧 
したので あつた。 卽ち 化の 切符な 制の 巧 巧を 巧から 監賊 する 役目を 申が けを ので あつた 0 
巧 主は 自 々の 店 巧に 夕れ の監萌 なを 宙 いてを やされ 乍ら 商資 をして 巧かねば をら をい。 

因 巧に 從 つて お 引を 進めて 巧，‘、 限り、 巧な はが 版に 巧 おに 從 まして ちれる の だが、 若し ホ 
切な 取引で もしようと するとな ち 巧：：； は監找 人に 早 巧り して 一人が 目 お 所べ 走る， なち 
S , A や 存官が 巧て 巧 まを 引 張つ て 巧く も云ム やうた がに をる ので あつて •义 事货 此の ヤ 
う & 巧グニ ーニ ホつ ホので わつ た。 人を 見たら を 巧と ぶへ、 ナナス ホが の 遣 口は 正に ま 七 
ホ あつた。 貫 ホを 切 巧で、 資すを ま 鞭で 巧め て 置いて •みの 上に 巧换 をる を 规谋の 巧 目 


を 多年ち い 純ち な 巧に 植是 がけた 巧 族 奉仕の 巧 神に 巧 ゆる 巧れ# 社が' 等のを を從 事は に 申 
がけ 一一 一菜の 用意を がへ てな 巧つ をので ぁる。 此の 周到 さおる が 化に 何た 阐 にがて もま 
巧 i されて 方る 生活 必蒂 品の 切な 統制が 嵌 巧と 巧 はれた のでち つた。 

第ー ニ闽 Q 人 $3 はや 常から 養 辭時描 制に 留 たて 居つ た。」 かも 金 貧の 切な 
が 制に 就いては 前 大巧 巧 半に がて 經驗 巧れ である。 お 巧と 巧く のは 常 巧 だと 云 ふ 尾 ホを 
して ゐる やうで あるが 巧 論 をれ も 或る 程 巧 ま 巧では ホる •がが し 個人主義 巧が まを が 骨の 
補 迄を み 込んで わろ 软洲 にめ てこれ だけの 巧に 巧く も あがと 巧 巧 さわ 巧る ものでは をい の 
であつ て、 爲政 をの 用意周到 さと 徹 なしを 方 巧 巧び 飽迄 目的を ぶげ ホん ば 止まざる 巧 力 こ 
そ ザの が乂 原因では を かつをら うお。 

がくして 擦 巧た るが 制に 入つた 巧 逸の 第 I 问 の】 巧 巧み 物資 配給 ♦は モの 通りで ある 0 
切符が 制の おお 量 

一、 パタ ー ( 全部 人を バター である) 八 0 瓦 
ir か 事 用 油脂 (フょ ，卜 .う I 卜 •サラダ 加の 巧で ある)】 九 0々 
S 巧 巧 (戳魚 巧を をまず) お 03 ク 


四、 ナ ー ズ 、巧ヴ ー巧 牛乳 お 品 

五. が 巧， ジ ♦ A 

六》 コ 1ヒ1» 化莱の代用な 

ち パン 又は 小を 巧 

自由 消を 時代との 比较 とち ホの 態度 

此の 分量は 物 so てを 少 S まは 巧？ るが、 が 辯の 喜 お 《ま 5 中流 S の 消 

《一人を りに 比して わ 四 か 力 遷扣 五分 見を でぁると 考 へられろ 巧に バタ，、 チ If 

等 にがては 更に 但い も？ みら ぅと 考 へられる 。をが® 結 巧と して 巧 ホー 巧は 非 巧に ま 

しんち！；- < 肉屋が 正 ホ 五 〇 互 又は 50 瓦に 仲* 切る 事が 曲 巧ない 爲に 非常に 手閒 巧る 

《で、 薑 Q が莫 Q 日から# 人 e 人？ 作つ ちがが し訓 巧® 巧を 眉いた 巧 逸 入で ぁ 

る •ながと して 先着 版に 巧 列を 作り 二 一二 日す ると 巧蒂用 I 二が を 持つ て來 て、 お 向 卜讀審 と 

し 乍ら W 肅に 待つ てゐ ると をム化 巧で あつて •ラ， シュ 時に 巧け る堇 巧、 ちみを 单 巧® 

にめ けるな g 巧み 人の みの ホの 巧力沙 ホとは 凡そ 則 化 巧の 巧が あつて， ちへ させられ ホ 事 
であつ ホ 0 


六 二 •五ク 
二 五 〇 •ク 
八 0 •ク 
二、 阿 CO •ク 
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巧府の 耳の 活 がと をの お 速々 る 巧 S 

巧し 巧 衆— 巧は 相 f も？、 凡そ 一巧 閒半も f 時忆 & つて ポッぐ 雲 不足を お 
へる 聲ボ讀 忆 S ぇて 來るも 養 Q 5 ある mr 附 巧を 通じて 直ちに ナナス ミ？ 商を 
I である 7。， 夕 巧— へら わた。？ 忆 這は 受ラ デォを 通— 西おに 巧 

巧 給 物 まが ミ 爲忆霎 不良 忆陷 つて 冒ヤ 8 忆を ると、 む 配して ゐる 人が ある 由で 
あるが、 それは— 杞曼に 過 ダない 。 f 雲は 巧 巧 f ホめ たのでは ホして ない の 
であつ て呈雲 巧な 所で 多年が まに 研 巧の 結累氣 巧な 雲 巧 巧の 時 何 ヵ ロリ— 必 
巧で あるを 決定し •更忆 二 わ違當 S 俗を かへ て 塞し を 家で わる。 がつ てを 
をを 惡？ 有 卞る人 をら ぱ霎不 量 降る 費は お 管たい？ わを ら異嘴 
ぞど 5?# を」 て 5 策。 

ちし ホれ でも 尙巧寒 不良に ぉつた と S 人が あれば、 其の 人は 此のち 熏な 含を 完を 
に 消化 吸收 して ゐ をい 爲 であつ て 云 ひみ ふれ •は惡 お ホが s 波な 秀でを るに 巧 まを 
いので— か — f 人 S ホを く 卽時惡 器ち 院； おして W ひげい、 而 しこ ヶ 3 
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も あま 巧 法を 行へ ば 再び 健を をる 消化 おの おがを あ 巧す るで あらぅ ‘〇 其の上で 再び 困 
菜の 爲 にがいて 貧 ひ 巧い。 云々 - - 
巧 巧は これを M いて 今で さへ な 一杯に をらない のに 化の トー 絕 をを させられて はと 云 ふの 
で 此の 不平の 寒は 直ちに 消が して 了つた。 

化の 內 巧 Q 巧 送 もを 然？ 畜 許りで をい 事は ホ S 巧 豪が ホ 下る 忆菱了 油 おみの 
配給を 增 加して 來を 事に 化つ てを 日 妻 まされた ので あつた。 

筋肉 勞働 者の 不平と 巧府 S 處置 

义一选 巧 程す ると 今度は 巧 肉が 化を の 側から 不平が 起り 巧* みほを 化ム ホが みおを おり 
巧は をい 人 速と 同じ 配給を 受けて ゐる 事は 不を理 であるとの 巧が 起る と 又 直ちに 政 巧の 巧 
を 姐 じて 內相忆 度 へられる。 今 巧は 憲ぞ Q 5々 s 旧が ぁる 呈ム 《で 直ちに 义內 
巧が ラ デォで 呼びかけ .V 

巧巧錢 おを が 巧 姐 人と 同じ 西 給 量では 困る とち ム隻が ある 由で あるが， 戍る程 これは 

^■!?巧でをる0 化な も 目下 非常にを 化で をる ので 其 ほを 手が 届かを わつ をので あるが， 
來 迎^ら 毕速 なめる 事と しを。 云* 



巧 もの ある 專は閒 ちを 入れずに 採用し 曼 正して 巧く。 巧る 释と 思； 5 节ら巧 烏に 肖が する 

のは 權 がに 閒 する 等と まふ、 不あ 巧を 患 巧に ま おされて 是正す る 事を 化る しで 巧 おる やぅ 
& まは ナナス 巧を のをを には 許されを いまで あつて、 ちちに 緒が ヒ ，トラ I におす る 黄な 
巧 題を お 起す るを 前で あるから、 自巧大 酉 も 一生 お 命で もり、 同 的に 巧 おの 不平 も 巧 巧し 
たいので ある。 ‘ 

因 民の みおとが 給 鼓の 巧 一山 のげ ホ 

栗して 九月 二十日ょ りを 闲巧 巧び 巧を 菌巧 居住 外人を セ巧额 にみ 巧し 巧妙を る 巧 給 量の 
.愛を をが 巧した ので あつを。 表示せばホ貞の地りである 人をり 一 週閒分瓦ホ、 牛か 
のみ 一日み、 普 地 人 及び 巧渐 者は 悅贈 化、 他は 全乳 リ ー タ ー モー。 

- その 表を 巧く 見て 居る と 巧 资の巧 巧と 其の おおの 巧 配に ナナス ー谦 のが 巧した 巧 おか# 
ー ホ 寒に 立 牌し を 巧 巧 生活への あ从 逝り と 同 梓に！： 巧の 一が 特にを お 牌 钱のお 評 や 不平を を 
がが を 巧に 置^ず、 巧を として 大 ホの 幸懦も 健康に お 中した がが 巧が もが ふで 來 ろでは もい 
i か。 巧を 巧 巧 ま 巧に をいて 少しく 說 巧を 加へ ると、 受 をのた ネゎ巧 口を して ゐ るが、 比 
巧め 值 段の 巧い バタ I をを 人 巧 姐 じて 八 〇 瓦と し、々 養 上の 巧 化 寸パタ I も ホ 差は たいが 
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比わ-1^:が.1‘一 ゎろ巧事巧《油脂； ，卜とわラ_卜义はサラグ巧《かさを普迪人は藥通 
りと 巧へ て 置いて 巧巧隻 ミし くで、— 街ぶ 忆をひ 切つ てを S 一二 巧 堂を 巧へ る 



















AK ふまは ぶ 人立转 的 少い筋 巧義 をを して ホ 分 堂 《巧 まを 荣 ，に 巧させる 方 か々 ま 
はれで t 、 S で 忆又乳 おぉで ゎるから 無—— は大で ホる がず で 窒ろ巧 かなと ホ 
& つて 居て 農 も 高く、 楽 ま 走 暑から 云へ ば 他 G まい 油脂で 充 々け 用 曲 巧る T ズに 
がて は盞 人と 推 おには 從 巧 地り 夷へ 乍ら 繁まヤ ホ 巧 年を には 巧へ をい まとし セ かき ， j 
又 巧 巧に が 了 雲を まを 特忆覆 」 を迪人 s 责 上を 巧へ てゐ るが かを、 •巧？ 乳に を 
て 碧に 最妾 のを 乳を 巧，、 てゐる がかき、 何れも 實 にょく 巧 養と 团巧备 階級の 巧磬を 
考 へて 按 おしてね るが ホポ 看な される ので ある。 

此の 两民 對」 て 音 S そ C がず るが . g く？ 某ゥ去 了理衷 ぉる i ぶは る、 
不平に ちして は 間を を容れ ホに 是巧 して 巧く 南に 賣の 巧を 各备が 超る ので あつて、 ち 
ホ 正の 發表鬟 巧 か i おは 完全に 滿 化し 不平の f 曲 かもくを つて 了つ た。 寡 階な 
もず 更 のかく 巧が 力の 困を 的 ま 覆を 巧 ホし、 巧巧 な 不平を をはを くを つて 了つ ホ S を 

~ らホ 含を 忆？ る 巧 解と 同情が 起つ て來 る。 巧霎も 政府の 此の 驚した 遺 口と 聲 

W の 巧 ひて C 蜜」 {台 常 Q 《さ SS を 赛立ミ 養と &5。 肇は霉 

^ 上つ て來 ると 去 ふを ましい お 巧を 自 がに 持ち 巧した ので あつた。 
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’ ‘ 筋肉 勞働 をの 生活が 相 

ザら ぱ勞 化を の 生 巧が 一巧して 巧 通中產 階な t,- 同樣 にたつ を わと 云 ふとみ して ホ 巧では 
をくて 當を 一ー ニの エ おを 訪ねて 蜡エ 達の 專 をを おを まも ある ボ 巧に ひどい 粗食で あつて 
巧 ま 上 ホみ であるか も 知れを いが 巧濟 のが' 働 お建たら ぽ 一寸 巧を 附け 巧ないで あらう と あ 
はる、 程 あの もので あつた 0 パンと をつても 小 ネが託 〇 で W ホて ゐる 巧國の やうた 上等 
の ものでは なく、 大直巧 や 馬 鈴 ま のぞ々 に 混ぜられを パンを お滿 バタ— は附け ホ留り 有ら 
一皿の ス I プも 云つても 巧錄 まや 豆巧や 巧を の 切れ端を 一が にを 込んだ 上に ラー ト でも 入 
れ たもので あらう、 いやな 臭 ひの する 加が ギラ A 、 がいた ものであるが、 これを 窗 つて 巧 
して ゐ ると 云 ふ 程 巧で ちつた。 此の 巧 をに 耐ぇ 既爭 と间 時に 勞の 力の 不足を が 巧して 巧を 
令を なて 巧內】 おにぶ 施された が 樹時閒 二 時間の お 償 延長に 耐ぇ、’ 不平 もちは 中 巧 ひ 立つ 
て 巧 命の 巧 力を して 居る 巧 働を 逢のを は ザ 化のを を' さ.； 巧 そ 起させる にを々 であつ ホ 0 

が 給 設の巧 巧 的が 制 

切 巧が 制 も 政府 么 巧の 巧 力に W つ 一. 巧が たを 裝 をを げて來 たので あるが、 十月 


•— 3^S ~~ 


に 入る と 外氣巧 巧が 少し 下つ た。 例年なら ば 十月に 入る と 巧 ホを 天胺 ちとたり、 十.- 巧 
に 入る とを 早來 ホ 迄は 場の 目は あおに 拜め ねので あるが、 一九 一一 一九 年に 限つて 十一 巧の 半 
頃を すあ满 に 晴天が 巧い をので、 莫お蒙 下が も 例年 程では をつ たが、 巧 氏 十二 一一 爱 
に 下つ て ホて を 巧に み 庵と 云 ふわ 用 也が い、 と 云 ふか 民衆は 释 いかを を 引つ わけて ホ 出す 
る 頃と たつて 來 ろと 政 巧は 早ぶ 此の パタ I 1 巧 一人 八 0 冗を 一 〇〇 瓦に おしを ので ある 0 
こを 見て お ホは ホ 程 巧 相の 巧 蒙 通ぶ 氣泡 度の-巧を まれて 政府け 龄 巧に 巧 巧の 健康 
をむ おしてを. 化て ゐる 、これなら ば 巧む だとち ふた 巧む を 更に ホす、 を々 切 巧が 制が 巧な 
される と 云ム狀 態で あつた。 

獸あ化 用 魚み 礎嘛 のが 除 

切 巧 統制の 當 巧から あ 巧のを も也祀 したのは 牛が 巧の 不足で あつたら しい • 一九 一二 八 
年の 夏ぶ お 巧の 大巧 お 流行が ぁク て、 そかの 牛际 巧が 踞 巧して ゐ ぶので、 戰爭の 進展に 伴 
ひを 惡の おを は バルヵン ホ 面、 ス ヵン デネ ビヤ 方面からの 供給が 斯 たれる 事は 巧 かせね ぱ 
をら ねとを ふ？、 5 1 人 常り 五 00 瓦迄綺 めた のでち つたが、 其の 代 〇 一巧 一を の 肉 
し 日を 設け 魚肉を を巧热 したので あるが、 のを 化の お 給を 巧の むが がみ 巧ら いだの 


で、 九月 下旬ょり 巧 望に 蔓 を— したので あつを 夕尙一 おにみ 巧 度が 巧 及 占いと 
W まふので、 十 易め から 更に 一 巧 二日の 巧を し 日を 制を したので ある。 巧が 累 のがと 

^ い 巧 わ 望 S 迟 で* 另 A : 美 南部 茜 si 東？ 獲ら る X お 肉は ミ 不味く • 

巧* 日本人には 食へ たもので たい。 又 料理ぶ 法 も 桂め て 幼稚で、 ホを タム 2 を 知らな 

、かとぶ はれを で みつをが、 なおの i な 養から 霎薑ホ 法も改ま ゥ 、資 巧？ 
を ふ 日す 后 I 寸思 ひす 妾 1 畜 さへ SS 語 走 Q がと」 て襄 はれる やぅ 

にを つたの も 此の 巧のまで ある。 

巧 巧が 制 違反 ホ處詢 のを 例 

を胥 i 符 — tf 望 Q 1 一 蚕 構へ S 6 方で 護を しじ 裹と 含ぶ たので をを 
巧 時 新 セを？ 各來 —5 情 《充分 种ら で？？ とす 奚？ ル 《毯人 等。 
阳に藻 おけを 忆 は夕少 ，手 寡して 夕く、 巧 かも 巧 用 走 便利を ちへ 小刻みに 作られて 記， 
をされ て 居た 切符 これを； 7 ィゼ ヵル チと おして 薦 、—符 を 誦して 切 f り 
のを 巧へ を、 で 其の 差 巧に 巧を 卞る夕 巧を をんだり、 又は 切 巧を 赛 するめ 累を少 
巧ゴ 化て ぶた 苗を つち 巧 句 虫め て 少受も 《でを るが、， ふを 巧 恼ハ连 こ 女リ： 


1) Keiae Karte 


々0 た 政府は、 凡てが 巧爵 主を である ダけ にか 置す る 巧は ない 0 給 化 人を 巧 神 入を 巧へ 
巧り 込んだ まは 勿を であるが 他に も か 巧は しい 巧爲が あつを とち ふので 資 任を である おを 
夕 に 紹巧的 死刑を 宮吿 したので ある。 卽 ちを 本 全 お ダけ の 前金を 課しを ので ある。 こ 
れ には 流石の 獨 逸】 お 民衆 も おろいた、 経魯を 化を 本を 巧を 銀行に 巧んで ゐる譯 ももし 化 
坑 金は がふ 方を がを い、 直ちに 化の ホテルは 什器 其の 他】 切附 巧の 巧を 收 されて 巧 货に附 
され、 巧 化した ホの 經择 をが 權利巧 巧 巧 椎巧務 巧 俯拥な 其のぶ でを ちに みぎの お 巧を おわ 
ると 云 ふか 乃 化が をが つ 解み を 見せた ので ある。 此の ま 件を 態* ラデオ で闭內 j S て述 
巧した ので、 を 西の ホテル 業を はを ひ 上り 化の 巧の 巧爲 が巧絕 さる、 やうに なつた ので あ 
る。 一見 おりに 過 かで あり、 巧 酷で ある やうに 巧々 にはち へらる、 ので あるが、- 萊お 
を 血を りに ホげ てを 围の同 まを をち 肅せ しむる を 得げ 全 照 的に 見て ホ 常にち 巧た る 事は 見 
え 透いた 事で、 血な りに 舉 げられ セ柔 をは 全く 可を 想で あるが、 を® の爲 には 己む を 巧を 

- いとを ふの が ナナス-ホの 遺 口で ホる。 統刺經 濟も巧 に 巧 巧 させで ク とせぱ 巧隐 はこ I 

か 化の 巧 おもみ 也が 政 巧に たけ かばを 巧 來る蓄 の ものでは わい ので あらう とを 么 r 

- 其のを 十一月に たり 十二月に 進んで 更に 湘脂租 が 量を がし、 一二 巧 四月と なつて 义巧 《 し 
て 來た巧 巧で ある。 
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巧 維が 及び 巧を が 統制 的な 化 

: '一方 巧 維 類 巧を 類は 一時 おおめと をつ てい、 程 麻 おに 消 巧を 巧へ ホが、 巧たり 不平の お 
を 聞く に 至つ T -、 ほ 巧は 巧に 硏 巧の おお- 閣 巧物资 保有 梧 争を 制定し， ホ 服あ养 かを 二々 靴 
S 化 シ*ッ 五 枚と 云つ を 程 巧の 巧資 保有 巧 巧を 公表し、 現在 所有して ゐる ものが、 修理を 
加へ て 使ム餘 地のを くな つて 钱 じて 來て 化の 巧 準 U 下にた つて 始めて 切なを 請求す る椎利 
を 認める 事を やつて 見を が •巧々 巧が 附 がの 死 お 物 巧が 消耗され て 巧く 程 巧を 見て， もうい 
、とちへ をので あらう、！ 九 网 〇年阳 巧ょり おお 制を 巧 めをやう である。 卽ち 一人； 年 
巧の 满維巧 巧が おを 一 〇〇 おとして 洋服、 かを •シ * ッ ，ハンケ チと 云つ たかに 其の 巧 さ、 
面 巧 等を ちぶし、 例へ ばを 巧 一ニ ッ巧六 〇 お、 ハンケ ナ ニが、 靴下 冗が とちつた 風た をめ 方 
であ ゥ 、一年 百が 內は备 人の 必要と 希望に 巧り 向 ホに 巧 ひ々 けを 爲し 巧る やうに 刷定さ 
れ たので ある。 

石 おの 巧 制 な 
石臟じ 就いてはを 巧から 巧单 6 媒巧 一倘と 制を されて 病つ て、 ナチ スが ホ組祗 のが 一^ 方 


かの 一つで ホる ホが 巧 品の 累巧 化巧ム がち w にも 現 はれて 居つて 切 巧 伉 制と 同時にち 一 偶 
の おか 切 巧を 持つ て 市 おの 巧の 早い のが 百貨店 や 化 巧な 巧に 巧し かける と、 一二 网 日で なが 
化ので うに 巧んで ちつた 石 お 巧が を 巧 於を 消し 二 一二 日は 巧 おな 切れで みの 巧に をつ て】 巧 
に 宿 巧ち か (アイン ハイツ ザ イフェ.) と 稱卞る 巧を 巧 巧 C おが 化 現し、 が ホの 巧々 おそた 
石が が 完全に 坑 一され をので あろ。 此の 倚 巧 巧# けせ、 の大ホ さに がて 巧 巧の 巧す 巧 がょ 
ゥ稍ル さく < .兩 がの 巧ら みを なり まつた 程 巧) なぞは ホ 巧 おおと 化が おがの 中閒 位、 をは 
なをで あつて 一寸 巧を 沈 ふには る氣を 巧す る 程 巧の もので あつた。 

營 業 洗 巧 崖には 別にが おおを が 給した ヤ うで あるが、 が讀充 みとは 巧 かれいので、 沈 巧 
这ボ でが て 石 おを 巧ぶ する やうに をり、 シ * ツ 其の 他を 洗 巧に W 卞 時は 此の 貴 ホた ろ 巧 W 
の 一巧を 削つ てで つたり 自 みのをを 入れを 金 化を かを で 通して 宵 巧したり すろ 必 巧に るら 
れ たので あろ。 ホテ ル， 料巧崖、 力 ， フ H 1等公ホの集まるお巧にがけろ手ホ場にも石 
_ 齡 はなちが を 巧して 了 ふと 云 ふ巧樣 で、 巧 かも 化の 一人 ーヶ巧 一個の 巧单ち W ， こ 云 ふのは 
ザ 巧め て少い ホで わつ てこれ には 巧 ホ も n 1 ヒ ー のがい 巧と 巧に がも闲 つた やうで わつた。 

- 巧し 常 謀 程 巧の 一が におい 巧を 巧 ホは 石が がが 巧 物 惟 油脂を 商 巧と して わる 巧を 良 < 承な 
して ゐ るので 貴を だを 巧の！ がみと 同 巧で あろ かぐ" 節め せれ ぱ たらね のは 常 巧で わると ち 
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つて 何# 不平を I 忌 & いと J 化 おで ホつ そ。 

巧く して ナチ ス 望の 切 巧 統制は 片手に 姆邪 S 剝を おり わざし？ 围巧ま 2 巧を 
置の 巧に— して 刻々 に 巧 化 是正せられ. て藝 たるみ 呆を 擧げて 巧く ので あつて、 政府 

黨の赛 I 態 巧 H 曼 S お ミ識 ち# 鲁 志* 哀で t と 忘が くして 

曲め 廿ら哀 物 SS 含と して Q 爹寡儘 表せら を かつた が寞 ぉ— を？ 
ミと ち へら se 舅 上下 is 壽ちミ r 今 ホ e 巧 S 棄 S 常た^ 巧に 
震して 巧く で ホら ぅと 養から 巧 《されを？ あつち 

度 巧 品 統制の ま 面 

食 粗 巧に 油鬟を 何な 巧 4」 結 《をければ をら & かつた か、 著 十九 日 ダンナ， ヒ 自由 
かの 巧巧三寡 暮 Q 日ヒ ，トラ— 讓は 巧を は 充分 窒 蓋を—」 てゐ ると 5 て 

巧る ではを い tIK 会 問が ゎるを であると 思 ふ？ 少しく 說 巧を 加へ 4 とすろ 
ヒ ，トラ ふなの 言は ホして 曲 や 曲度 目では & かつ ホので、 巧ち 二 年々 位の 食 没は 用* 
したやぅ であつ た。 近年に がける 滿奕 置の 5 ろ ミミナ おを ょりのみ 巧 お ミ 
南堇 H ょりの 讓 等の バ1夕1 がに 化る 《入 等は 巧大 をので あるかち ナチ ス ほが 
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占をつて：^來巧夕奉化围の活用に巧つて酉內不モの主地も急みに開巧され作付面巧は巧當 
に增 して わる。 巧々 围 巧を 巧の 消 養 おの 一一 一四 年々 を貯 巧して ゐる まも 大凡 巧 像され るの 
'である。 义ー ホに がて 長 巧 巧を 不利と する 巧 巧を ホ かに 知つ て ゐるヒ ，トラ ー がが 
が' t ：! 補に 甚巧戰 に 誘 ひ 込まれる やうな ホは 巧に 一つ もをから うと 考 へらる、 ので 一二 年々 巧 
年々 の 巧 巧が あれば 充 々でを いかと 當時 巧* 巧 逸 在 巧 邦人は ちへ をので ちる が、 何 巧に も 
最惡 のちを をな 巧し、 これに おし 充分を る ホ 全 性を 保が して まに 苗す る ナナスで ある。 
巧に を 巧には が 大巧に がて 人閒の 堪ぇ 巧る を も を經 おを 經て ゐる獨 をで ある。 

わ 上に も懊 重を 巧して ゐ るのは を然 であつ を。 

ならば 巧を のを 保 おの 因 ホ ホが 巧は どうで あらう. S 、 ナチ ス政樣 となつ て U 來を 株の 自 
給自 化を が乂急 おとして 凡ち 巧 力を 巧 まを かつた にも 拘 はらず、 巧 巧 逸が ホに がして は ft 
策 上ち 給自化 を セ 十五％ にました と宜 W して 居る にも 拘 はらず、 悲しい^^^ ± み のかが 一 
巧には 地が 夕< 度 耕 忆は特 忆不迸 常で 堇 て、 其 S 忆 人を 肥 おが 麻み 獲 法した Q である 
が、 尙 それでも 油脂々 のをい 良 作品は 巧 ど 得られぶ いとまつ てい、 ので わる 0 やか 時に 
ホけ る* 巧の え 巧 品 苗 かがを 巧は 植物 忱 油脂に がて 九十 五％、 卽も巧 どを 部な 入であつて 
しかも 化の 义大 巧々 が滿 W 大 岳で わる。 しかもみ おの 關 がと 巧が の枯 巧で ホで 油を sk ホ 


する 田 巧で ぁる。 化の 窠忱 油脂に がける 需 f お 給の M 巧を ちへ る 時、 獨 逆が 邊い氣 巧 
の 盡を賓 地と して 持ちまい な 持は 充々 に 同 巧に 俯す ると 共ち を 亥 歐刑戰 ホが 宿 ホ 
か めた 巧 題で も ぁつた まがが るので ぁる。 

巧 お 巧 油脂に 就、 ては 巧 年 大いに 水 ま 方 おわ あ 出しを のでを々 巧でして 《八十％ が 巧 か • 
巧が でぁり、 蹇偏 料が 革 五％ 苗 外が がで—。 雨ソ 不可侵が 約の 直を、 ソ 蹄ょり 巧 
料 百 塞 供給 S ホを をけ 狂 香し ホ C も ホ ホる をで わる。 其 g 他 巧 菜 嬰 堅-一十 五％ 

巧 巧の 二十 冗％ 等が わる。 ' 

ナナス 政治と をつて セ 年、 闺 巧を モ 面に がける ナナスの 巧 力は 何 ホ も人阳 業で わい 巧大 
£ 曼 索して 居る のでは ホつ を、 天巧自 巧の が 件は 仲々？ 巧たい ので ホ (てこの 巧 
にこ そ ナナス か 巧は 巧く を も 憤 巧た る 態 巧を 巧 わから 勒 つたので わつた。 


— 呼 


堯 II 十二 章 生活必需品 かの 物資 需給 狀 態と 其の 戰時植 制 

"お及び 銷 
巧 前の 化 巧 

一九 一二 化 年初 巧に がける 巧を のが 及び 巧の 年 ホ おはめが 千 四百 巧 巧であつて •巧 四が が 
み 出 用 機械 類の お 料 もして 向けられて 居つ たので あつた、 巧巧拥 巧からは 巧】 夕乂 栽の お 
巧 T ルサス、 0 ! レンと 上シ 。レ I ジアが 方の 一部を 失つ た 巧を としては 巧內 になが が少 
いので 己む を 巧 ホ 約 六が を瑞 典、 スペィン 等ょり お 入して 居つ た。 巧 謀の 年 計を の お 料 巧 
自 おちを のま 大巧 目と して 篇 石を 輸入 する 必要の わい やぅに をが お 巧を か ホし、 ち 名た'^ 
ル， プ を 化の 洽 をを、 米田プ ラ， サ ー トお 術み 社の 工夫に 依る お 忡を巧 お 巧を を 併用して 
年を 千 巧が の 巧立ゲ ー リング 巧！！ 巧を 大規 巧に 肴モ したので あつたが 未だを 巧を おれい。 

.閱 我と 同時に 揉つ セモホ ’ 

，- 巧爭と 同時に まは 此の W かな 石は み 乂曲來 をく をる かも かれを い、 とま ふので、 財 巧の 
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到る 班に 珪榮 s 霸 とし 5 はれて ゐる鑛 や銷を 巧みへ 间收 する 5 を 設け、 早速 まを 
しち 巧 S 住宅は 乂 養 瓦と 七メ ント とな かの 木 巧で 曲來 5 るの でら るが •何み にも 
古くを 巧、 銅 Q 生 ホが 多く 又が 冶 S 建した 田 おであり、 巧 ホは 又 肴 物； か頁ム にもが 
务 をを 限と して 舜抹卞 ると 云 ム化忆 何 まもが 义 ゎを 本意と し 5 Z 、 る倾 向を 持つ て 居つ 
た 巧 じ、 少し 餘裕 Q をる 累寡 S、 〔、は 勿,^、 窓 宿 寡 花を？ を 巧を 想く 巧の 巧 

巧 ま 等に 锅 S 火 造。 細 HS る H 夫を 凝らして 喜ぶ 面が ぉつた 《で、 住宅に 巧は 化て るる 
« 及び 巧は 相 富を* である。 これを 早速 巧 法に 巧つ て 巧 化し 始めた ので あつて、 ぶ 巧っ 
が 瓦 巧みを ホろ ベく 巧は さを いやぅ 片端-^ から 織坦 、花 ま 等を 巧り まつて 其のを には I を 
の 七 メント 巧を 垣いて 巧く 0 又 場所に 巧つ ては を 弱を 木材を 少し 巧へ て 巧く。 お ホは 
これ ホ 巧 夕の么 巧と あら ぱ己 むを 得ね と 巧 念して ゐる やぅで もつ た。 

ポ I ランド 征化 後の 早業 

が る に 對ポ I ラ ン ド ぞ事巧巧が念ホ に 早くかおき前大巧 の お巧ポ ー ラ ン ドおとな つ て 忌 
つた 上シ ュレ 1 ジ ャ巧畫 域の 大半 夕 巧び 巧を の もの もを つたので おめ 待な ざせ てあつ 
た ル 1 ル 地 ホ 巧 s 〔巧 師卫人 笑が を 送り、 S 方 《石 巧 W 愛 操 美 巧 巧と 巧 
に 凄せ ホに 接收 した 上シ ュレ， ジャ 地方 S 巧 钢エ 巧を 早堇轉 し ホので ちつち 


® 前ポ ー ランド 人 にがつて 年を 二百 五十 萬 巧の 巧を ま 出して 居つ た 同地 方から 巧を のを ホ 
にがつて 五 百 巧 巧 化すと 宜 音し をので ある。 巧のを 巧 典の ザ 巧の 课‘ 逸への 流入を 巧 巧せ 
ん として 行かし をを 巧が 巧の 疾風 迅 おの 作 巧に 依つて、 先手を打 つて 强 乍ら 全面的に 敗 恩 
して 端 典の 富 巧は 完 をに 巧を の獨 占に 歸 し、 がに 英 巧が 巧 石に 苗り 巧め た 事は 巧 巧 お 上に 
巧つて 衆知の 通りで ある。 ' 

鐵 から 見た 獨 をの 長 巧戰 におす るな 巧 

.义我 前 六 分 通り 迄完 ホして 居つた 上記の 苗 立大載 » 巧を 急ぶ に完 巧せ しむべく 巧 命の 巧 
力を 拂 つたを も事責 であつ て、 か 之讯を お獲 读のお 曲 径路の 巧 お— こがに 巧 巧して 來た爲 め 
に 年 お 約 一千 巧 巧の み 齿巧械 向 諷鐵を ザは 共の 大半が 自が浄 いて 來た 胤を であり、 尙 其の 
上に 白義 巧、 か 蘭に がける 货巧の 結 まを しき おお 巧の 宙 巧に ホ 巧して ス クラ， プに充 々& 
補 おを 巧た 上、 夕 大をァ ルサス 01 レン、 ル ク七ン プル ダを 始め 白 巧 萬み び 北 佛の錢 み 度 
一 を 一巧 押へ たので 益* 巧 及び 巧の 供給の 也 巧を 解消す るの み をら ホ 却つて 持て 餘 して 居る 
がか 態と 考 へら 心、 此の方 面 にがては おみを 巧 巧と を つても 何等の 不巧 がを いとお 《される 
- 々巧で ある。 

巧ら ば それ 程巧澤 を鐵树 をな て どれ 程 巧爭巧 ♦物を を 作る 能力を 持つて むる わ、 是ホ « 


肇 巧で ちつで 巧 ひかる 術 もを いちえを 話が あつを。 s のおポ 1 フン ド霎巧 s 
^ のを 巧の 一二 日閒は 空軍の み W かして、 飛け 巧 上の ななの 巧が にがつて ポ ー ランドのを 巧を 
が 巧、 飛行な 工場を 第一に、 ホいで 巧 化 苗 巧に 向つて 居た ポ I ランドの 大巧の 主力を 巧 巧し 
たので あるが 此の 一二 日 巧/にが 用し を 巧 # M 筑 巧の. 巧 量は、 前 大巧に がいて 度 も 巧みを つを 

ベルダン 忆 がて、 單惭 S ち豐高 S 方 《巧ち 巧つ •ホ 小な S な ミ 合計 ミを 

し 夕か〇 たさぅ である 0 * なの 性能 も 長を の お ホを 诗 し、 又 それ お 思 作 切つ た 作 巧を や 
つた 爲に 早く 片枯 いたので も あるが、 蒙 ご 百 間 S 巧 巧妥离 が、 巧 逸に がける 一 の 
製を 能力の め 八が に. .J か をら をい と 一巧 ふので ホる。 なて 其の 巧乂 をる 巧を 能力を おして 
みるべき である。 卽ち材 S 方面 も 其の 材料を 巧つ て擎巧 巧に 必要を おを を 作る 設か 
も 共に 充分 忆 用意して ゐる Q でち る。 かく」 て 今巧忆 於け る 望 ハ おち 作 おはを* ち 巧 
とを り、 セつ s 香 妾 巧しながら 逆忆蓄 Q 作 我 的 地位は ホ 愛す 利と なりつ、 ある 

やぅに 巧 はれる 0 

二 非鐵み 度 

銷 •亞ち 二， ケル、 マンガン、 タングステン 等 巧け 抖 學に么 .をみ くべ _ ^ら する々 巧 こ 


巧いて はどうで あらう わ 0 巧は ち闲 ホを 巧 ど 有しを い。 午 巧は み 入た 困らを いが 巧 舟 
にがて か 何に お 巧す るかに 巧いて や 素から ナナスが がは 方 かを 立て 编の代 〇 にな 鉛で 鉛、 

ュ ，クル 等の 合金を なつて 置き あ へるべく 巧 力 巧 力して 居た おち、 お ホ 上の 幾々 の 苦痛を 
あべば 巧 用 上 何等 差 まへの をい 度 迄 巧ぎ おけた ので、 戰爭と 同時に 業を 肖 巧の 力に 依つて 
ちを 巧の 消费を 巧々 轉 おさ ホ やうと して ゐ るので あつて、 量に がて 巧 程ま乂 でない やうに 
あな ざ眷 けて ねる とち へられる 0 

巧 鉛に 就いては 巧 鉛の 一大み W 巧で あつた ポー ランドを 征服し、 其のが 業の 中む であつ 
た上シ 、レ ー ジャ 地方を 巧の 巧 力 下に 置いた 爲に 其の 全部を 必 おとしたい、 をみ み 巧巧 來 
る 化 巧に 在る のでは あるまい わと 考 へられる。 

ュ ，ケル も ホ 貴 巧 わのに も 巧 はらず 從 來ち两 巧が みめて 巧 巧で あつたの ダが、 销に巧 巧 
しをクル ，プ會なの巧接ホを巧逸シ ュ レ 1ジャ地方にホ卞るおめて巧弱を巧と二 ， ケル の 
巧ち にが 用して 見を 給 巧 巧^を ホを できんで ゐる 此の 二， ケルと 续 のが々 が おど 完 をに 分 
が 離され、 ^3^に巧い»がが三 ッケルに近いュ ，ケルを抱いてあれてホるので特巧がが巧と 
*5* して 理巧 的を もので あり、 是 ホを々 巧專 をお規 して 巧れば 巧 巧で ホる だけに 量が 巧 山 わる 
ので、 是も 一應の 解ホボ 巧いて 居る 巧で ある。 マン ボン、 タングステン 何 忙も資 * でも 


つてと も畐 f 持たを い、. がが し 其の ホ 巧 量は 大して 妻では & いが、 5 すぶ さ 
^ 巧？ 通つ て 《入—、 f 集の 巧な で 何え やつて 巧け るので はをから うかと ぶ はれ 

^ ミ 從義赛 慧程日 漂 S を 蓋」 午ら I ホ 長て ま 那£ ま 胃を 送つ ホり 

輕巧 的忆囊 をる sf 結ばう と 巧 力して 來そ Q も 一つに 化？ ング ステン 累 得の 目 9 
ホを が 化では を かつたら うか。 

日 ま 事 夕巧雲 直ち S 現す-る？* つ* SS ま厢 間引 浮 ま 化が 仲 i 現し & 
かつた ホ、 ナチ K 黨 给が忆 がて！！ 舅！！ し、 を忆ヒ ，トラ ふが 0 な® 一？ R く窒し 
ホ ホ 貴が ぶ ひを はされ るので ある。 

III 辖 •金属 需給 M な 

巧 金 至 2 巧 ほ も ホ 囊巧需 に關な ありと しご 切れ 字は 巧 表されて ゐ をい 上に、。 
巧た る 巧 & 人品. S 1 て もなら をい と 2、 農 敎すも 此囊窒 含け 资ばお まと 
♦であるを ぶム〇 

巧した 巧 宇は 妾 Q 數や規 巧から 考 へて 椎胃來 わで も& い。 な SAS をが 
A 巧の S 至芙は どゎ涅 S まを して ゐ るか 大巧の 槪 f 得らる、 巧 £ s 抑に 依る 


巧 〇て資 任のを い數 ずを 擧げ て« く 事と する。 がの 推 巧では vy ぶ' 
アルミ 巧 輕を再 か JHS 二十 巧 w ' ..を •ホ 
マグネシゥム 巧 括を* の 年を 二十 五 萬# 

と 姑て 大した 間 まひは をい と 思ム〇 但し ま 量 S であるから 其のを 巧は 巧當を ものである。 

巧 巧は 大巧 自 おでぶ りる 化 態で ゎり、 種* の 巧を* の 合金が 巧め て忿 巧を 巧逮を 見せて 
ねる。 是 だけの 量ボ あれ ぱ货時 巧 おを 押へ てが 空 巧 巧を 能力を ホが をく 發 巧し 巧る 傲を 
と なる。 がつ て 巧 金ち 曲な わら も R 爭を 巧に 不安を 持つ てゐ たいとを るべ をで あると 

BH 。 - 
巧が 料 問、 題 

巧を 上 固 おが 巧と か 巧が 巧に々 けて 考 へて 見 巧い 0 
巧 おが 巧 

石 巧と 巧 巧は 何れも 巧组 にがては ホ々 たるま おを 持つて おつて 巧 前にが て 石 巧 1 ほ 八 
千 巧 w と 巧が 其の 化 一一 巧 I 千 萬 W の 年を を 持つて 居つ たので あつた。 巧两 では 巧 巧 も 巧 
巧 も 曲 則され てゐ たいが、 巧 逢 にがては 巧 まもな 學 的で、 石が 卽 ち— ス 

タイン n I レ と爱 
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がす' ブラゥン コ ー レとは 巧 格に 巧 別され 用を にがつて 巧 ひ 分けられる。 巧 巧 其の 化 (共 
^ の 他には 化を 等を をむ} であ ク て、 例へ ば g が 用、 续 加工 用、 瓦 巧 用 等は お 巧が 用 ひらし、 
^夕お 巧、— 用ち々 选用巧 (巧 串む お) 化 そ 葵、 みに 人 适だ洒 買 等は まとして 巧 お 
スは泥 茨を ス日 でを し圓 めた 大型な 巧 等が 巧；^ られる 0 . 

化の ホが 望ま 巧 かに 依つ て 巧た がポ ，ランド 巧上シ ュレ— ジャ化 方 香ょり 良 巧 年を 
一二 千な だ 萬 喘を 得る ので 直ちに 巧を を巧師 工人を 汲し： ホ— ランド 時け でさへ 年 童 芋 お 
百 養わつ たの' だから 雨 逸 6義 で堀廷 がくを 千 幕は 扣 さわげを ら& 美んで 巧つ 
たので あつち •ホ-ランド 時た は 良廣で ホつ たので 琴 看 毒の お 巧 さへ ち？ 
巧 ひ 切れず 一年 巧 パ ー タ ー タ約で 伊太利へ 徐 巧して 居り、 石 巧の 巧 どを 巧し ないか 太 利が 
賓 f 作つ てこれ を奚 して 居つ た 《であつ をが、 巧进基 服 f 引 巧いて 伊太利へ み 
曲し 其の 一巧み がち* に 押 へられ‘ を 時 まダ參 巧して 居た かつた が 太 利と ち 曲との 巧に J 

時 巧 あし A 囊 を？ た セ 辛 も 新 器 上を 屢」 た？ 化 人 Q 記 该忆 ま》 新 A を 巧り で 

ゎる。 , 

其のを 白爵 KS つて、 白 S と 藻 及び ルタ* ンブ 多© ポ 田を ホ忆 たて 居る の 一 
で 巧ら く 現在 忆が ては 巧 & Q 《力 下忆 在る 固形 お 年産は 大約六 倍巧忆 上る® でと，^ わ 
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と 思 はれる。 化つ て 持て おす 桂の 石 巧 ま 源を 抱へ てね— である。 

我爭 直を には それでも 萬 一を なつて 家を 援房用 巧に おしても 切符が 制を 巧つ ホので あク 
を。 今にして あへ ぱ餘 りに 用、 むし 述ぎ たながないでも をい。 

巧 巧が 巧と 自お 幸の 巧 制 

巧 巧 お巧ボ 今回の 巧を のを 大の おおとされて ゐる 巧は 来 知の 述 りで あるち 其の f 巧は 
どぅで あらぅ か 0 •‘ 

巧爭と 同時に 巧 迭困內 の 巧 巧 おおは 一切 ぞ用 として 空軍 にがてを 巧す る まとを つ セ。 而 
して 九月】 二 一一 一の 一二 日 巧に 化 有自み 用ち 巧 ザを 巧が 討し 「雨 あち 族に 幸 おを 舟ら す 目的に 
用 ムる单 に 限り 巧の 目め を 巧た 卞用 をに がての み」* 货を 許さる、 事と なつた、 化の 云 日 
間、 巧 逸を 困 一巧に をを のけ 巧 巧を、 巿 巧所陌 役所 巧に 自か車 所 巧を が 巧し かけ】 をの 巧 
式に 巧 由を 記入し 自お苹 手 巧と 運 巧を 許證を 用意して 巧を に ホ 情し 託 可を 得る ので あつ 
た。 證 るが 卽 おに ホを されて、 託 可した 单 にはち か 单を巧 記が の 自動 审巧拥 のな 第 置を 

巧 量^ — ディ スプ レ I ス メ ン ト に應 じて】 ヶ 巧々 の ガソリン 11 乂 券を 其の おで ま 給 さ 

れ たので ホつ ホ。 其の 許可 量の 一例を 擧 ぐれば、 二、 五 oo , c,c の 巧で 月 百 二十 リ ー 
ク—卽 ちフオ ー ド、 シボ レ— なで； ヶ月 二十 四 ガロン おを である 0 


1) Cubic Centimeter 


此の 時 許可 真た 白 s 革は 咨 割で 5 た。 雲 八が s 擊奠 g 燃が 泻にま 巧 

する •ヵッ リン Q *. る閒 ダけ はちれ を をれ U 上は 巧け をい ずと わ-つて 窗場忆 も 西る と 一巧 ム 
ので 审 がに 貸 上げを 希望す るを は 早速 試 おの 上で、 芸自 $霉 霞に 化つ て 獲々 貸 ひ 
上げる まとを つを。 但し 現金で 支 巧 はれた で、 後日 現金と 引 5 らを巧 票の やぅた 
もので 支み はを まに 規巧 された ので—。 义巧逸 案® 幸 賄を 窗ら す爹 口にが ての 
みな 用を 許された ので あるから、 許可され を 自お卒 と雖も 個人の すがに 使用す る まは 出 ホ 
度 レ 著 巧 旬 Q + lgiQ 午を 日 giQ 朗夕援 都 おょ。 が 牛へ 《曲 ngs お忆蓋 巡を ド 
S ふな 負が 張つ て 居つ て來る 革蠢を 巧め： 巧ち 巧 件 等を 訊し 案の 巧と ぶは る 文 
をは 其 《場て？ 915 免#; を 取 〇 上で 霍を Q 奠 g 纸で单 を 巧 掌る 主》 ム巧 おおりで 
ぁる。 又を ち 望が、 薑屋 等の たは 時間に なると 同じ.、 巡を や S ふ 案て 居つ 
て S に ホ。 皆て 來た 者は 巧 芝く S が S を 巧ぃ ホ、 ボソ 。ン 切？ かり ホる 
と Is でち つた。 5 間 位え をが 態が jg くと 晕火 ほ茲 S ぶ f が & く & つ 

て 了つた 

ーヶ月 括つた 十月に & つて 叉 許可の 巧 お 討を 巧 ふず. とを つて 今 巧は 「巧み 巧 衆の 幸 用を 
實ら 卞爲」 にか か卞享 でも を量ポ ニ， 五 ooc ， c 及び それ U 上の 革は あがに 許 ザ 


— 3&S ^ 


しない 事と をつ セ。 叉 ホす する 車に も 巧に ガゾ リンを 巧め る 事と なつ セ。 例へ ぱ二 ，〇 
0 oc*c の卑で 九月 巧め が 可を 巧て ーヶ月 百 リータ ー の ガソリン 切 巧を 寅つ ホ卑 がず 回 
再びを されて ーヶ月 分 二十 五リ I タ ー の ガソリン 切 巧し か吳れ たくを つて 了つ たと まふ や 
ぅたが おで わつた。 此の 再 お 討に 依つてを 可され を自か 車は 巧が の 約 八％ であると をは 
れてゐ る。 しかもな 關を 量の 小さた 辛 許りで あつて、 加 之 切なを 約 二 かお 分 程 巧に 巧め 
ホ 食 巧 明白が 幸に 巧る が 巧 消 巧は 巧 前の 約ぶ％ 乃至 111% を 下つ たと 見るべき でもる。 パ 
スも巧 ど 巧 止し、 タ クシ I もな をぶ ひ 切つ て泌 じ、 其の 爲の民 ホの 不巧 をみ つて 同 方向へ 
巧く ホは をるべく 同 乘さ廿 て 巧く 事を 巧 巧した。 

叉 ガソリンの 代りに 壓お 冗が み 用 ひて 走る 事を 巧 » し、 巧 縮 瓦 巧で 走る 車は をが 許可 不 
巧と たつた 爲タ クシ— 化に 自み 用ち の 車が ホ ホ W 現して 來 てが お 瓦 巧の 容器で ある ボシぺ 
をず はを 方に、 又は 屋根の 上に 乗せて をる ま おの 辛が 音物が に 走る でぅ にを つたので あ 

*0。 I 

十一月 初 巧に わつ て、 更に 巧 分 ガソリンの おお 量を 巧 じたので あるが、 _ ホ にがて 是 程； 
巧 巧 おおの 泣 約を 計り 乍ら 巧 巧の ホる 事には 何 鹿を もま おが 地り、 凡てが 常教 的に 且つ ネ- 
直に 苗る されて 巧く 事は ホ ましい 化 席で あつて、 十一月 巧め 巧 ホは 小が の 自用 单を通 W し 
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てナす £5 苗 S に 上る み、；. をし そ S でみ つた ボ蓋 つも Q は •ヵ ソづン である。 
是程 •ヵッ。 ンを棉 《て 居— 時、 雨进田 巧— 巧して 巧く 燃料を？ まは 到 ほ 不可能と き 
へられた？ あるが、 其 s 時 迄 5 て 居つ ホ 高 辛を 當時羅 キも をく、 軍が へ贸 上げ 
て 巧つ て屬を 5 て も 仕 まを」 と 15 5 てて f 忆も 忍びた おつ S で、 5 な 為 
局へ 巧 キ由外 持 出し 許可を 中 請した。 望では 外貨で 5 た證明 寡る 革は 直ちに 累 
に 持 巧し 得る S 羣で 巧 人した 辛は 一投忆 围外幫 しを？ をい。 養で 巧閒 をの 
ホ 巧く 許可 證を 寅ひ、 今 巧は 西— 社へ 巧つ てな 审 一— まけのを ホを 試みた。 案の 巧 
軍ま徐 をで 单が をを いを 個人 s? 蓋す る？ 貨車を 巧？ る 意 某を いとを 

ふの てがら ぱ 其の 昔證 巧して K ひを いと 申入れ て 直ちに 其の 證明專 を 巧 ひ、# の 化で 空 

す 燃篡へ 巧さ、 此 Q お 可 證と證 明 まを 見ご冨 《政府® 一部 局が 巧 か 持ちを 許可し 
他の 磬が 貨車を f をい と 云つ て ゐる里 鼻で ぷ 巧して 巧く ょり 他忆 方法が をいで な 
をい か、 時節柄 S 毒では あるが 管 言？ 夕， だけ 切？ 頂 キ 度い」 と 串 入れた ので 

ホつ を、 ホ 5 是ぉ ると JQ で f 上璧 人と 相談した 上 直ち 忆 「御 巧 求 姐り 差 上 

げ ょぅ ほし 貴 巧の ザは】、 五 ooc , c であるから 白 的 辛を 用 道路を 地つて 巧 かるれば 
西巧をセ百五十キ a であるからちリ1ターでホ分ゼとあふが、 二十リ1ターだけお裕をを 


上げょう 合計き 一十？ 夕-で 巧 度し 5 ひ 巧い」 とまつて 卽 巧に 巧 二十？ 夕 ，の 切を 
を 渡し 5 れた の には 感、 むして 了つ て' ぶら おを 中 述べた？ あつたが、 お. いた 事には 
面 巧を 來を 時、 下 巧 二十 リ— 夕-- だけ 巧符が 巧つ を 事で あつを。 

化の】 例で もがる やうに、 ちい 大した 地位で をい 人 まが これ 位の S た 知！！ と 計算の お 

力を 持つ 了 f まで ぉる。 と SS 妾を ぱ少 雲》 と 思ム 事が 立 愛 通る まは 

'お々 おきと 衆 まの 思を 巧た にさせら る、々 巧で あつた。 

ガソリン 需給 拥巧 

が 樣に迄 民間 お资を 押へ るま忆 巧つ てなら ぱ用 をは •ヵッ。 ン 需要の どれ 程を 節約し ま ホ 

であら 之、 我 若が 了 民間 交。 N 雲は 年め 習军 裏と お蓄ら を、 巧 爭と同 
時に— 用航壽 i 惡： ©た Q で、 化 Q 雲 讓 の 寫署惡 はがく も 節で 巧た と 

ち へられる。 ‘ 

- や 時に がける 巧 用 ガソリンが どれ 程で あつた わは 巧が とされて 居つ て椎羣 來 たい ボ、 

W の 百 冗 十 萬 巧 力 至 二百 萬 巧 位では をを うかと が はれろ 化つ て 望の 年 巧 妥は六 夏 
- 十 巧 巧 乃至 六 さち 巧で あると ぶてょ いのでは をからう か 〇 . 化の 供給 財な を 見る に 近 ぉ k 
いに 巧 巧され た 人を ち 油が 平素め 百 お 十 巧 IP の 年 まを 持つて 局を とち へらる、 ので、 巧 巧 


が 態として 巧 巧に 巧 轉をキ くしても、 巧 量 I 二ち 巧 巧が 巧々 であらう。 これに 舊ポ— ラ’ \ 
ド 領上シ ュレ— ジヤに 巧る ル 1 マ ニヤ 巧の 油田 — 一時 ソ .蹄の 扣前 とを つた 寞 のを ソ巧 
のごン ランド 作 巧に おし 巧を の巧 冷が 入つ て お 局、 巧ぶ に 巧ら れを がみで ぁを I か 
らポ— ランド 時代 年 ま 六十 ま# を 巧して 居つ を 0 巧を の お ホに 依つ て 百な 巧に 增 をされ 
たと してを 計の 百 巧な である。 其を ル— マ ニヤとの 通 巧 協 巧に かつて ザ 百 六十 巧 巧を 同 
K から 巧る まとを つたので 、全部で お 百 六十を 巧と たる 0 是れが 巧 一杯の おで あつて 化. 
の 上は 從來の 巧 巧 わら 巧た して 巧く かは をい。 と 思つて 居た ので あつたが、 白 蘭 作 巧の 
お 巧を かの ガソリン タンクを お 巧して 凡そ 半年々 の ガソリンを 得た と 云ん までち る。 巧. 
らぱ貯 巧が どれ 程 あつたか、 是 こそ 桂が であつて 見 當も附 け 得ない のでち るが、 用ち 用 到 
を ナチ ス巧府 がが 料 問題を 巧 ホせ ホして を 巧を を大ホ $ 力と する 巧爭を 始める をが をい の 
でかく も 践時お 要の 一年々 位は お 巧して 居る のでは をからう わと あはれ る。 

空軍が み 巧 巧を 汾 けて どれ 程の ガソリンを 消 巧す るた 其の 規 巧と 程 巧に 巧る まで 的 巧. 
を お 抑は 出來 たいが 大凡 六 セ 百 巧 W 程 巧の ものでは をからう かと ミを はちへ てゐ るので 
わる。 

おの ザう じぶ を t る 巧を には 勿苗假 ちゃ f ボタい ので 斷 すは 化來を いが、 化の 巧 巧の 
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最大が がと されて ゐる巧 巧が 巧 巧® も 巧 一二 ま ポ あじる 程 まるつ を 現な とはち ぺられ ホい ヤ 
うを 巧が t る。 がくと も 巧 一年 や 一年 半は 大丈夫で はを おらう かと 巧 はれる ので ある。 

あ 近 ル ー マ ュヤが おち 主義ょり 巧 巧 主を に 早 タゥし セ やうで あるから ルー マ-ニヤの 油 も 
年 百 六十 巧 巧に 制限され をいで、 を ザを めと 百 萬 巧が 巧を へ おがされぬ とも 限らね。 き 
しさう なれば これで 巧を の 階み の 種は 解' 消し ホで うを ものであると がすべき である 0 

エ 戰 時燈乂 管制の 徹底 お 6 

勒ポ— ランド 軍 ま 巧 お 開始と 同時に〜 がち】 九 S 九 年 九 巧 一口ょり 獨 逸を 巧は 戰 時燈乂 
を 制に 入つ たので あ 0 て、 各 住まは 勿論、 工場、 會 お、 事務所、 巧 巧を 問は ホ 凡を 人の 冉 
る 姑は 一ち 巧 部 策ち 帝 括を 則 ほして 旦つ 藻へ おおに 光の 巧れ 5を規 おし、 例 に巧 
つて ナナス 靑年 曲と 云つても 商店な やエ柴 勢衡を 達で あるが 1 巧に ナチ スの 巧を をを いて 
巧 かし か 巧 一日 二日 一二 日の 一二 晚に I 且ゥ各 住宅 其の 他を み 杏して ホいた ので あつを。 彼等 
は 指を をが しつ かりして ゐる とおえ 逝 口が 仲々 垢拔 けがして 居つ て 、 S 人 お 入が】 おと & 
り I 人が お 巧に 入つ て來 てを が お 巧して 吳れと 云 ふので が ほす ると 他の ぶ 中が 表側と 裏 W 
へ 巧り J 何の 想は 少し 巧れ ると か 下の 方の 端 わら ホゥが 出る とか 云つ て 巧 かげ 巧して が# 


に»杏し、 其のがみを巧摘して明日夕をに完をにし‘て>;^:巧い旨中入ホてがつて巧く、 お 
- 日 再び 來て 同じ まを 巧り おす、 一二 日 目には 殆ど 完全に 光が 洩れ たくたつて 了 ふと 云 ふが 巧 

1 に 持つて 巧た のであつた。 

一 / 

巧 おへ 出て 見る と 勿を 凡 有 街路 お 巧は 巧され、 電車は 巧を の、 光りとは をへ をい 位の、 
が 巧を がし 矢ち に餐 鈴を 巧ら して 徐 巧して ねる。 自巧 ザは ホ试 して がれに 通る の もへ， 
ドラ ィトに 一七 ンチ巾 冗 センナち さの II ちの 穴を 切つ ホが ひを なせる まを 規定され てゐる 
巧に 速力は 曲せ ない ので 徐 巧して ゐ る。 ホ 巧を 同 お 時々 衝 巧して お 互にが 免なさい と 云つ 
てゐ る、 巧 中 お 巧を 持つ てゐ るを は 巧め 如く 時々 足下を 巧して は ホいて 居る とを ふ狀 態で 
あつた 0 

用意 商 到た ナチ ス政 巧は 化の 暗黒を 利用して み 摸の 巧 巧す るで わらぅ 事を 巧 巧 する 巧が 
火 管制を お 令す ると 同時に 此の 泣 火を がを 利用して A 接を おくを が あれば 闲 みの ホ かにな 
逆す るを として おおに をす る まを 併せて 巧 表する まを 忘れた かつ セの みなら ホ、 巧 段 人の 
化 巧る 巧 巧へは や 化の ナナス 黨 貝を お數に 立たせて S いて、 化の g 吿 にも 巧は らホ炼 人の 
ハンド •ハ， グを巧 巧つ て ホげ る 不む巧 ホを 其の おで 巧へ、 巧 倍の 程は かるに 由む きも 矢 巧 
ネに 死刑に しこれを ラデォ でを 苗 おにる 吿 しわので、 一二 日 目 化ん ら 化の S の 化 巧 も 其の後 


を 巧 0 に まつた 4 巧 ホん を。 禹 、 
•何れ fc しても 實に 徹底した 巧枯を 巧つ ちので ある*. 


— itO 


1) Oberiftlsberg 2) Berchtesgaden 


重 一十 III 車ヒプ トラ— 總統 のが ホ活 夕 

】 九 1 四年、 前大巧の勃發と典に 一 を巧兵として出征してな來、 ヒ ， トラーのがを巧は 
おど 括 おのが おで あつ セ。 碟に ナナス あおな 來の 彼は、 化の がんで 用 ふるま 葉の やぅに 
W ホの ぶ 巧で あつた。 小ち： 傅 化な としてつ-政 放との 爭 ひ、 を 巧と^ 衝突、 巧に 巧 力を 巧 
てからは 共産な との 烈しい 踊 ひ、 ナナスの 天下と をつ てからは が盟 との 對 立、 更に 巧 併と 
の おすと おへ 巧れば 巧ぶ 息れ く 思 もを い活货 f 一 ぁつを 0 が 巧し、 彼 ホ 人で ある。 活し 
い活 巧を 要 ホされ てね る ダけ* 其の 一面 又 おんな 化 息を 必巧 として おつを 0 ナチ ス がを 
困 的に 巧大 され 闽內 みがに な 仰を を 巧た 一九二 九 年ち、 彼は 平を み 巧して ねる 南 巧の 山 ホ 
ザルツ ベルグ 州の ベル ヒテ スガ ー デンの 山の 中腹に 小‘ さを、 質 まな 別 巧を 曾んだ 。 j 
は 巧 巧に も おり 知られて ねを かつた ボ、 I 九 一二 四 年 巧から ボツ ボツ巧 巧に 知られて 來 ホの 
であつ を。 ヒ ，トラ ー がな 權を 巧り 再 巧を な 一して、 ヒン デン ブルダ 大が 巧の 13 
たが巧とシそ名每らない化、 1|^にがて乂が苗从上の巧あの倍3を集れ、 半ぱ>か^> 


— 。パ— 


荣 さるん 大巧を 帝 田の 元 ザと しての 彼の M 巧と しては、 か 何にも 巧 巧 巧 ダ， 寒ろ ♦巧 * f 
る 位の 小さを、 粗末を 山小屋 まのを 物では ホる が、 巧 あ 巧 巧な 彼は 唯】 無二の 巧 ひ 場 巧と 
して、 寸暇を をんで は此 巧に 麻 あのひとと きをなる まを お 上の 樂し みとし、 化 威に 時 巧と 
讀 ぶに 時を をり、 倦んで は 巧朴を 山男 や 巧の 子供達と 睐を 巧へ て 語る 私生活を お ホて ゐる 
ので ある 0 

ヒ ，トラ— おがの 巧 身 生活に 巧ても 世に 種々 のがさを 時いて ゐる やぅで、 巧 巧の】 巧の 
巧 聞 さへ も 彼を 取を くを くの 女性の 巧の】 二の 人々 が、 總 がの 特別を 谢 巧を 受けて ゐる 
かの 如く 进 いを 事 さへ あると まふ 巧で ある。 彼は 巧 逸人の 目から 見れ ぱ化 にも 巧を、 
と 云 ふ 程で もを いが、 ホづ百 人に】 人 化の 黄 男で ある ゎで、 みに、 おお 的に 淸 巧な ホ 巧と 
巧 梅な 菜を ま義 とから 來る 血を のまし さ、 不屈の 巧 神 力の 现 はれで ある 巧け のの 强い 眼、 
巧 巧と 思索に 巧る 巧み 切つ た 掃 等は、 彼のな 乂を策 綺や八 千 巧 巧 ホの 巧を 巧れ 制 かさやに 
は 措かを いなを ザ、 化が としての 紀お めを 地れ 等から 巧り 巧しても、 俩人ヒ ，卜つ I は 巧 
を かけに 巧つ てけ 等しく 崇 仰と 巧 慕の 的と をる に充 々を 化 件を 具へ て 居る と 云 ふので、 彼 
にお 近 せんと 死物 狂 ひの 女達 もが 當 •を かに 上つた やぅで あり、 美め 巧を は 特に ホ 巧の A 
巧の ち 巧で あると ま おする 化ヒ ，トラ ー はち 能を 女を をドシ 巧 ホな くな 用して 吾る 0 


で、 種* の 度說を をんだ が も あつた のけ 事 ザで あるが、 亦 彼が 化すれば がくとん 巧を 人で 
- ある おり か 何を る 女性 も 狂を して みん 魂 も 捧げ あすで あらう し、 义世 もこれ を 敢て異 とし 
がを いで あらうま も 共に 巧 巧で あるが、 を 巧に 至つて 渐く八 千 おが ホの 隅々 迄、 が統 がな 化 
_ を 近づけを いのはみ して お識 のに 近づけた いので も わく •又け 的に 不能 不み でもな く、 そ 
れ はが 統の 日常 住んで ゐる巧 地が、 か、 る 化 上の たものと は 凡を 遠い ものであつて、 おに 
商理 らお 族の 巧 巧に 想 ひを 馳ら せ、 巧を 的む あおに れつて おつて、 巧 巧 上總統 にけ 不 円が 
でた く 女性を 必要と して 树な いので あろ 巧が 知 ホ 渡つ たやう である 0 

斯く 云へ ぱ 、恰も ヒ ，トラ I を餘 りに 神 舉祕し 過ぎて 居る やうに 化は る、 讚 巧ん あらう 
が、 彼の 今日 迄の お 巧を がの がかと、 巧に 今 巧 梁き 上げん とする 大獨巧 帝闲 への 巧 おに 化 
ゆる 現せの 彼の 日常を ぶ ひ、 大地が がを 前にして を 事を 忘れる と 云は る、 彼のが 神 樂中お 
りを おへる 時、 ま 巧 彼には 異なを おふ餘 暇な き 事 も 少しは 巧 像 W 來棋 ではたい か。 それ 
码^巧 進 あれば こち 今 R 迄の 彼に お 異の戍 功の 連 巧が あり 得る のであつて、 巧 姐 人の 自 
己を おがと して おな する がかき がが が 慾を ちへ、 異なを 巧つて 居つ セので は、 か 何に 巧 力 
粒 おの 人で あつても、 ず 曰の 彼の ホ 巧 巧は あり 巧なかつた らうと おへられる。 勿論 木ち 
でたい な 上がを 卞巧 をを 巧 巧す るには 巧を をが み も ホつ たで わらう が •彼には 更に お 萬 A 


第 178 画 


か _ も 大きた •悄 みと 巧れ を 括が わ 尘わ持 

つて おつた のであつた。 

. 化の 巧 火 わる 人物の 化 化 巧の】 端を 巧 
•をと 共に； 巧して、 むので を 欄 きないと 
•思 ふ。 

第一と 八 岡は、 化 ハ 巧 素た 山莊 のを 投 
である。 煉瓦 巧 木 逸の 巧獨 1 チ：！— ん地 
ホから バィエル ンの 山地に かけて よ < あ 
る 5:^ みの 巧まで あり •おがは 柿 巧き で、 
風な 巧を がける 爲の 巧を 思いて わる。 

一 妈の元 巧の 別な として か 巧 じ も 巧 索を 
まは】 化して 明かに 巧 巧 3 れ ろ。 

巧 一と 九 岡は、 化の 巧 部で、 ヒ ，トラ 
1 の- 满 ぶと 化 索に 巧る 巧が である。 ホ 
手に おえる のは 術 逸ち ホの 煤坊 カミンで 



圆 


■ イ 

J 夕 




巧舰魏 


本*， 


の 元首の 掉 
を悅ぎ 拾て 
汲 帥 達と 親 
しく 話して 

わるが 人の】 時で ある。 

巧】 八 二 固は 化の 山な ハべ ランダ I に、 山 巧 0 


巧】 八 0 巧は をを であって、 どう 巧んで 
寸 しちを かを な卖 のをち： 5 上とは ちへ‘ ら 


第一 八】 
圆は 此の 山 
莊の 庭に 出 







夕 7 グ 



占、 巧 i 八の 巧は か I る欣 をで ぁる。 山 あの 巧く か 山 
巧達や臨おの靑年速は、 1两の元をとしてのヒ，トラ1で 
なく •人間 ヒ ，トラ I にお 限の 親しみを ぶじて ゐる とま 
ム〇 じ， トラ ー も ホ 巧め て あ 等と 接し* 其の 純朴を 氣持 
ちを 也から 巧して ゐ ると ちム〇 巧】 八 冗 岡は 此の 種の 一 
おが、 巧 舍の靑 年が > おまくり しを 
しく ヒ ，トラ I に 接する をび を ホは つて 
ゐる说 、がくして ヒ ，トラ I とお ホは 巧 
< 結ばれて 巧く ので ぁる 0 

ナチ ス のが 部 も 亦、 满巧 におす る 巧 着 
ょり 時々 化の 山な を 巧れ る 0 巧 I 八 六 
巧は ゲー リングが 訪れて ベランダ I にな 
いで ゐる ところ 〇 

第一 八と 巧は ダ， •ヘルスが 巧れ、 W 巧 
ので 供津を 集めて 美 子を 典へ で わ ミ* 


である* 



ホ 


山莊 附近の 子供 建 も 遠な のをい 親し’ みを 持つ でゐて 時々 巧た 
る。 子供が きを ヒ ，トラ ー も、 彼等の が 巧 さを 巧して ゐ ると 
云 ふ。 巧 一八 八圖は •少女 まが、 ヒ ，トラ ー のぞ 名を％ つで 
戒 ぶして ゐる ところ 0 
菊 一八 九 岡は 幼い 農 ま 
の 子供を あで 


して わる. 


-ラ 1_ 


第一 九 〇 固 
は、 選ばれて 
を々 訪ねを 少 
年 困の おがを 
をけ 訓話を 巧 

へる ヒ， トラ 



■ 


第 


乂— 



— 37 み— 



e 


pm— 

气ピで だ 


一— で 


1 で ホる • 

山 おにが ける ヒ ，トラ I は 一が 人に 巧つ て •がヤ 
山を ホき おり 身、 むの ホ まを 計る まも ゎる。 是# の 
時は をく お 者 巧で ぁると をム C . 

— ナナスの が巧や s,s がか 何に ホ 言しても R 巧む 
W して 斥け、 自信を 持つ て 自由に あちつ てね る 由で、 
第 これが ホ 却つて 巧 ホに 巧 巧の 巧を おさせて ゐる やぅ 
でぁる。 誠に 彼の かく 自信に 滿ち ゐる人 も をら 
しいと 云は ねぱ ならね 0 ， 

第 I 九 ‘1 旧は 化の 一時の 化景 でぁつて、 « 巧を 手 
辨 をに 一息つ いて ゐる ところで ホる。 

化の 5 、化の 人怕 々にを るん ヒ ，トラ-の 璧 ぁるが せに、 八 干 巧の 巧 ホー 括义 にが 
.ぇ、 過ちの 巧肪 にがろ 义鬟 にがては？ んで 一々 を 田家に！！ げ 2 るので ゎつ て、 识 
ホは 巧に 埋茜ヤ 法 ホヤ 强 が だけで、 薑的 にのく もので ない 巧ち 袖季 るに 當ゥ おにす* 
K して 窗 きをい と 思ム〇 (を) 






巧を 巧 小石… 巧 巧 •巧 十二を 地 ~ ^ 

振替 東 ま 14844 な 記が R 378 - 6633 *義 コロ ナせ 


電 氣エ學 助ぐ 围 
有線 無線 巧 信 エを著 類 
主 木ぶ 建築 エ學嘗 巧 
機が ぷ金 ぶエ巧 お 巧 
をな 工業 學校お 科 薄 類 

なと を 方面の な 級 書な を R 刊 けを 居が 巧 か 目 
挣巧乂 巧の 方には 巧 I 巧み 誘 毒 化を 
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